















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序　全すべての価値が終わる場所









「はあ……ハァッ、……スゥ──……ッ、う、う……！」

　血肉と、炎ほのおと、鉄と骸むくろ。

　辺りを埋うめ尽つくす死の臭においの中心で、フィルはただ震ふるえていた。

「先行隊、既すでに伝心ありません！　全ぜん滅めつしています！」「結界も限界です！　これ以上は止められません！」「耐たえろッ！　ギリギリまで引き付けるんだ！」

　大人の魔ま導どう師し達が、悲鳴じみた大声を上げながら周囲を行き交かう。

　悲鳴を堪こらえて蹲うずくまる。フィルは、半月前に十二歳になったばかりの子供だ。父親は料理人で、母親は代筆家。本来なら、こんな場所に──戦場になどいるはずのない人間だった。

「もう少しだ！　奴やつらが見えたら、ぎゃッ！」

　ぱぁんという奇き妙みような破は裂れつ音と共に、兵士が、頭から血を噴ふきだして倒たおれる。

　魔導王国ジグローゼスの誇ほこる、軍属魔導師。フィルには考えもつかないほどの修練を積んだ彼らが、今は、襲おそい来る敵の攻こう撃げきに何も出来ず、一方的に殺傷されていく。

「き、来たぞっ！　奴らだ！」

　鮮せん血けつと悲鳴が溢あふれる中、魔導師のひとりが、裏返った声で前方を指差した。

「メフィエラの『機械兵』どもだっ！」

　フィルが、恐きよう怖ふに息を吞のむ。森の木々を薙なぎ払はらって、その敵が、姿を現した。

〈………ィィ、ィ……〉

　蒼あおく光る単眼を持つ、巨きよ大だいな蜘く蛛もにも似た、鋼はがねの怪かい物ぶつだった。その胴どう体たいの側面には『銃じゆう』──金属の礫つぶてを異常な速度で射出する筒つつ型の武器が、何本も据すえ付けられている。

　その銃が、轟ごう音おんと共に回転し、兵士達がまた倒れる。蒼い単眼の輝かがやきは一つだけではない。森の奥から次々と蒼色が灯ともる。二つ、三つ──十、二十──

「怯ひるむなっ！　こちらには、これがある！　獣じゆう騎き兵へいを起こすぞッ！」

　一団の長おさらしき魔導師が鼓こ舞ぶするように叫さけんだ。詠えい唱しようと共に魔力の光が強まっていく。だが、その間にも、銃じゆう弾だんの嵐あらしは彼らを襲い続ける。一人、また一人と倒れていく。

「がっ！」「後は、頼たの……」「ジグローゼス、万ばん歳ざい」「お前らっ！　くそ、畜ちく生しようがっ！」

　絶ぜつ叫きようと共に強まる魔力の輝き。それは全て、彼らの中心に立つフィルに収束する。

　杖つえが掲かかげられる。かろうじて生き残った魔導師が、嗄かれた声で彼に命じた。

「詠唱、帰結！　──今だ、獣騎兵っ！　転身せよ！」

「う、ううう……！　ね、『願いは』……」

　光の柱のような魔力の奔ほん流りゆうの中で、フィルは恐怖に身を震わせる。ヒトの身体からだが、新たなものに造り変えられる、おぞましい感覚が全身を塗ぬり潰つぶす。

　フィルは消し飛びそうな意識の中で、かろうじて、教えられた詠唱を口にする。

「『願いは、紫し紺こん』──う、うウ、ウウ──ッシュゥ、シャァアアアアア───ッ！」

　魔力の殻からを破って、フィルは己おのれの鎌首をもたげた。

　長大な胴を滑すべらせて爬は行こうし、ぐぱりと裂さけた口を広げ、正面の機械兵を嚙かみ砕くだく。

「行け！　やれェっ、双頭蛇アンフイスバエナ！　同どう朋ほうの仇かたきを、忌いまわしい鉄クズどもを喰くい潰せッ！」

　生き残った魔導師が、憎ぞう悪お塗まみれの快かい哉さいを叫んだ。

　その声も、もはやフィルには聞こえていない。身体の中ほどから分かれた二つ目の頭部が、裂けた口から毒どく霧ぎりを吐はく。紫むらさきの霞かすみが、機械兵の頑がん強きような装そう甲こうを瞬またたく間に腐くさらせ崩くずす。

　視界の先では、飛んできた輸送機から、更さらなる機械兵が降下するのが見えた。

「シュ、シュゥシュァアア────！」「シャァアア────ッ！」

　双そう頭とうの大だい蛇じやは積み上げた残ざん骸がいの上で咆ほう哮こうし、増ぞう援えんの機械兵へと飛び込んでゆく。

　これが、この戦場だった。

　無限の動力と無む尽じんの機械兵を持つ、鉄と銃火の軍勢──機械帝てい国こくメフィエラ。

　神秘の魔力と神代の怪物を従える、杖と爪そう牙がの軍勢──魔導王国ジグローゼス。

　百年続く戦争の最前線。名前のない荒野ノートフイールドと呼ばれる国境地帯の、地じ獄ごくそのものの光景。

「シィィイイア────！」「シャァッ！　シュウゥ──……ッ！」

　双頭蛇は、機械兵を見つけ次し第だい、食らい、潰し、溶とかし腐らせてゆく。何十という残骸が、蛇へびが通った跡あとに積み上がってゆく。

　だが、──突とつ如じよ、彼方かなたから飛び来きたった蒼い閃せん光こうが、双頭蛇の首を貫つらぬいた。

「ギ──ィイッ！」

　じゅう、と傷口が毒どく腺せんごと焼かれる。蛇の喉のど元もとを貫くのは、蒼いエネルギーが刃やいば状に生成された、奇き怪かいな炎の剣けんだった。双頭蛇は苦痛のままに身体を振ふり回す。炎えん剣けんを握にぎる担にない手が、蛇の喉元から飛び離はなれ、噴ふん射しや炎と共に斜ななめ上方に滞たい空くうした。

〈……ィイィィ……〉

　歪いびつな人型をした機械兵だった。薄うす青あおく輝く装甲──内に湛たたえた桁けた違ちがいのエネルギー量が、機体表面を覆おおっている。無機質な蒼そう眼がんが、双頭蛇を見下ろした。

「ギィァッ！　ギィイッ！　ギィァ────ッ！」

　双頭蛇は牙きばで食い付き、尻尾しつぽを振り回し、毒の霧を吐く。だが、自在に空を翔かける上位機体に尾おの一撃は届かず、毒の霧は装甲表面のエネルギーによって蒸発してしまう。

　上位機体は、毒霧を突つっ切きって大蛇に肉にく薄はくすると、その首に再び炎剣を突き立てた。双頭蛇が絶叫を上げる。──同時に、機械兵の背中を、長く鋭するどい牙が貫いた。

〈…………！〉

　毒霧に隠かくれたもう片方の頭部が、背後から上位機体の首筋に食らいついたのだ。双頭蛇は更に、長大な胴を機械兵に巻き付かせると、全身で締しめ潰さんとする。

　だが上位機体もまた、突き立てた炎剣を全力で捻ひねる。全身の蒼いエネルギーがその輝きと勢いを強め、貫いた大蛇の頭部を一気に断たち割らんとする。

「ギ、ジ、イ……！」〈……！　……！　……！〉

　機械兵の蒼光が強まる。大蛇の身体が蠕ぜん動どうする。一機と一体は膠こう着ちやく状態に陥おちいり……

「シィ、アァァァアアアッッ！」

　そして、勝利したのは大蛇だった。上位機体は真っ二つに締め千ち切ぎられて砕け散る。撒まき散らされる油や装甲の残骸の中に、僅わずかな赤色が混じった。

　だが双頭蛇の傷も浅くはなかった。炎剣に貫かれた方の首が、大きな音を立てて地面に沈しずむ。生き残った方は、その重さに引きずられながらも空を見上げ、

〈…………〉〈…………〉〈…………〉

　三つ。空に浮うかぶ機き影えいがあった。蒼い噴射炎を放ち滞空する、その全てが上位機体だった。それらは一いつ斉せいに、動けぬ地上の大蛇に向けて、蒼く輝く銃口を向けた。

「ギ、ィイァ────イィイイァ────」

　砲ほう火か。砲火。砲火。大蛇の巨きよ軀くは、殺さつ到とうする蒼い熱線に貫かれ、爆はぜてゆく。

　──双頭蛇の中で、フィルの意識は、仮かり初そめの身体が削けずられる苦痛に必死に抵てい抗こうする。

（嫌いやだ。いやだ、嫌だ……！）

　彼には、何の罪もなかった。適性があるからと、両親から引き離され無理矢理徴ちよう兵へいされた。彼には、何の理由もなかった。媒ばい体たいたる魔獣と、術式から与あたえられる戦意に吞のまれながら、彼の戦いはただ消費されるだけだった。

　名前のない荒野ノートフイールドに居る者は、誰だれもがそうだった。

　人を人とも思わない。命を命と思わない。全ての価値が終わる場所。

「シ、ィイ、……あ、う、ああ────」

　無む慈じ悲ひに砲火は降り注ぎ、魔獣の血と肉が大地を濡ぬらす。苦痛の果てに、やがて視界の全てが残ざん酷こくな蒼色に埋め尽くされ──




「『　願い　は　白はく亜あ　』」




　光が、空を貫いた。

「────、あ」

　目が眩くらむほどの、純白の光の奔流だった。三機の上位機体は、その光こう帯たいに吞み込まれ、跡形もなく消えた。フィルの遥はるか後方より飛来したそれは空を真っ二つに断ち割ったまま、きぃんと、扇おうぎを描えがくように空を舐めた。

　──空を、爆ばく発はつが埋め尽くした。上位機体も。爆撃機も。輸送機から降下していた無数の機械兵も。空にあった全てのメフィエラ兵が、それだけで、空の藻も屑くずと消えた。

　そして、制空権を失った機械兵団と入れ替かわる様に、それが姿を現した。




「ォォォ──────オォオオォ─────」




　それは、落陽の如ごとき、大いなる竜りゆう。

　天を覆う巨大な翼つばさ。炯けい々けいと輝く赤い瞳ひとみ。全身を覆う漆しつ黒こくの鱗うろこは、赤色の雷らい鳴めいを帯びており、その威い容ようは、黄昏たそがれの中に輝く黒き太陽のようだった。

「う、ああ……！」

　フィルは呻うめく。彼は、双頭蛇の血と肉にく片へんの中に、生身で横たわっていた。致ち命めい的な反動フイードバツクを受けて焼け焦こげた腕うでを、震えながら空へと伸のばす。

　よく知っていた。あれこそが、ジグローゼスの最高戦力。メフィエラに終しゆう焉えんをもたらす究極の魔獣。単たん騎きで戦争を終わらせると称しようされる、その最強最古の魔獣の名を。

「屍喰竜ニーズヘツグ──クロト、さん……」

　闇やみを切り取ったような巨竜が、緩ゆるやかに、フィルの傍そばへと降りてくる。纏まとった赤き雷かみなりが、双頭蛇の死し骸がいに集まりかけていた周辺の機械兵を薙ぎ払った。

　地じ響ひびきと共に降り立ち、停止する。──その足元に、不意に、人ひと影かげが現れた。

　佇ちよ立りつする竜の影から立ち上がったような、曖あい昧まいなシルエットだった。その輪りん郭かくは、フィルとさして年の変わらない少年のもの。

　血の海に沈むフィルを見下ろし、その影は言った。

『──選べ』

　魔力を介かいして意思を伝える、伝心の魔法だ。獣騎兵が転身状態で行う会話手段。

『フィル。お前は、もう死ぬ』

　少なくとも、それは死にゆく同どう胞ほうを悼いたむ言葉ではなかった。どこまでも乾かわいた、まるで、人の運命を図はかる超ちよう越えつ者じみた言葉。

『お前に残のこされた選せん択たく肢しは二つ。このまま、何も遺さずに安らかに逝ゆくか。それとも、その運命を捻ねじ曲げて、この俺に喰われるかだ』

　無慈悲な言葉。だが、意図的に抑よく揚ようを強めたその口調は、どこか露ろ悪あく的でもあった。

『先に言っておく。俺に喰われたなら、その先は永遠の闘とう争そうだ。それが嫌なら』

『お、ねがい、します』

　迷いはなかった。掠かすれ掠れの伝心で、フィルは彼に答えた。

　即そく答とうに近いフィルの言葉に、影はあからさまに難色を示した。背後の黒竜が同じように身じろぎした。自ら提案しながら、どうして了りよう承しようするのかとでも言いたげだった。

『お前は十分戦った。ここで終わることを望んでも、誰も責める奴やつはいないぞ』

『分かって、ます……ありがとう、クロトさん』

　フィルは、半身が焼け焦げた身体で、必死に笑おうとした。

　死ぬのは嫌だ。だけど、ただ無む為いに死ぬのはもっと嫌だった。捨て駒ごまのように戦わされて、何も出来ずに死んで──また別の誰かが双頭蛇になる。そんなのは御ご免めんだった。

『僕も、載のせてください。皆みなを護まもる力に……この戦争を、終わらせて……』

『…………ああ。分かった』

　竜が翼を広げる。赤雷を伴ともなった深い闇が、双頭蛇ごと少年を包み込んだ。

　炎ほのおからも兵器からも隔かく絶ぜつされた夕暮の中で、フィルの意識は緩やかに溶けていった。




　　　　◆




『よくやった、フィル』

　竜を背負う少年──クロトは、静かに顔を上げた。

　悼みは、その一言だけだ。この戦場では、仲間の死は余りに身近だ。誰が死んだとしても、誰を喰らったとしても、それ以上のことはしない。平静を失うことこそが、何よりも自分にとっては致命的だと彼は知っていた。

　そして、何も無くなった大地を背に、少年は戦場を見み据すえる。

『……ハ。そりゃあ、大人しく見ててくれるわけはねえよな』

　──平原の端はし、並んだ戦車隊が、長大な砲ほう塔とうを傾かたむけている。

　──山脈の向こうから放たれた、幾いく条すじものミサイルが飛んでくる。

　──遥か雲間の彼方かなたから、戦せん闘とう機の編隊が空を切り裂く。

　フィルとの短いやり取りも、メフィエラ軍が準備を整えるには十分な時間だった。制空権を取り戻もどすべく、あらゆる兵器が屍喰竜に向けられている。

『……それが、どうした』

　クロトは呟つぶやく。そう。平静を失うことこそが、この戦場では何より致命的だ。

　びしゃりと、その足が、今だ残っていた双頭蛇の血の池を踏ふんだ。

　左手を顔の前に掲かかげる。影色の瞳が鋭く歪ゆがんだ。




『熾おきろ！　屍喰竜！』

「──ォオォオゴァオォオォオォォオオォオ！」




　少年の影が消え──再起動した屍喰竜が、大気を砕くだくような咆ほう哮こうを上げた。

　同時に、メフィエラ軍も動いた。戦車隊が一斉に徹てつ甲こう弾だんを発射し、ミサイルと戦闘機が波状攻こう撃げきを浴びせるべく、陣じん形けいを組んで屍喰竜へと飛ひ翔しようする。

「ォオオォオオ……！」

　屍喰竜の翼が撓たわむ。ただ一度の羽は撃ばたきは、あろうことか音を超こえた。撃うち込まれた数十発の徹てつ甲こう弾だんは、その飛翔の余波だけでまとめて吹ふき飛んだ。

　巨体が、大気を破って加速する。比してあまりに鈍どん重じゆうなミサイル群を容易たやすくすり抜ぬけ、時間差で襲しゆう撃げきするはずだった戦闘機の編隊に、完かん璧ぺきなタイミングですれ違ちがった。

〈────！〉

　竜の後部で、閃光が煌きらめいた。──合計七機の戦闘機が、全すべて両断され爆発した。ありえざる速度で伸しん縮しゆくし空を薙なぎ払はらったのは、鋭えい利りな尾の斬ざん撃げきである。

　白目のない瞳が、戦場を睥へい睨げいする。

　北の端には、世界を遮さえぎる灰はい青あおの山脈。南の端には、果ての見えない暗緑の海洋。

　己おのれと敵しか存在しない、鎖とざされた戦闘領域──名前のない荒野ノートフイールド。

『……そこか』

　そして見つけた。平原の先、並び立つ岩山の更さらにその向こう。

　巨大なヤドカリにも似た、三基の陸上戦せん艦かん。あれこそが、無数の機械兵を統とう括かつし、エネルギーを供給するメフィエラの管制移動要よう塞さい、旗き艦かんである。

「オ、ォォオォォオオ────」

　竜の牙きばの隙すき間まから、眩まばゆい輝かがやきが零こぼれる。口こう腔こう内で迸ほとばしった赤雷が、繰くり返し爆はぜ、収束し、増ぞう幅ふくされ……やがてその色合いを、朱しゆ赤せきから純白へと変える。

「──ォォアッ！」

　竜の息吹ドラゴンブレス。放たれた白亜の光帯が、もっとも無防備な位置にあった一基を、纏った薄うす青あおのエネルギー障しよう壁へきごと切り裂さいて爆散させた。

〈───ひ、ひいいっ！〉

　ほぼ同時に、優すぐれた竜の五感が、声を捉とらえた。

『旗艦』は、メフィエラの兵器の中で、ただ二種のみ存在する有人機である。

〈艦かん橋きよう大破、退たい避ひ──ぎゃあっ！〉〈黒竜だ！　退けっ！〉〈間に合いません！　完全に射程内です！〉〈畜ちく生しよう、鋭機はまだかっ！〉〈早く逃にげろ〉〈嫌だ、嫌だぁっ！〉

　炎えん上じようする一基からの断だん末まつ魔ま。残された二基内部の恐きよう慌こう。

　ジグローゼスの魔導師ではまず見ることすらない、機械帝てい国こくの兵士達。その正体はなんてことはない、普ふ通つうの人間だ。優ゆう秀しゆうな、そして恐おそらくは運の悪い、代だい替たいの利きく多数。

『……消えろ』

　再度、ブレスを充じゆう塡てんし始める。彼こそは自律する黒雲であり、人じん智ちの及およばぬ災害の化け身しん。

　屍喰竜を前にして、メフィエラのあらゆる兵器には、対たい抗こうする術すべはない──

「オォオ、──ッ！」

　だが、残った旗艦を吹き飛ばさんと放った光帯が──突とつ如じよ、弾はじけた。旗艦に到とう達たつする寸前で、展開された蒼あおい障壁に防がれ、傘かさの骨組のように四散する。

　巻き起こる炎と土つち煙けむり。その向こうで、損傷一つない旗艦の姿がある。旗艦の障壁か？　いや、旗艦程度の出力では防げない威い力りよくで放った。

〈ああ……見ろ！〉

　紙かみ一ひと重えで生き残った旗艦のメフィエラ兵が、快かい哉さいを叫さけぶ。

〈あの輝動鋭機アインダートは──姫ひめ君ぎみだ！　姫君が来てくれたぞ！〉

　──轟ごう、と。

　光帯が防がれた一点から、蒼い光が、間欠泉のように噴ふき上がった。

　深海よりも深く、天空よりも遠い、途と方ほうもなく美しい蒼色だった。展開されたエネルギーフィールドは、屍喰竜の光帯を正面から受けて、小こ揺ゆるぎもしない。

　そのフィールドの中心に、星のごとく銀色に輝く、一機の機械兵の姿がある。

『──来やがったか』

　竜の中で、クロトの瞳が、忌いま々いましいものを見るように歪んだ。

『銀ぎん嶺れい……ッ！』

「オォォ……ゴオォオッォォオオ──ッ！」

　昂たかぶる精神に呼応し、屍喰竜が咆哮する。

　──それは奇くしくも、怪かい物ぶつに決けつ闘とうを挑いどむ、清せい廉れんな騎士にも似ていた。

　鋼線を束ねた、はためく外がい套とうのような外部装そう甲こう。鏡の如く磨みがき上げられた、鋭利な流線形の機体。虫の複眼にも似た頭部の網あみ目め状の眼めが、竜を見上げチカチカと瞬またたいた。

　種別としては、フィルを殺したものと同じ──輝動鋭機アインダートなどと呼ばれている上位機械兵。だが、格が違う。純度が違う。量産と飽ほう和わを何よりの理念とするメフィエラ軍において、この一機だけが明らかに異質な『究極の一』だった。

〈…………〉

　銀嶺が右みぎ腕うでを振ふる。それまで影も形もなかった、長大な砲ほう身しんを持つ銃じゆうが、その手の中に握にぎられた。屍喰竜を、深蒼色の粒子砲レーザーが襲おそう。

『チィッ……！』

　屍喰竜は、既すでに射線から離り脱だつしていた。竜の埒らち外がいの自然知覚能力は、ある種の未来予知にすら近い。それでも、僅わずかに掠めた翼つばさの先せん端たんが、鱗うろこごと沸ふつ騰とうする。

　続く、正確無比な偏へん差さ射撃を回かい避ひしながら、螺ら旋せんを描えがくように上じよう昇しよう。銀嶺は砲を構えたままブースターを展開。屍喰竜の赤き曲線を、銀嶺の蒼き鋭えい角かくが追う。

　──見下ろす黒竜の口腔に、白光が溢あふれる。

　──見上げる銀嶺の銃身に、蒼そう穹きゆうが充みちる。

「ォォオオォオオォォオッ！」〈────ッ！〉

　光帯ブレスと粒子砲レーザーが、戦場の空でぶつかり合った。

　周囲の機械兵のセンサーすら軒のき並なみ狂くるう、音と光の炸さく裂れつ──それを容易く突つっ切った屍喰竜の爪そう撃げきを、銀嶺は右手に握った実体剣けんで危なげなく受け止めた。

　牙と剣が衝しよう突とつし。爪と射撃が同期し。赤雷と蒼光が相そう殺さいされ。

　喰くい裂き撃ち流し弾き──そして再び、二つの異い形ぎようが、距きよ離りを取る。

「…………」〈…………〉

　屍喰竜の肩かたには、折れた剣が突き刺ささっていた。傷口から血が鱗を伝う。

　銀嶺は、背負ったブースターが一つ砕けていた。瞬く間に自己修復機構が動き出す。

　互たがいに、この相手と戦うのは初めてではない。

　飛行速度は銀嶺が上。強きよう靭じんさは屍喰竜が勝まさる。第六感に近い先読みと大出力の光帯を持つ黒竜に対し、銀嶺は超ちよう絶ぜつの反応速度と、無限の武装で対抗する。

　そして三み度たび、両者が突とつ進しんする──その時だった。

「！」〈！〉

　屍喰竜の瞳ひとみが、銀嶺の複眼硝子メインカメラが、同時に天空を見る。

　空に、異常が起きていた。まるで腐くさった沼ぬまのように、奇き妙みような虹にじ色いろに光っている。

　趨すう勢せいを見守っていた両軍の兵士達もそれに気付く。

〈しまった……虹にじ嵐あらしだ！　全機撤てつ退たい！　吞のまれるぞ！〉

『しめた！　全軍、戻れ！　殿しんがりは獣騎兵アレに任せろ！』

　メフィエラの通信と、ジグローゼスの伝心が戦場を渡わたった直後。

　亀き裂れつ音を立てて、空から幾条もの、虹色の竜巻が降り注いだ。

　平野が、燃え盛さかる森が、その風景ごと裂かれて虹色の破は片へんと化して渦うずを巻く。

『クソッ、またか……！』

　屍喰竜は、降ってきた竜巻を大きく動いてかわす。無数の竜巻は、絶え間なく空から降り注ぎ、空間を破は壊かいしながら戦場を分断していく。

　銀嶺も、既に退避していた。虹嵐に吞み込まれれば、その空間にあるものは文字通り消失する。戦場の頂点たる二人とて例外ではない。

　虹嵐の向こう側で、黒竜の炯けい眼がんと、銀嶺の複眼が睨にらみ合う。

　……また、決着はつかなかった。

　降り注ぐ虹嵐の中、完全に両軍が分断されるまで、二者は視線を逸そらさなかった。
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　──その戦争が、いつ、どのように始まったのか、知る者はいない。

　神秘と魔法と共に生きるジグローゼスと、科学と機械で隆りゆう盛せいを極きわめるメフィエラ。

　対極たる二国。開戦のきっかけも目的も失われながら、両者の価値観はどうしようもなく相あい容いれず、戦争は終わることなく続いている。

　魔導師と機械兵の、獣騎兵と輝動鋭機アインダートの織りなす百年戦争。

　互いの攻こう防ぼうは今や一進一退。二国の国境地帯であり、互いの破壊活動の結果、人の住む地でなくなった名前のない荒野ノートフイールドは、拡大の一いつ途とを辿たどっている──







　獣騎兵団第六基地。その一角、森を切り開いて作られた祭さい壇だんに向けて、屍喰竜ニーズヘツグは緩ゆるやかに滑かつ空くうしていく。待ち受けていた兵士達が見上げる中、翼を広げて着地し、

『──祈いのりをここに。汝われは願いを地に還かえす』

　天を衝つくような竜の巨きよ軀くが、瞬きの間に薄うすれて消えた。

　肉体は光の粒つぶのような魔力と化して消え、代わりに、がらがらと重く乾かわいた音を立てて祭壇に積み上がる、巨大な骨──屍喰竜の化石である。

「獣騎兵団第六部隊《屍喰竜》、帰き還かんした。損傷、消しよう耗もうなし。化石の回収を頼たのむ」

　最強の竜の亡なき骸がらを背に、──一人の少年が地面に降り立った。

　年ねん齢れいは十代後半ほど。癖くせのある黒くろ髪かみと、やや薄い影かげ色の瞳。軽装の上から古い軍用法衣ローブを羽織っている。顔つきはまだ幼さを残すものの、眉み間けんに皺しわを寄せる険しい表情と、──何より、その右目の周りに刻まれた奇き怪かいな刺青いれずみが異様だった。

「おお、《屍喰竜》！」

　祭壇の周囲に控ひかえていた、魔導師達が近づいてくる。彼の担当魔導師は入れ替かわりが激しい。初めて見た竜の化石を見上げ、感かん嘆たんの声を上げる。

「見たか、これが忌いまわしい機械兵どもを一いつ掃そうしたのを！」

「無論だ。これが我が国が誇ほこる究極魔法……最強の獣騎兵か……」

「これさえあれば、もはやメフィエラに後おくれを取ることはない！　戦線を進めれば、奴やつらに焼かれた街も、大地も取り戻もどせる。あの神秘の欠片かけらも無い、無ぶ粋すいな鉄クズにやられて死んでいった、仲間達の屈くつ辱じよくを、ようやく晴らすこともできる……！」

　化石を見上げ、歓かん喜きの声を口にする魔導師達。その多くは、包帯に血を滲にじませた負傷兵で、そして誰だれ一人、異貌の少年と目を合わせすらしない。

　いつものことだった。少年は、化石の回収を始める彼らを尻しり目めに祭壇から降りる。

「──待て《屍喰竜》。アマリネ監かん督とく官がお呼びだ」

　足が止まる。声を掛かけたのは、祭壇の兵士を纏まとめている、年配の上官だった。

　その男ですら、少年が軽く振り向いただけで、僅かに身を竦すくませた。少年は口の端はしを吊つり上げ、揶や揄ゆするような笑えみを浮うかべる。

「監督官が？　……腹減ってるんで、飯食ってからでもいいか？」

「……そんな訳がないだろう。今すぐ向かえ」

「ハ。冗じよう談だんだよ。了りよう解かい」

　歩き出しながら、ひらひらと背中越ごしに手を振る。獣騎兵の証あかしたる、黒い琥こ珀はくのような屍喰竜の核かく石せきが、月明かりを受けて輝かがやいた。

「あれが、《屍喰竜》……最強の獣騎兵ですか」

　祭壇を後にする少年を見み遣やり、新兵の一人が上官に問い掛ける。周りより幾いく分ぶんか冷静な様子のその兵士は、今度は化石を見上げ、僅かに口元を引き攣つらせた。

「ニーズヘッグ……凄すさまじい力ですが、こんな怪物に身を明け渡すなんて、正気の沙さ汰たじゃない。なんで、彼はあんな平然としていられるんですか」

　新兵の質問に、上官は、口に出すのもおぞましいという様子で答えた。それは、そのまま、祭壇に控えた魔ま導どう師し達の総意でもあった。

「そんなもの、決まっているだろう。……アレも、化け物だからだ。

《屍しかばね喰ぐらい》《竜りゆう騎き兵へい》《最悪の仔こ》《骸むくろ漁あさり》《同族殺し》。何でもいいがな。

　第六部隊筆頭、《屍喰竜》のクロト。──死人の魔力を食らい成長する、現存する中で最強最古、そして最悪の魔ま獣じゆうに転身する獣騎兵だ」




　　　　◆




「それで。申し開きはありますか。《屍喰竜》」

　必要なもの以外は何もない執しつ務む室の中心で、氷の視線がクロトを見み据すえた。

「申し開き、か。何か、問題でもあったか？　監督官殿どの」

　第六基地の中心にある屋や敷しきの一室で、クロトは首を傾かしげる。姿勢こそ背筋を伸のばした直立だが、周囲を揶揄するような薄い笑えみは変わらない。

「言わずとも分かると思いますが。──また『銀ぎん嶺れい』を逃のがしたようですね」

　ぴしゃりと、部屋の中心に座る人物が言った。

　豊かな栗くり色いろの髪かみをバレッタでまとめた、若い女性だった。ジグローゼスの紋もん章しようが刻まれた胸当てと、上級の軍用法衣。書類にペンを走らせる仕草一つでも育ちの良さが分かる。

　鋭するどい美び貌ぼう。だが、その氷の視線と言葉は、容よう赦しやなく他者を威い圧あつするものだった。

「命じられた任務は、本隊の救きゆう援えんだったはずだろ」

「あなた達獣騎兵の存在理由は、メフィエラ帝てい国こくの殲せん滅めつです。命じられた任務はやって当然。銀嶺を道連れに虹にじ嵐あらしに飛び込む覚かく悟ごもあれば、なお良いものを」

「…………」

　反論は意味がない。彼女が何よりも己おのが功を求めて、この最前線、それも汚よごれ役の獣騎兵監かん督とく官に就ついているというのは、第六部隊の中では有名な話だ。

　獣騎兵団第六部隊監督官──《塞城》のアマリネ。

　弱じやつ冠かん二十一歳で、禁きん忌きたる転身魔法を修めた女じよ傑けつ。クロトもこの戦場は長いが、自ら望んでここに異動してきた者など、彼女くらいしか知らない。

「──獣騎兵とは、ジグローゼスの開発した究極の召しよう喚かん魔法です」

　アマリネはペンを止めると、滑なめらかな発音で話し始める。

「遥はるかな古いにしえの地層より発はつ掘くつした魔獣の化石。そこに遺のこされた残留魔力を抽ちゆう出しゆつ・増ぞう幅ふくし、核となる適性者に憑ひよう依い融ゆう合ごうさせることで、魔獣の生前の姿をひととき顕けん現げんさせる。

　ただの人間を、文字通りの神代の怪かい物ぶつに変える、魔導考古学の粋すい──」

「『──この魔法の開発によって、我らジグローゼスは、それまで防戦一方だった対メフィエラ戦線を押し返すことに成功しています。かの国との長きにわたる戦争の終結は、我ら獣騎兵団に掛かっていると言って過言ではありません』だろ。聞き飽あきた」

　馬ば鹿か真ま面じ目めな調子で、クロトが引き継ついだ。話を先取りされた監督官は、静かに頷うなずく。

「分かっているならば構いません。その中でも、あなたに与あたえられた化石は、現在発見されている中でも最強の因子。唯ゆい一いつの《竜騎兵》、その意味を常々忘れないように」

「了解、了解。肝きもに銘じるさ」

「返事は一回。悪い癖ですよ」

「…………」今度はクロトが鼻白む番だった。「……了解」

「……ハハ。いやいや、流石さすがはアマリネ君。噂うわさ通り、見事な手た綱づなの取り方だ」

　ぱちぱちと手を叩たたく音が響ひびいた。

　クロトはそちらに目を向ける。客用のソファに、禿とく頭とうの男が座っている。クロトが部屋に入った時からそこにいて、二人のやり取りを見ていた人物だ。

　中年というより初老に差し掛かった年齢。胸むな元もとの軍用法衣ローブについた勲くん章しようの数から、本国の将校だと分かる。身体からだは弛たるみ、戦場から離はなれて久しいことは窺うかがえたが、額には抉えぐられたような弾だん痕こんが、右足は、膝ひざから下が義足になっている。

「かの《屍喰竜》を子供扱あつかいとは。だが、あまり締しめ付けてやるのもよくない。彼らは、あの人心を知らぬ鉄くれの国から祖国を護まもるべく、身を捧ささげた勇ゆう敢かんな兵士なのだから」

　ゆるりとした仕草で立ち上がり、クロトの肩かたを叩く。

「──そう。魔導の粋も神秘も知らぬ、ただ鉄クズを飛ばすしか能の無い野や蛮ばん人どもに、世界の理ことわりを操あやつる我々が敗北するなど、あってはならない。分かるな」

　節くれだった手が、肩を強く握にぎりしめた。クロトからすれば赤子のような力だった。それでも、籠こめられた激しくも陰いん惨さんな感情の残り火は明らかだった。

「口さがないものが妙みような渾あだ名なを流しているようだが、気にすることはない。我々は、神秘を介かいさないとはいえ、手段を選ばず戦い続ける君達を、誇りに思っているのだ」

「…………」

　形だけの笑みを作る男の視線は、クロトの左手の核石に向いている。

　侮ぶ蔑べつと、忌き避ひ。魔導師は皆みな、同じような目をする。研けん鑽さんを経た魔導師でもどうしようもない機械兵団を、クロト達はただ魔獣との融合適性があるというだけで蹂じゆう躙りんできる。

「では、アマリネ君。私は本国に戻るよ。君達の奮戦を報告させて貰もらうとしよう」

「有難ありがとうございます。表の兵がお送りいたします」

　そうして将校が部屋を出ていくと、クロトは肩を竦める。

「──ご機き嫌げん取りは終わりか。なら、俺は戻らせて貰うぜ」

「待ちなさい。もう一つ……というより、こちらが本題です」

　本題、と聞いてまた顔を歪ゆがめるクロトに構わず、アマリネは続ける。

「今回の出しゆつ撃げき時。転身直後に、祭壇から光帯ブレスを撃うちましたね」

「……それがどうした」

　最初の一撃だ。クロトの転身準備が整った時点で、機械兵は既すでに戦場の空を埋うめ尽つくしつつあった。それを光帯で一掃した。間ま違ちがった判断だとは思っていない。

「衝しよう撃げきで吹ふき飛ばされた儀ぎ式しき兵数名が、軽傷を負って治ち療りよう中です。戦線復帰は問題ありませんが、屍喰竜の担当からは外してくれと」

「きちんと出撃命令は待ったはずだ。退たい避ひし損そこねたのはそっちのミスで、辞やめるのもそっちの勝手だろ？」

「そういう態度を改めて下さいと言っています。君のそれは、威い嚇かくが過ぎる」

　言葉を重ねる。将校がいなくなったからか、語調も遠えん慮りよがなくなっている。

　アマリネは優ゆう秀しゆうな魔導師だ。明確な目的を以もつて獣騎兵団を指揮する彼女は、屍喰竜を持て囃はやしながら、クロトに対しては忌避するばかりの兵士達より遥かにやりやすい。協力関係に近く、先さき程ほどのような上官相手の点数稼かせぎに付き合うだけの義理はあった。

「私のフォローにも限界があります。兵士達の士気は、これからの出撃にも差し障る。君は恐おそれられてはいますが、本当は──」

「もう一度言うぜ。──そっちの。勝手だ」

　だが、それだけだ。必要以上に慣れ合う気も、従う気もなかった。

「仲間殺しの、死人喰らい。あいつらの評価は、何も間違っちゃいない。俺には俺の理由がある。それを果たす為ためなら、他人なんざいくらでも踏ふみ台にしてやるさ」

　扉とびらを押し開ける。何か言いたげなアマリネに向かい、肩かた越ごしに振ふり返る。

「安心しろ。最初に契けい約やくした通りだ──銀嶺も、メフィエラも、俺が潰つぶす。アンタらの都合の悪いようにはならねえよ」




　　　　２．




　戦いの後は、なるべく早くに飯を食うことにしている。

　動き回ったから腹が減るとか、そういう単純な話ではない。むしろ転身の影えい響きようで五感は冴さえ、空腹も感じず、何日も戦い続けられるような気さえする。

　だからこそ、だった。死体の意志に引きずられるなど、不快でしかない。そういう理由で、夕食よりもかなり早い時間に食堂を訪おとずれたクロトだったが、

「お、クロトじゃねーの！　聞いたぜぇ、また監督官に絞しぼられたって？　ハハハ！　相変わらずツイてねーなあ！　俺ちゃん特製のお守まもり要いっか？」

　ジグローゼス正規軍の印が刻まれた桐きり箱ばこの上に、茶ちや髪ぱつの青年が座っていた。着き崩くずした軍用法衣を飾かざる無数の護ご符ふ。右みぎ肩かたには、白黒まだら色の奇き怪かいな核石が妖あやしく光る。

　調理当番である年少の獣騎兵達の困こん惑わくの視線も意に介さず、彼は酒さか瓶びんを傾かたむける。

「……不ふ審しん者が侵しん入にゆうしてるな。正規兵に突つき出しとくか」

「うぉおい！　違ちげぇーよ！　俺ちゃんだよ！　皆の味方、第六部隊の調達担当、お前の大親友の大戦友、ススハラ君ですよォ！」

「うるせえ。なにが調達担当だ。どうせ本ほん陣じんの倉庫から盗とってきたんだろ……酒なんて持ってくる余よ裕ゆうがあったら、もっと有益なものを持ってこい」

「いやいや、酒コレは仕方ねえんだよ。いいか？　この時間に星を見ながら酒を飲むと、なんと、金運が上がる！」

「それが無意味だって言ってんだよ！　どこで使う気だ！　金運を！」

　と言いつつも、箱の上から新しん鮮せんな果物が投げ渡わたされたので、クロトはそれ以上は突っ込まなかった。ススハラの意味のない験げん担かつぎは今に始まったことではない。

　この軽けい薄はくな青年は、数少ないクロトと同期の獣騎兵だった。クロトとは対照的に、後衛・隠おん密みつタイプの因子を保有しており、時折こうやって本陣から物資をくすねてくる。

　獣騎兵舎は魔導師達の詰つめる本陣とは隔かく離りされており、回される物資は残り物ばかりで、量はともかく質は劣れつ悪あくだ。ススハラのこの悪あく癖へきも、有益なものではあった。

「んでぇ？　アマリネちゃんは何だって？」

「……我らが監かん督とく官殿は、虹嵐に飛び込んで銀嶺を道連れにしろとのことだ」

「そりゃそりゃ。ま、確かに、銀嶺はお前しか相手出来ねえもんなぁ。万が一お前が負けたらその時点でウチはお終しまいだ、本軍もビビってるんだろうさ」

「ハ。馬鹿言え。そもそも、あの鬱うつ陶とうしい虹嵐さえなきゃ、銀嶺程度とっくに落とせてるんだよ。それを解明できねえ魔導師そつちの不始末を、俺に押しつけやがって」

　虹嵐とは、ノートフィールドでのみ起こる、突とつ発ぱつ的な空間破は壊かい災害の通つう称しようだ。

　空間そのものを引き裂さいて巻き起こるあの虹にじ色いろの竜たつ巻まきは、二国の戦せん闘とう行動が長時間にわたると必ず起こり、強制的に戦場を分断してしまう。クロトが銀嶺と未いまだに決着がつけられないのも、それが大きな理由の一つだった。

「ンー、確か、今のとこの軍の見解だと、戦場の死者の魔力が大気中に滞とどこおって、魔法の残ざん滓しと反応して暴走してるって説がメインだったか。ただ、なんせ戦争当初から観測されてて、未いまだ止められてねー災害だ。そうそう、現状は変わらねーよ」

「チッ……結局、俺がやった方が早いってことだ」

「そうそう。頑がん張ばれよ、最強！　応おう援えんするぜー」

「るせえ。お前こそ、もっと気合い入れて呪のろい殺せ」

「無茶言えって、俺ちゃんの呪じゆ詛そはちゃっちいからな、上位機体にゃ効かねぇの」

　けらけらと笑うススハラだったが、ふと、考え込むような表情をする。

「しっかし、虹嵐なあ。クロト、知ってっか？　虹嵐の中には『楽園』があるって噂」

「……楽園ン？　何だそれ」

「楽園は楽園だろ。小鳥が囀さえずり、花が咲さき乱れ、そこにいる人は皆笑って手を取り合って幸せに暮らすパラダイス。虹嵐の中には、そういう世界があるんだとよ」

　冗じよう談だん交じりに語られた内容に、クロトは眉み間けんの皺しわを深めた。虹嵐に吞のまれた人間は誰だれも生きて帰らない。だからこそ、そういう荒こう唐とう無む稽けいな噂も流れるのかもしれない。

「阿あ呆ほくせえ。だったら兵士みんなで仲良く吞まれてりゃいいだろ」

「いやぁ、俺ちゃんが言ったんじゃねえし。兵士の奴やつらが噂してたんだよ。虹嵐に吞まれた兵士の最後の伝心がどうとか……ま、よくある話じゃね？」

「よくある話だろうが何だろうがな。迂う闊かつに信じて飛び込もうとするガキが出たら、それを引き戻もどすのはお前がやれよ、ススハラ」

「うへ、嫌いやなこと言うねークロト。……ヤなこと言うねー」

　ススハラの笑えみが、引き攣つるようなものに変わる。離れた位置で食事の準備をしている子供達を見やる。魔ま導どう師し達が関かかわりたがらないため、調理当番すら持ち回りだ。

「『肉体に変化の余地を残した年ねん齢れいでないと、転身に耐たえられない』って言ってもよ。勘かん弁べんしろよな……百年だぜ、百年。何が理由で、誰が始めたのかも知らない戦争で」

　ススハラの言う通り、百年以上続いている二国の戦争は、一方で、いつ、何がきっかけで起こったのかも正確には伝わっていない。正確に百年かどうかすら怪あやしいのだ。

　ただ、それは戦いを止める理由にはならない。異質な文明に対する恐きよう怖ふと、積み上がった犠ぎ牲せいによる憎ぞう悪おと怨えん恨こんだけで、戦線を支えるには十分すぎる。

「ハ。理由そんなのが分かったところで何になる。お互たがいを殺しきるまで戦うだけだろが。何年経たってもビビりは変わんねえな、飽きないか？」

　確かなのは、戦争はまだ続いているという事実。十数年前にジグローゼスが獣騎兵を、メフィエラが輝動鋭機を開発してから、その勢いは大きく活性化している。

「お前と一いつ緒しよにすんなよ。むしろ、俺ちゃんがビビらなくなったらおしまいだろ？」

　大げさに手を広げるススハラ。単なる開き直り、とも言いきれなかった。ススハラはクロトと並び、第六部隊の最古参だ。非戦闘タイプでありながら、それだけの戦場を潜くぐりぬけて生き延びている。クロトより立ち回りには長たけている。

　クロトはススハラに貰った果物をかじりながら、傍かたわらの椅い子すに座ろうとする。

「やっぱり、もっとお前も前線に──「隙すきあり！」っぐぁ！」

　座ろうとして、その椅子が突とつ然ぜん真後ろに引かれた。

　完全に不意打ちだった。傾けた重心は見事に空を切るも、近くの机を摑つかんで無様な転てん倒とうだけは回かい避ひした。そして、のけぞったクロトの視界に、逆さまの少女が映り込んだ。

「──にひひっ、油断はよくないねえ、たいちょー。一本とったり！」

　華きや奢しやな手が、クロトの座ろうとした椅子の背もたれを握っていた。

　幼い子供がやるような、他愛たわいもない悪戯いたずら。最強の獣騎兵であるクロト相手にそれを見事に成功させたのは、藍あい色いろの瞳ひとみを細める少女だ。

「リ、ノ、ン……！　まったくだらねえ真似まねを……新人の訓練はどうした？」

「ついさっき終わったとこー。それより、聞いたよ？　また出たんだって、銀嶺！」

　逆さに覗のぞき込んだまま、顔を近づける。垂れさがったセミロングの髪かみがクロトの左右に壁かべを作った。先せん端たんに向けて炎ほのおのようなオレンジ色に染まる、奇怪な黒くろ髪かみ。

　袖そでを落とした軍用法衣と、下はショートパンツ。右側だけ丈たけの短いロングソックスが、右の太ふと股ももに埋め込まれた赤せき橙とう色しよくの核かく石せきを目立たせていた。

「どうだった？　相変わらず疾はやかった？　どんな武器出してた？　いいなあー！　やっぱりコンパチの機械兵や、量産型の輝動鋭機じゃ話になんないってゆーか、やっぱり銀嶺が一番やっててヒリヒリするよね！　いいなあー隊長！　狙ねらい撃ちされてて！」

「知るか！　お前の趣しゆ味みを押し付け……まず離はなれろ！　近いんだよ！　顔が！」

　鼻がくっつくほど顔を寄せられて、思わず押し返す。

　リノンはクロトよりも一つ年下だが、獣騎兵としての実力は遜そん色しよくなく、年少の新兵達の訓練役もしている。目まぐるしく変わる表情は子犬のようで、この戦場にありながら笑顔を絶やさない、希け有うな人材だった。……その理由はともかく。

「それと、何度も言ったろ、その呼び方やめろ！　俺は隊長じゃねえし、お前らの面めん倒どう見る立場でもねえ！　燃え過ぎて脳みそまで蒸発してんのか、お前は！」

「えー？　だって、たいちょーはたいちょーじゃん。一番強いんだもん」

　リノンは首を傾かしげる。それを聞かれて一いつ般ぱん兵士やアマリネに睨にらまれるのはクロトなのだが、何回言っても聞く耳を持たないのだった。

「うへー。元気ありあまってんなぁ、リノン。皿洗いでも手伝って来いよ」

「あれ、ススハラじゃん。生きてたの？」

「生きてますよォ！　お兄さんそう簡単に死なないよォ！　なんでお前俺ちゃんにはそうセメントなの！」

「だってススハラ弱いし……この前一緒に出撃した時も全然役に立たなかったし……」

「ば、バッカお前、邪じや魔まが入らないようにサポートしてやってたの！　ミサイルとかばんばん飛んで来てたからね！　めっさ呪じゆ詛そったし！　じゃんっじゃん遠方基地の管制室とか地じ獄ごく絵え図ずにしたし！　つか、鋭機となんて誰が好き好んでやり合うか！」

「おい最後、本音出てんぞ」

「……ね、たいちょ。そんなわけでさ」

　つう、と細い指が、クロトの頰ほおを沿う。

「あたし……最近、中ちゆう途と半はん端ぱばっかでさ。収まらないんだよね」

　指先はやがて首に。上気した頰。熱っぽく潤うるんだ瞳が、クロトを見つめる。無む邪じや気きな表情を一変させた、年齢に不ふ釣つり合いな色気に、思わず息を吞まされる。少女は囁ささやく。

「決けつ闘とう、しよ？」

「断る」

　ぐい、と再び迫せまりつつあった少女の顔を、掌てのひらでカチ上げて、払はらいのける。

「へぐっ！　え────────なんで────────たいちょ──────！　決闘が嫌なら、試合とか、模も擬ぎ戦でもいいから！」

「同じだろうが！　体力バカ格かく闘とうバカ適性バカのお前の欲よつ求きゆう不満に付き合うほど、俺は暇ひまじゃねえんだよ！　さっさと飯食って寝ねるんだよ、俺は！」

「やだ！　そんなこと言って隊長、どうせ一人で秘密特訓してるんでしょ！　ならあたしもやるー！　模擬戦！　訓練！　バトル！　下の子達だと全然足りなくてさ──」

「ん？　あ、来んの遅おそいなと思ったら、入り口のとこで新人ズぶっ倒たおれてんじゃん。さては悪乗りしたリノンに振ふり回されちゃったか……無茶しやがって……」

　取っ組み合うリノンとクロトを尻しり目めに、ススハラが食堂の入り口を見ると、彼女に指導されていたらしき新兵達が満まん身しん創そう痍いで転がり込んできた。

「うう、もう無理……」「死ぬ……」「あ、クロトさん居る」「ほんとだ！　クロトさん！」「ススハラだ！　馬ば鹿か！　お菓か子しちょうだい！」「た、戦いの話、聞かせてくれるかな」

　まばらだった食堂が、にわかに賑にぎやかになる。クロトは嫌そうに表情を歪ゆがめた。早々に食い物だけ持って自室に戻るつもりだったのだ。

「……リノン、お前、さては……」

「あ、ごめーん」にひ、と笑う。「実はリノンおねーさんはそれも目的だったり。隊長の話聞きたいって子、結構多いんだよ？」

　この基地において、獣騎兵はほとんど放任状態にある。転身して暴れるだけなら訓練も要いらず、魔導師達は獣騎兵に関かかわりたがらない。もっとも、部隊によっては備品扱あつかいされるような所もあるらしく、それに比べればまだマシとも言える。

　そういうわけで、第六部隊は、最年長であるクロト、リノン、ススハラの三人を中心にまとまっている。暴走しがちだが明るく世話焼きなリノン。軽薄だが目め端はしが利きくススハラ。そして、最強の獣騎兵であるクロト。

「銀嶺が出たんだよね？　勝ったの？　ねえ、勝った？」「倒したに決まってるじゃん！　クロトさんは一番強いんだからさ！」「どうすればそんな強くなれるの？」

「……だー、鬱陶しい！　寄ってくんな！」

「あっこら、たいちょー！　シャイなんだから」

　素す早ばやく余り物の食料を背負い、食堂を出ようとする。子供も、騒さわがしいのも、賑やかなのも嫌きらいだ。だが、軍用法衣の裾すそを、ぎゅっと引っ張るものがあった。

「ねえ、……クロト、お兄ちゃん」

　一人の少女が、眼めに涙なみだを溜ためて、クロトを見上げた。
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「フィルが、……帰って、こなかったの」

　クロトの足が止まる。裾を摑んでいるのは、十歳ほどの幼い少女。同期なのだろう。少し前に行われた、フィルのささやかな誕生日祝いの時に、隣となりにいた。クロトは参加こそしなかったものの、一いつ生しよう懸けん命めい準備をしていたところを見てはいた。

「ああ、そうだ。──アイツは、俺が喰くった。恨うらみ事なら聞いてやる」

「……ううん」

　クロトの挑ちよう発はつにも近い肯こう定ていに対し、少女は首を振った。

「ありがとう。……フィルは、ちゃんと、クロトさんに、屍喰竜の翼つばさに、載のせてもらえたんだよね」

「…………ッ！」

「ねえ、クロトお兄ちゃん。もしも、わたしも死んだら、同じように……」

　最後までは、言わせなかった。がつりと、クロトは、少女の頭を上から鷲わし摑づかみにした。そのまま顔をぐいと上向かせて、目線を無理矢理合わせる。

「うわ、たいちょ、待った待った！」

　リノンが慌あわてて止めようとするが、それをススハラが押さえたのが視界の端で見えた。

「フィルの願いは『皆みんなを守る力になりたい』だった」

「！」

「屍喰竜に喰われるなんて、まともな死に方じゃない。魔力は自然に還かえらず、死体も残らないから弔とむらうこともできない。いつも魔ま獣じゆうに怯おびえてたフィルが、迷わずそう言った」

　彼はごく普ふ通つうの獣騎兵だった。戦いを嫌がり、死を恐おそれ、魔獣に怯え、そして魔獣になってしまう自分に怯える。帰れないと分かりながら、家を忘れられない子供だった。

　魔導師達が暢のん気きに「好転している」と評する戦せん況きようは、そんな子供達を生いけ贄にえに捧ささげることで成り立っている。彼らの憎悪を押し付けられ、戦うしかない少女がしゃくりあげる。周りで聞いている幼い獣騎兵の中にも、涙を堪こらえる者がいた。

「屍喰竜は、死人を糧かてに力を増す、最悪の魔獣だ。俺もそうだ。俺は、俺の理由で戦ってる。生きる気もない奴やつを、わざわざ守ってやる義理もない」

「……は、いっ……ごめ、ごめんなさい……っ」

「謝る暇があったら、生き残ることを考えろ。……リノンの訓練をきちんと受けて、常に万ばん全ぜんの状態で転身出来るようにしろ。転身後も、出来る限り自我を保って、身を守ることと、目の前の敵だけを倒すことだけ考えてればいい」

「で、でも……それじゃ、戦いは、終わらないよ……」

「問題ねえよ」

　そして、涙を流す少女の顔から手を離した。離れる瞬しゆん間かん、ほんの僅わずかな一瞬だけ、クロトは撫なでるように少女の髪を軽く梳すいた。そして、食堂から出ていく。

「──メフィエラを潰つぶすのは、俺がやる」

　最後の言葉だけは。魔導師達が示すものとよく似た、強い憎悪に染まっていた。







『……ごめんね。たいちょー』『お疲つかれさん、我らが屍喰竜』

　廊ろう下かを歩くクロトに、リノン達から伝心が届いた。リノンの方は、彼女にしては珍めずらしく、申し訳なさそうにしょげた声だ。

『あの子がどうしてもって言ったんだけど。悪かったかな』

『……ああ。全くだ。悪いに決まってる』

　不ふ機き嫌げんそうなのを隠かくしもせずに、クロトは伝心を返す。

『何が〝ありがとう〟だ。泣き叫さけんで恨み事ぶつけられた方が、まだマシだ』

『隊長……』

　あと一分でも早く転身を終え、光帯を放てていれば、フィルは死なずに済んだ。

　別に、全すべてを救えるなどと驕おごるつもりはない。自分の為ために戦っているという言葉は、偽いつわらざるクロトの本音だ。だが事実として、自分だけが出来ることがあることも確かだ。

（──クロト。この戦争は、狂くるっている）

　そう言ったのは、誰だれだったろうか。戦う理由もない子供が前線に投げ込まれ、屍喰竜に救いを求める状じよう況きようが、狂っていると言わずになんだ？

『終わらせるぞ。今の第六部隊の、俺達の世代が、最強で──そして、最後だ』

『……うん。まっかせて！　あたし、頑がん張ばるよ！』

『へーい。我ながらツイてねえが……ま、やるこたやるさ』

　二人の応答を最後に、伝心を切る。

　メフィエラの打だ倒とうは、もうすぐそこだ。機械兵のほとんどは、屍喰竜の敵ではない。

　障害となるのは、ただ一機。蒼そう穹きゆうと見み紛まがう超ちよう高密度のエネルギー。外がい套とうの裡うちから繰くり出す無限の兵器。忌いまわしい仇きゆう敵てきの、無機質な複眼を想起する。

「俺は、俺の目的を果たす。あとはお前だけだ──銀嶺」

　次こそは落とす。最強の少年は決意を新たに、そう呟つぶやいた。
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　整備された都市。夜を払う光。人が求める、あらゆる道具と、あらゆる娯ご楽らく。

　叡えい智ちの果てに人は全てを知り、何もかもを手に入れた。疑似永久機関ＡＳエンジンによって幸福の総量は人間の数を上回り、今や誰もが、苦しみも悩なやみもなく、尽つきぬ文明の恩おん恵けいの下で生きている。

　それが、機械帝てい国こくメフィエラ──それを支配する財ざい閥ばつ群の謳うたい文句だ。




　ごぅん、と。巨きよ大だいな鉄の扉とびらが開かれる。

　普ふ段だんは決して開くことのない扉だ。メフィエラ首都において、財閥とその関係者が住まう都心セントラルと、それ以外の人々が暮らす外区アウターを隔へだてる壁かべ。

　どんな山脈よりも険しく厳格な、その門──まして脇わきにある通用門でなく、大扉が開く理由など、片手で数えられるほどしかない。

「アルフィニス様ー！」「フィニスちゃーん！」「シェルテミット家、万ばん歳ざい！」「おい、そっちもっと詰つめろ！」「なんだと？　てめえが退どけ！」

　道の両りよう脇わきにひしめく人々が、歓かん声せいを上げる。

　門を通り、現れたのは特設のフロート車だ。周囲には照明を掲かかげる数台の警護車、前後には巨大なモニタを背負ったトラック。行列パレードと言うよりも、もはや移動式の劇場ホールと言った方が相応ふさわしい。

「なんだ、なんだ？　一体なんの祭りだ？」

　偶ぐう然ぜん通りがかったらしい、くたびれたスーツの青年が、人ごみの端から押し出される。困こん惑わくしきっているその青年に、その脇に立っていた男が声を掛かけた。

「お前、凱がい旋せんを見るのは初めてか？　あれが、シェルテミットの銀色の姫ひめ君ぎみだよ」

　青年は、指差されるままに人ごみの向こうを見上げ──そして、息を吞のんだ。

「──……」

　天使と見紛う少女が、そこにいた。

　腰こしまで伸のびた白銀の髪かみ。上品に伏ふせられた瞳ひとみは、陽光のような金色。

　歳としの頃は、十代半ば。白地に金で縁ふちどりされた瀟しよう洒しやなドレス。首と胸むな下もとを締しめる幅はば広びろのリボンが、少女の華きや奢しやだが均整のとれた輪りん郭かくを際きわ立だたせている。胸元には、小さな花を納めた瓶びんのネックレスが揺ゆれていた。

　外区の汚よごれきった風景の中で、そこだけがまるで別世界のようだ。

「見み蕩とれたか？　まあ無理もないだろうな」

「……信じられない。立体映像ホログラムじゃないのか？」

「生身ゲンブツだよ。アルフィニス・ロア・シェルテミット。シェルテミット家の現当主の妹いもうと御ごで、ジグローゼスの化け物共とやり合う、最強の輝動鋭機の搭乗者ルーターだ」

　並び立つトラックのモニタには、彼女の戦せん闘とう映像が流れている。

　理想国家メフィエラの唯ゆい一いつの敵国、ジグローゼス。科学を知らぬ野や蛮ばん人、怪あやしげな呪じゆ術じゆつを操あやつるオカルト国家。その尖せん兵ぺいである巨大な怪かい物ぶつと戦う、美しい人型兵器の姿が映る。

「──静せい粛しゆくに！」

　少女の傍かたわらに、男が一人歩み出た。癖くせのない金きん髪ぱつを後ろに撫でつけた男だ。

　観衆の誰かが、セルドリック様だ、と囁ささやいた。三大財閥の一つ、シェルテミット家の現当主──すなわち、現在のメフィエラの支配者に最も近い存在。

「我が妹、アルフィニスは先日も大規模戦闘に従事し、ジグローゼスのおぞましき獣けものの軍勢を潰かい滅めつせしめた！　もはや彼女を止められる戦力はあちらには存在せず！　この長きにわたる戦争の勝利は、時間の問題と言えるだろう！」

　おおお、と人々が腕うでを振ふり上げる。大衆から届くのは、単純な歓声だけでなく、不満、怒ど号ごう、様々な声だ。

「流石さすがはセルドリック様だ！　早く、あの怪物国家を滅ほろぼしてくれ！」

「気持ち悪い……。あんな国が隣にあるって思うだけで、吐はき気けがするわ！」

「き、聞いたぞ。兵士になった奴らが、あの化け物に喰──喰い殺されて。家族の所には、指先も戻もどってこなかったって……！」

「工場に勤めてた友達が、奴らの流した毒物で死んだんだ！　軍は何をやってる！」

　騒ぎ立てる人々を抑えようとするセルドリックだったが、大衆は鎮まらない。やがて彼は諦あきらめたように肩かたを揺らして背後へ下がる。入れ替かわる様に、少女が踏ふみ出した。




「……メフィエラ国民の皆さん。御お集あつまり頂き、有難うございます」




　人々の歓声が、一瞬で静まった。空の果てまで通り抜ぬけるほど澄すんだ、しかし耳元で緩ゆるく語り掛けてくれているような、柔やわらかで心地よい声。

「セルドリック様の仰おつしやられた通り、今回も、我々はジグローゼスの怪物を退けることが出来ました。わたしアルフィニスは、戦争に参加した全すべての兵士達の代理として、国民の皆さんの尽じん力りよくに、最大の感謝を捧げます」

「こっちこそありがとうー！」「メフィエラの守護天使様！」「怪け我がはしていませんか？　どうか、気をつけて！」

　一礼するアルフィニスに向けられる感謝、賞賛、あるいは気き遣づかいの言葉。中には、彼女の置かれた境きよう遇ぐうを思って、感極きわまって涙なみだぐむ者さえ居る。

　しかし、その全ては、具体的な中身の伴ともなわない、発した者自身が満たされるためだけのものだ。先さき程ほど青年が評したとおり、人々の反応は、まるで非現実の偶ぐう像ぞうでも相手にするものに近い。それでも、アルフィニスは律りち儀ぎに、薄うすく微笑ほほえんで返す。

「ありがとうございます。……戦場は残ざん酷こくな世界です。兵士の誰もが、死と隣となり合あわせで戦い、ジグローゼスの怪物は、皆さんの膝ひざ元もとまで迫せまっています。

　もちろん、わたしにも、恐きよう怖ふはあります。しかし、皆さんの支えがある限り、わたしと、わたしの輝動鋭機──レシュノルティアが屈くつすることはありません」

　周辺のモニタに、鋭えい角かくで出来た人型兵器の威い容ようが映される。蒼あおいエネルギーを纏まとう、異い形ぎようながらもどこか神こう々ごうしくすらある、メフィエラの技術の極きよく致ち。

「かの怪物国家を倒たおし、この戦争を終わらせることがわたしの使命。輝動鋭機を扱あつかう力も、そのために授さずかったものであると信じています。どうか、ご協力をお願いします」

　少女が一礼し、人々の歓声がその場を満たした。

　世界に祝福されているかのような──しかし、余りに空くう虚きよな光景だった。
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「素す晴ばらしい演説だったよ、僕のアルフィニス」

「ありがとうございます、お兄様」

　メフィエラ都心セントラル上空、プライベートヘリの中。

　アルフィニスは兄の言葉に、静かに頷うなずいた。パレードの時とは全く違ちがう、人形のような無表情。セルドリック付きのメイド達が、棒立ちの彼女を着き替がえさせる。

　やがてアルフィニスの彫ちよう像ぞうのような裸ら身しんが晒さらされ──リボンで隠されていた首と胸元を見て、セルドリックは、強い嫌けん悪おに顔を歪ゆがめた。

「おい。ドレスはすぐ廃はい棄きしろ。同じものは二度は使うな」

　セルドリックの指示に応じ、メイド達の手でドレスは雑に丸められて捨てられる。

　このドレス一着で、ひとつの家庭が何年暮らせるか、民衆が知ることはない。戦争を口実に課された重税のうち、何割がシェルテミット家のために使われているかも。

　可か憐れんな少女でありながら最強の鋭機を乗りこなす、メフィエラの誇ほこる銀色の姫君──民衆の誰もが熱ねつ狂きようするアルフィニスという少女は、大衆を扇せん動どうするための偶像だ。

「僕のアルフィニス。先日の戦闘記録を見せてもらった。見事なものだ」

「ありがとうございます」

「フフ……他の財閥家の戦果は、もはや我々の足元にも及およばん！　我がシェルテミットが頂点に立つ日も近い……くれぐれも、下手な手傷は負うなよ。機械兵も、それより安い下層市民も、いくらでも失われればいいが、お前だけは替えが利きかないのだからな」

　少女は、僅わずかな沈ちん黙もくの後、やはり表情を変えずに頭を下げる。

「はい、お兄様。この身は、全てシェルテミットの為に」

「そうだ。良い妹を持って、僕は幸せ者だよ」

　既すでに政府は力を失って久しく。疑似永久機関によって生み出される富も恵めぐみも全て財閥が管理し、その利権を手放すことはない。弱者はただ搾さく取しゆされ、強者がそれを糧かてに一方的に栄さかえる。それが、メフィエラという国だった。
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　アルフィニスは、都心の西にある軍事基地に降ろされた。

　都心と言っても、隣りん接せつした外区はほぼ廃はい墟きよ状態にあり、事実上ここがメフィエラの西せい端たんである。燃料と鉄の臭においに、セルドリックはヘリから降りることすらなく去っていった。

「送り迎むかえ、ありがとうございました。お気をつけて」

「いえ！　姫君の為ためなら、いくらでもお呼び下さいませ」

　迎えの兵士達と別れ、アルフィニスは目的の部屋に辿たどりつく。服装は機能的な軍服姿で、ただ一つ、首から下げられた花の首くび飾かざりだけはそのままだった。

　メフィエラ国軍、第二七特とく殊しゆ空軍基地、メンテナンス室。

　厳重な二重扉を虹こう彩さい認にん証しようで開ける。そこにあるのは数々のモニタ、測定機械、演算機にそれらの配線──カップラーメンの喰くい差し、弁当の空容器、ペットボトル。

　雑多というより、単純に汚きたない。セルドリックが見れば卒そつ倒とうするかもしれない。

「──ああ、おかえりなさイ、ロアさん」

　そのゴミ山の中心、床ゆかに直接座りこんでいた人間が、少女を見て振り返る。

「見ましタよ、今日のパレード。相変わらずお綺き麗れいでした、姫君」

　ぼさぼさの茶ちや髪ぱつに、分厚い丸眼鏡をかけた女性だった。彼女付きのメカニック。輝動鋭機の整備士メカニツクではなく、アルフィニス・ロア・シェルテミットという少女の、主治医メカニツク。名を、シャーリー・クゥランという。

　アルフィニスは無言のまま部屋を横切る。機材と配線に埋うもれていない一角、読みかけの本や脱ぬぎっぱなしの下着が転がっているベッドに向かい。




「─────────っはああああああああああ……」




　まるで、粘ねん性せいの高い液体でも吐き出すかのような。

　重く深い、特大の溜ため息いきと共に、そのベッドに突つっ伏ぷした。

「……嫌いやみ？　嫌みで言ってるわよね、クゥラン？　最悪よ。最悪、最悪、最悪！　馬ば鹿かな服と、馬鹿なおべっかと、馬鹿な式典と、馬鹿な声せい援えんで、蕁じん麻ま疹しんがでるかと思った！」

「獣じゆう肉にくアレルギーでスね」

　仰あお向むけに寝ね転ころがり、軍服の首元を引っ張って大きく開く。スリッパを虚こ空くうを蹴けるように脱ぎ、黒色の蜥蜴とかげを模した大きな抱き枕まくらを胸むな元もとに引き寄せて、叩たたく。

「なにが、皆みなさんの助けがあるから戦えます、よ！　恐怖もあります、よ！　馬鹿じゃない！　あの程度の出まかせ演説で涙ぐんでるんじゃないわよ！　泣きたいのはわたしのほう！　ほんっとに能天気な頭してるわ、どいつもこいつも！」

　ばしばしと、抱き枕を殴なぐりつけて鬱うつ憤ぷんを晴らす。

「……この映像、動画サイトで流したら何ＰＶくらい稼かせげまスかねー」

　既に慣れているとはいえ、クゥランは少女の豹ひよう変へんぶりに呆あきれ顔をする。この部屋は彼女達の城であり、聖域だ。防犯上取り付けられている監かん視しカメラ以外の監視はなく、それにしたって、とうの昔に細工済みだ。

「冗じよう談だん言ってないで、クゥラン！　ブリーフィング始めて頂ちよう戴だい」

「はいはーい。了りよう解かいでス、ロア様」

　ロアはベッドの端はしに腰こし掛かけ、さらりとした銀髪を無造作に持ち上げると、そこにクゥランから受け取った端たん子しを滑すべり込ませた。途と端たんに、部屋のモニタに映像が映し出される。そこにあるのは、先程の戦場の記録映像──ジグローゼスの黒こく竜りゆうの姿だ。

「うーン……何度見ても、ありえまセンね。何スか、このスペック。本当にこんな生物が存在してるんスか」

　クゥランが手元の機械でデータを解かい析せきし始める。

「末まつ端たん部位の音速超ちよう過かは当たり前。フルメタルの弾だん丸がんを豆まめ鉄でつ砲ぽうみたいに弾はじく表皮。未来でも予知してんスかって感じの軌き道どう予測。……ほら、こことか、ちょいちょい観測がブレるんスけど、これ、姿勢制せい御ぎよの時とかに慣性力がおかしな数値を出してるんスよね。ロアさん、アニメとか見たことありましタっけ？　動いている時は一見自然なんスけど、コマを抜きだすと胴どうとか腕が伸のびてるみたいな、ああいう感じ」

「そういうのはどうでもいいのよ。結局、結論は出たの？」

　モニタを見ながら、机に肘ひじをついてロアは問いかける。

「あの中に、『人』がいるのか、ってこと」

　金の瞳ひとみが、まっすぐに黒竜を見つめている。僅かな間を置き、クゥランは答えた。

「いまスね」

　コマで切り取られた過去の黒竜の映像が、いくつも同時に並ぶ。ブレスや雷らい撃げきではなく、爪つめや踏みつけ、突とつ進しんや翼つばさなどによる直接攻こう撃げき時の動作をまとめたもの。

「彼の基本姿勢は直立でス。骨格から考えて、この生物のニュートラルポジションは前ぜん傾けい、ないし翼を上にした四よつん這ばい。首を真まっ直すぐ伸ばす必要なんてありまセン。黒竜が生まれた時からその姿なら、この癖くせは生命としてあまりに不自然ッス」

　すいすいと、手元の機材を指先で操作し続ける。

「……予想はついてましタけどね。『炎えん獅じ子し』や『千せん眼がん』はもちろん、無人機と小こ競ぜり合いしてる奴やつらも恐おそらくそうでショウ。確か、向こうじゃジュウキヘイとか呼ばれてる怪かい物ぶつ共──そいつらは、人間の兵士が、怪物の姿に成ったものデス」

「そう」

　その結論に、ロアは笑みを浮うかべた。

「それを聞いて安心したわ。──相手がヒトなら、わたしが勝てないはずがないもの」

　情報を送り終え、首元から端子を外す。

「わたしはメフィエラの遺伝子技術の粋すいを尽つくして生まれた、最優の人間。無限アイン・ソフを御ぎよする真理エメスの子。──彼の戦せん闘とうをもっと洗い出しなさい、クゥラン。あの黒竜さえ倒せば、ジグローゼスにわたしの敵はいないわ」

　彼女が外に見せるほぼ全ては、仮かり初そめのものだ。大衆に向ける姫ひめ君ぎみの笑顔も。彼女を管理していると思いこんで悦えつに入いる、財ざい閥ばつ貴族達に向けた感情のない人形の顔も。

　だが、その中でただ一つ。彼女が、噓うそをついていないことがある。

「──この戦争は、わたしが終わらせる」

　クゥランは肩かたを竦すくめた。ロアのその夢を知るのは、今や彼女だけだ。

「そして、その功績を以もつて本物の英えい雄ゆうになり──このくだらない国メフイエラを、わたしの独裁国家に、造り変えるの」

　アルフィニス・ロア・シェルテミットは作られた天才である。

　フラスコの中で育ち、マニピュレータから取り出された調整体デザインド。衆しゆう愚ぐの扇動の為に使し役えきされる操あやつり人形にして、穢けがれを知らぬ至高の偶像。

　されど、その野望だけは、どこまでも強きよう靭じんだった。
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　輝動鋭機アインダート。

　通常ならば一基で首都の摩ま天てん楼ろうを維い持じし、旗き艦かんに積めば千の機械兵を遠えん隔かく駆く動どうさせる疑似永久機関──ＡＳ機関を、たった一機に載のせて創つくり上げた究極兵器。

　本来ならば、創られることなどなかった兵器だ。オカルトじみた魔ま導どう師しの炎ほのおも、風も、呪じゆ詛そも、物量の前には一様に押し潰つぶされるだけなのだから。例の怪物兵の存在さえなければ、想定すらされなかったものだろう。

　今となってはその総数も増え、使いやすさや製造コストを優先した簡易型も増えたものの、ロアの乗るレシュノルティアは、原初の設計思想を確実に受け継ついでいる。

　すなわち、戦力効率もコストも度外視した、ただ一体のスペックを追求した究極機。

〈システムオールグリーン〉〈ＡＳエネルギー発はつ振しん中。基準値プラスマイナス３％以下〉〈理論純水槽そう、循じゆん環かん開始〉〈フィールド構築。安定しています〉

〈搭乗者ルーターの体温、呼吸、脈みやく拍はく、全すべて正常値。姫君、準備よろしいですか〉

「はい、問題ありません。接続を」

　オペレーターの声に応じる。身につけているのは、軍服より更さらに遊びのない、肌はだに密着する搭乗衣ルータースーツだ。彼女の返答に応じて、コックピットの壁へき面めんからせり出てきた接続装置が、ロアの首元と胸部に押し当てられる。

「──ぅ、くぅっ」

　密着した二カ所から、ばしりと空気が抜ぬける。

　胸から熱いものが流れ込み、首から抜けていく。接続装置が収納されると、ロアの首と胸には、機体へと伸びた鋼線が繫つながれていた。いつまで経たっても慣れない、自分が回路の一部にされるような感覚。

　鋭機が有人機である最大の理由が、機能拡張した人体脳による演算制御である。胸と脊せき髄ずいのジャックから機体と有線接続し、ＡＳ機関の生み出す無限のエネルギーを不ふ随ずい意い筋きんと脊髄反射で制御する。まさしく機体に根を張られる搭乗者ルーターが、鋭機の『最後の部品』などと揶や揄ゆされているのも知っている。

　外がい套とう装そう甲こうの内側。背負ったブースターが、放射状に配置を変える。ドック内のキャットウォークが壁かべの中へと引っ込む。職員達が全て退たい避ひする。

「アルフィニス・ロア・シェルテミット。レシュノルティア、出しゆつ撃げきします」

　異い形ぎようの人型兵器が、観音開きに開かれた壁から、外に飛び出す。

　星の煌きらめきのような蒼あおい噴ふん出しゆつ炎えんが、全てを置き去りにして機体を加速させた。







〈任務内容を確認します〉

　月明かりが、白銀の機体を照らしている。

　レシュノルティアは低い位置の雲中を巡じゆん航こう形態で飛ひ翔しようし、任務内容の復唱を聞いていた。

〈今回の作戦は、構築途と中ちゆうの前線基地の防衛となります。二日前、ノートフィールドＫ１３区域の新設基地が、ジグローゼス軍に発見されたとの通信が入りました〉

　ＡＳ機関は、設置さえ行えれば半永久的にエネルギーを発振できるが、遠えん隔かく供給で機械兵を運用できるのはせいぜいが数キロ～十数キロ圏けん内ないだ。

　ジグローゼス本土へと侵しん攻こうするには、メフィエラ国内から送る分では当然足りない。そのため、ある程度制圧するごとに中ちゆう継けい点としての前線基地を作る必要がある。

〈Ｋ１３地区は、現戦せん況きようにおける最前線です。ここが完成すればメフィエラ制圧圏けんは大きく広がり、我々は勝利にまた一歩近づくでしょう〉

　二国の戦争は、一言で言えば、陣じん取とりゲームに近い。

　名前のない荒野ノートフイールドは、メフィエラとジグローゼスの間の一定範はん囲いの長方形として存在する。その東西の端は当然それぞれの二国だが、南なん端たんと北端も存在する。

　常に灰はい青あお色の煙けむりに包まれ、人の進入を許さない、北の山脈。

　あるいは、磁場の異常著いちじるしく、異様な緑色にけぶる、南の海洋。

　それら両端からジグローゼス本国へ直接回り込もうとする試みは、これまで一度たりとも成功していない。一定以上の高空には常に虹嵐の種のようなものが渦うず巻まいており、超ちよう高空から敵軍を飛び越こえるということも許されない。

　正面戦闘を繰くり返し、敵戦力を駆く逐ちくし、そこに基地を作り制圧する。そうしてまた広がった範囲を機械兵で奥へと攻せめ込む。その繰り返しだ。

〈防衛が不可能だと判断した場合、任務は集結した敵戦力の掃そう討とうに変へん更こうとなります。何か確かく認にん事じ項こうはありますか〉

「問題ありません。間もなく任務区域に到とう着ちやくします」

　当然、前線基地は、ジグローゼス側にとっては何としてでも破は壊かいしたいものだ。発見されたのが二日前。準備をするには十分だろう──すなわち。




「ォオ、ゴォオオォオォオォオォオ──！」




　観測機器が、おぞましい咆ほう哮こうを捉とらえた。人の本能を怯おびえさせる、怪物の声。

〈ひっ……！〉

「巡航形態解除。レシュノルティア、通信を終しゆう了りようし、戦闘態勢に移行します」

〈きょ、許可します！〉

　怯えきったオペレーターとの通信を切り、雲を抜けた。

　前線基地は、既すでに、焰ほのおに包まれていた。無人機は溶とけ崩くずれ、地面の一部は溶よう岩がん化している所もある。そして、その上空に、悠ゆう然ぜんと飛行する巨きよ大だいな影かげ。

「いたわね」

　大地を舐なめる炎と、空を駆かけ巡めぐる、赤き雷らい光こう。

　夜よ闇やみの中で、その一帯だけが夕暮れだ。漆しつ黒こくの鱗うろこに覆おおわれた体たい軀くは勇ゆう壮そうだが、その端はし々ばしの輪りん郭かくは朽くちた大樹のように崩れており、それがひどく不ふ吉きつだった。

　世界すら萎い縮しゆくさせるような禍まが々まがしい姿──彼女が倒たおすべき、唯ゆい一いつにして最強の敵。

「黒こく竜りゆうッ！」

　誰だれも見るもののいないコックピットの中で、少女は攻撃的な笑えみを浮かべた。今まさに基地めがけてブレスを吐はこうとしていた黒竜めがけて突進する。

「最初から全開よ！　匣庭ヴイネツトガーデン、『ハイドランジア』！」

　かちり、かちり、かちり。無数の虫の蠢うごめきにも似たナノマシンの組立音と共に、レシュノルティアの外套装甲の内から散さん弾だん銃じゆうが現れる。

　黒竜は吐きかけていたブレスを止め、翼を斜ななめに開いて銃じゆう弾だんを撃うち払はらう。

「『ベラドンナ』！」

　ロアは更に命令コマンド。鋭えい角かく軌き道どうをもって黒竜の上空を取る。大型榴りゆう弾だん砲ほうを生み出し、真上から撃ち込む。撃ち込む。更に、更に、繰り返し。

　──メフィエラ最強の鋭機レシュノルティアの、唯一にして万ばん能のうの武装。

　匣庭ヴイネツトガーデン。レシュノルティアの纏まとう外套装甲は、シードと呼ばれる極小のナノマシン群で構成されている。それらはロアの命令によって自在に分解・再構築され、ロアが構造図を知るあらゆる兵器に変形ターンする。

　銃、レーザー、実体剣けんのような攻撃兵器から、レーダーやチャフ、迷めい彩さい。はたまた、ロアそっくりの合金像だって、その気になれば造ることが出来る。

「さあ、誘さそい出されなさい、黒竜……！」

　真上のポジションを維持しながら、爆ばく撃げき機まがいの動きを続ける。重力加速度を載せて落ちる榴弾は、鱗こそ貫つらぬけないが、その衝しよう撃げきは無視できるものではない。

　無論、ブレスで撃ち落とせばいいのだが──クゥランの分ぶん析せきの確認だ。純正なドラゴンならばいざ知らず、人間にとって、長い首を真上に向けて叫さけぶという動作は難しい。

　そのうちに、榴弾の一つが着弾。爆炎が黒竜の姿を包み込む。その煙の流れを注視。ブースターならぬ翼つばさによる飛行には、必ず小さくない予備動作が生じる。

「『亡都ミヤコワスレ』」

　外套装甲の内から、鋭機の全長すら越えた長大な砲が顕あらわれる。最大火力たるＡＳレーザーは、黒竜の鱗ごと沸ふつ騰とうさせる威い力りよくを誇ほこる。

　そして、煙の奥で、黒翼が羽は撃ばたいた。機体ＡＩが離り脱だつ軌道予測を叩たたき出す。平面座標、北西斜め三十二度。立体座標、下方四十五度──

「ドンピシャ！　捉え、」

　センサーが、警告を吐きだした。

　超高温の熱源。起点は、今しがた黒竜を包んだ爆炎の、更に下。地上から。

「──なっ!?」

　撃ち込んでいた無数の榴弾が、全て中空で誘ゆう爆ばくする。その爆風に乗って──否いな、爆炎を遡って、それが駆けあがってくる。

　咄とつ嗟さにレーザーを手放した。それがロアの命を救った。ＡＳフィールドを紙のように引き裂さき、煮にえ滾たぎった爪つめがミヤコワスレの砲身を真っ二つに溶よう断だんしていた。

「ルァ────────オォオ───────！」

　爆炎を駆け昇のぼったそれが、空の果てまで響ひびくような遠とお吼ぼえを上げた。

「炎えん獅じ子し……！」

　失念していた。基地を舐める時点で、これがいることは想定すべきだった。

　炎の体毛と、溶岩の瞳ひとみを持つ魔ま獣じゆう。たてがみがあるので獅子と呼ばれているが、その顔の造形はむしろ狼おおかみのものに近い。この炎の獣けものは、まるで磁石に吸い寄せられる鉄のように、炎を食らい、炎と同化し、炎を渡わたって移動する能力を持つ。

　だが、飛行能力はない。榴弾は全て爆ばく発はつしきり、飛ぶ先のなくなった馬ば鹿かな獣を空中で撃ち殺すべく、ロアは新たな兵器を取り出そうとし──

「ッキャンセル！　ＡＳフィールド全開！」

　直前でそのコマンドをキルする。出力全開で展開したフィールドが、斜め下方から放たれたブレスをギリギリで防いだ。黒竜が、地上から赤せき雷らいを無数に放つ。ロアを狙ねらったものではない──防衛用の無人爆撃機に命中。防ぐ術すべもなく、爆発し炎えん上じようする。

「まさか！」

　炎獅子は重力を無視した機動で再び爆炎を渡り始める。いや、それどころか、その最中にも別の爆撃機を破壊して、更に無数の足場が生まれ、

「ヴィネットガーデン──『ストレリチア』！」

　ロアが叫んだ。機体の外套装甲、その表面がざわりと波立ち、無数の小型機に変じる。蒼い残光を引きながら、何十もの飛翔体が放たれる。炎上する爆撃機の墜つい落らく軌道を演算。炎獅子の動線を予測。それを断たち切る形で、誘導機が弾丸を撃ち込む。

「ルァゥッ！」

　炎獅子は全身を撃ち抜かれる。だが、その傷口を瞬またたく間に炎ほのおが覆い、再生を開始する。強力な治ち癒ゆ能力。構わない。重要なのは、邪じや魔まをさせないことだ。

　炎獅子の軌道を遮さえぎり続けながら、ロアは地上に向き直──らずに、僅わずかに機体を仰のけ反らせる。一いつ瞬しゆん前まで頭部があった場所を、鋭えい利りな尾おが通り過ぎていった。

「くぅっ！」

　その重量にありえざる伸しん縮しゆく自在な軌道を描えがき、稲いな妻ずまじみた斬ざん線せんが空間に刻まれる。右のマニピュレータが斬きり飛ばされる。崩れた態勢をブーストで立て直し、実体剣を作り出して切り返すも、尾は達人の扱あつかう鞭むちのごとく翻ひるがえり、弾はじき返される。その先には、こちらを見下ろす位置に滞たい空くうする黒竜の姿。その牙きばの隙すき間まに、白はく亜あの光が満ちている。

「本当に……どこまでも、邪魔なのよ……っ！」

　ロアは命令コマンドを繰り返す。指先が素す早ばやくパネルを滑すべり、胸から流れ込む蒼い奔ほん流りゆうが加速。今日こそ決着をつける。多大な負ふ荷かを受け入れ──

「匣庭並列解放！　グラジオラス、バーネット、デルフィニウム──」

　びしり、と。

　放たれた光帯と銃弾が、ヒビ割れた空間に吞のみ込まれた。

「な!?」『──ッ！』

　二人の間を、ブレスの光でも、ＡＳフィールドの輝かがやきとも違ちがう、虹にじ色いろの光が満たしていた。空にはいつの間にか、分厚い雲が覆っている。

「噓うそ……！」

　虹嵐。名前のない荒野ノートフイールドで発生する、由来不明の特とく殊しゆ災害。噂うわさでは、戦争初期にメフィエラが使用した天候兵器が暴走・自律稼か動どうしているという話だったか。その話の真しん偽ぎはともかく、戦せん闘とうを中断させられる鬱うつ陶とうしい天災として認識していた。

　だが、違った。今度の虹色は、その程度のものではなかった。虹色の竜たつ巻まきが、周囲に広がる。三六〇度全すべての空間が、壊こわれたモニタ映像のように乱されていく。

　既に、中に吞み込まれている！

「待って……！　何よ、何、これっ！」

　背筋が凍こおる。操そう縦じゆう桿かんを必死に引いても、反応は返って来ない。

　普ふ段だんならば、余よ裕ゆうを持って逃のがれられる。味方を逃にがす時間だってあった。ここ最近、虹嵐の頻ひん度どと規模が増えてきているという話はあったが──それにしたって。

　やがてレーダーもおかしくなり、黒竜の姿も捉えられなくなる。

「きゃぁああああああっ……！」

　全てが、虹色に吞み込まれる──







「…………う」

　明るい照明に、思わず手をかざした。

　視界が、少しずつ晴れてくる。ロアは仰あお向むけに倒れていた。下は硬かたい鉄製の床ゆかで、その冷たさに思わず起き上がり──そこで初めて、身体が自由に動くことに気がついた。コックピットに繫つながれていない。

「ここ、は……？」

　広い部屋だった。材質そのままの無骨な壁へき面めん。用よう途と不明の機械や貨物の山が積み上げられ、壁かべ際ぎわには雑然とした配線が這はっている。どこかの倉庫だろうか。

　おかしい。自分はつい先さき程ほどまで、戦場のど真ん中で黒竜と戦っていたはずだ。

　少なくとも、メフィエラの建物には見える。虹嵐で吹ふっ飛ばされ、前線基地の建物の中に飛び込んでしまった？　だとしても、鋭機はどこに？

　考えようとした、その時だった。

「ぐ…………」

　積み上げられた荷物の向こうから、呻うめき声と、誰かが歩いてくる音が聞こえた。

「！　誰か──そこに、いらっしゃるのですか？」

　状じよう況きようはまるで分からない。だが、少なくとも他に人間がいるのなら、この場所について聞けるかもしれない。メフィエラ兵ならばロアのことを知らない人間はいまい。

　咄嗟に外行きの笑顔の仮面を被かぶって、ロアは呼びかける。

「●●●、●●……」

　聞こえてきたのは、覚えのない言語。

　荷物の陰から現れたのは、一人の少年だった。しなやかな細身の上に、メフィエラではありえない細かな刺し繡しゆうが施ほどこされた法衣を羽織っている。

　何より目立つのは──右目の周辺に入れられた、異様な刺青いれずみ。

「……●●？」

　そして、二人は出会った。
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　　　　１．




　痛む頭を押さえながら、クロトは現状を必死に理解しようとしていた。

　異常な虹にじ嵐あらしだった。屍喰竜ニーズヘツグですら離り脱だつを許さない発生速度と規模。離はなれた位置にいたはずのリノンは無事だろうか？　何より、ここはどこだ？　何な故ぜこんなメフィエラ建築の中に生身でいるのか。訳も分からないまま、あてもなく彷徨さまよっていたところ、

「……何だ？　お前」

　そして、少女と出会った。

　安あん堵どの笑えみを浮うかべかけていた銀ぎん髪ぱつの少女の、金色の瞳が驚おどろきに見開かれた。

　華きや奢しやな体たい軀くは、肌はだに密着した奇き怪かいな服で覆おおわれている。胸部の留め金。首元を保護する立たち襟えり。ありふれた花の入ったガラス瓶びんの首くび飾かざりが、逆に異質だった。

　腰こし元もとにはベルトと、そこに吊つられた、鉤かぎ形の金属塊かい──小型の銃じゆう。

「ジグ、ローゼス！」

　少女の手が銃に伸のびる。同時にクロトも動いていた。

「限定転身！」

　クロトの全身を半はん透とう明めいの加護オーラが覆った。完全に怪かい物ぶつと化す『真しん姿し転身』には化石と魔導師の補ほ佐さが必要だが、こうした加護を得る『限定転身』は単独で行える。

　右みぎ腕うでを覆うオーラで弾丸を弾くと、クロトは次弾が撃うち込まれるより先に接近し、銃を握にぎる少女の手首を摑つかんで背後の壁かべに叩きつける。

「きゃっ！　……放して、くださいっ……！」

　震ふるえる声と、潤うるんだ瞳。至近で見ると、その美しさは魔的にすら思えた。普ふ通つうの人間ならば、ただ見ただけで無条件の好意を抱いだかせる、人形じみた完成され過ぎた造形。

　クロトとて、平時に会っていたら惑わされていたかもしれない。だが、素材すら分からぬ奇怪な衣服は、憎にくむべきメフィエラ兵の証だ。クロトは少女の手首を強く握る。押さえ込めないようなら、即そく座ざに始末することも辞さないつもりだった。

「大人しくしろ。黙だまってれば、悪いようには──」

　がつん、と音がした。

　即座に跳はね上がった少女の足が、クロトの股こ間かんを迷いなく蹴けりあげ、そして纏まとっていた竜りゆうのオーラによって弾かれた音だった。

「いっ……」「──痛っ、たい！」

　男の本能に訴うつたえかける攻こう撃げきに、流石さすがのクロトも軽く怯ひるむ。だが、それ以上に啞あ然ぜんとさせたのは、少女の豹ひよう変へんだった。

「あぐ、……っ！　な、なに！　男の人の股間ってこんな硬いの!?」

　涙なみだ目めになった少女が、きっとクロトを睨にらみつけ、身を捩よじって暴れはじめる。

「いいから放しなさいよ！　このっ、馬鹿、野や蛮ばん人、変態、化け物！　時代錯さく誤ごのオカルト国家！　見るからに雑ぞう兵ひよう顔して！　少しでもわたしを傷つけてみなさい！　マートレットに言いつけて○○を××してやるんだから！」

　雨あめ霰あられと浴びせられる罵ば倒とうの言葉。一瞬だけ見せた儚はかない表情はどこへやら、今度は踵かかとで思い切りクロトの足先を蹴りつける。加護で護まもられているので、あちらが痛いだけだ。

「何よこの靄もや！　暴力男！　刺青！　え、えーと……、く、黒くろ髪かみ！　黒くろ眼め！」

　ただの外見的特とく徴ちようになってきた。呆あつ気けに取られていたクロトも、平静を取り戻もどす。

　抵てい抗こうこそ激しいものの、少女は外見通りに非力だった。押さえ込むのは容易たやすい。少女が息切れするのを待ち、手首を捻ひねって銃を取り上げる。

「痛っ！　はぁっ、はぁっ……眉み間けんの皺しわ……」

「うるせえよ、生まれつきだ。──これの他ほかに、武器はないな？」

「……いいえ。体中に武器を仕込んであるわ。今すぐにでもあなたの心臓を抉えぐれるけれど、わたしは慈じ悲ひ深いの。大人しく手を放しなさい」

「ハ。だったら今すぐやったらどうだ？　手加減なんて要いらない、ひと思いにやれよ」

「う……うう……！」

　看破され、少女が唇くちびるを嚙かむ。こんなもの、ススハラでなくても分かる。

「──で。力関係は分かったな？　まあ、安心しろ。幸運にも俺は、無抵抗の女を甚いた振ぶって喜ぶ趣しゆ味みはない。黙って言うことを聞くなら、悪いようにはしない」

　床に捨てるように解放すると、少女は手を摩さすりながらこちらを見上げた。

「くっ……屈くつしない……！　アダルトＶＲものみたいにするつもりなんでしょう……知ってるんだから！　クゥランがすぐブロックしちゃうから、見たことはないけど……！」

「意味が分からねえ。──確かく認にんするが、メフィエラの兵士だな？」

「……ええ、そうよ！　見れば分かるでしょう、ジグローゼス兵！　軽々しく触ふれて良い相手じゃないの！　あなたみたいな、オンボロ姿の、野蛮、国家が……」

　嚙みつくような敵意が、ふと緩ゆるむ。少女が訝いぶかしげに首を傾かしげた。

「……どうして、メフィエラの言葉を話せるの？」

　予想通りの質問だった。当然ながら、メフィエラとジグローゼスの言語体系は全く別のものだ。クロトは取り上げた銃を弄もてあそびつつ、用意していた答えを返す。
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「そういう魔ま法ほうを使ってる。言語から直接意思を読みとる、翻ほん訳やく魔法だ」

「……なにそれ。言語プログラムをインストールする必要もなしに、他の言語を話せるの？　非科学的だわ。これだからオカルト国家は嫌いやなのよ」

「言葉が通じずに殺し合いになるよりはマシだろ、アルフィニス」

「……？　っ！」

　僅わずかな硬こう直ちよくの後、ばっ、と少女は身を庇かばう。

「あ、あなたまさか、心を読めるの！　変態！　セクハラ！　こっち見ないで！」

「違う。……お前な、自分の胸に何書いてあるのかも知らないのか？」

　少女の、衣い装しようの胸むな元もとのタグを指差す。アルフィニス・Ｒ・シェルテミット。それが彼女の名前であるらしい。無暗に大おお仰ぎようで、呼び辛づらい名だ。

「そ……そういう、出合い頭の相手の細部をくまなく見るのが変態って言ってるの！」

「知るかよ。……聞くが、お前、ここがどこか、何があったのか覚えてるか？」

　ロアは視線を逸そらす。だが、拒きよ絶ぜつゆえの無言ではないことは明らかだった。

「分かってない、と。……虹嵐に吞のまれた所までは同じか？」

「……そう聞くってことは、あなたも、あの戦場に居たのね」

「まあな。ジグローゼスの一兵士だよ。そういうお前もか」

「わたしは、……そう。基地の、技術者エンジニアよ。とっても優ゆう秀しゆうなね」

　明らかに言い淀よどんだが、ここで追求しても仕方がない。もっとも、身のこなしの稚ち拙せつさからして、非ひ戦せん闘とう員というのは確かだろうが。

「……とにかく、状況はそういうことだ。俺達は虹嵐に吞のみ込まれた。そして、このよく分からない部屋に閉じ込められてる」

「閉じ込められてる？」

　回答代わりに、クロトは近くの壁を殴なぐりつける。

　竜の加護が宿った拳こぶしだが、多少傷がつくだけで凹へこみすらしない。真姿転身ならば容易たやすく引き裂さける金属製の壁だが、今は、その媒ばい介かいの化石すら何ど処こに行ったのか分からない。

「窓もなければ出口もない。扉とびらっぽいのは、あるにはあったが……」

　指差した奥の壁には、ちょうど人一人が通れそうな高さの、長方形の溝みぞが刻まれている。だが、扉にしては取っ手もなく、強ごう引いんに引いても押してもびくともしなかった。

「まるで開かねえ。おちょくられてる気分だ」

「…………。…………」

　少女は、クロトの示した壁を見た。だが、観察もそこそこに、クロトを見返した。

　心の底から困こん惑わくしているという表情だった。

「……ねえ。あなたもしかして、わたしをからかってる？」

「はあ？」クロトは不快げに口を歪ゆがめる。「この状況でお前を弄いじって、何の得がある？　そんなに構ってほしいなら、おうちに帰ってパパとママにでも頼たのんでろよ」

「い、いちいち一言多い男ね！　……でも、そう……ジグローゼスの野蛮人だものね」

　クロトの言葉に怒おこったかと思えば、少女は一転、憐あわれみというか、非常にイラつく溜ため息いきをついて肩かたを落とした。すたすたと、壁に近づいていく。

「おい？　言ったろうが、お前の細ほそ腕うでで開くようなものじゃ──」

　少女が立ったのは、壁に刻まれた長方形の溝──の、少し右。そこにあった、どう見ても扉とは関係がないように思える小さな凹おう凸とつを、細い指でぽちりと押した。

『上ニ　参リマス』

　がー、と間の抜ぬけた音と共に、堅かたく閉とざされた扉が、左右に引っ込んだ。

「なん……、だと……！」

　眼を見開く。メフィエラのものだと思ってはいたが、まさかここまであっさりと。

　扉の奥には、狭せまい小部屋があった。ロアはそこに入ると、こちらを振り向いた。

「ああ──それで。ええっと。なんだったかしら」

　……このときの少女の表情を、クロトは、しばらく夢に見るだろうと思った。

「これで、力関係は分かったかしら？　──だけど、安心して。幸運にもわたしは、無知な男の人を弄って笑う趣味はないし、大人しく言うことを聞いていれば、悪いようにはしないわよ」

　見るものを魅み了りようする天使の笑み。でありながら、今までの鬱うつ憤ぷんをこれでもかと晴らすべく浮かべられた、勝ち誇ほこりの表情だった。『得意げ』という言葉を辞書で引けば、隣となりに少女のこの顔が載のっているだろう。そう思わせるほどの。

「こ、こ、──この女……！」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶ。こういった場所は不慣れなのね。案内、して、あげる、からね？」

　虹嵐に吞まれた先にあった、奇怪な建物。だが、そこで出会った少女もまた、建物と同じかそれ以上に油断ならぬ相手であると、クロトは思い知らされたのだった。
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　少女に先導され、建物を散策する。

　砂利を練り込んで作られた壁。血管のように張り巡めぐらされた配線。左右に開く扉。

　目め眩まいすら感じる。壁の模様かと思えば扉で、扉かと思えば模様だったりする。それらに驚くたび、アルフィニスが優ゆう越えつの笑みを浮かべる。非常に腹が立ったが、だが、彼女だけが一方的に笑っていられる時間もそう長くはなかった。

「……待って」

　倉庫の奥にあった、小さな箱部屋（アルフィニスは『えれべーたー』と呼んでいた）は、上の階層に繫つながっていた。問題は、その階層の探たん索さくの途と中ちゆうである。

「おかしいわ。わたし達が昇のぼってきたエレベーターが、ここにあったはずなのに」

　元居た位置に戻ってくると、そこには線一つない壁だけがあった。

「……階層内構造が変化してるんだろ。迷めい宮きゆう魔法だ。よくあるやつだ」

「迷宮、って……そんなほいほい、建物の形が変わるわけがないでしょ！　わたしの記き憶おく領域メモリを甘く見てるの？」

「建物の構造変化なんて単純な魔法だろうがよ？　一日限りのドッキリで良いなら、子供の誕生日パーティにだって使われる」

「そっちのおかしな常識と一いつ緒しよにしないで、ここはメフィエラの建物よ！　……たぶん」

「──待て。なんだ、たぶんって」

「お、教えてあげる義理はないわ！　……というか、あなた、人の名前を勝手に見ておいて、名乗りもないのは無礼じゃない？」

「ハ。俺達が、礼が必要な関係かよ」

「……っ。確かに、それはその通りね、悪あく趣しゆ味み刺青いれずみさん？」

　クロトが皮肉で応こたえれば、少女は当てつけで返す。睨みあい……そして珍めずらしく、少女が先に根負けした。表情を曇くもらせて、近くを指差す。

「……そこの窓、開けてみて」

　例によってクロトは、壁かべの高い位置にあったその模様が、開閉式の窓であることに初めて気付いた。模様の下部に指を差し入れ、引き上げるように開く。

「……！」

　窓の向こうは、虹にじ色いろで覆おおわれていた。空も、大地も、あるべき景色は何も無い。虹色で満たされた虚こ空くうの中に、この建物だけがぽつんと浮ういている。

　虹嵐の内側、ではない。基地は既すでにほとんど破は壊かいしていた。あの前線基地に、こんな綺き麗れいな建物は残っているはずがない。何より、虹嵐は、空間を削けずり取るだけのはず──

「虹嵐に削り取られた先。まさか、隔かく絶ぜつ結界か……!?」

「カクゼツケッカイ？」

「迷宮化なんて生なま易やさしいものじゃない。新しい空間の、領域の創造！　俺でも知ってるくらい有名な……とっくの昔に喪うしなわれた、遺失魔法だ。……その中に、メフィエラの建築物が入ってるだと？　どういうことだ？」

「……この場所が、魔法の産物だっていうなら、脱だつ出しゆつ方法は分からないの？」

「馬ば鹿か言え。俺は正規の魔ま導どう師しじゃない。虹嵐が隔絶結界だってこと自体、初耳だ」

「何よ、役立たずね……あなたが雑兵なのは最初から分かってることだったけどっ」

「お前な。いい加減に……！」

　この期ごに及およんで喧けん嘩かを売る物言いに、クロトも流石に苛いら立だつ。彼女は華きや奢しやな少女で、クロトは歴戦の兵士だ。こちらの優位を改めて教えるべきではないかと振り返り、

「なに。……なにか、文句でもあるのっ？」

　こちらを睨にらみ、強い言葉を放つ少女の肩が、少しだけ震ふるえていることに気付く。

　クロトは開いた口を閉じ、そして大きな呼吸を一つした。目元を押さえる。

　……何を焦あせっているのか、自分は。いくらメフィエラの人間とはいえ、こんな女を相手にムキになって。現状を正しく認識しろ。今、必要なことはなんだ。

「クロトだ」

「……え？」

「ただのクロト。名字も、隠かくし名もない」

　そう言って、クロトは片手を差し出した。握あく手しゆを求めた、というわけではない。

　少女が眼めを丸くする。差し出したのは、彼女の小しよう銃じゆうだ。

「脱出手段は分からない。だが、魔法は自然を意志の力で捻じ曲げる業わざだ。こんな規模の魔法が、安定して存在し続けられるわけがない。必ずどこかに綻ほころびはある」

　虹嵐から生きて戻もどった存在はいない。それは或あるいは、この場所に閉じ込められたがゆえの死だったのかもしれない。機械と魔法が入り混じった、この奇き怪かいな領域に。

　だが、それならばまだ、この場合は、望みがある。

「お前の知識が必要だ。……脱出するまでの間、休戦するぞ。俺には目的がある。こんなところで無意味に死ぬわけにはいかない」

　少女は、差し出された己おのれの小銃と、クロトの瞳ひとみを、順じゆん繰ぐりに見み遣やった。反応はいつになく鈍にぶかった。まるで、人から提案されることが、生まれて初めてであるかのような。

「う、うん」

　ぎこちない仕草で小銃を受け取る。と同時に、小動物のように跳はねて飛び下がる。

「──じゃ、じゃなくって！　そう、最初から、そう言えば良いの！」

「……、それは受けるってことで良いのか、アルフィニス」

「仕方なく！　仕方なくよ！　あなたがそうまで下した手てに出るのならね！」

　焦った様子で、そっぽを向いた。肩かた越ごしに振ふり向く。

「それと、わたしのことはロアと呼びなさい。……箔はく付づけの名前は嫌きらいなの」

　彼女にとっては何らかの拘こだわりなのだろうか。どちらにせよ、呼びやすい方が有り難がたい。

「分かった、ロア。……お互たがい、長い付き合いにならないよう祈いのろうぜ」

「ええ。わたしだってこんな場所で死ぬのは御ご免めんだわ。しっかり働きなさい、クロト！」
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　そうして、探索が始まった。

　行うのは、建物全体の調査だ。この建物がどういう構造なのか。何の施し設せつなのか。……最初の倉庫を何も調査せず抜けてしまったのは失策だったが、今いま更さら言っても仕方がない。

「まずはＰＣ。なければ記録ディスク。それか接続端たん子しがあれば言って。規格が一緒だったら潜せん航こうが可能だから。見るからにオンボロだし、あまりやりたくないけれど」

「何言ってんだよ？　お前こそ、魔力の淀みや結界の基点、魔力の気配を見つけたら言え。術者がいるかは知らないが、異空間を作るにも媒介は必要になるはずだ」

「何言ってるの？　そんな非科学的なもの、感じるわけないじゃない！」

　──言語自体の問題がなくとも、互いの価値観の差異は大きかった。

　メフィエラとジグローゼスは、まさしく水と油だ。百年近く殺し合っておきながら、戦力面以外の情報がほとんど伝わっていないのは、そういう理由もあるのだろう。

「……分かったわ。黒い硝子ガラスが嵌はまった機械。手の平くらいの薄うすい円えん盤ばんか、指先くらいの小さな箱。それと、壁や機械の目に付く場所に、小さな穴があったら教えて」

「……分かった。お前も、生温かい風や、妙みような寒気を感じたりしたら、俺を呼べ」

　さんざんやり合った末、そういう感じに落ち着いた。お互いに不本意の極きわみという表情だった。現在、クロトは廊ろう下かを調べ、ロアは部屋の中で、何やら机の下に潜もぐり込んでいる。

「頭、痛っつ……」

　まるで理解が及ばない。壁や、机や棚たなの凹おう凸とつが、全すべて何らかの扉に見えてくる。

　不意に、壁にある溝に気がついた。先さき程ほどロアが示した窓の線のように思えた。

　もう一度、外を見ようと思った。虹嵐の正体が、古代の空間魔ま法ほう。だが、そんな単純な答えなら、とうにジグローゼスが対策しているはずではないか。

　壁の線に触ふれ、それを引き上げようとして──ポチ、と、指が壁に沈しずんだ。

「ん？　──うおっ！」

　がしゃん、がしゃん！　線に沿って、壁が上下左右に割れた。開かれた奥には小さな空間があり、何やら複雑な装置がせり出してきた。

　黒い硝子が嵌まった箱がクロトの目の高さにあり、その下はやや台形にせり出している。せり出した部分の上には、一つ一つにメフィエラの言語が刻まれた凹凸がたくさんある。

「ちょっと、何、今の音──いたっ！　……どうしたの？」

　背後の部屋から、がん、と硬かたい物に何かを打ち付ける音がした。少しして、涙なみだ目めで頭を押さえながらロアが出てきた。

「ま、待て。俺は何もしてない！　壁を押したら妙なのが出てきただけだ！」

「それは壁を押したから出てきたんでしょ！　ちょっとどきなさい！」

　クロトを押し退のけ、凹凸の並んだ機械に向きあう。

「ディスプレイは生きてる。あとは……認にん証しよう系ね。カードキーに指し紋もん、これは虹こう彩さい？　厳重ね。でも回線自体は生きてる……なら、このあたりに……あった」

　ぺたりと地面に座り、黒い硝子の下、壁からせり出している装置の側面を漁あさる。

　ロアはそこに穴を見つけると、手に持った配線の先せん端たんを差し込む。そして配線の逆側に、別の配線をいくつか継つぎ接はぎし、端子の形を変えていく。

「よし。これでいける。……少し潜るから。何かあったら起こしなさい」

「潜る？　おいロア、一体どういう」

　クロトが何か聞く前に、ロアは服の中心にあった留め金を、ぱちりと外す。密着していた服が緩ゆるみ、その前面の一部がぱらりと幕のように開いた。

「ッ！　おま、何…………」

　クロトは思わず目を逸そらそうとして、だが出来なかった。

　露あらわになった胸の中心。控ひかえめな曲線を描えがく胸の中心に──鈍く輝かがやく、金属の肌はだがあった。少女が指先を滑すべらせると、かしゃりと放射状に開き、小さな端たん子し孔こうが姿を現す。

「ダイブ、スタート」

　そして少女は、己おのが胸に開いた穴に、手に持った端子を差し込んだ。

　瞬しゆん間かん──ロアがディスプレイと呼んだ、装置正面の黒硝子に光が走った。無数の線が走り、やがてそれは奇怪な記号の群れとなって浮かび始める。

「潜航成功。接続開始。情報走査──」

　うつむき、床ゆかに座り込んだロアが呟つぶやく。その視線はどこも見ていない。

　クロトは、彼女が何をしているのかを理解した。彼でも、配線くらいは見たことがある。機械と機械のパーツ同士を繫ぎ、動力を伝達する、機械兵の神経だ。

　それを、生身の人間に繫いでいる。クロトの核かく石せきのように魔法的な処置ではない。無ぶ粋すいなメフィエラの技術、──物理的な施せ術じゆつで、この少女は体に機械を埋うめ込まれている。

　ディスプレイを流れる文字や画像は勢いを増し、その中に、図面のようなものも見え始めた。無数の情報が現れては消え、小さな窓がいくつも開き──

『不正なアクセスが　確かく認にんされました』

「あ」

　ディスプレイが赤く点てん滅めつし、廊下全体に耳鳴りのような警告音が鳴り響ひびく。

「は！　何だ！　おい！」

　天てん井じようが開く。奥から出てきたのは、クロトが見慣れたサイズの……つまり無人機に据すえ付けられるようなサイズの、機銃だ。銃身がぐるぐると回転を始め──

　──撃うち込まれた無数の銃じゆう弾だんを、半はん透とう明めいの竜りゆう翼よくが防いだ。

『不正な　不正なアクセスが確認　不正不正　セキュリキュリリティ　作動　シマス』

「うおおお！　おいお前っ！　ロア、何してやがるっ！」

「──そのまま防いでいなさいクロト。少し手て違ちがいがあっただけ気にしないで。もう少しで終わるから適当にあしらっていてそれくらいできるでしょう」

　抑よく揚ようのない早口の言葉が、自分に向けられたものであることに気付くのに少し掛かかった。

　少女はそれきり再び沈ちん黙もくする。がちゃりと、背後で天井が開く。周囲の壁かべが真ん中からばかりと開き、無数の武器を持った円えん筒とう型の機械兵が何台も飛び出す。

「防いでって、お前な……！　──この、限定転身！」

　竜のオーラが全身を覆おおい、撃ち込まれた機銃を弾はじく。クロトは背後のロアを庇かばいながら、警備機の攻こう撃げきを必死で防ぎ始めた──







「ぜ、ぁあっ！」

　繰くり出した鉤かぎ爪づめのオーラが、警備機の胴どう体たいを貫かん通つうし、そのまま壁に叩たたきつけた。動くことがないのを確認すると、転身を解く。気付けば、警告音も鳴りやんでいた。

「くそッ、限定転身戦せん闘とうなんか、リノンの相手だけで十分だっての……！」

「…………よし」

　蹲うずくまっていたロアが、何もなかったかのように顔を上げた。胸の端子を引き抜ぬく、頷うなずく。

「潜せん航こう終しゆう了りよう。ま、いざとなればわたしがハッキングできたから、別によかったのだけど。おかげで集中できたことだし、一応は労ねぎらってあげるわ」

「ああ、これはどうも……じゃ、ねえ、よ！」

　があ、とロアにくってかかる。胸むな倉ぐらを摑つかみ上げようとした手が──ギリギリで空を切る。

「お前な、やることを説明してからやれ！　何つう無茶苦茶しやがる！」

　ジグローゼスにおいて、機械兵への直接干かん渉しようは最大のタブーとされている。

　過去において数多あまたの魔ま導どう師しが、機械兵の命令系を乗っ取り、あるいは同調して操あやつろうとした。しかし誰だれもが、その異質な内部に耐たえきれず、精神を吞のまれて狂くるっていった。

　しかし、少女の様子に何一つ変わったところは見られない。クロトはもう少し詳くわしく観察しようとして、──その視線は空をさまよった。

　一方でロアに反省の色はなく、どころか、妙に興奮したように頰ほおを上気させていた。誇ほこらしげに自分の胸元に手を当てて、控えめな胸を張る。

「無茶？　わたしを誰だと思ってるの？　わたしはあの──」

　言いかけて、口を噤つぐむ。恐おそらく、個人情報でも言おうとして思いとどまったのだろう。薄うす々うす思っていたが、こいつはかなり迂う闊かつなところがある。

「誰なんだ。アルフィニス・ロア・シェルテミット様？」

「……とにかく！　さっきの資料室に戻るわよ。今見た情報をまとめたいの。ちゃんとあなたにも共有してあげるから」

「当たり前だ。それくらい──おい、待て、お前っ！」

「むっ、……何よ？　まだ何かあるの？」

　また止められたロアが振り返り、クロトは同じ速度で目を逸らした。先程から、ロアへの観察や接せつ触しよくが上手うまく行えていない原因が、まだそのままだった。

「…………。前を留めろ」

　端子接続の為ために開かれたままだった服の前面が、立ち上がったことで更さらにめくれ、へそまで晒さらされている。肌に密着した造形も相まって、ひどく倒とう錯さく的な姿だった。

　クロトの指し摘てきに、ロアはゆっくりと自分の身体を見下ろし、そして、顔を上げた。

　不思議そうに、首を傾かしげた。

「別に、寒くはないわよ。どうして？」
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　決死の説得の末に、どうにか前を閉じさせることには成功した。

　警備機を倒たおすより数倍疲つかれた。クロトは壁かべ際ぎわに座り込み、ロアの作業を見ている。彼女は現在、部屋の中心で大きな紙を広げ、一心不乱に書きものをしている。

「で、何が分かったんだよ。あれだけ厳重に護まもられてたんだ。重要な奴やつなんだろうな」

　やがてロアはペンの蓋ふたを嵌め直すと、紙に描かれた図面の一つを示す。

「……株式会社オールエイジ、第三十三期売上上じよう昇しよう推移」

「は？」

「ファイザーアンドビークル社創業50周年記念に向けた共同開発商品案。ＬＤ６０８年度分決算における貸借対照表。ハーヴェスト支社の──」

「おい、待て……なんだそれ？」

　言っていることの半分近くは分からなかったが、残る半分の単語だけでも、それが極めて卑ひ近きんな、しょうもないものごとであるということは分かった。

「どこかの企き業ぎようの営業情報ね。このビルも、その社屋よ」

「企業……ギルドか？　なんでそんなものが、あんな厳重に護られてんだよ？」

「だって、重要情報なのは確かだもの。今時スパイ対策でもあれくらいはやるわ」

「理解出来ねえ……じゃあ何だ。まるで無む駄だ足あしだったのか……」

「──結論を早めるのは、愚おろか者の結論よ」

　にこりと、少女が笑えみを深める。早く言いたくて仕方ないといった様子だった。

「ＬＤ何年……って言っても、あなた達とは暦こよみが違うわね。──分かりやすく言いましょう。ここにあった情報は、全て、今から百年以上前のものなの」

「何だと？　それが一体、……っ！」

　一いつ拍ぱく遅おくれて、クロトも、それが意味することに気付く。

「この戦争は、開戦当初の情報が全くない。当時の混乱が大きくて、誰も記録を残せなかったというけれど、古くて千年前の文書まで電子化して保管してるメフィエラに限って、そんなことがあるものかしらと思ってた」

　ジグローゼスとメフィエラの百年戦争は、いつ始まったのかが判然としない。忌いむべき隣りん人じん──気がつけば殺し合っていて、憎にくみ合っていることが当たり前だった。

「……こっちも、同じだ。だが、今いま更さらそれが分かったところで、何になる？」

「はあ……これだからオカルト国家は。論理の基本から学んだ方がいいんじゃない？　始まった理由が分かれば、終わらせる方法も分かるでしょ？」

「はあ？」

　クロトは今度こそ、啞あ然ぜんとした声を出した。ロアは椅い子すを引いて立ち上がり、胸元に手を当てた。目を輝かせて、高々と名乗り上げる。

「そうよ。──そう！　わたしを誰だと思っているのかしら。わたしはロア。この百年戦争を終わらせる女よ」

　先さき程ほど、見み得えを切り損そこねたこともあるのか。少女は満足げに、そう言い切った。

「国境戦でメフィエラが勝利して、そちらの本土に攻せめ込めば、あとは落とし所を見つける交こう渉しようになる。戦争なんて、結局は国家間の交渉の一形態。そうして和わ睦ぼくを決めて、メフィエラとジグローゼス二国の歴史に、わたしの名前が栄光と共に刻まれるの！」

「…………」

　クロトは啞然としていた。自分のメフィエラ語が不完全だったかとすら思った。

　そんなことを言う人間を、今まで見たことがなかった。魔導師達は憎ぞう悪おのままに最前線に獣騎兵を投げ込んでそれきりで、子供達はただ生き残るのに必死だ。

　終わってほしいという叶かなわぬ希望でも、終わらせてくれという願いでも無い。

　二国の戦争を終わらせる。

　そんなことを考えて──まして口に出す人間など、一人もいなかった。

「お前……」

　だからクロトは、素す直なおに抱いだいた感情のままに、口を開いた。

「馬ば鹿かか？」

「……な」

「交渉？　和睦？　──ふざけんな。俺達の間に、そんな真っ当な決着がつくかよ」

　クロトの突とつ然ぜんの否定に、得意満面だったロアの表情が固まる。

「な、何がおかしいのよ！　勝敗が決まれば、交渉になるのは当たり前じゃない！」

「それが、考えなしだっつってんだよ。交渉だろうが支配だろうがな、今より少しでも距きよ離りが近づいたら、その時点で第二戦が始まるだけだ」

「第二戦？」

「交渉しようってことは、当然、そっちは人を出さざるをえない。そうなりゃジグローゼスの本来の業わざ──人間相手の魔法が使えるようになる」

　獣騎兵が開発される十数年前まで防戦一方だったジグローゼスが、それでも敗北だけはしなかった理由が、そこにある。精神干渉。概がい念ねん武装。呪じゆ殺さつ。感覚迷めい彩さい。予知、読心。『機械兵相手の物量戦』では何の役にも立たない、高位魔法の数々。

「お前達の機械兵は、ジグローゼスの誇りある魔導師を、一方的に封ふう殺さつし続けてるんだよ。

　その枷かせが取とっ払ぱらわれたら、抑おさえつけられてた恨うらみの数は星よりも多いぜ。呪じゆ詛そ防ぼう御ぎよひとつ知らねえお前らに、何が出来る？」

　す、とロアの胸元を指し示す。馬鹿正直に本名が書かれた服。当然ながら対魔導加工などされているはずもない。ススハラならば、一目見ただけで呪のろい殺せるだろう。

「そ、そんなこと言っても──じゃあ」

「じゃあどうするって？　殲滅だ」

　クロトが言い放った言葉に、ロアはびくりと身体からだを震ふるえさせた。

「潰つぶし合いだ。それでしか、この戦争は決着しない。そして、殲滅それを為なすのはお前らじゃあない。俺──俺達の中で最強の、屍喰竜ニーズヘツグだ」

「屍喰竜……黒竜のこと？」

「ああ、お前らの間じゃそう呼ばれてるんだったか。そうだ。ニーズヘッグ──神代の終わりを死者の翼つばさで翔かけた終焉の竜。お前らを滅ほろぼす、魔ま獣じゆうの名前だ」

「……いいえ」

　ロアが、震える声と共に首を振ふる。動どう揺ようの極きわみにあったはずの彼女は、どういうわけかその名前を聞いて気力を取り戻もどしたようだった。

「メフィエラには、レシュノルティアがいる。黒竜は、わ──あの輝動鋭機アインダートが倒すわ」

「レシュ……銀ぎん嶺れいか？」

　メフィエラの機械兵団の中にあって唯ゆい一いつ無二の頂点。あの忌いま々いましい蒼そう穹きゆうの鋭機。

　前線の兵士にとって、ある種の信しん仰こうに近い扱あつかいになっているのは知っていたが、まさかこんな末まつ端たんにまで信じられているとは。

「──馬鹿言え。あんな鉄クズが屍喰竜に勝てるか。今までは虹嵐に助けられてただけだ。びっくり箱みてえな兵器をいくら出そうが、屍喰竜の爪つま先さきにも届かねえよ」

「ふうん。ジグローゼスの野や蛮ばん人は、空を飛ぶだけの蜥蜴とかげを随ずい分ぶん評価しているのね。メフィエラの科学は対策と進歩の学問。虹嵐で助かっているのはそっちの方だわ」

「…………」「…………」

　二人の目線がばちりとぶつかった。同時に、身を乗り出した。

「屍喰竜は、ジグローゼス最強の竜だ！　お前らメフィエラを塵ちり一つ残さず滅ぼして、それでようやく、この不毛な戦争が終わるんだよ！」

「レシュノルティアはメフィエラ最高の鋭機よ、誰にも負けないわ！　それに、戦争を終わらせるのはこのわたしよ！　人任せになんてしない！」

「屍喰竜だね！」「レシュノルティアよ！」「屍喰竜！」「レシュノルティア！」

　まるで年相応の子供に戻ったかのように、大声で言い争う。

「いい加減にしろ馬鹿！　交渉だの和睦だの言う奴に、戦争を終わらせられるか！」

「そっちが馬鹿！　何よ、わたしの偉い大だいな計画をせっかく教えてあげたのに！　偏へん屈くつ！　刺青いれずみ！　後ろ向き！　癖くせっ毛け！　眼めが二つ！　鼻が一つ！」

「まずその貧ひん弱じやくすぎる罵ば倒とうの語ご彙いをなんとかしろお前！」

　クロトは、この少女のことがまるで分からなかった。戦士には見えず、言動も稚ち拙せつ。だが、機械と自在に繫つながり、百年前の情報に目を輝かがやかせ、戦争を終わらせると言い放つ。

「出来るもん！　わたしはそのために生まれたの！　──それに、分からない、理解出来ないって決めつけないでよ！　今だって、あなたとこうして会話も出来てるじゃない！」

「──それが、どうしたってんだよ！」

　衝しよう動どうのままに、クロトは叫さけんだ。少女の言葉の、何もかもが気にくわなかった。

「話せたくらいじゃ何の意味もない！　俺達は相あい容いれない！　知ってるんだよ！　どこまで近づいても、最後には裏切られるんだ！」

　声を荒あららげて、激しい息をついて、それからようやく、自分の言った内容に気がついた。

「……どういう、こと？」

　ロアが茫ぼう然ぜんと目を丸くして、クロトが口を噤つぐんだ、その時だった。

　──ずん、と重い震しん動どうが部屋を揺ゆらした。

「！」

　口論を止める。揺れたのは部屋ではなく、建物全体だ。周りを見回すロアをよそに、クロトはすぐ窓に駆かけ寄り──そして、最悪の事態が起きているのを確かく認にんした。

　窓と外がい壁へきが、外を満たしていた虹にじ色いろに侵しん食しよくされ、溶とけるように消え始めている。

「まずい。結界が消しよう滅めつし始めた……！」

「え。……え、そんなことあるの！」

「最初に言っただろうが、術者もいない魔法がいつまでも保もつかよ！　このままだと、このクソどうでもいい建物と一いつ緒しよに虚こ空くうの藻も屑くずだ……！」

「どうでもいいって言わないで！　何それ、なんとかしなさいよ！」

「ああもう、少し黙だまってろ！」

　額を押さえる。ススハラに聞いた雑談や、子供の頃ころに学んだ内容を必死に思い出す。

「……ロア。取り出した情報に、この建物の見取り図があっただろ！　見せろ！」

「え？　うん、──えっと、これよ！　地下二階、地上十階建てで、ここは三階」

　紙面に書きだした中の一つ、ミミズがのたくったような線で描えがかれた、言われてみなければそれと分からない立体図を指差した。

「うっわ。……いや、贅ぜい沢たくを言ってる暇ひまはない。全体さえ把は握あくできればいい……！」

「今うっわって言ったわよね？」

「建物はメフィエラ製。建造段階で基点が仕込まれていることはない。後から結界に囲われただけなら構造は単純になる……魔ま法ほう陣じんは中心か、外部かの二択たく……」

　近くの窓を開けて、身を乗り出す。上下を見ると、虹色の侵しん蝕しよくは、下の方が早い。

「上か。ひとまず屋上だな。限定転身・具現。《屍ニー──」

　右みぎ腕うでに竜のオーラが渦うず巻まき、慌あわてて思い直す。流石さすがに、この場でそれはまずい。

「──《大颶鳥アルゲンタヴイス》」

「ちょっと、待ちなさいクロト！　一体なにが分かったって……ッ！」

　崩くずれかけた壁かべを一息に薙なぎ払はらい、巨きよ大だいな翼が、部屋の中に広がった。

　クロトは一いつ瞬しゆんで、深い羽う毛もうで全身を覆おおった鳥人と化していた。

「……ジュウキヘイ……！」

　風に押されたロアが、壁に背をぴったりつけて、戦せん慄りつしたようにクロトを見ていた。何度か見せていたオーラだけでは、兵種までは分からなかったのだろう。

「獣騎兵だ。魔獣の力を騎のせる兵。──いいから、飛ぶぞ！　摑つかまれ！」

　洞うろのような猛もう禽きんの瞳ひとみでロアを見み据すえる。少女はまだ少し怯ひるんでいたようだが、クロトの声が変わりないことに安あん堵どしたようだった。だが、同時に不安げに首を傾かしげる。

「……いいの？　わたし、メフィエラの」

「何だ！　置いてかれたいなら、そうするが！」

「そ、それは、そんなわけないじゃない！」

　半ば煽あおる様に呼びつけ、走ってきたロアの身体を鉤かぎ爪づめの右腕で持ち上げる。

　どん、どん、と巨大な翼で、空気の塊かたまりを下に叩たたきつける。集めた紙類がばさばさと撒まき散らされ──二人の身体が宙に躍おどった。壁に沿うように、真上に飛ひ翔しようする。

「うひゃ、わ、わ、わっ……！」

　高速で過ぎてゆく壁に、ロアが驚おどろきの声を上げる。外は、果てなき虹色の虚きよ無むだった。

「……これが、あなたの、兵士としての姿？」

「ああ、そうだ。獣騎兵は、決められた魔獣に転身する。一人につき一種類だ」

「そう。…………恩だなんて、思わないからね」

　拗すねたように言う。今いま更さら、互たがいの関係性を再認識したらしい。妙みようなところで律りち儀ぎだった。

「……俺が提案したのは、脱だつ出しゆつまでの休戦だ。お前はお前の知識を提供した。俺はそれに応じたものを返す。それだけの話だ」

　端たん的てきに答えた。瞬またたく間に十階層分を飛び越こえ、屋上へと出る。

　そして、見つけた。屋上の中心に、立体の魔法陣が光り、回転している。詳くわしくないクロトでも、それが恐おそろしいほどの精度で編まれた陣であることが分かった。

　そして、光の中心部に、僅わずかにだが、こことは別の景色──荒こう野やの風景が見える。

「一か八かだが、飛び込むぞ。摑まってろ！」

　迷っている暇は無かった。建物を搔かき消す虹色の消滅が、階下から迫せまってくる。上じよう昇しようを止め、真横への滑かつ空くうに移行する。すぐに、魔法陣が目の前に──

「わたしは」

「……──？」

「わたしは、諦あきらめないから」

　魔法陣の光に、視界が吞のまれる寸前。

　少女のそんな言葉が聞こえた。捨て台詞ぜりふに近いその言葉に、クロトは反論できず──
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『──ロト！　おいっ！』「たいちょー！」

　伝心魔法と、生身の大声。性質の違ちがう二つの呼び掛かけに、クロトは目を覚ました。

「静かに、しろ……ぐ、痛っつ……」

　どこかの森の中だ。クロトは大木にもたれかかっていた。周りには、変身が解けた時に弾はじき出されたらしい、屍喰竜の化石が散乱している。

　起き上がろうとした途と端たんに、全身が悲鳴を上げた。全身の筋肉と骨に、捩ねじられ引き絞しぼられたかのような痛みがある。

「隊長～～～～～っ！」

「おごぁっ！」

　その上、目の前の人ひと影かげが、飛び込む勢いで抱きついてきたのが止とどめだった。

　こちらの首に腕うでを回し、身体を押しつけてくる。肩かたに当たる柔やわらかい感かん触しよく。意外に大きかった。成長期か、などと、痛む頭でよくわからない感想を抱いた。

「おま、ぐ、リノンか！　無事だったか……ひっつくな！　ぐあ、芯しんにキた……！」

「うう……良かった……虹嵐なんかで、あたしと隊長の因いん縁ねんが終わっちゃうかと思ったら……！　そしたらあたし、化けて出すからね！　隊長を！」

「どんなだよ！　そもそも、お前との間に因縁なんて作った覚えは一いつ切さいねえ！」

「あはは、やだなたいちょー。冗じよう談だんが上手うまいんだから」

　リノンは一通り泣いて笑うと、クロトを離はなして、どこかと伝心を始める。

『……いや。ホントよかったぜ、見つかってよ』

　上空の霧きりが、伝心でこちらに話しかけてくる。ススハラの転身態だ。

「ススハラ。……俺は、何日行方ゆくえ不明だった？」

『三日。メフィエラの基地は、バラバラの残ざん骸がいだよ。ただ、その跡あとにお前の化石がなかったから、吹ふき飛ばされたんじゃねえかって話になってな。こうして探してた』

「……銀嶺はどうだ。アイツも巻き込まれたはずだろ」

『それは知らねーけど。軍が何も言ってないってことは、良い話はねえだろなー』

「チッ。巻き込まれ損か」

『惜おしかったな。我らが上官のご機き嫌げんを取れなくて』

　霧が笑う気配が伝わってくる。

「…………夢、か？」

　だとしても、それはそれで奇き怪かいだった。一体、自分の頭の中のどんな領域から、あんな少女が出てきたというのか。考えようとするが、全身の痛みでまとまらない。

「あ！　たいちょーもしかして動けない？　あたしの背中乗りなよ！　限定転身！」

「やめろ！　人を丸焼きにするつもりか、お前は！」

　リノンを宥なだめつつ、立ち上がろうとクロトは身をよじった。その際に、ぱさりと紙切れのようなものが落ちた。木の葉か何かかと思って何気なく目を向ける。

「……！」

　見覚えのある絵。ミミズののたくったような線で描かれた、立方体の図形。

　──アルフィニス・ロア・シェルテミットが描いた、百年前のメフィエラの企き業ぎようビルの設計図が、確かにその存在を主張していた。

















３話　それは、全すべてに呪のろ／祝われたかのような
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　全てが反転した日のことを、今でも時折、夢に見る。




「すー……はー……」

　玄げん関かんの前で、少年は大きく深呼吸する。

　いつもは当たり前のように帰っている家。だけれど、今日は別だった。少年は髪かみを何度か撫なでつけたあと、ここまで大切に抱かかえてきたものを確かく認にんする。

「がんばれ、がんばれ、クロくん」

「う、うっさい。静かにしてよっ」

　背後から声。振ふり返ると、少し離れた位置から、様子を窺うかがう少女がいた。分厚い眼鏡と、長い前まえ髪がみで顔の大半が隠かくれているが、素そ朴ぼくな愛らしさがあった。

「だから、マナ姉ねえまでついてこなくていいのに」

「だって、クロくんちのお母さんには、たくさんお世話になってるもの。お祝いしたいよ。……それに、花束に魔法を掛けてあげたの、誰だれだったかなー」

「う」

　それを言われると弱かった。この少しだけ年上の少女は、普ふ段だんは見かけどおり気弱なくせに、妙なところで自分の意志を曲げないところがある。

「いいよ、きっと母さんも喜ぶし。だけど、親おや父じに変なこと言われても気にしないでよ」

「本当？　良かった」

　少女が顔を綻ほころばせる。少年は気き恥はずかしくなって目を逸そらす。

　そして少年は再び扉とびらに向きあい、そのまま勢いに任せて、片手で押しあけた。

「お母さん。ただいま！」

「──あら。おかえりなさい、クロト」

　朝の木々のざわめきのような、落ちついた声。少年の好きな声だった。

　母親が、エプロンを着けて台所に立っていた。細身の身体からだに、緩ゆるやかな癖くせのある黒くろ髪かみ。額には、奇き妙みような紋もん様ようが描かれている。少年の右目にあるものと同じ、刺青いれずみだった。

「今日は早いのね。教会でのお勉強は終わった？　お友達とは遊んで来なかったの？」

「うん。あの、えっと……」

　どうやって言いだすか、いざ目の前にすると気恥ずかしさの方が勝った。

「今日はお父さんも帰ってくるから。手を洗って、待っていてね」

「お、お母さん！」

　背中に隠したものを思い切って差し出す。それは、白い花束だった。

「お誕生日、おめでとう！」

　幼い少年が、町中を走り回って一いつ生しよう懸けん命めい選び集めたもの。母親は目を丸くした。夕食の準備の手を止めて、少年と、差し出された花束を順じゆん繰ぐりに見て……首を傾げた。

「──お母さんの誕生日、明日よ？」

「ええっ！　……えっ、そん、う、噓うそぉっ！」

「うん、噓」

「だってお母さん前に……え、えええっ！」

　混乱する子供の小さな体たい軀くを、ふわりと、温かな両りよう腕うでが包み込んだ。

「ありがとう。お母さん、とっても嬉うれしい……！」

「わ、わ、わ。母、さん。……もーっ！」

　頰ほおを膨ふくらませる子供に。

　咄とつ嗟さの悪戯いたずらを見事に成功させた母親が、優やさしく笑った。







　──その日のクロト達の食しよく卓たくには、久しぶりのご馳ち走そうが並んだ。

　南なん端たんの漁村で獲とれた、赤魚の煮につけ。都の一流店で加工された黒山羊やぎの燻くん製せい肉。赤い果肉の美しい、丸々と大きな果実瓜うり。

　彼らが暮らすのは、ジグローゼスの端はしだ。近きん隣りんの農村や、時折来る行商との僅かな交易だけで成り立つ小さな町。そんな中で、普段はまず手に入らない高級食材の数々は、久しぶりに帰ってきた父親が持ってきたものだった。

「花束？　そりゃまた、──色気付きやがって、我がガキめ！　言っておくが母さんは渡わたさんからな！」

「うっさいバカ！　こんな時だけ帰ってくんな！」

　がしがしと、日に焼けた手で頭を撫でられる。短く刈かった黒髪に、豪ごう快かいな笑えみ。

　椅い子すの背もたれに掛けられた頑がん丈じような法衣ローブは、軍属の証あかしだ。魔法王国ジグローゼスの、軍属の上級魔導師。それがクロトの父親だった。

「ははは、照れるな照れるな！　で、これがその花束か。ん？　こりゃ……」

「ええ、そうよ。不ふ朽きゆうの魔法も掛かってるの。ただ生けるのももったいないし、ネックレスにでもしようかしら」

「なーにぃ？　おいおい、この上級魔導師の親父を差し置いて誰に頼たのんだ！　俺がやれば、十年二十年と言わず、百年経たっても枯かれない花束にしてやったのに！」

「うっさい！　バカ親父なんかに頼むもんか！　マナ姉のがすごいもん！　ね！」

「え、え、それは無理だよ、お父さんの方が上手うまいに決まってるよ。……あ、あの、ありがとうございます。夕飯まで、ご馳走になってしまって」

「良いのよ。またご両親は遅おそいんでしょう。いつもクロトがお世話になっているもの」

「そう、それだ！　おいクロト、この可愛かわいい子は誰だ？　父さん知らないぞ！」

「王都から療りよう養ように来てるお嬢じようさんよ。ほら、離れの御お屋や敷しきの。療養と、ご両親の研究で来てらっしゃるんですって」

「ああ、あの王都の？　道理で、術式がよく出来てるわけだ。……ということは、なんだクロトお前、逆玉の輿こし狙ねらいか!?　気を付けろよ、マナちゃん！」

「玉の……え、え、え……！」

「だああ、うるさい！　だから嫌いやだったんだよ、もー！」

　頰を赤くして首を振るマナ。豪快に笑いながらクロトを撫でる父親。強ごう引いんに髪を搔かき回されて暴れるクロト。母親は、それを楽しげに見つめている。

「ふふっ……ああ、クロト、『そこの棚たなから、お酒を出してくれる？』」

「ん？　『うん、分かった。大きい方の瓶びんだったよね』」

「……？　……え、クロくん、今のって？」

　母親の頼みに答えて立ち上がり、傍そばの棚から瓶を取ってくる。と、マナがびっくりしたようにクロトを見ていることに気付く。何があったかと思う前に、父親が苦く笑しようした。

「母さん、クロト、また訛なまりが出てるぞ。マナちゃんが驚おどろいてるじゃないか」

「ああ、ごめんなさい。あんまり楽しかったものだから、つい」

「──母さんは外国の出身でな。普段はこっちの言葉で話してくれるが、俺も正直、完全には分からん。……クロトはすっかり覚えたよなあ」

「だって、こんなの聞いてるうちに覚えるよ」

　クロトは首を傾かしげ、こともなげに答える。父親が家を空けることが多く、母親と二人きりになることが多いクロトにとっては、むしろ母親の言葉の方が話しやすいくらいだった。

　外では話さないように、と言われていたから、マナは初めて知ったのだろう。

「子供の特権ね。クロトが覚えてくれたものだから、つい甘えちゃうわ。……それより、はいお酒。あなたの好きな銘めい柄がら、この前、珍めずらしく行商の中にあったのよ」

「うおおー！　流石さすがは母さん！　愛してる！　ほら、マナちゃんも飲むか！」

「やめろ、馬ば鹿か、親父ーっ！」

　そうして賑にぎやかな食卓は、やがて子供二人が、船を漕こぎ始めるまで続いた。

　──そうだ。この頃ころは、世界の全てが輝かがやいていた。

　自然の美しい、小さな町。少し弱気だけど世話焼きな幼おさな馴な染じみ。いつも穏おだやかで優しく、悪戯好きな母親。家を空けることの多い父親には、反発しがちだったけれど、国中から頼たよりにされる軍属魔導師であることは、誇ほこりに思っていた。

　無知だった。愚おろかだった。途と方ほうもないほどに、間ま抜ぬけだった。

　何もかもが、薄はく氷ひようの上の幻げん想そうだったということを、この頃は思いもしなかったのだ。







　そして、全ては拭ぬぐい去られる。

「はぁ、っはぁ、…………づ……！」

　灼やけた大気で喉のどが焼ける感覚に、口元を押さえる。

　月に一度、皆みんなで掃そう除じしていた砂じや利り道。冷たい地下水を湛たたえた井い戸ど。父親と魚を捕つかまえた小川。少ない子供を集めて、勉強会をしていた教会。

　ほんの少し前まで、自分の全てだった美しい景色が、血と炎ほのおに覆おおわれていた。

　ガンガンと、遠くから非常事態を示す鐘かねの音が鳴り響ひびき続ける。だが、それを搔き消すほどの爆ばく音おんが、絶え間なく大地を震ふるわせている。

「な……んで……」

　爆炎を撒まいた鋼鉄の塊かたまりが、空の彼方かなたに消えてゆく。

　前線の防備を抜ぬけてきたメフィエラの爆ばく撃げき機は、たまたまそこにあったからという理由だけで、クロトの町を焼き尽つくした。勉強会からの帰り道を、降り注ぐ熱と炎を潜くぐりぬけて、奇き跡せき的に家に辿たどりついたところで、彼の視界は白く塗ぬりつぶされたのだ。

「……クロト。無事、か……？」

　声がした。誰よりも求めていた声が、すぐ上から。

　覆いかぶさっていた影かげが、身を起こす。彼らを守った魔ま法ほう陣じんの輝きが消える。父親の身体は、黒かった。逆光だから、ではなかった。明らかに炭化していた。

「──噓だ。いやだ。いやだよ、そんな、父さんっ！　なんで……っ！」

　父親の口から血の塊が零こぼれる。その背には、殺傷用の金属片へんが山ほど突つき刺ささっている。信じられなかった。偉い大だいな父親は誰にも負けないと、無む邪じや気きに信じていた。

　クロトも無傷ではなかった。右みぎ眼めの上を深く切り裂さかれ、血がとめどなく流れている。それが、彼に施ほどこされた刺青を塗り潰つぶしていた。

「くそ、こんなこと、あるかよ……何も、変えられずに、畜ちく生しよう……！」

「父さん、大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫だから、すぐ、誰か……いや、それより、母さん……」

「……違ちがう。聞くんだ……クロト……」

　震しん動どうが響く。顔を上げると、彼らが十年暮らした家が、蒼あおい炎に吞のまれて崩くずれ去っていた。その中に居るであろう母親のことに気付き、クロトは悲鳴を上げた。

「母さんっ！　父さん、母さんが、すぐ助けに……！」

「大丈夫だ。母さんは……あそこには、いない」

　焦しよう点てんの合わなくなった瞳ひとみが、僅わずかに、燃える家屋に向けられる。それは一見、希望の言葉に思えた。だが、父親の声こわ色いろはあまりに悲痛で、冷え切っていた。

「生きてる……だけど、もう、ここには戻もどらない……そういう風に、決めてた」

「え……ど、どういう、こと、お父さん」

「クロト。──俺のことは、恨うらんでくれていい。憎にくんでくれていい」

「え……？」

　がぼ、と大きな血の塊を吐はく。既すでに、気力だけで喋しやべっていた。

「だけど……忘れないでくれ。この戦争は、狂くるってる……きっと、最初から……」

「……なに、父さん、何、言ってるの……」

「ごめんなあ。お前には、こんな運命を背負わせたくなかった……」

　震える手が、炭化した指が、泣きはらしたクロトの頰に触ふれる。

　彼が物心ついた時から刻まれている魔法陣。まだ成長期だからと、父親が帰るたびに刻み直していたもの。母親とお揃そろいのそれが、何の為ためのものかすら知らなかった。

「な、なんだよ。なに、いっでるのが、ぜんぜん、わがらない……」

　何一つ、意味の分からない言葉。ただそれが、父親が、自身の終わりを見み据すえた言葉だということだけは伝わってきて。

「たのむ。おぼえていて、くれ……俺も、母さんも──」

　ぱたりと、指が落ちた。

「あ」

　崩れて、風に晒さらされて、塵ちりになった。気力だけで保てる限界を超こえた父親の身体からだは、白はく濁だくした瞳を見開いたまま、無残な姿で事切れた。

　クロトは目を見開いた。ただ、恐きよう怖ふだけがあった。幸せだったはずの世界の全すべてが、焼け焦こげた布で拭い去られ、炭と血に塗り潰された光景に耐たえられなかった。

「う、うぅううぁああああぁあああぁああああああっ！」

　──全てが反転した日のことを。

　──全てを反転させた火のことを、今でも時折、夢に見る。

　死にゆく父親が、最後に、息子むすこに向けて何を伝えようとしたのか。

　それが分かることは、もう二度とない。
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「ですから、屍喰竜ニーズヘツグ。……ちょっと、聞いてますか？　…………クロ、」

「──ん。悪い、呼んでたか」

　何度も呼び掛かけられていたらしい。アマリネ監かん督とく官の憮ぶ然ぜんとした視線をやり過ごす。

「……身体に異常があるのなら、きちんと申告してください」

「問題ねえよ。少し考えごとしてただけだ。で、何の話だって？」

「次の出しゆつ撃げきの話です。……二日後を予定しています」

　彼女は、祭さい壇だんの上に折り重なった屍喰竜の化石の前に立っている。出撃から帰ってきたクロトを、彼女が直じき々じきに出で迎むかえるのは珍しい。

「またか。随ずい分ぶんと早いな。……まあ、見当はついてるが」

　通常ならば、化石の調整および獣騎兵のクールダウンの必要性から五日に一度ほどだった出撃が、今は下手すれば一日おきだ。原因は明確だった。

「はい。君が紙かみ一ひと重えで生き残ったあの日以来。あれと同規模の大虹にじ嵐あらしが、頻ひん繁ぱんに起きるようになりました。調査はしていますが、これが一過性のものなのかさえ、まだ不明です」

　名前のない荒野ノートフイールドは、ただでさえ、その範はん囲いが明確に限られている。

　そんな中で、回かい避ひ不可能の大虹嵐の頻ひん発ぱつ。両者の被ひ害がいが均等に増え、戦せん闘とう可能時間が狭せばまり──必然として、戦闘を短時間で終わらせられるクロトの必要性が高まる。

「君が拒きよ否ひしてくれれば、もう少し調査の方に専念できるのですが」

「断る。むしろ好都合だ。俺だけが戦う状じよう況きようは、アンタだって望んでるものだろ」

　クロトはいつものように、嚙かみつくように言った。だが、アマリネは今回はそれに目くじらを立てることはなく、諦あきらめたように溜ため息いきをつく。

「……良いでしょう。代わりと言ってはなんですが、きちんと休んでください。いつもの倉庫に薬を置いておきました。体力と魔力の回復薬。それに、侵しん蝕しよくの抑よく制せい薬も」

「はあ？」

　今度こそ、クロトは声を荒あららげた。

「そんなもんがあるならガキ共に配れよ。お前、話を忘れたわけじゃねえだろうな」

　化石回収役の儀ぎ式しき兵はおらず、人ひと払ばらいは済ませている。だから、本来の話ができた。

「俺は、誰だれより先にメフィエラを潰したい。お前は、獣騎兵の犠牲を減らしたい。利害が一いつ致ちする限り、協力できる。そう言ったのはお前だぜ」

　獣騎兵は、人道に反する兵種だ。メフィエラ戦線を支えるには不可欠とはいえ、当然、罪なき子供を生いけ贄にえとするその方法を、よしとする者ばかりではない。

　だが、そういった擁よう護ご派とクロト達が実際に出くわすことはない。理由は単純で、軍はそういう人間を獣騎兵団には組み込まないからだ。獣騎兵に同情的であったり、必要以上の信しん頼らいを得ているとみなされた監督官は担当を外される。

　──そういう事情を聞かされたのも、彼女からだった。初めて彼女がこの部隊に配属された時の衝しよう撃げきは今でも記き憶おくに新しい。ロア相手に語った、メフィエラ相手に魔ま導どう師しが封ふう殺さつされているというのも、彼女から聞いたことだ。

「開発途と中ちゆうの品で、高いんです。全員に行き渡わたらせるなんてとても。それなら、君が使うべきでしょう。君が誰よりも強くなり、多く戦い続ければ、他の子達の犠牲が減る。だから私は君にも便べん宜ぎを図はかる。そういう話もしたはずですが？」

　何よりも己おのが功を求めて前線を志望し、獣騎兵を使い捨てることも厭いとわない《塞城》。その評価を隠かくれ蓑みのに、彼女は第六部隊の監督官の地位にまで昇のぼりつめた。

　それに対する感謝はある。人間的にも尊敬している。ただ、他の獣騎兵ならともかく、自分の意志でメフィエラと戦っているクロトにまで同じように気を遣つかってくるのが、少しだけ鬱うつ陶とうしく感じる時もある。尽くし過ぎではないかと、心配になる時も。

「きちんと使って下さい。例の倉庫です。見張りはいませんから、ススハラ君に盗ぬすませる形にしなくても大丈夫です。……返事は？」

「……分かった、分かったよ。アンタには世話になってるからな」

「返事は一回。──ええ、お互たがい様です。君と私の利害は……一致していますので」

　アマリネはそれだけ言うと、儀式兵達を呼びに基地へと戻っていった。




　　　　◆




　空に昇った三日月が、鏡のような湖面に映っている。

　基地から少し離はなれた森の中にある、静かな湖面のほとり。アマリネの補給食、凍こおらせた蒟こん蒻にやくのようなそれをガリガリと齧かじりながら、クロトは空を見上げた。

「……昔のことなんて思い出すのも、いつ以来だ」

　あの大虹嵐以来、余計なことを思い出すことが多い。正確には、虹嵐というよりは、あの少女のせいだろうが。

「──ロア。メフィエラの言葉で、咆ほう哮こうとか、叫さけびって意味だったか」

　どこか人工的な、儚はかなげな美び貌ぼう。でありながら、お転てん婆ばというにも活発すぎる言動。その印象はあまりに鮮せん烈れつだったが──メフィエラ兵と生身で相対するなど、きっとあれが最初で最後だろう。どころか、既に殺している可能性だって十分にある。

　そう考えた瞬しゆん間かんに、驚おどろくほどに心が冷えた。

「……どっちでもいい。余計なことだ」

　湖面に、顔を映す。ここは人も来ず、戦いくさの臭においも、魔力すら薄うすい。瞑めい想そう、というほどではないが、自分のコンディションを確かく認にんするには良い場所だ。湖面の中の自分を見つめる。

「たーいーちょっ」

　不意に、水面みなもに映る顔が、一つ増えた。

「うお」

「やぁっと見つけたぁ。どこにいっちゃったのかと思ったよー」

　快活に笑うセミロングの少女──リノンだった。

　鏡のような湖面にはしゃぎ、靴くつを脱ぬいでぱちゃぱちゃと浅あさ瀬せに歩み出す。静せい謐ひつな雰ふん囲い気きへの気き後おくれなど、この少女が気にするはずもなかった。

「うひゃー、冷たい！　すごいねえ、ここ！　きらきらしてる！」

「お前……何しに来たんだよ？」

「隊長どこだーってススハラに聞いたら、ここだって。やー、このリノンちゃんに隠れてこんなところに入いり浸びたるなんて、隊長もスミにおけませんなー」

「何を言ってんのかまるで分からねえ」

「あはは！」

　月明かりの下、踊おどるように跳はねるリノンは、初雪にはしゃぎまわる子犬のようだ。

　回りながら小さく跳とんで、水面の月を踏ふみ抜ぬいた。飛ひ沫まつに反射した月光が少女を照らす。

「よーし、隊長！　──月もこんなに綺き麗れいなことだし、決けつ闘とうしよっか！」

「なんでそうなる！」

　いやなんでかと言えば、リノンだからというしかないのだが。

「えー。今日も戦ってくれないの？」

「そもそも約束なんてした覚えねえよ。今はこっちも余よ裕ゆうがないんだ。お前だって」

「──それじゃあ、あたしの不戦勝だね。最強はあたしだ」

　こともなげにリノンは言った。声のトーンは、何一つ変わっていなかった。

「……何だと？」

「魔導師さん達もさ、見る目がないよね。つよーい獣騎兵がいっぱい出撃しなきゃいけないんなら、あたしに声を掛けるのが普ふ通つうじゃない？　そゆとこ、たいちょーはズルいんだから。困った時の屍喰竜、みたいなさあ」

　ぱちりと、火の粉が爆はぜる音がした。少女は、両りよう脚あしを大きく左右に開き、そのまま上体を前ぜん屈くつさせる。両手を緩ゆるやかに下ろして、湖底に沈しずめた。

　俯うつむくリノンの表情は見えない。四し肢しをついた、──彼女の戦闘態勢。

「おい、」

「願いは、紅べに緋ひ。──照らして《炎獄狼ヴアナルガンド》」

　その全身が炎ほのおの毛皮に覆おおわれた。赤熱した獣けものの爪つめ。頭頂部には、焚たき火びのように揺ゆれ動く獣の耳。四肢の炎は、水面に浸つかりながらも、蒸気一つ起こさずに燃え盛さかる。

　意図したものだけを燃やし、あらゆる炎を吞のみ込み渡る、神代の炎。

《炎獄狼》のリノン。──全獣騎兵の中で、もっとも魔ま獣じゆうに近しいとされる少女。

　別に、性格が戦闘好きだからとか、本質が獣に近いとかではない。単に、因子と仲が良いのだ。そうとしか表現できない、異常な適合値を誇ほこる。

　クロトでさえ、転身後は激しい疲ひ労ろうと竜化の後こう遺い症しようが残のこるが、彼女はそれすらほぼない。単純な転身可能時間ならば、間ま違ちがいなく群を抜く。

「リノンッ、お前、何の真似まねだ！」

「いーよいーよ。戦う気がないんなら、ちょぉっと再起不能になって貰もらうだけだからさ！　隊長の座は、あたしが引き継ついであげる！」
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「ッ……だから。隊長じゃねえっつってんだろ……！」

　本題はそこではない。クロトは右手の核かく石せきを光らせる。この状況で、ただ無む抵てい抗こうで居られるほどクロトも鈍にぶくはなかった。全身に竜の加護オーラが広がり、そして具現化し始める。

「限定転身、──熾おきろ、屍喰竜！」







　湖上の激げき突とつは、ほんの数分で勝負がついた。

「ッ！」

　振ふり抜いた右の鉤かぎ爪づめが、燃ゆる狼ろう人じんの首を捉とらえ、浅瀬に叩たたき付けた。

　同心円状の衝撃が爆ぜ、周囲の水が放射状に撒まき上がった。人間体とはいえ、ここまで全力で動いたのは久々だ。基地の方に騒さわぎが聞こえていないことを祈いのった。

「っう、けほっ、けほっ……！」

　決着だ。巻き上がった水が落ちてくる。クロトは土砂降りの水を浴びながら、仰あお向むけに倒たおれ、限定転身も解除したリノンを見下ろす。

「んやー。やっぱり、強いなあ……」

　まるで水浴びでもしていただけかのように、リノンは大の字で寝ね転ころんだ。

　クロトも大きく息を吐はき、彼女の首から手を離す。剣けん吞のんな雰囲気は消えていた。

「よく言う。あからさまに本気じゃなかったろうが」

「隊長もじゃん。しっぽも出してなかったし」

「身内相手に出すわけねえだろ。胴どう体たい真っ二つにされたいのかお前は」

「ふふーん。あたしの炎の治ち癒ゆ能力を侮あなどって貰っちゃ困るね。真っ二つくらいなら……ギリギリなんとか一回くらいは治るんじゃないかなあ……」

「自信ねえんじゃねえか」

　言いながらも、戦いで負った全身の傷や打だ撲ぼくが、炎とともに治癒していく。獣騎兵なら多少は自己治癒能力はあるが、彼女はとびきりだ。クロトは岸辺に上がろうかとも思ったが、既すでにびしょぬれだ。馬ば鹿からしくなってその場に腰こしを下ろす。

「……で。何がしたかったんだよ、お前は」

「え？　最初に言ったじゃない、下げ剋こく上じようだって」

「お前に腹芸は向いてない。ススハラでなくたって、それくらいは分かる」

「あはは。ま、そりゃそうだよね。……」

　リノンは照れくさそうに笑って、しばし沈ちん黙もくする。……しばらく沈黙する。

「……なんだっけ？」

「おい待て！　てめえコラ、マジで寝ね首くび搔かきに来ただけか！　ぶっ潰つぶして良いか！」

「いやいや、ちょっと待って、つい久々だったから楽しすぎて、今思い出すから！　あ、そうそう！　──……隊長、最近さ、悩なやんでるみたいだったから」

　立ち上がりかけたクロトに対して、リノンは両手をかざして言った。

「…………。そこまでか？」

「うん。時々、心ここにあらずーって感じになってた」

　即そく答とうで指し摘てきされ、思わず片手で顔を覆う。まさか、リノンにまでそう思われていたとは……いや、普ふ段だんはそう見えないだけで、彼女はそういう機き微びには敏さとい少女だ。

　あの邂かい逅こうの影えい響きようは、自分で思っているよりも大きかったらしい。

「考えてもどうにもならないときは、とりあえず身体からだ動かす！　真しん姿し転身って、あんまり自分が動いてるって感じないでしょ？　やっぱり決闘は限定転身が一番だよ──それはそれとして勝ちたかったのも本当だけどね！　まだ修行足りないなあー」

「お前はブレないよな……」

　治癒の炎が消え、ばしゃばしゃと手足をばたつかせるリノンに呆あきれる。配属当初から変わらないこの明るさに、救われている者は多い。クロトもその一人だ。

「分かったよ、悪かった。もう、余計なことは考えない。メフィエラを滅ほろぼすまではな」

「え？　違うよ、隊長。そうじゃなくて──ちゃんと悩んでいいよ」

　リノンが首を振った。意味が分からず眉まゆ根ねを寄せるクロトに、彼女は続ける。

「あたしはバカだから、考えなしに戦ったほうがいいけど……隊長はそうじゃないよ。考えなきゃいけないことがあるなら、きっとそれは先に繫つながってることだと思う。隊長、そういうとき、周りのこと考えちゃうとこ、あるでしょ」

　否定する気にもなれない、あまりにも迷いのない断言だった。リノンの言葉は、いつだって真まっ直すぐだ。この絶望的な戦場でどうすればそこまで真しん摯しになれるのか。

「……お前、さっきと言ってること違ってるぞ」

「あれ、そうかな？　でも、気晴らしって大切じゃない？」

　茶化すような言葉しか返せなかったが、リノンはあっけらかんと笑った。

「あたしもススハラも、いざってなったら協力するから。……あ、でも勘かん違ちがいしないでよ。隊長を倒すのを諦あきらめたわけじゃないからね！」

「だから、それは諦めろよ！　良い笑え顔がおで敵対発言をするんじゃねえ！」

　再び、眼めを無む邪じや気きな戦意に輝かがやかせて、迫せまろうとしたリノンを突つき飛ばす。

　にぎゃ、と吹ふっ飛んで湖面の中に倒れ込む少女を見て、呆れたように苦く笑しようする。

「……ったく。お前は、強いよな」

「え、今なにか言った？」

「なんでもない。……ほら、戻もどるぞ。お前と違って、俺はほっといても乾かわかねえんだ」

　度たび重かさなる出しゆつ撃げきと戦せん闘とう。魔獣との融ゆう合ごう……侵しん蝕しよくは、上がるばかりの日々だった。

　だが、基地へと戻る途と中ちゆうで、クロトの中の獣は、前より少しだけ静まっていた。




　　　　２．




〈黒こく竜りゆうだ！　黒竜が出たぞっ！〉

〈嗅かぎ付けられたっ……くそっ、鋭機は！　姫ひめ君ぎみは来てくれないのか！〉

〈畜ちく生しよう！　撃うて！　全ぜん弾だん撃うち尽つくせッ！　バケモノがあああああっ！〉

　山やま間あいに隠かくれていた巨きよ大だい旗き艦かんに向けて、屍喰竜は襲おそい掛かかる。

　空から赤せき雷らいを放つと、護衛の輝動鋭機アインダートが割り込み、全力で展開した障しよう壁へきでそれを防ぐ。だがそれだけだ。通常の輝動鋭機では、それだけで恒こう常じようエネルギーを使い尽くす。

　そのまま、赤雷を放ちながら、緩やかに下降していく。

『！』

　だが、旗艦と鋭機よりも向こうから、白い噴ふん射しや炎えんを吐いて何十発ものミサイルが近づいてくるのが見えた。この先にあるメフィエラ基地からの援えん護ご射撃だろう。

　無防備に受けられるものではない。仕方なく迎げい撃げきしようとした時、

『いや。クロト、そのままで良いぜー』

　不意に伝心。クロトの上空に、突とつ如じよ奇き妙みような霧きりが広がり、ミサイルを受け止める。霧は四散するかに見えたが、その破は壊かいと同時に、異様な、濁にごった色の魔法陣じんを展開した。

　その魔法陣から、漆しつ黒こくの泥どろのような、黒くおぞましい何かが生まれ、ミサイルが飛んできた軌き道どうをそっくりなぞって、空の彼方かなたへ消えていく。

『…………ん、よし。届いた届いた。おっし、向こうの基地の人員、全ぜん滅めつしたぜ』

『……本当にインチキ臭くさいな。お前の呪じゆ詛そは』

　やがて、鋭機の障壁が吹き飛んだ。離り脱だつしようとした鋭機の胴体を、疾はしった竜の尾おが貫つらぬいた。そのまま尾を振り、その機体を旗艦へと叩きつける。

　二機は同時に破壊され、大爆ばく発はつが起きる。鋭機と旗艦、同種の超ちよう動力機関──ＡＳ機関と呼ばれるらしい──を内在した兵器は、その爆発も非常に大きい。

　危なげなく爆風を回かい避ひして、クロトは飛び上がる。

『お、基地の制圧は軍がやるってよ。ま、呪詛で全滅してっから簡単だろうしな』

『分かった。帰き還かんする』

　ふと、眼下に廃はい墟きよが見えた。中心部に、尖せん塔とうのようなものの残ざん骸がいがある、大きめの街だ。

　かなり古い。ここは二国のちょうど中心あたりだ、戦争初期に放ほう棄きされたものか。こうして、互たがいに破壊を撒き散らした結果、名前のない荒野ノートフイールドが広がってゆく。

　上じよう昇しようする。北の果てに灰はい青あおの山脈、南の果てに暗緑の海洋。閉へい塞そくされたこの戦場では、いくら空を飛んでも、解放感などは全くない。そのまま、クロトは基地へと戻っていった。







「呪じゆ詛そ？　いやあ、そう便利なもんじゃねーよ。俺ちゃんの場合は因子と、戦場が死者の魔力に満ちてっから使い放題なだけ。本来なら嫌いやがらせ程度の効果しか出せねーのよ？」

　テントの中で、手製の護ご符ふをちまちまと裁さい縫ほうしながら、ススハラは答えた。

　その日のクロト達は、たび重なる出撃のため基地には戻らず、遠えん征せい陣地の中で出撃を待っていた。通過予定地に例の大虹嵐が発生し、足留めされているらしい。

「それでも、十分使えそうに見えるけどな。……あの泥が、攻こう撃げき者の『悪意』を遡さかのぼって、距きよ離りも障害も一いつ切さい無視して、兵士だけを殺す。獣騎兵が無かったころは、メフィエラに一番有効な魔法だったんだろ？」

「それだよ。暗殺呪詛は、そもそも道連れ用っつかな、術者が命をかける前提でデザインされた魔法だ。殺されまくってたから、出力に困んなかったのさ。だが、フツーの機械兵にゃ悪意が存在しねえから論外。じゃあ有人なら効くかっつうと、銀ぎん嶺れいみたいな上位機体にも何な故ぜか効果ねーし。クロトなら使える可能性はあっけど、やめといた方が良いぜ」

「そんなものか。まあ、かなり扱あつかい辛づらい魔法だってことは分かったよ」

「でも、なんで急にんなこと聞いてきたんだよ。魔法には興味なかったじゃねーか」

「ああ……まあな」

　ススハラは、獣騎兵の中では珍めずらしく、魔法に関する豊富な知識を持っている。それなりに名のある魔ま導どう師しの家系だったそうだが、詳くわしく語ったことはなかった。

「……ススハラ。虹嵐が、誰だれかの魔法だってこと、ありえると思うか？」

「ん？　おい、なんだ突とつ然ぜん」

「もしもの話だよ。たとえば、削けずった領域を、特定の隔かく絶ぜつ結界に送る魔法の可能性」

「はあ？　お前この前、俺ちゃんの噂うわさを却きやつ下かしたじゃねえかよ。……んー」

　ススハラは考え込むも、すぐに首を振った。

「いや。術者も媒ばい介かいもねえ魔法なんてねーよ。魔法ってのは、意志によって自然を歪ゆがめる力だ。たとえば大昔の魔導師が使った魔法が続いているとかならありえるが……それなら、完全ランダムで出たり消えたりするなんてのはおかしいだろ。

　前も言ったけどよ、虹嵐の研究なんて、発生初期にとっくにやられつくしてる。最近の軍部の流行は、向こうの通信暗号を解読することらしいぜ」

「そうか。……って、それもまた、先の長そうな話だな」

「だろ？　機械相手にしろ人間相手にしろ、メフィエラにその手の理解のアプローチが成功した例ためしねえもんよ。都合の良い翻訳魔法なんてないしな」

　ススハラの言葉は正しい。クロトはただ、相あい槌づちを打つことしか出来なかった。




　　　　◆




　それから、数時間後。

「……限定転身」

　夜よ闇やみの中、竜りゆう翼よくが広がる。無音のまま、遠征陣地から飛ひ翔しようする。限定転身でも、屍喰竜の力ならば山一つ程度くらいは散歩感覚だ。目的の場所にはすぐ着いた。

　報告通り──暗雲から、幾いく条すじもの虹にじ色いろの竜たつ巻まきが落ちて、谷を吞のみ込んでいる。

「…………」

　嵐あらしの届かないぎりぎり前で滞たい空くうして、大きく深呼吸する。

　流石さすがに、まだ恐きよう怖ふの方が勝った。最新兵器だろうが要よう塞さい基地だろうが、古竜だろうが怪かい物ぶつだろうが関係なく、バラバラに引き裂さいてきた脅きよう威い。だが、彼の中の直感が、これを必要なことだと告げていた。

　意を決して、クロトは竜巻に飛び込んだ。

「づ、ぐ、ぅう……っ！」

　以前の轍てつは踏ふまない。牙きばを嚙かみ締しめ、荒あれる嵐が鱗うろこを削っていく痛みに耐たえる。これが魔法であるなら、屍喰竜の力で対たい抗こう出来ないはずがない。

　だが、やはり抗あらがえている感覚がない。どれだけ竜の魔力で身を護まもろうと関係無い。むしろ、魔力を強めれば強めるほど、嵐の干かん渉しようも強くなっていくような────ごづん。

　更さらに加速しようとした瞬しゆん間かん、クロトは、頭から分厚い壁かべにぶつかった。

「ぐおっ！　……づ、ぐおがああああ……」

　無様に墜つい落らくし、しばらくその場でのたうち回る。虹嵐にばかり集中していたせいだった。

　どうにか起き上がり、周囲を見回す。四方を囲む、奇き怪かいな材質の波打つ金属で出来た壁。天てん井じようは随ずい分ぶんと高い。前は地下から始まったが、今度は最上階からか？

「……結局。夢じゃあなかったか」

　転身を解く。相変わらず、出口がどこかは全く見当もつかない構造をしているが、まずは第一歩。一か八かの賭かけには勝った。思わず笑みが浮うかぶ。

　顔を上げ、──そして、開かれた部屋の真ん中に、見覚えのある人ひと影かげが立っていた。

　音を聞いて駆かけ付けたのだろうか。足を留めた拍ひよう子しに、蒼あおみがかった美しい銀ぎん髪ぱつが翻ひるがえった。それとは対象的な、陽光にも似た金色の瞳ひとみが、まん丸に見開かれていた。




「な」「あ────────っ！」




　声は、あちらの方がよく通った。耳を押さえる。

「ど、どうして、またあなたがいるのよ……！」

「……こっちの台詞せりふだ。あの近くに、メフィエラの基地はなかったはずだぞ」

　即そく座ざにメフィエラ語に切り替かえて応じる。

　稀き代たいの芸術家が生しよう涯がいをかけても作り出せるか分からない、儚はかなくも美しい天性の美び貌ぼうは、今はこちらに対する威い嚇かくの表情であっさりと歪められていた。

　アルフィニス・ロア・シェルテミットとの、二度目の邂かい逅こうだった。




　　　　３．




　──少女の最初の記き憶おくは、水すい槽そうの前で始まる。

　コンベアにずらりと並んだ、同じ顔をした少女達。その正面には、理論純水で満たされた水槽と、その中で蒼あおく輝かがやく、巨きよ大だいな機械の球体がある。

　──かつて、一人の科学者が、奇き妙みような粒りゆう子しを発見した。

　どこにでも存在しながら、それまで誰も見つけられなかった粒子だった。宇宙の果てで星が滅ほろんだときに生み出されるこの粒子は、重さも大きさも極きわめてゼロに近く、あらゆる物体も、観測機器もすり抜ぬけていたのだ。

　この極小の粒子群を捉とらえ、エネルギー化する機構。それこそがＡＳ機関だ。銀河の彼方で星が滅び続ける限りその供給が途と絶だえることは無い、事実上の永久機関。

　だが、燃料こそ無限であれ、その抽ちゆう出しゆつと変へん換かんには莫ばく大だいな演算が必要だった。開発当初は、家一いつ軒けん分の演算装置を用意して、ようやく腕うで時ど計けい一つ分の余よ剰じよう電力が生まれる程度の。

　通常なら、単体兵器に組み込むことなど可能なはずがなかった。合成樹じゆ脂しと希少金属で構築される演算機には、量産も小型化も、限界があった。

　……故ゆえに、手段の一つとして、彼女達が開発された。

「ごぼっ」

　隣となりの少女が、能面のような無表情のまま、口と目から血を流して倒たおれた。

　その体を貫く、胸と脊せき髄ずいから伸のびた配線は、目の前の機械に繫つながっている。倒れた少女の前にあった水槽の中で、蒼い光が途絶えた。

　──これも駄だ目めか。

　──やはり設計段階から見直さなければ、

　──しかし、これ以上の遺伝子はないはず──

　背後の部屋、硝子ガラスの向こう側で、白衣を着た男達が感想を言い交わす。

　それを見て、彼女は『何か』を感じた。胸の奥で、熱く、冷たく、痺しびれ波打つ何か。その『何か』が何なのかは分からなかった。言語すら与あたえられていなかった。

　やがて彼女は、隣の少女と同じ運命を迎むかえる。ほんの少しだけ長い時間保もったものの、やがて口の端はしから血を零こぼし、膝ひざから床ゆかに倒れる。

　これで終わりだ。あとはただ、廃はい棄きを待つばかり。

　また『何か』が胸を焦こがす。流れ込む蒼いエネルギーとも違ちがう。その『何か』は彼女の裡うちから沸わき上がってきていた。意識が薄うすれてもなお消えない『何か』。

　だが、彼女がその『何か』を理解することは永えい劫ごうにありえない。

　己おのが境きよう遇ぐうを何一つ理解出来ないまま、ただの失敗作として廃棄される──




「ああ──それは、良い眼めだわ。……本当に。なんて良い眼」




　そのはずだった。

　白衣の人間が、無造作に失敗作の中で倒れていた彼女を見下ろしていた。

「驚おどろいたわ。あなた──怒いかりを、感じているのね」

　煤すすけた灰銀の髪かみを、雑に切りそろえた女性だった。メフィエラの高貴な血の証である陽光の瞳は、しかし、永遠に晴れることは無いと思わせる深い翳かげを帯びていた。

　首から下げた、小さなガラス瓶びんに収められた花のアクセサリーが印象的だった。

「なんて叫びロア。耳に痛いくらい。……あるいは、あなたなら」

　怒り。死にかけた廃棄品の胸に宿っていた『何か』は、そう定義された。口元にこびり付いていた血が、白衣の袖そで口ぐちで拭ふき取られる。

「ねえ、あなた。──本物の英えい雄ゆうになる気はない？」

　それが五年前。少女の始まりの光景。

　禁きん忌きの狂科学者、ドクター・マートレットに救われた日の思い出。




　　　　４．




　言い争いの中で分かった情報。

　まず、ロアは、クロトが見つけたものとは全く別の虹嵐からここに来たらしい。

　クロトより数時間早くに訪おとずれ、探たん索さくを行っていた。彼女は独自の観測のもと、あの時と近い状態の虹嵐を見つけて侵しん入にゆうしてきたらしい。全く無む謀ぼうなことだ。

「……お互たがい様か。ハ、お互い無事で何よりなこった」

「そっちだけバラバラになっていればよかったのに」

　まだ二度目だというのに、小さな口から繰くり出される毒舌にも妙みように慣れてしまった。

　ロアの服装は前とは大きく異なり、ごく普ふ通つうの少女が着るようなものだった。袖そでが広がったワンピース。足元は、端はしから伸びたリボンを足首に巻き付けて留める靴くつ。結ゆいあげた髪を隠かくす、深く被かぶった帽ぼう子し。首元の、小さな花のネックレスだけが同じだった。

　お忍しのびで出で掛かける令れい嬢じようのような姿。メフィエラが貴族制かは知らないが。

「こっちはクゥランが徹てつ夜やで解かい析せきして来たのに。あなたはなんとなくで来るなんて。これだからジグローゼスのオカルト狂くるいはナンセンスだわ」

「こっちの台詞だ。何しに来やがった？　ここはジグローゼスの隔かく絶ぜつ結界。お前みたいなメフィエラの鉄クズ弄いじりが来ていい場所じゃねえぞ」

「それこそ、こっちの台詞よ！　ここはメフィエラの建物よ！　あなたみたいな鳥とり頭あたまが来たところで、何もやることなんてないわ！」

「鳥頭はそういう意味じゃねえよ！　ビジュアル罵ば倒とうに妙な小技を練り込みやがって──じゃねえ、ああもう、また話が逸それる！」

　口論を打ち切り、これからのことを考える。方針としてはまず二つ──ロアを放置して一人で探索するか、それとも前と同じように協力して探索するかだ。

　まず、放置という線はない。建物の探索は彼女の方が長たけている。先に秘密の入り口を見つけられたり、隠されたりしたらどうしようもない。拘こう束そくする手もあるが、そもそもクロトは遠えん征せい陣じん地ちを抜けてここに来ている。あまり時間を掛かけるわけにもいかない。

「どうせ、お前の目的はここの調査と攻こう略りやくだろ？　なら、配分は前と同じでいいだろ。お前が機械を、俺が魔ま法ほうを抑える。効率的に行くべきだ」

「…………そうね。あなたの提案に従うのは死ぬほど癪しやくだけど。良いわ。でも、あなたが主しゆではないんだから。勘かん違ちがいしないで」

「ん？　……ああ、うん。そうか」

　まさか二つ返事で応じられるとは思わず、変な反応を返してしまった。ロアはクロトの驚きには気付かず、スカートを翻し、部屋の奥へと向かっていく。

「おい待て、お前。ここの探索を」

「この建物の探索は終わらせてるわ。一つ、開けてほしい扉とびらがあるの」

　彼女が大人しく従った理由は気になるものの、別に困る訳ではない。ひとまず、彼女が開けられない扉というものに興味が湧き、ついていく。

「…………いや。ロア、お前な……」

　だが、なんということもなかった。

　ロアが示したのは、背せ丈たけの二倍ほどの大きさの、引き上げ式の扉だった。

　波打った金属で出来た、大きな正方形の戸。厚みはさほどなく、重量も、一いつ般ぱん的な成人男性ならば上げることは可能だろう。

「何よ。あなたが必要な場面でしょう」

「獣騎兵を門兵代わりに使うの、お前くらいだからな……」

　周りには、牽けん引いん具ぐのない、奇妙な金属製の馬車がいくつも並んでいる。それ以外にめぼしい物品も、他の部屋もないようだった。

「上げた途と端たんに虹嵐に吞のまれやしないだろうな」

　しかし、よく見れば、扉の下の隙すき間まからは僅わずかに光が漏もれている。虹にじ色いろではない、普通の陽ひの光だ。完全に鎖とざされていた前の建物には見つからなかった、明確な『出口』。

「どういう構成になってるんだ、今度は。まあいい、ロア、お前ちょっと下がってろ」

「言われるまでもないわ」

「お前、っとに良い性格してるな……」

　既すでに、部屋の真逆側の角にまで退たい避ひしているロアに文句を言いながらも、クロトは戸の隙間に指を差し込み、一息に上げた。

　そして。




『──あの偉い大だいなる■■■■から十年が経過したこの日の為ために、尽じん力りよくしてくれた全すべての人に最大級の感謝を捧ささげます』

『さあさあ、食べて飲んで精せい一いつ杯ぱい騒さわぎな！　お代なんて要いらないよ！　この■■都市を記念して、■■政府が出してくれるってんだから！』

『こんな日には、部屋に閉じこもるもんじゃない！　さあ、大通りに集まって！　〝三足の鴉からす〟の特製麦酒はどうだい！　〝猫ねこの額〟の臨時出店もあるぞ！』

『セクエンス・コア社の最新ＶＲ体験実じつ施し中！　ＥＦＬプロダクション所属の大人気アイドル・サンドリヨンのステージは中央広場の夜七時から！』




「「………………は？」」

　調子の良い金管楽器の演奏が、街のあちこちから響ひびいてくる。

　ブロック状の石いし畳だたみが敷しき詰つめられた道路。整然と並び立った街路樹。

　石と鉄で作られた奇き怪かいな長方形の建物と、木造で作られた素そ朴ぼくな一いつ軒けん家や。

　太陽は真上。丈たけの短い夏用ローブを着る人も、奇怪な縫ほう製せいの、角ばった服を身に着けている人も居る。見たこともない、だけど、どこか懐なつかしい街並み。

「…………祭り、か？」

　クロトが、かろうじて呟つぶやく。

「…………そう、みたい？」

　恐おそる恐る近づいてきたロアもまた、困こん惑わくの極きわみにあった。前回とあまりに違いすぎる。

『よう！　にーちゃんにお嬢じようちゃん！　そんなところで何してるんだい？』

　目の前を通った通行人が、二人を見つけて軽く手を上げてきた。

「！」

『今日は■■の日だぜ？　アマテラスだって洞どう窟くつから出てくるってもんよ！』

　声ではなかった。まるで直接、男が伝えようとした内容が脳のう裏りに伝えられるような感覚。伝心魔法に近い何か……不意に、その男の輪りん郭かくがぶれた。ロアが目を見開く。

『せっかくの祭りなんだ、にーちゃんも、妹さんに楽しませてやりなよ！　じゃあな！』

　男は返事も待たずにすたすたと歩き去ると、太陽の光に紛まぎれて消えた。……かと思いきや、最初に現れた位置から、男がまた歩いてきている。

『よう！　にーちゃんにお嬢ちゃん！　そんなところで何してるんだい？』

「は？」「!?」

『今日は■■の日だぜ？　アマテラスだって洞窟から出てくるってもんよ！』

　一言一句、イントネーションまで同じ台詞せりふ。

　よくよく見れば、行きかう人々の全すべてがそうだった。輪郭は透すけており、その言葉は音でなく直接に脳裏に響き、現れたり消えたりして、同じ行動を繰り返す。

　まるで幽ゆう霊れいのようだが、出現している時は足音まではっきりと鳴っているのだ。

「……アマテラス、って、なに」

　ロアが口を開いた。現状とまるで関係の無い、どうでもいい疑問だった。

「……ジグローゼスの、伝説上の生物の一つだよ。光を支配する獣けもので、他の魔ま獣じゆうに攻こう撃げきされて引き籠こもって、世界を永遠の夜に変えちまったことがある」

「ず、随ずい分ぶんとカジュアルに永遠の夜が来るのね」

　現実逃とう避ひに近い内容のロアへの説明によって、ようやく頭が回り始める。

「……まあいい。霊体みたいだが、こっちに襲おそい掛かってくるわけでもなし、調査するか。前と同じく、出口になってる魔法陣じんがどこかにあるはず、……？」

　一歩を踏ふみ出そうとして、後ろからがくんと引っ張られた。

　背後のロアが、両手でクロトの服の裾すそを摑つかんでいた。思えば、男が透けた直後からそうしていた気がする。腰こしは引け、顔は青ざめ、道行く半はん透とう明めいの人々から目を離はなせずにいる。

「……魔法陣を探す。町の人間は、霊体、に近いが会話は通じるようだしな」

「！」

　霊体、の部分でびくりと手指の力が強まった。

「確かに、霊体に近いが」「！」

「霊体とはいえ」「!!」

「レ」「！！！」

「…………」

「…………」

　クロトはロアを見下ろす。ロアは、はっしと裾を摑んだまま、目線を逸らした。

「……安心しろよ。ジグローゼスでも、そういう傾けい向こうの奴やつは居る。こっちでも、完全に証明されていない概がい念ねんだからな」

「な、な、なんのことかしら、らら、ら」

　そしてロアの細い手首を摑むと、強ごう引いんに引きながら歩き出す。

「さあ、さっさと調査に行くぞ、ロア！　おい、そこの人！　道を聞きたいんだが！」

「ひぃ！　や、やめなさい馬ば鹿か！　オカルトサディスト！　変態！　いやーっ！」




　　　　◆




「……そういえば、ススハラが言っていたな」

　虹嵐の中には、楽園がある。

　確かに、そう言えなくもない町だった。人々の様子はどこまでも和なごやかで、争いの気配もない。戦火の届いたことのないジグローゼス王都でさえ、ここまで暢のん気きではない。

　見かけた茶屋カフエで、半透明の店員に注文しながら、対面の少女に話しかける。

「お前も何か頼たのんだらどうだ。祭り中の飲み食いはどこでも無料らしいぞ」

「……あなた、おぼえてなさい。ぜったい、ぜったいにゆるさないんだから……」

　ロアは、椅い子すの背もたれに身をちぢこめながら、恨うらみがましく睨にらんでくる。

『お客様、何になさいますか？』

　輪郭を揺ゆらめかせる店員が優やさしくロアに微笑ほほえみかけた。ロアは明らかに顔を引き攣つらせながらも、メニューの中の、もっとも色いろ鮮あざやかなジュースを指差した。

「なんだ、もう慣れたのか、つまらねえな」

「地じ獄ごくに落ちなさい……こんな陽ひの光の下で、堂々と居られると、流石さすがに。……なに。ジグローゼスには、そういう……魔法もあるの？」

「さっきも言ったろ。似たものなら作れるが、そのものじゃない」

　かつて生命だった物体が持つ意志──死体の残留思念を利用した死霊魔法ネクロマンスはあるが、それも所しよ詮せんは、残ざん滓しであり残ざん骸がいだ。過去の再生をいくら行えたところで、死後の世界を証明できるわけではない。

「じゃあ、何なのよここは」

「いくつか仮説はある。……たとえば、戦争で死んで、虹嵐に吞のみ込まれた奴らの見た夢の中、だとかな。隔絶結界なら、そういうものだってありえる」

　メニューを開く。住人の話す台詞と同じで、視界に入れただけで自動的に意味が伝わってくる。なら、ここはジグローゼスなのかというと、そうでもない。店内では、ロア曰いわく〝みきさー〟という機械が果物を砕くだいて混合している。何もかもがちぐはぐだ。

「結局は前と同じだよ。足で調査して回るしかない」

　そのうちに、店員が頼んだものを運んでくる。クロトは緑茶。ロアは、色鮮やかな長い名前のジュース。細く伸のびた吸い口を咥くわえて飲み始める。

「何よ。相変わらず役に立たないん、だから……」

　カップに入った飲み物に口をつける。味はよく分からない。この場所での食事を確かめるためだけに頼んだものだ。

「飲み終わったら探たん索さくを再開する。ひとまず、本や新聞がある場所が……どうした」

　ロアは、じっと手元の飲み物を見て、目を丸くしていた。既にその中には、砕いた氷しか残っていなかった。ほとんど一気に飲まなければこうはならない。

「……そんなに美味うまかったのか？」

「ねえ……これ、何？　あなた達はこんなのを飲んでるの？」

　ロアは驚おどろきの表情のまま、食い入るように聞いてきた。普ふ段だんならば照れ隠かくしに言い訳し、八つ当たりでもしそうなところなのに、それすら無い。

「いや、俺が知るか。メフィエラのモノだろ？　そう言っていたろうが」

　と、カウンターにあるみきさーを示す。蜂はち蜜みつだの牛乳などとの混ぜ物ならともかく、複数の果物を砕いて混ぜ合わせるようなことはあまり聞かない。

「……そう、なのかしら」

「なんで自信なさげなんだ」

「だって、……わたし、こんな風に自由に街を歩いたことないし……」

　両手で、空の容器を包み込む。

　足元から帽ぼう子しまで、クロトが見ても明らかに最高級のものと分かる服は、どう見ても彼女の為に誂あつらえられたもののように見えた。だが、ここに来るまで、霊体にビビっていたことを含ふくめても、妙みように動きがぎこちない。なんというか、着せられ慣れてはいるが、それを着て動くことには慣れていない、そんな感じだ。

　人形、という最初の印象を連想し、眉まゆをひそめた。当のロアは、机の端はしで開かれているメニューに、ちらちらと視線が移っている。

　クロトは自分の分を飲み干すと、立ち上がる。

「さっさと調査に戻もどるぞ。前みたいに、いつ崩くずれ始めないとも限らない」

「そ、……そうよね。急がないと」

「──……持ち帰りもできるみたいだ。飲みたいなら、歩きながら飲めばいいだろ」

　クロトが掛かけた言葉に、ロアが子供のように眼めを輝かがやかせた。それだけで、少女の魅み力りよくが何倍にも増したように感じた。

「そ。……そうね。ちょっと暑いし、いくつか持っていった方がいいわよねっ」

　店内に向かうロア。祭りの記念で、指定店の飲食は全て無料らしい。どれほど財政に余よ裕ゆうがあり、どれほどの祝い事なら、そんな真似まねができるのか。

　空を見上げる。澄すみきった空。虹嵐も、竜りゆうも、爆ばく撃げき機も存在しない空。

　兵達の、死に際ぎわの夢ではないかという仮説は本気で言ったわけではない──だが、そうでもなければ、こんな光景はありえないだろうとは思っていた。







『はいよ、毎度、お兄さん！　今日はタダだが、普段も庶しよ民みんの味方の値で売ってるからよ！　祭りが終わっても、ウチを贔ひい屓きにしてくれよな！』

「ああ、そうするよ。ところでアンタ。この祭りは、何を祝うものなんだ？」

『おいおい、そりゃ面おも白しろい冗じよう談だんだな！　もちろんこれは■■■■、■■■の■■年を記■■念■■■■■■■いらっしゃい、お客さん！　今日はコレがオススメだよ！』

　ざざざ、と砂すな嵐あらしのように店主の輪郭がぶれて消え、再出現する。

　クロトはその現象に肩かたを竦すくめると、店を後にする。住人への聞き込みは最初からずっとこうだ。存在の詳しよう細さいを詰めようとすると、こうして誤ご魔ま化かされてしまう。

　まるで、定められた脚きやく本ほんにそって演じられている劇に混ざってしまったような。多少の即興アドリブは利きかせてくれるが、根幹の筋を乱そうとすると無視される。

「よし、パーフェクトっ！　流石はわたしね、ふふ、次がラストステージかしら」

　──調べるべきことは、いくつかある。

　まず一つ、〝境界〟。

　現実と同じ広さを持つ隔かく絶ぜつ結界など存在しない。どこかに端があるはずだ。端が見つかれば、前回と同じように、魔法陣の位置の当てをつけることができる。

「よし──これで完全クリアね。他愛もない……え、満点の半分？　噓うそ！」

　第二に、〝資料〟。

　図書館。本屋。あるいは新聞、はたまたメフィエラの記録機械。前回と同じように百年前の情報が見つかれば良いが、町自体がこんな有様では望み薄うすだ。

　第三に──

「ああ、もうっ。何なのよ、このゲーム！　壊こわれてるんじゃないの！」

「──さっきから遊んでんじゃねえぞ、この馬鹿女！」

　後ろでさっきからやかましいロアに向けて、紙かみ袋ぶくろをぶつける。

　彼女が居るのは、おもちゃの銃じゆうを使って遊ぶシンプルな射しや撃げきゲームの店だった。その最終ステージがクリアできないらしく、ロアは肩を震ふるわせていた。

「遊んでるって、失礼ね！　──遊んであげてるの！　こんな、馬鹿みたいな絵にコケにされて、黙だまってられないでしょ！」

「言い訳するところが違ちげぇんだよ！　状じよう況きよう分かってんのか！」

「それに、ホラ、見てみなさいよ。ホログラムでもないのに、勝手に的が変わるのよ、これ。そっちの技術じゃない？」

　ロアが指差すと、大きな虎とらの形に切り抜ぬかれた色板が、グネグネと形を変え、戯ぎ画が化された竜のものに変わる。その各部には攻撃点ターゲツトが設定されており、時間内にいくつ撃うてたかを競きそうらしい。イラストが描えがかれた板はいくつかのパーツに分かれ、機械仕掛けで動くようになっており、子こ供ども騙だましな見た目の割に難易度が高そうだ。

　──調査すべき第三のもの。メフィエラ、或あるいはジグローゼス固有の物品の調査だ。

　この領域は、何もかもがちぐはぐで、混ざり合っている。先述した『境界』と『資料』がほとんど見つからないため、次善策として両者の固有技術を記録している。前回と比べてもあまりにも異様なこの町では、どんな些さ細さいなものでも見み逃のがせない。だが──

「いや、だが遊ぶ必要はねえよな……？」

「あとは最高難易度だけなのに……！」

　射撃は得意だと言って挑ちよう戦せんしたロアだったが、すっかりムキになっていた。めぼしい場所は全すべて撃っているのに、満点の六割ほどしか取れないのである。

　クロトは少しその様子を見て、そして、すぐに理由が分かった。

「……首」

　ロアが振ふり向く。クロトは、自らの喉のど仏ぼとけのあたりを指差す。

「首の、このあたりだ。制限時間中はほとんど隠れてるが、一いつ瞬しゆんだけ絵が変わって、小さなターゲットが出てくる。それが高得点なんじゃねえのか」

「…………ホント？」

　指し摘てきを受けたロアが、再びゲームを開始する。そして、クロトの言ったとおり、制限時間のギリギリになって、竜の首元に一瞬だけ攻撃点が現れた。

　ロアが的確に撃ち抜くと、総得点の四割近いポイントが入った。……酷ひどいバランスだ。

「やっ！　やった！」

　そのまま、念願の満点を取り、ロアが文字通り飛び上がって喜んだが、すぐに気を取り直して、緩ゆるんだ顔をしかめつらにしてクロトに詰つめ寄る。

「……じゃ、なくて！　ずるいじゃないこんなの！　クロト、どうして分かったの？」

「セコいとは思うがな、意図は分かる。……つかお前、逆げき鱗りんも知らないのか？」

「逆鱗？」

「竜の急所だよ。詳くわしい話は省略するが、顎あごの裏から首の根元にかけての鱗うろこを貫つらぬかれると、どんな強大な竜でも死ぬって伝説だ。それを反映してたんだろ」

　無論、クロトが転身するような古代竜は絶ぜつ滅めつしているが、御お伽とぎ話ばなしや童話などでも、逆鱗は常に竜とセットで語られており、ジグローゼスならば子供でも知っている。

「へー。……それ、わたしに言っていいことなの？」

　ロアの素そ朴ぼくな疑問に、クロトは固まった。そのまま、数秒、沈ちん黙もくする。

「……忘れろ。今すぐ忘れろ。……いや。そのままでいい。楽にしてろ」

「忘れろってどうするのよ！　その手は何！　なんかバチバチ静電気っぽい音が聞こえてくるのだけど！　や、やめなさい！　近寄るなー！」

　ぎりぎりぎり。クロトは両手でロアの頭部を摑つかもうとし、ロアはクロトの手首を摑んで必死に抵てい抗こうする。しばし攻こう防ぼうは続いたものの、やがて馬ば鹿からしくなって手を離はなした。

　冷静に考えると、ジグローゼスに竜りゆう騎き兵へいはクロトしかいない。竜りゆう鱗りんは通常兵器では貫けないし、弱点を晒さらすような戦いもしていない。問題はない。ないはずだ。

「ぜえ、ぜえ……」

「無意味に疲つかれた。おいロア、余ってるジュース一本寄よ越こせよ。山ほど買ってたろ」

「どの口で言うの！　それに、わたしが買ったのだから、わたしのものよ！　嫌いやなら自分で買ってくればいいじゃない」

　口が減らない奴やつだった。華はなやかなワンピースに身を包み、棒つき氷こおり菓が子しを頰ほお張ばる姿は、身体からだの一部を金属に置ち換かんされた改造兵士とはとても思えない。

　そう考えていたところに、ひゅん、っとコップが投げ渡わたされる。

　危あやうい回転をしながら宙を舞まったそれを、なんとか零こぼさずに受け取る。

「……と思ったけど。……まあ、さっきのアドバイスのお礼分くらいは恵めぐんであげる。平身低頭して受け取りなさい？」

　恩着せがましく笑ってみせるロア。タダで貰もらったものに何をと思うが、そろそろ喉のども渇かわいてきたところだったので何も言わず受け取った。

　紙とも硝子ガラスとも違ちがう、つるつるとした質感の奇き妙みような材質。半球状の蓋ふたから継つぎ目なく吸い口が生えている。これもまた、メフィエラ由来の産物だろう。

　何の気なしに口をつけて、──思わず顔を歪ゆがめて、噴ふき出した。

「ごふっ！　づ、酸すっ、ぱ……！」

「あはははは！」

　激しく咳せき込む。口の中で撹かく拌はんされる無限の酸味。ありとあらゆる柑かん橘きつ系を押し潰つぶして圧縮し、凝ぎよう縮しゆくした一いつ滴てきを搔かき集めたかのような。光帯ブレスを吐はく時よりきつい。これを作った人間は味覚が死んでいるか、舌が鋼鉄で出来ているかどちらかだと思った。

「引っ掛かったわね！　一口飲んでハズレだと思ってたけど、取っておいて正解だったわ」

「こ、この女…………！」
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　口元を拭ぬぐい、忌いま々いましげに睨にらみつける。先さき程ほどまで住民にビビリ倒たおしていたくせに──と思いつつ、ふと聞きき逃のがせない部分に気付く。

「……いや。一口だけって、お前も飲んだのか？」

「え？　ええ、一口だけだけど、あーおかしー……」

「どこから」

「どこからって、そんなの、普ふ通つうにストローそこから。何を言ってるの？」

　そう言って、小首を傾かしげて見上げるように覗のぞき込んでくる。

「……クロト、どうしたの？　顔、赤」

「本ッ当にメフィエラの奴は情じよう緒ちよってもんを知らねえよな……！」

「ぎゃーっぎゃーっ！」

　ぎりぎりぎり。クロトは両手を伸のばしてロアの頭部を摑もうとし、それに対してロアはクロトの手首を摑んで必死に抵抗する。疲ひ労ろうのためか先程よりも少女の力は弱まっており、小さな顔のすぐ上をクロトの両手が塞ふさいでいる。

「なにするのよ放しなさいよそれに聞き捨てならないわね！　わたしの感情は、マートレットのお墨すみ付つきなんだからね！」

「感情にお墨付きも何もあるか！　良いからあっち向いてろ！」

　ぎゃあぎゃあと、まるで本当に祭りを楽しむ男女のように騒さわぐ。心なしか周囲の霊れい体たい住人達の視線すら妙みように生温かくなっているように感じた。

「ぜえ……はあ……」

「クソ……無意味に疲れた……」

　長なが椅い子すにもたれ呼吸を落ち着かせる。コップの縁ふちから超ちよう酸味ジュースを飲む。疲れた体に、極きよく端たんな酸味がそれなりに沁しみ込む。……案外癖くせになるなこれ。

「……ん。おい、馬鹿ロア」

「何よ、阿あ呆ほクロト」

「あからさまにメフィエラのやつがあるぞ。記録しろ」

　道の向こうから、ごつい金属製の人形がこちらに近づいてきていた。足元には車輪、背中には片方だけの翼つばさのような噴ふん射しや機。四し肢しのあちこちが欠けて、火花を散らしている。

「はぁ……ん？　あれ、もしかして」

　ロアが、僅わずかな驚おどろきと歓かん喜きを滲にじませた声とともに、椅子から腰こしを上げる。

「こっちよ！　わたしのメルツェ」

　──それが、彼女の命を救った。

　がづん。座っていたクロトのすぐ脇わき、ロアが一瞬前まで座っていた場所を、赤熱した閃せん光こうが貫いた。木製の長椅子の背もたれに、縁の焦こげた穴が開いた。

「な」

「え？　あれ？　……えっ」

　その人形の片かた腕うでが上がる。その掌てのひらに開いた穴に、光が充じゆう塡てんされ──

『モクヒョウ　ハッケン』

　クロトはロアを抱かかえあげ、その場から飛び退のいた。

　直後。無数の閃光が、クロト達の周辺を出で鱈たら目めに撃ち抜いた。金属人形は脚あしのローラーを高速回転させてにわかに加速し、こちらに迫せまってくる。

「きゃあっ！　ちょっと、どこ触さわってるのよっ！」

「言ってる場合か！　なんだありゃあッ！」

　飛んできた光こう弾だんを、展開した竜りゆうの加護オーラで弾はじく。じゅっ、と貫かん通つうした熱が、服の背中を焦がす。ロアが持っていた豆まめ鉄でつ砲ぽうとは威い力りよくが違う。

　住人達は反応しない──というか、人形が近づくだけで突とつ風ぷうを受けた霧きりのように消しよう滅めつし、通り過ぎてから再出現する。つまり、あれはこの結界由来の存在ではない。ということは──いや、考えるのがもう面めん倒どうくさい。

　光弾が噴ふん水すいを破は壊かいし、凄すさまじい水蒸気が巻き起こる。その隙すきをついてクロトは路地に飛び込むと、二、三ほど角を曲がって距きよ離りを確保した上で、──ロアを壁かべに押し付けた。

「……で？　何を知ってる？　なんだ、メルツェって」

「な、なんのこと？　しつれいね、わたし、あんな機械人形メルツエなんてなんのこころあたりもないもののの」

「オーケー、喉は渇いてないか？　この酸味２００％ジュースを飲ませてやるよ。ああ、それとも鼻からの方がいいか？　その方が眼めが覚めるだろ？」

「や、やめなさい！　今までで一番良い笑え顔がおをするのをやめなさい！」

　もがいて逃れようとするが、早々に諦あきらめたのか、唇くちびるを尖とがらせてロアは告白する。

「……は、はぐれたの！」

「はぐれた？」

「だから──前回のことから考えて、ここの探たん索さくに、戦力が必要なのは明らかでしょう！　だから連れてきたの！　飛行可能、光熱銃じゆう器き装備、ついでにあなたの顔を見たら自動的に先手必勝制圧するようにプログラムしておいた殺さつ戮りく防衛機械人形、メルツェ！」

「……………………。色々と言いたいことはあるが、続けろ」

「だ、だけどその。虹嵐に入ってきた時にいなくなっちゃって。きっと別の場所に落っこちて、ああして半はん壊かいしながらも彷徨さまよっていたんだわ。ああ、健けな気げなメルツェ」

　そう言って露ろ骨こつに泣き崩くずれる真似まねすらしてみせる。出会った時に妙に聞き分けが良かったのは、虎とらの子の武器を失くしていたからか。

「……よ、け、い、な、て、ま、を……！」

　ぎりぎりぎりぎり。クロトの両手が、とうとうロアに到とう達たつした。

「ちょっ、ちょっと待って！　ちゃんと話したでしょうわたし！　だから、だからそれ飲ませるのはやめ、やめやめ、んぐぅ────っ！」

　……数分後。涙なみだ目めのロアと、中身の残った酸味ジュース（流石に鼻からは勘かん弁べんしてやった）を捨て、クロトは表通りの様子を窺うかがう。

「お前の持ち物なら、さっさと止めろよ。出来るだろ」

「えー。どうしようかしらー。別に、あなたが殺されてもわたしが困るわけではないし。あなたがいなくても調査できるようにあれを持ってきたわけだし？」

　ロアは余よ裕ゆうを取り繕つくろってそんなことを嘯うそぶく。この期ごに及およんでイニシアチブを取ろうとしてくる彼女に軽く殺意すら覚えるが、何とか堪こらえて、冷静に指摘する。

「その割には、明らかにお前ごとぶっ殺そうとしてるように見えたな？」

「ぎく」

　クロトの追及に、あっけなくロアが沈黙する。やがて、悔くやしげに呻うめいた。

「……たぶん、受信系が壊こわれてる……停止命令、さっきから何度か送ってるし……」

「そんなこったろうと思った。……壊すぞ。調査の邪じや魔まだ」

「別に、それは良いけれど……」

　次の瞬しゆん間かん。

　キンキンキンキン、と澄すんだ音が響ひびいて、クロトの目の前の壁が切り裂さかれた。

『……ヒョウテキ、ハッケン。ディヴァスティトモード、起動シマス』

　斬ざん撃げきがクロトの頰ほおを掠かすめる。竜の加護を紙のように切り裂いて、血が流れた。

　壊れた壁の向こうから、フシュウウ、と冷れい却きやく煙えんと共に機械人形が顔を出す。その両の手首はかぱりと外れ、中から高速振しん動どうする鋭するどいブレードが伸びていた。

「あなたを仮想敵にしてカスタマイズしてきたし、勝てるとは思えないけど」

「お前さては根に持ってやがったな！」

「あら嫌だわ。傾けい向こうと対策と言ってくれないかしら。メフィエラは科学と分ぶん析せきの国よ」

「自じ慢まんげに！　言うな！」

　ロアの襟えり首くびを摑んで背負い、路地を飛び出す。機械人形が口から光弾を放ちながら追ってくる。飛べば即そく座ざに撃うち落とされるだろう。生半可な建物に隠かくれても意味は無い。

「対策出せ！　このまま荷物から盾たてにされたくなけりゃあな！」

「わ、分かってるわよ！　……翼が片方折れてるから、飛ひ翔しよう機能は失ってる。地上走行機能だけじゃ段差を越こえる設計にはなってないし、燃料もあれだけ派手に使ってたら日が暮れる頃ころには止まるわ。町の真ん中に高い塔とうがあったから、そこに避ひ難なんしましょう」

「雑なアイデアだな！　チッ、だが、それしかな──」

　ロアが指差した塔に向かいクロトは路地を抜ぬけ、そして、足を止める。

　そこには、数多あまたの店と飾かざりで彩いろどられた大通りと、それを埋うめ尽つくすような人ごみがあった。一番繁はん盛じようしている通りに入り込んでしまったらしい。

「よ、よりにもよって……！」

「どうするの？」

「ああ、面倒くさい！　しっかり摑つかまってろよ！　──限定転身！」

　加護を具現化。猛もう禽きんの翼に変わった両りよう腕うでを、矢じりの様に前方で合わせる。搔きわけるというよりはもはや押しのけるように、人々の波に飛び込んだ。

　当然、巻き起こるのは大混乱である。

『おっと、危ない』『うわ、なんだなんだ』『すげえ衣い装しようだ！』『や、どうした兄さん』『おい、気をつけろ馬ば鹿か！』『あー、あたしのアイスー！』『誰だれだ、ふざけてやがんのは！』

　あの殺戮人形と同じように、許容範はん囲いを超えた異常行こう為いをすることで人々が消え失うせるのを期待したのだが、そこまで都合は良くなかった。端はし々ばしでちらちらと消える者はいたが、それだけだ。大通りに、鳥の格好をしたマナーの悪い客が一人二人乱入したところで、この町の現実は崩れないらしい。

　過ぎ去ってゆく景色。左右に並んだ色とりどりの店。

　ドミノ式に押し倒され、怒おこる者。何があったのかと戸と惑まどう者。人ごみからうまく抜け出し、こちらに手を振ふる者。泣く子供。笑う子供。

『逃とう避ひ行こうか！』『待てコラァ！』『あははは』「……ふふっ」『待ててめぇら！』

　大おお騒さわぎの中で、背中で揺ゆれる小さな声。含ふくみ笑いのような。

　誰のものなのか分からない。分からないから、咎とがめようとも思わない。ただ視界の向こうの塔だけを見み据すえて、歓かん声せいの中を搔かきわける。

　自分の口元も、また同じように笑っていることに、クロトは気付かないことにした。
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「メルツェはどう？」

「周りをうろついてる。……この塔に階段がないのが幸いだったな。フ、あの人形野や郎ろう、昇のぼり小部屋の扱あつかい方も知らねえらしい」

「エレベーターね。ふう、ともかくこれで、一息つけるわね」

　その塔は、外観こそジグローゼス風の煉れん瓦が造りだったが、例によって内部はメフィエラの機械に満ちており、その混成具合はいっそ一いつ貫かんしているとすらいえた。

　転身を解除し、鉄製の柵さくに身を預ける。無暗に疲つかれた。担かつがれていたロアはそんなこともなく、柵の縁へりに立って下を見下ろしている。

「いつまでも足留め食ってる暇ひまは無えぞ。肝かん心じんの探索は全く進んでない。下の人形が止まるのを待っていたところで……」

「あ、ねえクロト。あれ、出口じゃない？」

「は？」

　ロアが柵から身を乗り出して、斜ななめ上を指差す。クロトは柵にもたれたまま背を反らして、屋根の上を見る。……確かに、あった。空の頂点に輝かがやくものが。

　球体の魔法陣じんだ。その円周から光のベールが伸のびており、極ごく薄うすの幕のように街全体を覆おおっている。それが、恐おそらくはこの隔かく絶ぜつ結界の境なのだろう。

「……おいおい……」

　大きく肩かたを落とす。調査や資料以上に、帰き還かん点である魔法陣は最も重要な探索対象だ。だが、こんな見つかり方をしなくても良いものを。

「ふふふ。これもわたしがメルツェを連れてきたおかげね」

「……お前が言いそうなことに、おおよそ察しがついてきた自分が嫌いやだ……」

「やだ、ストーカー？　これ以上ファンが増えても困るのだけど」

　反論する気も起きなかった。今いま更さらのようにどっと疲ひ労ろうが押し寄せてくる。

　柵にもたれ、街を見み渡わたした。ここは一番高い場所らしく、街の外に広がる平原や、その向こうの丘きゆう陵りようまで見えた。実際に広がりがあるわけではなく、結界の境界面に描えがかれた絵のようなものだろう。それでも、十分に現実味のある──

　眼を見開いた。

「良い景色ねー。……クロト？」

　時刻は夕暮れ。西には、紅くれないの空に沈しずむ陽ひが。東には、藍あい色いろの空に昇る月が。それぞれ奇き跡せき的なタイミングで共存していた。ここは境目だった。──境目の街だった。

「どうしたのよ、固まっちゃって。この程度の景色なんて、わたしは普ふ段だんから……」

　ロアの言葉が止まる。当たり前だ。彼女だって、気付かないわけがない。

「……ふざける、なよ」

　自分の声が、震ふるえているのが分かった。

　町を内包する隔絶結界。幽体のような住人達。二国の文明が無造作に混ざり合う。戦場で果てた死者の願望が投とう影えいされた夢の街。そう考えたかった。

　西には夕陽。東には月夜。

　──北の果てには灰青の山脈。南には暗緑の海洋。

　数日前に見下ろした廃はい墟きよを思い出す。その中心に立つ、尖せん塔とうのようなものの残ざん骸がいを。同じ景色で、同じ高度だった。寸すん分ぶん違たがわない、同じ場所。

　前回と同じ、空の魔法陣。同じ隔絶結界なら、その性質も同じであるはずだ。




「百年前の、《名前のない荒野ノートフイールド》……」




　ロアの呟つぶやきを、否定する余地はなかった。彼女の声が、にわかに明るく輝いた。

「……噓うそ。かつて、ジグローゼスとメフィエラは交流をしていた……？　こんな街を作れるくらいに。記念の祭典だって行えるくらいに……。……すごい！　今までの常識が、ううん、何もかもの前提が全部ひっくり返る……！」

　ロアは、純じゆん粋すいに驚おどろきと歓かん喜きを覚えているようだった。今までの常識を全すべて一から打ち壊す恐るべき情報を前にして、無む邪じや気きに。

「見なさいよ！　あなた前になんて言ったかしら？　現に、こうやって──クロト？」

　こちらを見上げた少女の声のトーンが下がった。おかしなことだった。クロトはまだ、少女の喜びに水を差す言葉を吐はいてはいない。こんな事実に何の意味がある、だとか。この街が実際にあったからなんだ、だとか。

　ジグローゼスとメフィエラが、繫つながっていたからといって、何も、意味なんて──

「どうして、泣いてるの」

「ッ！」

　言われて初めて、自分が涙を流していることに気付いた。クロトは咄とつ嗟さに、掲かかげた手で、流れる涙を、己おのれの右目を覆い隠した。

「それに……え？　その、目……」

　遅おそかった。ロアは、茫ぼう然ぜんと、クロトの右目を見つめていた。

　彼の右目に刻まれた、偽装の魔法。その刺青いれずみは、まだ幼かったクロトの為ために非常に緩ゆるく作られていて。傷ついたり、あるいは涙を流すだけで解けるほどの、簡単なもので。

「……見るな……！」

　地じ獄ごくの底から響くような声に、ロアが怯ひるんだ。その、見開かれた大きな瞳ひとみに、クロトの顔が映っていた。クロトの右目が。




　──ロアのものとよく似た、陽光を宿した金色の右眼。




「…………どうして……あなたが」

　ロアは射い竦すくめられながらも、必死にそれだけ言う。

　わざわざ、説明する義理などなかった。彼女はメフィエラの技術者で、クロトはジグローゼスの一兵士。無む駄だな情報を与あたえる意味はない。

「……父さんは、昔、爆ばく撃げきから俺を庇かばって死んだ」

　なのに、気付けば口を開いていた。ぐるぐると胸の内を駆かけ廻めぐる感情を抑おさえきれなかった。ずるずると、柵を背に座り込む。

「優ゆう秀しゆうな、ジグローゼスの軍人だった。だけど、メフィエラの兵器に、ただの魔ま導どう師しが敵かなうわけがない。父さんは、何も出来ずに死んで、……母さんは」

　母さん。額に、クロトのものと同じ魔法陣を使っていた、母親。

「綺き麗れいで、優やさしかった母さんは、その時にはもうどこにも、いなくなってて……そうだ、あいつはとっくに、逃にげていて……逃げきった……」

　──裏切り者の息子むすこ。

　──内通者の息子。

　──敵国との混ざり者たる、最悪の仔こ。

「俺は、混血だ。ジグローゼスと、メフィエラの」

「……！」

　思い出したくもない記き憶おくだった。燃えた町を逃のがれ、軍に保護されたものの、偽装は直すぐにバレた。扱いは囚しゆう人じんのものに変わり、激しい迫はく害がいと追及が待っていた。

　何も知らないと分かった後も、罪人の子として処しよ刑けいされるところだったが、偶ぐう然ぜんにも屍喰竜との融ゆう合ごう適性を示したことで、免まぬかれた。

　それだけは、本当に幸運だった。──この想おもいを、晴らす機会を得られたことは。

「俺達は、分かり合えない」

　かつて言ったことを、クロトはもう一度繰くり返した。母親から学んだメフィエラの言語に込こめられた重み。ロアがびくりと身を震わせた。

「あいつは、俺達を捨てて逃げた。逃げ帰った。いや、そもそも、あんな小さな町に爆撃機が来たこと自体おかしかった。……そうさ。どこまで行っても、俺達は殺し合うしかない。俺も、父さんも、ただ馬鹿を見ただけで」

　その前提があるからこそ、クロトはここまで、誰だれよりも苛か烈れつに、明確な敵意をもって戦ってこられた。同期の獣騎兵と、一部の魔導師だけが知る、クロトの戦う理由。

「だから俺は戦う。誰より先にメフィエラを潰つぶしに……なのに、どうして……！」

　どうして、今更、こんな景色を見せられなければならないのか。

　憎にくみ合い、殺し合う二国の間に生まれた子供。狂くるった戦争の狭はざ間まに生まれた禁きん忌きの子。何かの間ま違ちがいだったのだと、悪あく趣しゆ味みな偶然の産物だったと、そうなら良かった。

「……お母さんに」

　袖そで先に、温かいものが触ふれた。

　傍かたわらで、少女が手を伸ばしていた。クロトの投げだした左手の、その袖口に少女の指が触れていた。白く、柔やわらかな指が。壊こわれものを触さわるように。

「お母さんに、会いたいの……？」

「──違ちが、」

　反射的に、否定しようとした。手を振り払はらって、突つき飛ばそうとした。

　そのどれもが出来なかった。彼の母親によく似た陽光の瞳が、ともすればクロト以上に泣きだしそうなほど潤うるんだ目が、彼を見つめていたから。

「ちがう。ただ……知りたいんだ」

　もう、満足な抑よく揚ようも作れなかった。疲労した子供が、寝ね床どこで呻うめくように呟いた。

「お父さんが、最後に何て言おうとしたのか。何を願っていて、何を変えようとしてたのか。お母さんは、俺達を、どう思っていたのか。俺は……」

　教えてほしかった。

「……何のために、俺は、生まれたのか」

　──やがて、日が沈み、世界の末まつ端たんが解け、夜空に虹にじ色いろが滲にじみ始めるまで。

　銀の少女の傍そばで、竜の少年は、理想の街の中心で泣いていた。
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　街の境界が、虹色に染まっていく。隔絶結界が、限界を迎むかえたようだった。

　賑にぎやかだった住民達の声も、いつしか聞こえなくなっていた。今は、僅わずかな建物の明かりだけが夜の街を照らしている。

「…………時間を使い過ぎたな」

「う、うん」

「結界が消え始めてる。脱だつ出しゆつするしかない」

「う、うん」

「例の機械人形はもう止まってるみたいだが、連れて帰る余よ裕ゆうはないぞ」

「うん」

「…………お前」

　ひらひら、と少女の目前で手を振ふる。

「──えっ、あ、な、なに！　なんでしょうかな！」

　なんでお前ロアの方が呆ほうけているのか。

　さんざ引かれるか、からかわれるかと思ったが、少女の反応は全く予想だにしないものだった。だが、クロトにとってもあまり掘ほり返したい事象ではない。むしろ積極的に忘れたい。全力で。あまりにもみっともなかった。

「摑つかまれ。前と同じ要領で、戻もどれるはずだ」

「あ……」

　大颶鳥アルゲンタヴイスに限定転身し、猛もう禽きんの翼つばさと鉤かぎ爪づめを差し出す。

「は、はい。……よろしく、お願いします」

　だから何な故ぜ敬語なのか。

　やはり引かれてるのか。引かれてるんだろうな。向こうからすれば、突とつ然ぜん泣きながら身の上話を始めた敵国の雑ぞう兵ひようだからな。改めてまとめると意味が分からなすぎる。

　借りてきた猫ねこのように大人しくなってしまったロアを抱かかえ、塔とうから飛び立つ。百年前の街並みは、緩やかに虹色に吞のみ込まれていく。

　魔法陣じんが近づく。クロトは目を細め、領域移動の衝しよう撃げきに備える。

　少女は最後まで、腕うでの中で何も言うことはなく──







「…………」

　気付けば、クロトは森の中に立っていた。

　現在位置はすぐに分かった。虹嵐に入った場所にほど近い、山脈の中だ。

「……限定転身」

　猛禽の翼が消え、入れ替かわりに背中から竜の翼を展開し、クロトは飛ひ翔しようする。

　時刻は昼前。時間経過自体は、中と外で大きな違いはないらしい。

　……顔を押さえる。曰いわく言い難がたい感情が、未いまだに裡うちに渦うず巻まいていた。掠かすれ、錆さびついた歯車が動く、ぐるぐると気持ち悪い感かん触しよく。炎ほのおに全てを燃やされたあの日から、クロトという少年の情動は、止まっているも同然だった。

「ああ、……畜ちく生しよう」

　どうすればいい。果てなき闇やみの中をもがき続けてきた。あんな、途と方ほうも無いものを示されてしまった。考えがまとまらない。

『……ロト。おい、クロト！　どこにいんだよ！　返事しろって！』

　頭の中に伝心が響ひびく。ススハラだ。

　そうだ……彼なら。同期は、クロトの生まれを知っている。それに、魔法知識を含ふくめた学がある獣騎兵は彼だけだ。話に乗ってはくれるかもしれない。

『ここだ。ちょうどいい、ススハラ、話したいことがあ──』

『クロト！　馬ば鹿か野や郎ろう！　今までどこにいたんだよ！』

　だが、こちらの返答にススハラの伝心が覆おおいかぶさる。明らかな焦しよう燥そう。

『今すぐ戻れって！　こっちにじゃない、──基地の方に！』

　野営地が近づく。魔導師達のテントが騒さわがしい。基地との遠えん隔かく伝心を繰り返しているのが、周辺の魔力の揺ゆらぎで分かった。何かがあったのか。

　ススハラは続ける。恐おそらくは、魔導師達の伝心を聞いた内容を。

『リノンが──』

　胸を満たしていた、温かな興奮と熱が、すうっと冷えた。

















４話　記き憶おくを糧かてに炎ほのおは燃える
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『──願いは、紅べに緋ひ！』

「ルゥゥウウ……オォオオオオォオ────ッ！」

　地を駆ける炎の獣けものが、機械兵の群れを焼き尽つくす。

　シンプルな強きよう襲しゆう任務だった。対象は、何日か前に壊かい滅めつさせた前線基地の残党だ。逃げ延のびた彼らが、他の基地の戦力と合流する前に殲せん滅めつするのが目的だった。

《炎獄狼ヴアナルガンド》──リノンが爪つめの一撃と共に放った炎が、最後の機械兵を焼き払う。

「よくやった、《炎獄狼》！　もう下がれ、残ざん骸がいはこちらで処理する！」

『はぁい、わっかりましたー』

　機械兵の残骸は、余裕がある場合はジグローゼス本軍が回収する。貴重な未知の金属でもあるし、放置すればメフィエラの資源回収用の機械兵が再利用してしまうからだ。

『お疲つかれさま！　みんな怪け我がしてない？』『はい。もう皆みんな、戻ってます』『リノンさん、強いですっ』

　他の獣騎兵達と伝心で会話しつつ、転身したまま待機する。常識外の適性を持つ彼女にとって転身は苦痛ではない。だが、炎獄狼は制圧力に優すぐれる魔ま獣じゆうではない。基本的に地上しか移動できず、攻こう撃げき範はん囲いもクロトやススハラに比べると劣おとる。

『……情けないなぁ』『リノンさん？』『んーん。なんでも』

「なんだ、この残骸の山は」「まるで蟻あり塚づかだな。ん？　何か、音がするな」

　ふと、回収部隊の様子を確かく認にんする。敵部隊の最さい奥おう部にて、機械兵の残骸が異様に積み重なった山があった。その奥からは、うっすらと、蒼そう穹きゆうの光が滲にじみ出ている。

「もしや、例の無限動力か？　えいえす何とかという……」

「でかした！　これを調べれば、奴やつらの弱点も……なんだ、この耳みみ障ざわりな音は」

　メフィエラの機械兵団の核かくを為なす、無限動力。破は壊かいした前線基地から持ち出されていたのだろうか。そこから、奇き妙みように甲かん高だかい音が響いていた。

『────！』

　リノンの《炎獄狼》は、炎を餌えさとする魔獣だ。その直感は、炎の兆候を感知できる。

　その知覚が、莫ばく大だいな熱の予兆を捉とらえた。離はなれた位置で待機するリノンのみならず、平野も、背後の森も、魔導師も、転身解除した獣騎兵も全すべてを巻き込むほどの。

　その中心は、今まさに回収されようとしている、残骸の中から。

『だめ！　皆、それから離れてっ！』

　──無限動力は、メフィエラにとっては重要なものであっても、貴重なものではない。誘おびき寄せた敵軍を巻き込んで、自じ爆ばくさせても惜おしくない程度には。

　蒼あおい光量が一気に増す。機械兵の残骸の山が、内側から発光する。

　リノンはその身を躍おどらせた。
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　──それが、彼女の顚てん末まつだったらしい。

「化石の返へん還かん、ありません！　完全に堕おちています！」

「アマリネ監かん督とく官！　状じよう況きようは深刻です！　早く始末をっ！」

「獣騎兵など、いくらでも補ほ充じゆうが利ききます！　今、これを放置すれば我々全員が！」

「やだ、やだ、リノンちゃん！」「リノン姉ちゃん、元に戻ってぇ！」

　炎獄狼の召しよう喚かん祭さい壇だんは、燃え盛さかっていた。魔導師達が必死に結界で押し留とどめているが、その内側は炎で満ちており、一歩踏ふみ込んだだけで人など軽く消し炭になるだろう。

　クロトは、竜りゆう翼よくを畳たたみながら祭壇に降りた。結界を維い持じするアマリネの隣となりに並ぶ。

「《屍喰竜ニーズヘツグ》、到とう着ちやくした。現状はどうなって……おい、監督官！」

「っ、はぁっ……！」

　アマリネは、酷ひどい有様だった。既すでに幾いく度どか溢あふれた炎を浴びたのだろう、全身のあちこちに酷い火傷やけどを負っている。当然だ、数人がかりとはいえ、獣騎兵の炎を魔導師が留めるなど正気の沙さ汰たではないのだ。アマリネは振り向く余裕もなく、掠れた声を返す。

「来ましたか。どこに……いえ、今は早く。君の、為すべきことを」

「……分かった。もう少しだけ、待ってろ」

「クロトさん！　リノン姉ちゃんを助けて……」

　その時だ。結界の外で様子を窺うかがっていた獣騎兵が近づいてきた。まだ幼い。

「あたし達を助けてくれたの！」「皆を護まもって……お願い、クロトさんっ……」

「……ああ。そうか。……お前らは、まだ見たことはなかったか」

　ここまでの経けい緯いは既に聞いている。彼女に何が起きたのかも。

　強しいて感情は消そうとした。それでも、彼らや、周囲の魔導師までもが怯ひるんだ。

　何も言わず、結界に踏み込む。竜の加護オーラを纏まとっていてもなお焼けるような炎が全身を舐なめる。それでも、その炎は、内に向かって必死に押し留められていることが分かった。

　祭壇の中央に、炎が密集した篝かがり火びがあった。その上に、少女が座っている。

『あ。隊長だ。……ごめん。ちょっとドジっちゃった』

「……話は聞いてる。馬ば鹿かな真似まねしたな。お前だけなら、助かってただろ」

　彼女の因子は炎の化け身しん。メフィエラ機械兵の、ＡＳ機関を使った自爆──破は滅めつの爆炎を食らい尽くして、魔導師の、獣騎兵達の被ひ害がいは、最小限に留められた。

『んやー、そこはね。プライドがありますので』

　照れたように頰ほおを搔かく。美しいグラデーションだった髪かみは、今や、全て禍まが々まがしい紅べに色に塗ぬり潰つぶされている。それだけではない。──喉のど。右みぎ肩かた。脇わき腹ばら。左足の膝ひざから下。全て、吹ふき飛んだように無くなり、炎に置ち換かんされている。

『それに、馬鹿な真似とか、たいちょーに言われたくないなあ』

「どういう意味だよ。……獣けもの堕おち、か。よりによって、お前が……」

　──それは、全ての獣騎兵に待ち受ける運命の名だった。

　古代の怪かい物ぶつに転身し、その力を駆かって戦う子供達は、やがて侵しん蝕しよくの果てに、存在の全てを怪物に明け渡わたしてしまう。そうして顕あらわれる真姿の魔獣は、あらゆる正常な生命を憎ぞう悪おし、魔力を使いはたすまで暴れ回る災害となる。

「何か、言い残すことはあるか」

　今いま頃ごろは、外の獣騎兵達も、その真実を知らされているだろう。

　獣堕ちした獣騎兵の力は、制せい御ぎよ下にある頃ころとは比べ物にならない。それはまさしく神代の怪物そのものだ。それを倒たおせる手段など、数えるほどしかない。

　最強の魔獣は、いつだって、最後の始末番だった。

『……あたしね。孤こ児じだったんだ』

　燃え盛る手を上げて、リノンが言った。

『王都の端はじっこでさ。何も持ってないから、持ってる誰だれかから盗ぬすんで、奪うばって、傷つけて。だけど、ホントに手に入ったものなんて、一つもなかった。だから、初めてだった。友達も、家族も、戦友も……戦うことしか知らないあたしが、誰かの役に立てるのも』

　眼めが細められる。誰もが失われることを嘆なげき恐れる戦場の中で、彼女だけが、助けられるものの為ために、護れることの喜びを胸に戦っていた。

『でも。結局、何も、残せなかったなあ……』

「……違う！」

　クロトは、首を振ふって叫さけんだ。早足で、少女の炎の下に近づく。

　双頭蛇フイルもそうだった。この戦場で死ぬものは全て、無力感に苛さいなまれて死ぬ。どう足あ搔がいても生き残れず。何も得られない、終わりの見えない戦争だから。

「選べ、リノン」

　だから、クロトはそう言った。これまで何十回と繰くり返してきたことだった。

「選せん択たく肢しは二つ。このまま、何も遺のこさずに安らかに死ぬか。それとも、その運命を捻じ曲げて、この俺に喰くわれるか──」

『やだ』

　即そく答とうだった。予想外の内容に、思わず顔を上げる。

　リノンは笑っていた。彼女らしからぬ、諦あきらめの滲んだ、儚はかない笑えみだった。

『……って、言いたいとこだけど。うん。分かってるよ。後は、たいちょーに任せるね』

「……何だよ、一体。悪いが、時間がない。結界もそろそろ限界だ」

　これ以上、人間体のままで留まる事は難しかった。クロトは静かに、纏っている竜の加護を具現化させる。黒こく鱗りん。禍々しい翼つばさ。炎ほのおを切り取り、影かげ絵えのような漆しつ黒こくの竜が顕けん現げんする。

　それを見上げて、リノンはぱたぱたと素す足あしを振った。あーあ、と大きく伸のびをする。

『悔くやしいけど。仕方ないかー！　たいちょー、倒したかったんだけどなー！』

「お前な……こんな時まで、冗じよう談だんを……」

『──本気だよ。あたしはいつだって、本気だった』

　今まさに彼女を殺そうとする屍喰竜を前に、リノンは俯うつむいた。

『……ごめん。ごめんね』

「っ、だから、謝るなよ……！　俺が居るだろ！　お前の意味は、俺が継げるんだ！」

『んやー。本当に、たいちょは優やさしいんだから。──だからだよ』

　見上げた少女の目から、涙なみだが零こぼれる。地じ獄ごくのような炎の中で、それだけが蒸発することなく頰を流れ落ちた。いつも元気だった少女の、最初で最後の、弱音だった。

『勝ちたかった。──背負われるんじゃなくて。キミと並んで、戦いたかった』

「…………ッ！」

『最後まで追いつけなくて、ごめんね。クロト』
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　翌日は、朝からずっと雨だった。

　その深夜、ひとり獣騎兵舎を抜ぬけだしたクロトは、とある部屋の前に立っていた。少しの逡しゆん巡じゆんの後、ドアをノックしようと手を掲かかげ、

『どうぞ』

　先んじて、伝心が来た。「失礼します」と小さく言って、クロトは扉とびらを押し開けた。

　もとは、大きな商家の書しよ斎さいだったようだ。あったはずの本の代わりに、彼女が作成したこれまでの書類が分厚く積み重なっている。

「何の用ですか、屍喰竜。……夜半に、女性の部屋を訪おとずれるものではありませんよ」

　氷の声は、消しよう耗もうを隠かくしきれてはいない。

　アマリネ監督官は、ベッドで半身を起こし、書き物をしていたようだった。白いシャツにカーディガン姿。身体からだのあちこちには、魔法陣じんの刻まれた包帯が巻かれている。

「……大だい丈じよう夫ぶか。痛むなら、また今度にする」

「お気になさらず。……じき魔法医の巡じゆん回かいが来ますので、手短にお願いします」

　それを聞き、クロトは頭を下げた。反はん抗こう的な態度など取れるはずもなかった。

「……ありがとう。リノンを、あの時まで護っていてくれて」

　リノンは祭壇にいた。つまり、戻もどるまでは堕ちていなかったということだ。本来なら、獣堕ちの兆候が出た時点で獣騎兵は処理される。普ふ通つうの監督官ならそう判断する。

「彼女は、無事に載のせられましたか」

「……ああ」

「そうですか。……炎獄狼ほどの因子は、馴ならしに時間が掛かかるはずです。しばらく出しゆつ撃げきを控ひかえて下さい。侵蝕の抑よく制せい薬も、引き続き処方します」

　有う無むを言わせぬ様子だった。クロトも、こればかりは素直に頷うなずく。

「……本当に、問題ないのか？　アンタの立場として」

「最高戦力の強化は、本国の意図と一いつ致ちしています。まして炎獄狼はあなたに次ぐ実力を持っていた。合理の範はん囲いで理由はつけられます。余計な心配はいりません」

「だが……」

「──彼女は、望んでいました。最後に、あなたと話したいと」

　ペンを走らせる手が止まった。氷の女の声が、初めて震ふるえた。

「良い子でした。どれだけ突つき放した態度を取っても、指示に素直に従ってくれた。戦場に出たがる彼女に頼たよった作戦を立てたことも、一度や二度では、ありませんでした」

　リノンは、皆みなに慕したわれていた。年下の面めん倒どうもよく見ていて、ああ見えて気も利きいた。

　戦せん闘とうを好む気質は奇き異いではあったが、この絶望的な戦場で、誰かが楽しそうにしているのは、それだけで気が和やわらぐことだった。……ともすれば、魔導師達にとっても。

　アマリネの声には、明確な自じ嘲ちようの響ひびきがあった。

「……何をしているんでしょうね。君達の普ふ段だんの生活を自由にさせたり、物資をそれとなく流したり。そんなことばかり、気休めにもならない。メフィエラとの国力の違ちがいは明らかです。何人も殺して。死なせて。また補ほ充じゆうして。一体、私は、何の……っ」

　不意に、身体をくの字に折って、激しく咳せき込んだ。

「おいっ！」

　慌あわてて部屋を横切り、その背に触ふれる。かなり熱を持っていた。

「待ってろ、今、医者を呼んでくるっ」

　取って返そうとするも、袖そでを摑つかまれて止められる。

「リノンさんは、最後に、何と？」

「…………。あとは、俺に任せると」

「そう、ですか。……良かった。君が、間に合って、くれて……」

　それだけ言って、彼女は手を離はなすと、寝しん台だいに身を横たえた。気を失ったのかと焦あせったが、呼吸は安定している。眠ねむりこんだだけのようだった。

「……どうして、そこまでするんだ」

　気付けば、そんな言葉を呟つぶやいていた。八つ当たりだった。

　本来なら彼女は、ここまで傷つかずに済んだ。クロトがどうでもいい感傷に、自己満足な探たん索さくにかまけている間、彼女はずっと魔ま獣じゆうの炎を抑おさえ続けていたのだ。

「獣騎兵が非人道的だと思うなら、安全な本国で抗こう議ぎでもしていれば良かったんだ。身を切るような真似をして、アンタみたいな人間が……っ」

　当たり前だが、答えはない。アマリネは瞼まぶたを閉じて、静かな寝ね息いきを立てている。クロトは、静かにベッドを離れる。念ねんの為だが、医者を呼んでこようと思った。

「……知人が」

　部屋を出る寸前。うわ言のような、微かすかな声が聞こえた。

「友人が、獣騎兵になったんです」

「…………」

「謂いわれのない罪で、捕つかまって、そのまま戦場に。私は、適性も低くて……家いえ柄がらも多少ありましたから、徴ちよう兵へいはされずに済みました。だけど、良かったなんて言えなかった。

　優しくて、頼りになって、けれど可愛かわいらしくて。……弟のような子でした。彼の犠ぎ牲せいの上に、自分だけ、何も知らないフリをして平和を享きよう受じゆするなんて、出来ませんでした」

　彼女が身分の高い家の娘むすめであることは、話しているだけで分かる。獣騎兵の監かん督とく官は、忌いみ嫌きらわれる仕事だ。下手すれば、勘かん当どうすらされているかもしれない。

「そいつは……まだ、戦ってるのか」

「…………っ」

　つい反射的に聞いてしまった言葉に、アマリネは息を吞のんだ。泣き出しそうな吐と息いきだった。聞いてはいけないことだったかと肝きもを冷やしたが、彼女は、静かに頷いた。

「……はい。この戦場で、ずっと……戦っています」

「…………そうか」

　その言葉に、かろうじて胸むねを撫なで下ろせた。つまり、彼女の目的はそれか。クロトが最前線で戦い続ける限り、その相手に及およぶ危険も少なくなるはずだ。

「分かった。……俺はしばらく休む。だからアンタも、しっかり身体を治してくれ」

　そしてクロトは、部屋を後にした。







「…………何を」

　夜の基地を、一人、歩む。

　救護用兵舎は、未いまだに明かりがついたままだった。リノンの決死も、被ひ害がいをゼロに出来たわけではない。自じ爆ばくに巻き込まれた、魔導師達の怨うらみの声。あるいは、リノンに助けられた子供達の啜すすり泣き。

　負った傷の痛みも、仲間の死の悲しみも、全てはメフィエラへの憎ぞう悪おに収束する。

　竜りゆうの加護が滲にじみ出す。魔力は、まだ不安定ではあるが、明らかにその量を増やしている。炎獄狼を食らったことで、屍喰竜の力は極限に達しようとしていた。

「何をやってるんだ、俺は……！」
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「ギィィ……ィイイィイィイイイ！」

　対たい峙じした魔獣の叫さけびを、ロアは、コックピットの観測系越ごしに聞いていた。

　長大な胴どうと、四対つい八枚の翅はねを持った巨きよ大だいな蜻蛉とんぼだった。ともすればレシュノルティアすら上回る鋭えい角かく機動と、竜たつ巻まきを起こす能力は脅きよう威いではあった。

　だが、ロアは既すでに、その八枚の翅のうち五枚を落としていた。

「『ベラドンナ』」

　撃うち込んだ榴りゆう弾だんによってその胴が弾はじけ飛ぶ。粉ふん塵じんを巻き上げて蜻蛉が地面に落ちる。

「ギィッ、ギ、ヂ、ギヂヂギィ……！」

　だが、胴を千ち切ぎられながらも、蜻蛉はまだ生きていた。緑色の体液をしぶかせながら、残った翅だけで飛び立とうとする。ロアはその背を撃つべくコマンドを打つ。

　──不意に、その姿に、猛もう禽きんの翼を持つ少年の姿が重なった。

「…………ッ」

　僅わずかに指が止まった。その隙すきをつき、大蜻蛉は空をのたうち回るような軌き道どうで飛ひ翔しようし、

「ギィイイ────アアアアッ！」

　そして、周囲を取り囲んでいた無人爆ばく撃げき機の群れに、頭から突っ込んだ。

　爆発。衝しよう撃げき。今度こそ、その翅と胴がバラバラに吹ふき飛んで四散し──やがて、蜻蛉の外がい殻かくのような化石の塊かたまりとなって消えた。

〈──通信再開。状じよう況きようは終しゆう了りようしたようですね。レシュノルティア、帰き還かんを。──姫ひめ君ぎみ？〉

「……はい。いえ、大丈夫です。レシュノルティア、帰還します」

　込みあげてくる息苦しさを必死に押し殺し、ロアは鋭機を翻ひるがえした。







　──黒竜が弱っている。

　そんな噂うわさが、メフィエラの軍部を駆かけ巡めぐっていた。

　まず、戦場に現れない。いざ出てきても、遠方からの光帯ブレスのみ。遠目に、翼つばさが焼け焦こげたように欠けていたのを見た、という目もく撃げき談すらあった。ロアはその噂に振ふり回されるように、各地を転戦させられていた。

　問題など無いはずだった。ジグローゼスも、魔導師も怪かい物ぶつも全すべて踏ふみ台だ。戦果を上げ、本物の英えい雄ゆうになるための糧かて。それが自分の意志だ。

「──……はぁ、はぁ……」

　胸と首から端たん子しが外れる。途と端たんに、体内を巡っていた無限のエネルギーが喪うしなわれ、激しい脱だつ力りよく感が襲おそってくる。コックピットの壁かべにもたれ、荒あれた息を整えながら──先日のメンテナンスの時に、クゥランに指し摘てきされたことを思い出す。

『どうしたんスか、最近』

　ロアから汲くみ取ったデータを並べ、クゥランが真ま面じ目めな顔で言った。

『明らかに、動きが落ちてまス。特に攻こう撃げき行動。アタシが気付くくらいデスから、本職のオペレーター達も気付きまスよ』

「…………」

『虹にじ嵐あらしの中で、本当は、何を見たんスか。あの鷲わしの人に、何を言われたんスか』

　ロアは、見聞きしたことを全て外部に映像として出力できる。

　一度目の時は、全て見せられた。あまりに発生の早い大虹嵐。クロトと名乗った兵士。建物の中にあった資料。その全てを精査して共有し、そうして次の兆候も捉とらえられた。

　二度目の時は、そうではなかった。

　伝えたいことはあまりに多かった。最初に落ちた倉庫。そこから出た先にあった、奇き妙みような街のこと。祭典の風景、暴走したメルツェ──塔とうの上で見た景色。

　過去に実在した、二国の融ゆう和わ。クゥランはそれだけでも十分に驚おどろいていた。

　だけれど──その世界の中心で、静かに泣いていた彼の姿だけは、見せられなかった。

　情報のダウンロードはロアの思考に顕けん著ちよに影えい響きようされる。たとえ理性では見せようと思っていても、心の奥底で嫌いやがっていれば、それは出てこない。

『……アタシに隠かくし事なんて、初めてでスね』

　困こん惑わくするロアに向けてクゥランは、いつものぎこちない笑えみを深めた。気き遣づかいと寂さびしさと、様々な感情が入り混じった笑みだった。

　情報の隠いん匿とくも、機動の不調も、何が原因かは分かっていた。嫌というほどに明確だった。だが、それをどうすればいいのか、分からなかった。

「姫君、確かく認にん終わりました。異常ありません。シードだけ補充しておきます」

「──分かりました。いつも、ありがとうございます。では、わたしは戻もどりますね」

　そうして機体のチェックを済ませると、ロアは格納庫ドツクを後にする。

　ロアの鋭機は特注だが、格納庫は多くが隣りん接せつしている。戦闘が終わり、兵士達が飛行機や小型鋭機から降りてくるのを見かけた。

「あー、終わったぜ！」「飲みに行くか？　それともＣＯＶＲドラツグでも──」「化け物が、次こそ蜂はちの巣にしてやる」「おい、アイツは。……食われちまった？　そりゃ、ざまあねえな」「おい、見たか！　巣に特大の爆弾モンブチ込まれる魔導師どもの顔！」

　立ち止まる。

「──……」

　戦果を自じ慢まんする青年を、仲間の死を知りながら、すぐに去りゆく兵士を見る。

　ロアは口を開き、そして、何も言わずに閉じて、再び歩き出した。今の彼女は、アルフィニス・ロア・シェルテミット。それを破る動きは出来なかった。

　最高の搭乗者。完成された調整体。シェルテミットの人形。銀色の姫君。基地を歩くだけでも聞こえてくる、彼女に関する様々な評価。

　そのどれもが、彼女の本質を知らない戯たわ言ごとに過ぎない。真実の彼女、内に抱かかえた激情と野心を知るのは、クゥランと、今は亡なきドクター・マートレットだけだ。

　……──本当に、そうだろうか。

　ロアのメンテナンス室にして、クゥランの研究室に辿たどりつく。常に何かしらの音と光が漏もれているクゥランの部屋が、今日はいつになく静かだった。

「クゥラン。寝ねているの？」

「──ようこそ。アルフィニス様」「ようこそ、アルフィニス様」

　部屋は、綺き麗れいに片づけられていた。雑多な機材も、床ゆかを這はいまわっていたコードも。

　その中で、顔をベールで覆おおい隠した数人の少女達が、ぺこりと頭を下げた。

「！」

　息を吞んだ。表情が歪ゆがみそうになるのをかろうじて堪こらえる。ロアは、この、自分と同じ顔をしたメイド達が、途と轍てつもなく苦手だった。

　ロアが至っていたかもしれない可能性。ロアの完成によって不要となった存在。銀ぎん髪ぱつと金きん眼がんのどちらか、あるいはどちらもが欠けた、半はん端ぱな失敗作。

　そこそこのＡＳ機関適性と、逆らうことなどありえない薄うすい自我を評価され、今代のシェルテミット家当主に拾われた──死帆病のセイル子供たちノーツ。

「やあ、アルフィニス。活かつ躍やくは聞いているよ」

　続けて聞こえてきた声に、ロアは内心の動どう揺ようを必死に押し殺した。

「……お兄様。どうして、このような場所に？」

「いや何。君のことももっと見てやらねばと思ってね。近く、大きな戦いも予定している。これからは、あの下層市民ではなく僕がメンテナンスを担当することになった」

「それは」

　鼓こ動どうを押し殺す。僅かに言葉に詰つまったのを、胸むな元もとに手を当てて微笑ほほえむ時間に変える。

「とても、頼たのもしいです。どうぞ、よろしくお願いします、お兄様」

「そうだね。存分に感謝すると良い。僕がここまでするのは、とても珍めずらしいことだ──」

　さらりと、男の手がロアの頰ほおを撫でる。戦せん闘とうの疲ひ労ろうが残っていたのだろう、僅かに浮ういた汗あせを拭ぬぐい、下へ、下へと降りていく。喉のど。首、鎖さ骨こつ──

「不安かな。これまで、君とは食事の時くらいしか一いつ緒しよではなかったからね」

　つう、と。指が胸の中心で停止する。セルドリックの、目だけは笑っていない笑みが、真まっ直すぐにロアを見み据すえる。

「いいえ。お兄様の期待と尽じん力りよくに、最大の感謝を──全ては、シェルテミットの為ために」

　ロアは人形の笑みを返す。一いつ切さいの感情を感じさせない、作り物の笑顔。アルフィニスという少女には何もないと思わせるための仮面。動揺は、噓うそのように消えていた。

「そうだね。僕も、お前の性能を無む駄だにせぬよう、精せい一いつ杯ぱい務めさせてもらうとしよう」

　指が離はなれる。セルドリックは踵きびすを返した。代わりに、部屋を掃そう除じしていたセイルノーツが近づいてきて、ロアの身体からだのチェックを始める。そのタイミングで、ロアは問うた。

「以前の方──クゥラン様は、今はどちらに？」

　ぴくりとセルドリックの肩かたが震ふるえる。不自然だったか。ロアはただ従順なだけの人形のままだと思わせなければならない。今の質問は、その範はん疇ちゆうを越こえてしまったか？

　だが、幸いなことに、セルドリックはすぐに回答を寄よ越こした。

「ああ──彼女はそもそも、引き継つぎで居残っていただけの下層市民だ。ここの様子は見た。国境基地だ、汚けがらわしい場所であることは分かっているつもりだったが、このような状況で君が調整を受けていたとは、まことに嘆なげかわしい」

　ベールの少女達が、視界の端はしで扉とびらを開ける。片手に、まとめたゴミを持っていた。

　その袋ふくろの中に。白と、赤。

「休みを取らせて、元の場所に帰らせたよ」

　他のゴミの中に埋うもれるように、血のついた白衣が詰め込まれていた。
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「それでは。おやすみなさいませ、アルフィニス様」

「ええ。ありがとうございます」

　手配されたのは、基地の端にある一室だった。ベッドとランプだけの家具、一つだけある窓。そして、機械が一切ない。基地内通信の電話すら。明らかに独どく房ぼうだった。

　就しゆう寝しんの挨あい拶さつをしたセイルノーツは、そのまま入り口の前に立っている。見張りなのだろう。

「あなたは眠ねむらないのですか？」

「はい。アルフィニス様が眠る間、お傍そばにいるよう申しつけられています」

　橙だいだい色いろの間接照明が、絨じゆう毯たんの上にロアの影かげを伸のばす。彼女に緩ゆるやかに近づく。

「でしたら、わたしも少しだけ起きています。あなたには名前はあるのですか？」

「いいえ。我々に個別の識別名は与あたえられていません。どうしてそのようなことを？」

「そう。じゃあ」

　ロアは薄く笑い、そして──セイルノーツの少女のベールに、手を伸ばした。

　途端にセイルノーツが鋭するどく動いた。恐おそらく、最初からそうするように命令されていたのだろう。ロアの片手を取り、そのまま地面に組くみ伏ふせようとし、

「今日一日、あなたがアルフィニスね」

　そして、ロアの隠れた逆の手が、セイルノーツの首元に、隠し持った端子を差し込んだ。

　びくりと、ベールの少女が痙けい攣れんする。繫つなげたのは、ロア自身の脊せき椎ついから伸びたコード。

「あ、がっ」

「ごめんなさい。後こう遺い症しようは残らないようにするから」

　対人の、意識のハッキング。端子の増設が一いつ般ぱんに忌き避ひされる理由でもある。数秒して引き抜ぬくと、ロアは用意された寝ね巻まきを脱ぬぎ捨てた。

「さて。じゃあ、わたしは出かけるから、ちょっとの間、代わりをお願いね」

「はい」

　今までと変わらぬ従順な態度。だが、セルドリックの命令は既すでに上書きされている。

　服を交こう換かんすると、少女をベッドへ寝かせ、ロアは部屋を見回す。予想した通り、扉の鍵かぎは締まっていた。電子ではない、物理錠じようだ。

　部屋に、一つだけある窓を見る。大きさは小こ柄がらなロアがギリギリ抜けられる程度だが、強化ガラスに鉄てつ格ごう子しまで嵌はまっている。とてもではないが脱だつ出しゆつできるものではない。

「…………」

　ロアは、胸元からネックレスを取りだした。シェルテミットに引き取られてからも、彼女が欠かさず持ち続けた、ガラス瓶びんに入った白い造花。

「使えるのは、一度きり」

　蓋ふたを開けて、それを取り出す。それはロアの掌てのひらの上で、へにゃりと柔やわらかく歪んだ。茎くきの端は、僅わずかに茶色く染まっている。……造花ではない。

　ロアはそれを窓の縁へりに置き、そして僅かな逡しゆん巡じゆんの後、ガラス瓶の底で押し潰つぶした。

「！」

　──変化は劇的だった。

　白く小さな花は、瞬またたく間にくしゃりと丸まり、茶色く褪あせたかと思えば、ボロボロに崩くずれて砂となっていく。そして、その現象が、窓と鉄格子にまで伝でん播ぱしていく。

　花と硝子ガラス、鉄格子。その素材や強度の違ちがいなど、まるで無視した崩ほう壊かいだった。一様に鉄格子が色あせ、錆さびつき、ボロボロに崩れ落ちる。

『魔ま法ほうの〝揺ゆり戻し〟。この花は魔法によって劣れつ化かを止められている。その歪められた法則が外的な理由で元に戻された際に、溢あふれた魔力は、周囲を巻き込んでしまう』

　ドクター・マートレットは、かつて彼女にそう説明した。

『周囲との魔力差が引き起こす現象。あちらなら、まず起こらないわ。だけれど、ここには魔力が存在しない。中身の花を軽く壊こわせば、そうね。ビルの一つなら崩せるくらいかしら。……うん、噓よ。せいぜい、金庫を一つ破れる程度』

　セイルノーツのメイド服を着たロアは、開いた窓に手を掛かけ、頭を突つっ込こむ。錆びた鉄格子はビスケットのように崩れ落ち、セイルノーツのベールの上に被かぶさった。

　外に飛び降りる。基地のどのあたりに居るかはすぐに分かる。

　裸足はだしの足元にタオルを巻くと、夜の基地の中を走り出した──
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『ロア。いずれ、あなたは英えい雄ゆうにされるでしょう。国民を扇せん動どうし洗脳する、その為だけに持ち出される、お綺麗な硝子の人形に』

　アルフィニス・ロア・シェルテミットには、切り札がいくつかある。

　切り札──あるいは、伏せ札。メフィエラをいずれ支配するべく人造の英雄に甘んじる彼女には、その野望が花開くまで知られてはならない秘密がいくつも存在する。

　その最たるものが、彼女を調整したドクター・マートレットに関するものだ。

　足無し鳥マートレツトと名乗る麗れい人じんだった。世捨て人のような研究者だったが、癖くせのある灰銀の髪かみと、黄色の強い金の瞳ひとみは、その血筋の高貴さを証明していた。

『あなたなら戦える。抗あらがえる。その萌ほう芽がは、確かにあるから』

　実験の為に造られるデザイナーベビー。戦争継けい続ぞくの為の捨て駒ごまにされる有人機の搭乗員。

　溢れる財を貯ためこんだ財ざい閥ばつと、彼らの扇動によって思考を停止させられ、不毛な労働のなか暮らす下層市民。他人を疑わない者から騙だまされ死んでゆく、閉へい塞そくした国家。

『私は、勝てなかった。世界を変える──その入り口に立つことすら出来なかった』

　ロアの根底にあるのが怒いかりならば、マートレットの根底にあったのは、諦てい観かんだった。

　彼女は、戦争によって誰だれか大切な人間を失ったらしい。それはもう戻もどらないもので、自分ではどうしようもないものなのだと、言葉の端はし々ばしから分かった。

『──ロア。私の大切な、抗いの声』

　彼女との別れは、呆あつ気けなかった。

　ロアの完成を聞きつけたシェルテミット家が、ロアを自らの管理下に置くため、マートレットにでっちあげの罪を被せ、捕つかまえに来たのだ。

　マートレットは抵てい抗こうしなかった。財閥に不都合な一般人は、どんな些さ細さいな罪だろうと一方的に治安警察に拘こう束そくされ、そして秘密裏に獄ごく死しさせられるというのに。

『あなたに、これを託たくすわ』

　まだ幼く、マートレットを待つ結末も知らない幼いロアに、マートレットはそれを託した。メフィエラの都市部では見ることのない、素そ朴ぼくな白い花の入った首くび飾かざり。

『あの子の思いを受ける資格なんて、私には、もうないから』

　そして彼女は連行されていった。抵抗一つすることなく──それは、ロア達に迷めい惑わくを掛けないためか。あるいは、もっと大きな罪を隠かくすためだったのかもしれない。

　……言語すら持たなかったロアの感情の息い吹ぶきを見み抜ぬいた、理外の慧けい眼がん。後生大事に首に下げていた、奇き怪かいなる不ふ朽きゆうの花飾り。今となっては明白なその基幹ルーツと、その失われた大切な誰かが関係していたのか、それを知る術すべはもはや無い。

　ロアは、ただ彼女に託された、自らの野望を叶かなえるだけだ。




〈……スいません、ロアさん、タイミングが来ちゃったみたいッス〉

　基地の片かた隅すみ、使われていないロッカーの中に隠された非常用端たん末まつの中に、クゥランから送られた最後の通信が残っていた。

　優ゆう秀しゆうだが下層市民だった彼女は、財閥の気き紛まぐれで前線に送られるところをマートレットに助けられたそうだ。マートレットの遺のこしたロアに、同じように尽つくしてくれた。

〈前から……てた通り、イザって時の為のもの、……にあるんで。使って下さイ〉

　最後の声に、噴ふき出しそうになる喪そう失しつ感を、圧縮して心の奥深くに投げ込む。……情報をフォルダ分けするように、いとも簡単に、それは出来た。

　──アルフィニス・ロア・シェルテミットの伏せ札。

　マートレットに与えられた、一度きりの劣化の魔法。

　対象に痕こん跡せきすら残さない、身体端たん子しによる埒らち外がいのハッキング能力。

　各地に用意した、いざというときの隠れ家や、秘ひ密みつ裏りに結んだコネクション。

　何より──それらを躊ちゆう躇ちよなく使用する、確固たる意志と、目的を持つこと。

「…………っ」

　通りがかった兵士を、セイルノーツのフリをしてやり過ごす。セルドリックの所有物だ、怪け訝げんがられはしても、止められることはない。

　動くのは尚しよう早そうだっただろうか。セルドリックの言動は、まだロアの正体を確信している様子ではなかった。クゥランがいなくなっても立ち回るための算段は立てている。

　だが、今、動かなければ出来ないことが、一つだけあった。

「痛っ……」

　破れたフェンスを通り抜けて、基地の外の森へと出る。切れた金かな網あみに腕うでが切れた。セイルノーツの使用人服は装そう飾しよく過多で、屋外の活動には向いていない。

　やがて、月が頂点に達するころ、そこに辿たどりついた。

「……あった。本当に……」

　目の前には、虹にじ色いろに輝かがやくつむじ風と、白光で出来た奇き妙みような立体図ホログラム。

　両手に抱かかえられるほど小さいが──紛まごうことなき、虹嵐と、隔かく絶ぜつ結界の魔ま法ほう陣じんだった。

　クゥランと共に完成させた〝中身〟のある虹嵐の観測装置──正確には、虹嵐に伴ともなう空間の異常に、更さらにそれに伴う、気流と磁場の変化を観測するもの。

　基地のすぐ外のこの場所を指し示した時は、クゥランと共に見間違いではないかと思ったものだった。クゥランがいなくなった今、これを見つけられるのも最後だ。

「…………っ」

　考えるまでもない、危険だ。前回も、前々回も、彼女一人では対応できないことばかりだった。護衛機械メルツエも、当然ながら調達出来てはいない。

　だが、現メフィエラのどこにも遺されていない歴史の情報は、間違いなく彼女の野望のための新たな切り札になりうる。

　そもそも、これほど近くに虹嵐が出現したことが異常だ。

　まるで誘さそっているかのよう──というと、まるでジグローゼスのオカルトになってしまうが、今のロアは、もはやあの国を安易に否定出来なくなってしまっている。

「ああもうっ。……ここまで来たんだから、今いま更さらよ！」

　迷ったらいつだって行動してきた。それがロアという少女を支える信念だった。

　ロアは、魔法陣に手を伸のばし、それに触ふれた。

「…………！」

　──目め眩まいやノイズは、全くなかった。柔らかな絨じゆう毯たんを踏ふみしめる。

　石造りの、大部屋だった。天てん井じようは高く、背後には豪ごう奢しやな扉とびら。左右に並ぶ甲かつ冑ちゆう。ＶＲゲームで見た、旧ふるい王宮のような、一目でジグローゼスのものと分かる建物だ。

　だが、部屋の奥。小さな段差の、王宮ならば玉座でもありそうな場所には、あまりに不ふ釣つり合いなもの──林立するスーパーコンピュータが並んでいた。

『──駄だ目めだ』『もう止まらない』『ああ、なんてことだ』

「！」

　その周りに、半はん透とう明めいの人間が現れた。その声も前と同じ、直接に意味が伝わってくる言葉。だが明らかに、前より解像度が低い。霊れい体たいというより、質の悪い録画映像だ。

『どうしてこんなことに』『早すぎたんだ』『俺達は間違っていたのか』『少しでも遺さなければ』『遺してはならない。繰くり返してはならない』『いや、それでも』

　悲ひ嘆たんと、後こう悔かいの言葉。霊体が、頭を抱える。爪つめを嚙かむ。膝ひざを突く。怪け我がをしているのか、片かた腕うでを吊つっている者や、血の滲にじむ包帯で顔を覆おおっている者もいた。

「っ……あなた達……？」

　怯ひるみながらも、近づく。だが、彼らはロアに答えることはなかった。ただの残像のように、近づくだけで消えてしまう。ロアはそのままコンピュータに近づくと、ブラウスの前を開け、胸の端子からコードを引き出す。

『やめておけ』

「！」

　背後に一いつ瞬しゆんだけ出現した亡ぼう霊れいが、そう囁ささやいた。

『認めろ。俺達は、間に合わなかった。──は、いずれ無くなる』『再び──を待てというのか』『そうだ。この場所も隔絶結界に沈しずめる』『ジグ──と、──ィエラは』

「……──は、……」

　荒あれる呼吸を整える。偶ぐう然ぜんだ。そうに違いない。

　このために、ここに来たのだ。何も得ずに帰るなんてことは、許されない。

　胸から伸びたコードを口に咥くわえ、ロアは更に、首の後ろに手を回す。そこからもコードを引き出す。鋭機に乗り込む時と同じだ。より深く、潜せん航こうする。

「……ダイブ。スタート。わたしに、従いなさい」

　少女は大きく深呼吸し、端子をコンピュータに差し込み、繫つながる。

　その瞬間だった。周囲が、黒く波打った。

「え」

　亡霊も、王宮も消えた。泥どろの底のような。重油で満ちたプールのような黒い世界に彼女は立っていた。いや、その両足が、粘ねん性せいのある液体に囚とらわれ、沈んでゆく。

「う……ごぼっ！」

　完全に没ぼつ入にゆうする寸前──水面みなもに現れた幻げん影えいの言葉が、ロアの耳に届いた。

『──は、俺達にはもう落とせない。俺達よりも優すぐれた人間に』『どうやって』『揺り戻しだ。回収させる』『ファイアウォールを』『それだけではなく、──呪じゆ詛そを』

　呼吸は苦しいが、窒ちつ息そくはしなかった。必死に水を搔かこうとして、足が何かを蹴けった。

　ロアはそれを見下ろした。泥の中に、見慣れた分厚いレンズの眼鏡が浮ういていた。

『ロア、さン……』

　血ち塗まみれの白衣を着た、シャーリー・クゥランが浮かんでいた。その胸元は銃じゆうで撃うたれたように空くう洞どうになっていて、瞳はどろりと濁にごっていた。ロアの喉のどから、嗚お咽えつが漏もれた。

『ああ。これで、あなたはもう一人ね』

　するりと細い腕が、背後から胸に回された。その手の中には、枯かれた花の首飾り。女性の首には切断された痕あとがあり、その切れ目からどくどくと血を流していた。

　ドクター・マートレットの腕が、切断された首をロアの正面に回し微笑ほほえんだ。

「や、っああ！」

　悲鳴を上げ、思わず突つき飛ばした。ロアの手には、いつの間にか銃があった。

　それを向ける。ありえない。ありえない。こんなものはオカルトだ。幻げん覚かくだ。悪質なフィードバックだ。戦え。抗え。戦え。戦え！

「うう──っああぁああああ！」

『そうやって』

　引き金を引く指が固まる。

『殺してきたんだ。お前は。何も知らずに。何人も──何百、何千人も』

　マートレットだったはずの女は、体格も何もかも違ちがう別の青年に変わっていた。刺青いれずみの奥の、陽光に輝く金の隻せき眼がんだけが、マートレットの時から変わっていなかった。

「ち、違ちが」

　同時に、固まったはずのロアの銃口から弾だん丸がんが放たれ、──の眉み間けんを撃ち抜ぬいた。

「あ！　ぅ、うぅ、う……！」

　倒たおれる人ひと影かげ。ロアの瞳ひとみは見開かれていた。瞳どう孔こうすら開ききっていた。意味のある言葉を発する余よ裕ゆうはなかった。涙なみだすら流せなかった。

　膝をつく。耳を塞ふさぐ。瞼まぶたを閉じることは出来なかった。泥の奥には、無数の兵士達、獣じゆう人じん、魔術師、怪かい物ぶつの死し骸がいが沈んでいた。その全すべてが、ロアを見ていた。

「嫌いや、いや、うるさい、うるさい……分かってるの、もう分かってるからぁっ！」

　涙をとめどなく零こぼしながら──四方から浴びせられる呪のろいの言葉に抵抗する。

　分かっていた。

（──何のために、俺は生まれたんだ）

　全てを諦あきらめたような目をしていた少年が、途と方ほうもない想おもいを抱えて泣くのを見た。

　彼が戦場で積み上げた重さを、ロアはほんの僅わずかにでも理解できるだろうか。最初から頂点として作られた彼女には、戦友も、死の恐きよう怖ふすらなかったというのに。

「あ、ああ…………」

　恐おそろしかった。迫せまる怪物を殺して、その中に、彼の死体があるのではないかと。

　分からなかった。こんな恐ろしいことを、他の兵士はなぜ無視していられるのか。

　黒こく竜りゆうがいないこの数週間の間に、自分が撃った何万発もの銃じゆう弾だんのうち一つが、ロアすら知らずに彼の胴どうを、翼つばさを千ち切ぎり飛ばしていないという保証はないのだ。

　そうだ。それほどの『人間』が、戦場にはとめどなく居る。

　クゥランやマートレットだけではない。自分が、野心などのために倒してきた全てが、彼のような価値ある人間だったということを、あのとき初めて認にん識しきした。

「なにも、分かっていませんでした。……わたしは、なにも」

　ロアの／アルフィニスの口から、驚おどろくほど空くう虚きよな言葉が流れ出る。

「セルドリックの操あやつり人形だと見下しているセイルノーツと。思考を停止し、搾さく取しゆされるばかりと蔑さげすんでいる国民達と。わたしは、何が違うのですか」

「──違う！　わたしには目的がある。野心がある。怒いかりがあるの！」

「本当に、そうなのですか」

「そうよ！　だって、だって──マートレットが、そう言っていた、から……」

　自分の厚みを、初めて意識した。その薄うすさに、浅さに、愕がく然ぜんとした。

　何な故ぜあれほど簡単に、セルドリックを受け入れられた？　クゥランの死を我が慢まんできた？　自分の本質は無機質な人形のままで、仮面だと思っていた無感情こそが素すの表情で。

　セルドリックに従うセイルノーツのように。ただ自分は、マートレットの願いに合わせた、革命者のお人形を演じているだけなのではないか。

「分からない。分からない。分かりません。分かりません。分からない。分からないの」

　ざわざわと、泥が鳴動する。

　全ての死者が、骨が、泥の底から立ち上がり、蹲うずくまるロアへと手を伸ばす。

　それは、真実へと潜もぐるものを選別する防ぼう火か壁へき。かつての技術者と魔導師が、最後に組み上げ遺のこした呪詛。

「……分からない──だから」

　自らの身体からだをかき抱いだきながら、ロアは顔を上げた。

　濡ぬれた瞳の奥に、かろうじて残る僅かな火。迫る泥を、見返した。

「だから。ちょうど良い」

　掠かすれた声で、強がった。ロアの罪の象しよう徴ちよう──戦場で死に、虹嵐の中に吞のみ込まれた死者の怨おん念ねん。それに向かいあい、革命者のペルソナをつけたまま、気き丈じように告げた。

「試ためしてみなさい。わたしの覚かく悟ごが、本物かどうか」

　迫る死骸の、ほんの指先が、少女の肌はだに触れる。

　──絹を裂さくような悲鳴が、死者達の壁かべの向こうに響ひびいて、押し潰つぶされた。
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　がらがらがらと、祭さい壇だんに竜の化石が降り積もった。

「屍喰竜ニーズヘツグ、……帰き還かんした」

　それだけ口にする。森も兵士も、視界の全てが、極ごく彩さい色しきに染まっている。

　口元に触れると、まだ牙きばと竜りゆう鱗りんが残っていた。ぐちゃぐちゃの視界もそのせいか。瞳孔が竜のままになっていて、人間の脳の処理能力と齟そ齬ごを起こしている。

　陽かげ炎ろうのような竜の加護オーラは、もはや消えることなく、クロトを常に薄く覆っている。

「異常があれば、監かん督とく官に報告せよ」

　見慣れた年とし嵩かさの魔導師長にすら、通り過ぎざま、そんな声を掛かけられる有様だった。

「……必要ねえよ。どうした？　獣騎兵を気き遣づかうなんざ、槍やりでも降らす気か？」

　茶化して、通り過ぎようとする。壮そう年ねんの男は、静かに口を開いた。

「私は……この町の出身だ」

　立ち止まる。第六基地。爆ばく撃げきで廃はい墟きよとなった町を、再利用したと聞いている。

「何十年も前に焼け出された。メフィエラの爆撃は大地を汚お染せんし、築かれる基地は地中の鉄を奪うばい尽つくして無人機を生み出す。故郷を奪われた日に、私は誓ちかった。この屈くつ辱じよくを晴らし、奴やつらを同じ目に遭あわせるまで止まらんとな。……そのために、貴様は不可欠だ。もう一度言っておく。異常があるのならば、報告せよ。魔法の調整は、我らの管かん轄かつだ」

　壮年の男の眼めには、若い兵士のような分かりやすい勢いこそないものの、奥底には冷えた溶よう岩がんの如ごとく凝こり固まった炎ほのおがあった。

「知るかよ、んなもん。……ただの成長痛だ。監督官も把は握あくしてる」

　鬱うつ陶とうしげに、その視線を振ふり切って歩き出す。問題はない。それだけの価値はあったとはいえ、炎獄狼ヴアナルガンドを喰らったことによる消しよう耗もうが予想以上に大きかった。

「……価値、か」

　基地へと戻もどる道を歩む。この消耗の間に、各地で銀ぎん嶺れいが猛もう威いを振るっている話が届いていた。あと少しの辛しん抱ぼうだ。この不調さえ終われば銀嶺は落とせる。

　メフィエラのあらゆる戦力は、クロトの前に紙かみ屑くずになる。そして──

　そして、──どうなるというのだろう。

「……？」

　その時だった。鋭えい敏びんな身体感覚が、覚えのある危険を感知した。

　生半可なものではない。クロトの竜の直感が、極きわめて明めい瞭りような、命の危険を捉とらえていた。音、光、思考、全てを乱すノイズの気配。間違いない。

「虹にじ、嵐あらし…………？」

　すぐ近くで感じる。だが、基地が騒さわぎになっている様子は無い。誰だれもまだ気付いていないのか──いや、虹嵐が起きていながら、そんなことがありうるか？

「…………」

　感覚の示すままに、町外れの廃墟の方へと向かう。誰かに見られているような気がして振り向くが、誰もいない。……或あるいは、竜の感覚が鋭敏になりすぎているのか。その方が有り難がたいとも思った。再び調整すればいいだけだからだ。

　消耗した思考でそんなことを考えながら足を進め──

「…………なんだ、これ」

　そして、それを見つけた。

　確かにあった。両手で抱かかえられるほどのサイズの、小さな虹にじ色いろのつむじ風。空間はおろか、周囲の廃墟の瓦が礫れき一つも削けずれないような、小さな虹嵐。

　その中心には、見覚えのある魔ま法ほう陣じんがあった。思わず、吸い込まれるようにクロトは手を伸のばし──魔法陣に触ふれる寸前で、かろうじて堪こらえる。

「……ッ危ねえ」

　どう考えても、異様だ。極小規模の虹嵐。クロトだけが察知できているのもおかしい。

　何より、もうあの場所に行く意味を感じなかった。迷いばかり増えて、得られたものは何一つなかった。今はただ、炎獄狼の馴ならしに集中すべきだ。

『──ちゃんと悩なやんでいいよ、隊長』

「……黙だまれよ。そう言って悩んでるうちに、お前は死んだだろうが……！」

　脳のう裏りを過よぎるリノンの言葉に、顔を覆おおい隠かくす。迷っている暇ひまも、悩んでいる暇も自分にはない。それでも、どうしても、無視することもできなかった。

「……これが、最後だからな」

　誰にともなく言い訳しながら、クロトは今度は自らの意志でそれに触れた。

「──……」

　転移は、一いつ瞬しゆんだった。侵しん入にゆうに伴ともなう、ノイズや痛みなどは一いつ切さいなかった。あれはやはり、周囲を囲んでいる虹嵐に付ふ随ずいするものだったのだろうか。

　王宮のような、絨じゆう毯たん敷じきの広い廊ろう下か。左右には、機械の光を放つランプが等とう間かん隔かくに並んでいる。そんな些さ細さいなことで、心の奥底がざわつくのを感じた。

　自分の未練たらしさに、うんざりした。早く脱だつ出しゆつしよう。出口は例によって上空だろうが、周囲に窓一つなかった。一本道の廊下を真まっ直すぐに進むうち──音が聞こえた。

　何かしらの機械の駆く動どう音と──そして、聞き覚えのある少女の声が。

「また、アイツか。……狙ねらってんじゃねえだろうな」

　そんなこと出来るはずもないのだが、表情が歪ゆがむのを自覚する。

　過去がどうであれ、今のメフィエラは、クロトの周囲の全てを奪っていく敵だ。彼女も、いち技術者だろうが何だろうが、倒すべき敵の一人だ。……視界が歪む。胸が熱く、吐はき気けすら感じた。まだ竜の侵しん蝕しよくが消えていないのだと思った。

　やがて眼の前に現れた扉とびらを、クロトはいくらかの逡しゆん巡じゆんの末に、ぎいと開けた。

「────」

　飛び込んでくる光に、瞳孔が細まる。

　大理石で作られた広い空間だった。一度だけ見たことがある王城にも似ている。

　だが、中心には直方体の機械がいくつも置かれ、四方へと配線を伸ばしていた。

　その傍かたわらに、ロアがいた。また前とは違ちがった、妙みようにひらひらとした服を着て。首と胸から伸ばした配線を、部屋の中心の機材に繫つなぎ。

「……ぁ……」

　そして、虚うつろな目で、呻うめきながら横向きに倒れていた。

「ロア？　──おい、どうした、ロアッ！」

　クロトは部屋を横切った。機材に繫がったままの少女の身体を、抱え上げる。

「ひぁっ！」

　その程度の接せつ触しよくにすら、ロアは苦く悶もんの声を上げた。甲こうにまで汗あせの浮ういた手がクロトの服を摑つかむ。もともと白い肌がますます色を失い、まるで死人だ。

　原因はすぐに分かった。少女の胸と首の端たん子しを中心に、紫むらさき色いろの葉脈痕こんが広がっている。──呪じゆ詛その攻こう撃げきを受けている。どこから流れ込んでいるかも、一目で分かった。

「おい、ロア！　返事をしろっ、今すぐそれを抜ぬけ！」

「──ぁ！　ぁ、あ、あ、あぁあっ……！」

　どれだけ呼びかけても、少女の意識が戻る気配はない。掠れた悲鳴は徐じよ々じよに高まり、余よ裕ゆうを失っていく。呼吸は更さらに浅くなり、肌はだ色いろは蒼そう白はくを通りこして土気色だ。

　機械を壊こわすか、配線を千切るか？　だが、手順を踏ふまない強制終しゆう了りようが危険なのは魔法も同じだ。機械と繫がっている彼女の精神はそれで無事で済むのか？

　そう悩む間にも、呪詛の毒脈はますます肌を覆っていく。数ミリ、一センチ広がるたび、少女の口から甲かん高だかい悲鳴が上がる。

「くッ……！」

　迷っている時間はなかった。一か八か、少女の胸むな元もとの配線に手を伸ばした。

「何してんだよ、クロト」

　彼の名を呼ぶ声があった。クロトが入ってきた方向とは、反対側。自動扉らしき金属製の戸を蹴けり外して入ってきたのは、癖くせのある茶ちや髪ぱつを搔かき回す瘦そう軀くの青年だった。

「……ススハラ？」

　驚きよう愕がくする。この空間に、自分とロア以外の者が入ってくるのを見たのは初めてだ。

「なんだこりゃ？　変な場所だな。ジグローゼスなのかメフィエラなのか分かんねーし……いや、ま、それより」

「どうやってここに……いや、それよりススハラ！　解呪は出来るか？　こいつを、」

「限定転身。『千眼覚アルゴス』」

　ススハラの肩かたの核かく石せきが輝かがやき。その半身が、瞬またたく間に粒りゆう子しに分解された。

「！」

　ススハラの転身体は、真姿でも限定でも変わりなく、霧きりのようなものの総体だ。

　だが、霧ではない。それは霧と見み紛まがうほどの、極小の眼球の群れだ。

　幾いく千せん幾万、真姿ならば兆にも及およぶ、極ごく小しようの瞳ひとみ。その全すべてが、万ばん物ぶつを見み渡わたし、見み抜ぬき、そして呪のろい殺す、魔眼である。

「話は、そいつを始末してからでも遅おそくねーよな。なあ、何やってんだよ。クロト」

「待て、ススハラ！　こいつは」

　言いかけて、クロトは口を噤つぐむ。こいつは、なんだ？　俺は、何をしようとしてた？

「安心しろよ。そいつはじき死ぬ。ベッタベタな呪詛だ。どっから取ってきたのか知らねえけど、戦死者の怨おん念ねんに吞のませるだけのスッゲー簡単なヤツ。普ふ通つうの……まして、メフィエラの人間に耐たえられるものじゃねー」

　ススハラは言う。軽けい薄はくな笑えみが、僅わずかに引き攣つっている。

「だからよぉ。お前、そりゃ、ダメだって。クロト」

　少女の、金の瞳と銀の髪かみ。胸から伸びた鋼線。ジグローゼスではありえないそれらを、おぞましいものを見るような眼めで睨にらんで、ススハラは続ける。

「リノンは載のせたんだろ？　フィルもそうだ。それだけじゃねえ。シドウも、カラサキも最後はお前だ。リューレイもそうだった。ミカやゼーアみたいに間に合わなかった奴らも……皆みな、お前の翼つばさになりたがっちゃいた。いや、だから戦えたんだ」

　ススハラが語るのは、かつて第六部隊にいた者達の名前だった。ススハラは、第六部隊で唯ゆい一いつのクロトの同期だ。だが、最初から彼しかいなかったわけではない。

　機械兵に撃うたれ、鋭機に焼かれ、獣けものに堕おち。ここまで生き残れたのが、二人だけ。

「お前はみんなの希望なんだ。無理矢理連れて来られて、怪かい物ぶつにされて戦わされて、怖こわくて仕方なくても──お前が載せてくれるって分かってるから、戦える。

　だからさ。お前だけは、それをやっちゃダメだろ──最悪の仔」

「ッ！」

　付き合いの長い彼は知っている。クロトの生まれを。そういう人間であるクロトが、メフィエラの人間を助けようとしているということの意味を。

　ススハラの魔眼総体が渦うずを巻く。視線とは、最も原始的な呪詛だ。無論、屍喰竜は呪詛にも強い耐たい性せいを持つが、それで助かるのはクロトだけだ。

「ああ、ツイてねえ。……そっと、そいつを床ゆかに置くだけでいい。詳くわしいことは聞かねーし、今まで何をやってたのかも、黙っててやるさ。眼を、瞑つぶってやるさ」

　身体からだが動かない。自分が何をやってきたのか、突つき付けられたようだった。

　──ああ。だから、最初から、夢を見ただけだと、思えていればよかった。

　クロトが、屍喰竜が、メフィエラの兵を助けたいなどと。まともな現実を知るものなら、まともな頭を持っていたら、受け入れられるはずがない。

「放せよ。……その手を放してくれよッ、屍喰──」




「……さぃ」




　クロトの頰ほおに。ぺた、と柔やわらかなものが当たった。

　ひどく冷え切った、しかし芯しんにはまだ温かさを残した、少女の細い指だった。

「うるさい……ひとが、ひっしに、なってるとこで……」

「ロ……ア？」

　茫ぼう然ぜんと、クロトは少女の名を呼んだ。少女の視線は虚ろで、唇くちびるは震ふるえている。呪詛の進行の、ほんの僅かな緩ゆるみの隙すきを衝ついて、目を覚ましたとでもいうのか。

　驚おどろいたのはクロトだけではなかった。ススハラも、大口を開けて啞あ然ぜんとしていた。

「噓うそだろ。その量の呪詛に侵しん食しよくされてて……なんでまだ喋しやべれる」

「ロア……お前、大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

　間ま抜ぬけな質問だった。大丈夫なわけがない。既すでに、毒の脈は喉のど元もとにまで広がり続けている。身体の中心部分をこれほど侵おかされて、意識を保てていることが奇き跡せきなのだ。

「いった、でしょ。わたしは、あきらめない……こんなの──うあ、ゃっ……！」

「ロア、おいっ！」

「あ、ぐぅ……だまって、みて、なさい……！」

　少女の意識は混こん濁だくしていて、言葉も、うわ言に近い。クロトが此こ処こに居ることを疑問に思っていないことからも、それは明らかだ。──だというのに。

「あなたの、ちからなんて、いらない。……わたしは、この戦争を、おわらせるの」

　蒼白な顔で、少女は言ってみせた。出会ってからずっと、クロトにどれだけ否定されても言い続けた、野心と自信に溢あふれた言葉。

「みんなが。わたしを。ほめたたえて。いだいな、わたしは……」

　それが最後だった。乾かわいた音を立てて少女の手が床に落ちた。表情が消え、眼が半開きのまま虚こ空くうを見上げた。やがて、恐おそる恐るというように、ススハラが口を開く。

「…………クロ、」

「────っ間抜けか、俺は！」

　それを遮さえぎって、クロトは叫さけんだ。砕くだけんばかりに歯を嚙かみ締しめ、前まえ髪がみを搔きあげる。そして、開いた片手を、ロアの胸の中心に押し当てた。

　ロアの身体が跳はねる。もう悲鳴も漏もれない。だが、汗で湿しめった肌はだからは、弱々しいが僅かな体温と鼓こ動どうがあった。ロアは、抵てい抗こうし続けている。だからこそ、まだ可能なはずだ。

「……『そんな雑ざ魚こを呪って、楽しいか』」

　そしてクロトは、今や常に彼を覆う竜の加護を、全て霧散させた。

「『こっちに来い。──俺を、食わせてやるよ』」

　ぞる、と。ロアに触ふれた手から、紫むらさきの葉脈が這はいあがった。血管に酸を流しこまれるような、おぞましく不可逆的な痛みが走るが、奥歯を嚙み締めて耐える。

「クロト、おま、何してんだ！　加護を纏まとえよ！　そのままじゃ裸はだかも同然だぞ！」

「づ、……それで、いいんだよ……！」

　呪詛だろうと何だろうと、抵抗の少ない方に力は流れる。メフィエラだろうがジグローゼスだろうが、それは変わらない世界の法則だ。

「やめてくれって！　お前、そんなメフィエラの奴やつの為ために死ぬ気かよ！」

「──うるっさいな！　誰だれが、こいつなんかの為だ！　黙だまって見てろ、こいつに耐えられるようなものに、俺が負けるわけないだろうが！」

「は、はあ……!?」

　呪詛が瞬く間に全身を覆おおう。クロトは血の塊かたまりを吐く。咳せき込み、そして、笑う。

「……ハッ」

　ロアの全身を侵す呪詛が、勢いを弱める。侵蝕が鈍にぶり、止まり、やがて後退していく。

「そうだ。こんなもんで、終わりじゃないだろ、ロア……！」

　満足げに笑い、そして、クロトの意識は呪詛に吞のみ込まれた。
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　──泥どろの中で、後こう悔かいを聞いた。

　悲ひ嘆たんを聞いた。懇こん願がんを聞いた。残ざん酷こくを聞いた。羞しゆう恥ちを聞いた。憤ふん怒ぬを聞いた。

「……ぃ、うう…………っ……」

　暗くら闇やみの泥の中で、呼吸も出来ず喘あえぐ。全身が痛くて、痛すぎて、むしろ甘やかに揉もみ解ほぐされているような気にすらなってきた。

　襲おそってきた呪詛の、ほんの指先が沈しずみ込んだ瞬しゆん間かんに、それが、自分には耐たえられないものだと分かってしまった。それはただの毒ではなかった。攻撃ですらなかった。

　苦く悩のうを聞いた。喪そう失しつを聞いた。自や棄けを聞いた。希望を聞いた。恐きよう怖ふを聞いた。

　破は滅めつを聞いた。絶望を聞いた。勇気を聞いた。挫ざ折せつを聞いた。夢想を聞いた。

　──ああ、そうだ。これは、記き憶おくだ。

　戦争が起きた頃ころの、人々の、死者の記憶。

「ぁっ」

　精査しようと思った瞬間、ごぼ、と口から泡あわが零こぼれ、入れ替かわりに泥が入ってくる。

　ここで分ぶん析せきする余裕はない。持ち帰らなきゃ。受け取らなきゃ。だけれど、侵入たくされる呪おもいはあまりに膨ぼう大だいで、彼女は余りに小さく、脆もろすぎた。

　手を伸のばす。せめてもの抵抗のつもりの行動は、脱だつ力りよくと何も変わらなかった。みし、と身体が軋きしむ。上下すらも不確かな世界で、少女は外と内から押し潰つぶされ──

　──伸ばした手を、熱が包んだ。

「本ッ当に……！」

　ざあ、と。泥しかなかった視界の中に、無数の異物が広がった。

　映像でしか見たことのない、茶ちや褐かつ色しよくの翼──猛もう禽きんの羽だった。水銀のように重い泥の中で、撒まき散らされたそれが、形を保ったまま浮うかんでいる。

「いつも、お前、傍はた迷めい惑わくなんだよ……勝手に突っ込みやがって……！」

　ここにいるはずのない相手。だけどロアには、彼がいるのは当たり前のことのように思えた。だから、自分を抱かかえて浮ふ上じようしようとする翼を、ロアは引き止めた。

　まって。

「はああ!?」

　てつだいなさい。これを、もってかえるの。

「お前、自分の状態分かってんのか！　無茶なこと言ってんじゃ……！」

　わかるでしょう。あなたも、きこえているはずよ。

「…………っ」

　少女に指し摘てきされ、彼も気付いたのだろう。数秒の逡しゆん巡じゆんの後、翼の動きが緩んだ。泥に蝕むしばまれた彼が、少女の意図を理解しつつも顔を歪ゆがめたのが分かった。

　いい気味だ。自分がここまで我が慢まんしたのだ。彼にも同じくらい味わってもらわなければ。

「……分かったよ！　途と中ちゆうでくたばんなよ、──！」

　少年が、少女の名前を呼んだ。離れないように、手を強く握にぎる。

　何を言っているのかと、笑いだしたくなった。さっきまで諦あきらめていた自分が馬ば鹿かみたいだ。負ける気がしなかった。驚くほどの熱が溢れていた。仮面でも、偽にせ物ものでもない。

　マートレットが見み出いだした、裡うちから溢れる心ここ地ちよい熱が、握った手から、少年のものと繫つながった──。







『──ダメだ。どれだけ計算し直しても、同じ結果だ』

『どうしても。どうしても駄だ目めなの？』

　石造りの広間に、嘆なげきの言葉が響ひびき渡わたった。

　部屋の中心には、銀ぎん髪ぱつ金眼の女性が椅い子すに浅く座り、顔を押さえて俯うつむいている。少し離れた場所では、沈ちん痛つうな表情をした男が、手元の機材に拳こぶしを叩たたきつけていた。

　大理石で出来た、清せい浄じような空間だった。

　椅子に座った女性を囲うように、三つの金属の直方体が置かれている。

　床は、無数の金属線が迷めい路ろのように整然と並べられ、金属の直方体と、女性の椅子の背もたれへと、それぞれ繫がっていた。

　女性は、全身に刺青いれずみのように魔ま法ほう陣じんを光らせており、首輪のような金属の装そう飾しよく具ぐがつけられていた。床を覆う配線の一つが、その首輪へと繫がっていた。

『そうなる。……予知でも、予測で──無い。これ──は、決──事じ項こうとなる』

　それは、機材と配線で描えがかれた魔法陣。

　それは、肉体改造なしで装置と精神を繫げている女性。

　神秘と技術の融ゆう合ごう──メフィエラとジグローゼスの文明の止し揚よう。イメージが加速する。無数の音が、悲鳴が、後悔が、希望が渦を巻く。

『この戦争は終わ──ない。少なくとも、──の演算の限り──年は──』『こんな……こんな酷ひどいことが、ずっと……どうして……』『俺達は未熟──ったんだ。技術に対して、ずっと幼──愚おろかだった』『分かってる。──はもう止められないが、人の手なしで永久に保つものじゃない。……既に議会は──応を決定した。私は、あれを封ふう──』







　そして。

「……ぜぇ、はぁーっ！」

　クロトは床ゆかの上に跳ね起きた。喉のどの奥から何かがせり上がってきて、口内に一気に広がる。思わず吐はき出そうとするも、何も出てこない。酷い気分だった。

「うおわっ！　……ビ、ビビった……クロト、無事かよ……？」

「これが、無事に見えるなら、お前の全身は節穴だ……！　クソ、気持ち悪っ……」

「気持ち悪いで済んでるのが怖こえぇよ……対たい抗こう呪じゆ詛そ敷しいたとはいえ……」

　引き攣つったような笑えみが、呆あきれたような安あん堵どの表情に変わる。ススハラの言葉を聞いて足元の床を見ると、霧きりの魔法陣が二人を囲んでいた。

「途中で負ふ荷かが軽くなった気がしたが、そういうことか。……なんでだ？」

　ついさっきまでススハラは、ロアも、ロアを助けようとしたクロトも糾きゆう弾だんしていた。

「……別に。ただの、気き紛まぐれだよ。お前の顰ひん蹙しゆく買う方がコエーし？」

　ススハラはそれだけ言って、何やら諦めたように深い溜ため息いきをついた。いつもの軽口からは本心までは窺うかがえないが、少なくともロアへの敵意がなくなっているのは分かった。

「……で、そっちの眠ねむり姫ひめサマは、良いのかよ」

「ああ……」

　胸むな元もとをはだけた、フリルだらけのワンピースドレス。縫ほう製せいこそ前の時と同じ最上級のものだが、どことなく拘こう束そく衣いのようにも見え、着せた者の悪あく趣しゆ味みさが感じられる。

　申し訳程度にさりげなく襟えりを合わせてやりつつ、その額をはたく。

「おい。起きろ、ロア」

　二、三度ほど叩くと、小さく呻うめいた。やがて、亀かめの歩みのような鈍のろさで、眼めを開ける。

　ぱしぱしと、長い睫まつ毛げが億おつ劫くうそうにまばたきをして、クロトを見上げた。

「……死ぬほど厭いやな夢を見て。必死に足あ搔がいて、やっと目覚められたと思ったら、初めて見た顔があなたのものだった気分、分かる？」

「よし。通常営業だな。もう少し泥を詰つめ込まれてた方が良かったか？」

　命を賭として助けようとした者と、助けられた者の会話ではなかった。それでも、これでいいと思えた。ススハラを見ると、えっなにこいつら怖こわっ、という顔をしていた。

「えっなにこいつら怖っ」

　言いやがった。その言葉に、ロアもまた彼の存在に気付いたようだった。

「……だれ？　その、いかにも度胸なさそうな、垂れ目の男は……」

「そして初対面から失礼極きわまりねーしさあ！　なんだこの女！　さっきの啖たん呵かといい、マジでお行ぎよう儀ぎ良いのは顔だけかよ、怖こええー！」

「そりゃ……ん？　おいススハラ、お前、メフィエラ語が分かるのか？」

「んなわけねーだろ。クロト、俺ちゃんの因子なんだと思ってんのよ。邪じや眼がん、読心、遠視、魔力視なんでもござれの千眼覚アルゴスよ？　ただ単に、お前が聞き取ってる意味を、横から読み取ってんの」

「さらっと無茶なこと言いやがるなお前……」

「ちょっと、その男、なんて言ってるの？　通訳！」

　確かに、ロアの方にはススハラの言語は通じていないようだった。一方的に読みとれるだけで、話せはしないということか。クロトは並び立つ機械の一つに背を預けた。

「ひとまず、情報共有か。……ちょっと待て、俺が全部仲ちゆう介かいするのか、これ」
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「……そう。じゃあ、そっちも魔法陣が剝むき出しだったのね」

　ロアが何度も頷うなずいた。流石さすがに消しよう耗もうは彼女の方が大きかったらしく、今は、クロトから奪うばい取った軍用法衣ローブを羽織っている。

「ああ。俺達を誘さそってるか……呼んでるような感じだった。ぞっとしないが」

「そもそも、虹嵐に突つっ込んでってた？　マジで？　正気じゃねーってお前ら」

　ススハラは、クロトの後を追ってきてあの魔法陣に触ふれたらしい。あれほど小規模だったため、そもそも虹嵐だとも思わなかったらしい。

「で、問題は、その呪じゆ詛そだ。……あれが呪詛というのかはともかく」

　クロトは機械を指差す。そこから流しこまれた呪詛は、百年前の人々の記憶そのものだった。並みの人間ならばそのまま廃はい人じんになってもおかしくないほどの情報量。

「……まあ確かに。呪詛は、基本的に死者の魔力を使うからな。理論上は可能だよ。理論上は。考えただけでビビるけどな……どんだけ精密構築が必要なんだ……」

　わざとらしく身体からだを震ふるわせながら、ススハラは続きを促うながす。

「で、クロト。お前は、何を見たんだよ？」

　促され、クロトは腕うでを組んで考え込んだ。

「……正直、大半は曖あい昧まいだ。情報量が多すぎて、夢みたいな感じだ。何かの拍ひよう子しに思い出すかもしれないし、あと何時間もしたら全部忘れてるような気もする」

「ちょ、おいおいマジか？　お前それじゃ、何のために呪詛喰らったか」

「ただ。何を見たか、一つだけ、完かん璧ぺきに覚えてるものがある。──……墓標だ」

「墓標？」

「ああ。……ロア。説明できるか？　お前も見ただろ、あれを」

「……うん。そうね」

　ロアは、緩ゆるやかに頷いた。彼女らしくもない、端たん的てきな返答だった。

「何を見たかって。そんなの決まってるわ。何もかもよ」

　ロアは首筋に手を当てる。キィン、と金属音がして、機械の硝子面デイスプレイに光が灯ともる。ただし、現在のロアは配線を抜ぬいており、胸も首も隠かくしている。

「……待て、今、何した？」

「無線で操作したの。きっと、この結界の中で得られる情報は、全すべてここにある」

　ロアは目を閉じると、何やら指揮者のように、ついついと指を動かし始める。

　それに合わせて、機械が勝手に動き出す。ディスプレイの中に、文字と絵に満ちた窓が、次々と現れては重ねられていく。

「なんだこりゃ。ロアお前、まさか魔法を……？」

「いや……違ちげえぞクロト。ヒトの可視領域外の光が出てる。電気か？　んん……」

　ススハラに言われ、クロトも竜りゆう眼がんに意識を集中させると、ロアの行こう為いがかろうじてわかった。体内の電流を特定波長で放出し、機械の内部に通して動かしているらしい。

「さっきできるようになったの。……ここにあったのは、百年前、戦争が始まったばかりの時に死んだ人達の呪のろいよ。受けるついでに、色々もらったわ」

「何だと？　ちょっと待て、なんでお前だけそんな恩おん恵けい受けてんだよ？」

　確かにロアは、クロトより長く深く、付け加えるなら能動的に呪詛を取り込もうとしていた。その差異が出たということだろうか？

「見せられた光景をデータとして記録して反はん芻すうするだけじゃない。……ああ、そっか。魔法は曖昧で万ばん能のうな分、そのあたりの加減が利きかないのね。…………ん。そうね……」

「どうした。……本当に大だい丈じよう夫ぶだろうな？　まだ呪いの後こう遺い症しようがあるなら」

「違うわよ。分かってる……あの、墓標の、話」

　ロアの声は少し震えていた。体調に由来するものでないとするなら、まるで、その先の情報を言うのを恐おそれているかのような。

「ここにあるのは──虹嵐。虹嵐についての、研究結果よ」

「虹嵐……？　この隔かく絶ぜつ結界の構築について、か？」

　クロトの疑問に、ロアは首を振ふった。

「この場所は、虹嵐を入り口に、条件にしているだけ。それによってアクセスできる人間を選別していた。クロト。前に、虹嵐が魔法なんじゃないかって、そう言っていたわね」

「ああ。だが、それは常識的にありえないんだろ？　ススハラ」

「おう俺ちゃんかよ。使い手も主体もねえ魔法が、不規則に、何十年も生じ続けるなんて無理がある。いやま、こんな隔絶結界がある以上、絶対じゃあないんだろうけどよ」

　クロトが通訳すると、ロアは頷いた。

「いえ、今回に関しては、その常識は正しいわ」

　指揮者のように振っていた指が、虚こ空くうを叩たたく。操作方法について試行錯さく誤ご中らしい。

「虹嵐は魔法じゃない。その後よ。……痕あと、と言った方が近いかしら」

「痕？　どういうことだ、ロア」

　クロトが問い返すよりも先に、ススハラが立ち上がった。

「まさか、揺ゆり戻もどしか！」

「揺り戻し？」

「ええ──そうよ」

　クロトの鸚おう鵡む返がえしを聞いたロアが頷いた。全くついていけない。

「周囲空間と莫ばく大だいな魔力差を込こめられた魔法が、解除される際に、周囲を巻き込んで魔法作用を逆行する現象。不規則なのも、散発的なのも当然ってわけ」

　何な故ぜロアがその知識を持っているのか。だが、そんな疑問を気にかける余よ裕ゆうはなかった。

「いや、それでも常識外なのは同じだろ。その元となってる、今まさに解除されようとしている魔法はなんだよ？　そんなものが戦場にあれば、誰だれだって気付くはずだ」

「……一つ。わたし達の関係には、おかしなことがあったわ」

　ロアが、機械の中に開かれた、一つの地図を拡大した。

　それは、恐らくは百年前の、二国の国境の地図だった。右側がメフィエラ。左側がジグローゼス。中心に一本の縦線が引かれている。百年前の国境図──

「……な」「おいおい」

　クロトもススハラも、言葉を失った。

「二国には戦争開始時の記録が残っていない。出会った時の記録が残っていない。それはいいでしょう。資料は古びるし、人は忘れる生き物だから。でも問題はそうじゃない。

　メフィエラもジグローゼスも、長い歴史がある国よ。機械と魔法という違いはあれど、それぞれで、かなり隆りゆう盛せいした文明を築き上げている。それなのに──どうしてわたし達は、百年前、突然出会ったの？」

　あらゆるものを削けずり取り、世界を断絶する恐るべき災害、虹嵐。それをもたらす、戦場に掛かかっている魔法の正体が、そこにはあまりにも一いち目もく瞭りよう然ぜんに刻まれていた。




「国境が、繫がってない……」




　荒こう野やも、谷も、山も。国境線を跨またいで存在している地形が一つも無い。荒野の隣となりに草原が。谷の隣に森が。川の隣に山が。別々の場所の地図を切り取って、横に並べたような。

「噓うそだろ……今じゃ、こんな違い和わ感ねえぞ」

「百年経たってる。俺達が散々、地形を変えるような戦いを続けてもいたしな。……名前のない荒野ノートフイールドは、明確にその範はん囲いが限られている。北の山脈や、南の海洋から回り込もうとしても相手の国に辿たどりつけない……それも、これが理由か」

　今まで考えてもいなかった違和感が、次々にすとんと理り屈くつの中に落ちてくる。

「そういうことね。メフィエラとジグローゼスは、もともと隣りん接せつしていない。本来、全く別の場所、あるいは世界にある国を、空間を繫げて無理矢理くっつけている」

　万物を空間ごと削り、内と外で絶対の断絶をもたらす虹嵐。

　別の世界に存在する二国を、空間を繫げて隣接させる魔法。

「虹嵐は、異常災害なんかじゃなかったのよ。虹嵐こそが正常だった。繫がっていないことが、本来だった」

「──ざっけんなよ……何だ、そりゃあ！」

　ススハラが立ち上がった。普ふ段だんの軽けい薄はくな態度をかなぐり捨てて叫さけぶ。

「何の為ために、俺達ゃ戦ってたんだよ！　普ふ通つうなら会うはずもない、到とう底てい気の合わねえ相手と無理矢理隣の席にされて、喧けん嘩かさせられてたってのか！　誰の陰いん謀ぼうだ！」

「……最初は、交流が目的だったんだと思う。だけど……」

　ロアが控ひかえめに言う。クロトは、先さき程ほど泥どろの中で見た幻げん影えいを思い出した。

『俺達は、技術に対してずっと幼く、愚おろかだった』

　……今となっては知る方法はなく、たとえ知ったとしても、それこそ無意味だ。

　彼らの歴史が残されていないのは、自らの失敗を隠す為だったのか、あるいは空間接続の技術自体を封ふう印いんしようとしたのか。

「落ち着け、ススハラ。……ってことは、だ。二国の国境を繫げてる魔法──その魔ま法ほう陣じんが、どこかにあるはずだよな」

　ロアが、地図の一点を指差す。国境線の中心に、赤いランプが輝かがやいている。

「魔法陣自体は、境界面の地面の奥深くに刻まれているみたいだけど──上空に、それを統合管理する、要よう塞さいがある」

「要塞？」

　ロアが指を動かす。ディスプレイの中に、一つの構造図が現れた。

「『完全なる世界の楔くさび』──『クリフォト』」

　見るだけで、背筋が総毛立つのを感じた。

「墓標……」

　巨きよ大だいな、十じゆう字じ架かの形をした建造物だった。途と方ほうも無い精せい緻ちな構造図が、画面の中でくるくると回転する。百年前に失われた技術は、明らかに現代の二国を超こえている。魔法と機械の、当時最高の文明が止し揚ようされたこの要塞は、どれほどの代しろ物ものか。

「ただ、魔法自体の効果が既すでに綻ほころんできている。大規模虹嵐の頻ひん発ぱつがその証しよう拠こ。あと十年もすれば、魔法の効果は完全に消えてなくなるみたい」

「──なに？」

「ええ。……そう。いささか拍ひよう子し抜ぬけではあるけど」

　ロアは告げる。

「魔法が解ければ、メフィエラとジグローゼスは断絶し、もう二度と出会うことはない」

　正規の手段では終わらない。終わりようがない。歪ゆがみきった戦争。

　それは、そのはじまり自体が、歪められて造られたものだったから。

「あなた達は、ただ待てばいい。それだけで戦争は終わるわ」




　　　　◆




　出口は探すまでもなかった。まるでクロト達の話が終わるのを待っていたかのように、部屋の中心に魔法陣が現れたのだ。

「それじゃ、わたしは行くわ」

　ロアが大きく伸のびをする。休きゆう憩けいしたことで、動ける程度には体力は回復したようだった。

「いちおう、言っておくわね。色々と、助かったわ。──わたしから感謝されるなんて、一生に一度あるかどうかの栄光なんだから、大切に抱かかえていきなさい」

「言ってろ。……これで最初で最後になるよう、せいぜい祈いのっておくさ」

　憎にくまれ口を返すと、ロアは笑えみを深めて、そして魔法陣に触ふれた。それだけで、少女の身体からだは光に包まれて呆あつ気けなく消え去った。

　外部からそれを見るのは初めてだったが、特に問題はなさそうだった。

「……嵐あらしみてーな奴やつだなあ、オイ」

「同感だ。アイツと会うと、毎回、ロクなことがない」

　ススハラが大きく息を吐はいて、肩かたから力を抜いた。

「さぁーって、と。んじゃ、俺らもひとまず戻るとしますかね。分かってるとは思うけどよ、クロト。忙いそがしいのはこっからだぜ？」

　背筋を曲げて、ススハラが口元を引き攣つらせて笑う。

　余りにも容易たやすく示された、戦争の終わり。ロアの視みた情報が確かであろうことは、同じものに触れたクロトには分かった。だが、それをただ幸運と、喜んではいられなかった。

　待っていれば戦争は終わる──それでは足りないのだと。

「俺ちゃんとしちゃ、アイツの言った通り、大人しく待つのも手たぁ思うけど？」

「分かってて言ってるだろススハラ。面めん倒どうなのは分かってる。さっき話した通りだ」

「ま、そりゃそーだわなあ……」

　既に、相談は終えていた。これから先、やるべきことについて。

「んじゃ、行きますか」「ああ」

　クロトとススハラは、魔法陣に触れた。








６話　決戦前夜
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「──クロトくん？」「《屍喰竜ニーズヘツグ》だと？　何故、虹にじ嵐あらしから……」

　第六基地の一角。周囲を固める魔導師達の中心で、アマリネが眼めを丸くした。

　残った虹嵐が弾はじけ散る。その隙すきをついて、ススハラは魔獣化し姿を消していた。打ち合わせ通りで、『自分はいない方が良いだろ』ということだった。

　この可能性は想定していた。いかに小型とはいえ、虹嵐なのだ。長時間、誰も気づかないということは考えづらいことだった。

「ああ。監かん督とく官か。出で迎むかえてもらって悪いな」

「……悪いな、ではありません、《屍喰竜》」

　魔導師達の手前、すぐに気を取り直して杖つえをつきつける。

「どういうことですか。今までどこにいたのです？　今の小型の虹嵐は一体？」

「ああ、説明するよ。……アンタら魔導師にも、聞いてもらいたいことがある」

　周囲の魔導師達にも眼を向ける。屍喰竜に真正面から頼たのまれるという事態に、魔導師達が狼ろう狽ばいしたのが分かった。彼らにも、聞いてもらう必要があった。

「最初のきっかけは、俺が、あの大規模虹嵐に吞のまれた時だ──」

　そして、知り得た内容を話した。

　虹嵐の中に過去の記録があったこと。虹嵐と、メフィエラの正体──あの国が、空間魔法で繫がっているだけの別世界であること。無論、ありのまま全すべて、ではない。クロトの目的を達し、かつ騒そう乱らんを招かない範囲で。

「馬ば鹿かなことを！　空間操作は、既に失われた真なる魔法の一つだ！　それが、あのメフィエラの憎き鉄クズを呼びこむ為に使われているというのか！」

「俺に言うなよ。百年前のことだ、何があったかなんて知るか。たとえば、メフィエラを呼んじまったからこそ封印されたとか、そういう可能性だってあるだろ」

　ぐ、と魔導師が黙だまりこむ。二国が共きよう闘とう関係にあったことに関しては、完全に伏ふせている。ススハラとの相談の結果だった。まずは信じて貰もらわなければ話にならない。

「確かなのは、その魔法がもうすぐ切れるってことだ。虹嵐の頻発がその証拠だ。十年か、二十年か……どのくらいかは分からないが」

「十年、二十年……ですか」

「ああ。だけど、監督官。もう、その必要もない」

「え？」

　心臓が激しく鳴る。大勢の人を相手に、己おのれの要求を通す為に話すなど、今までしたことがない。ススハラの言う通り、戦うよりよほど重労働だ。

「俺は、何度か虹嵐に入って情報を集めた。相談しなかったのは、情報が断だん片ぺん的で、虹嵐の中にある以上、俺しか行き来出来なかったからだ。だが、それももう終わった。

　国境魔法を紡つむぐ魔法陣──空の果てに在る、魔導要塞の位置を、俺は摑つかんだ」

「！」

「要塞を、俺が落とす。それで、この戦争は終わる」

　それが結論だった。十年は長すぎる。獣騎兵団が三世代は全ぜん滅めつして釣つりが来る。ならば、今すぐ破は壊かいすればいい。それで二国の繫つながりは消え、戦争は物理的に起きなくなる。

「戦争が終わる？」「可能なのか」「そんな訳が……」「いや……」

　魔導師達のざわめきが、一段と大きくなる。メフィエラとの戦せん闘とう以外での出しゆつ撃げきには、彼らの協力が必要だ。アマリネは口元に手を当て、じっと考え込む。やがて、顔を上げた。

「……認められません。情報が不確かすぎます。全てが君の妄もう想そうである可能性もある」

「それは……だが、待ってくれ、俺は……」

「ただ、──君が、わざわざそんな噓をつく理由も思いつきません。

　正式な調査を行います。空間接続魔法。その揺ゆり戻もどしである虹嵐。そこまで目星がついていれば、裏付けにはさほど時間も掛かからない。その結果次し第だいで、判断します」

「あ、ああ！　それで良い……そうしてくれ」

　思わず、声に喜びが混じる。精査が入るならその方が良い。勝ち取ったのだ。

「これで、この戦争は終わらせられるんだ！　もう誰だれも、戦う必要は──」

「待ってくれ」

　脚あしを引きずり、男が手を挙げた。顔に包帯を巻いた、魔導師の一人だった。

「そうなったら、メフィエラはどうなる？」

「……？　今、説明した通りだ。空の要塞さえ落とせば、メフィエラはジグローゼスとの繫がりを無くす。もともと異世界の存在なんだ。もう二度と会うことはない」

　意図が分からず、同じ内容を繰くり返したクロトに──男は、茫ぼう然ぜんと言い返した。




「それでは、メフィエラを倒せないではないか？」




「────は」

　クロトは、彼が、何を言っているか分からなかった。

　ただ、その残り火のような言葉は、瞬またたく間に、周囲の魔導師に伝でん播ぱした。

「……そうだ。元の場所に返すだと」「それで済ませていいわけがない」「逆だ！　繫がっているうちに、確実に滅ほろぼさなければ！」「そうだ。俺の兄弟は、全て奴らに殺された！」「最高の魔導師だった父が、眼と両りよう腕うでを失い、失意のうちに死んだ！」「故郷を奪うばわれた！　毒の炎ほのおに森を焼かれ、鉄は無人機に変えられ、もはやあそこには作物も実らん！」

　炎が広がる。百年間の戦争で積み上げられた、地層のような深い憎ぞう悪おが。

「待てよ……ッアンタら、正気か！　戦争を、終わらせられるんだぞ！　百年も、続きに続いて、結局誰も得してない、このイカれた戦争が！」

「黙れ、《屍喰竜》！　貴様こそ正気か！　自らは顔も出さず、神秘も介かいさぬ鉄てつ塊かいに隠かくれ我らを殺さつ戮りくし続けるメフィエラの屑くずどもは、我らの苦しみの、万分の一も知らんだろう！

　奴らの本土に侵しん攻こうし、喰くい殺し、焼き払はらい、跡あと形かたもなく滅ぼす！　その為ために、我らは貴様を転身させてやっていた！　その恩を忘れ、何が、戦争は終わるだ！」

「そうだ！　奴らに、報むくいを！」

　報いを。報いを。報いを。──報いを、報いを！

　魔導師達の勢いはまるで収まらない。クロトと彼らの抱える憎悪は、質が違ちがう。最初に叫さけんだ魔導師が、血の滲にじむ包帯を引き剝はがし、杖を向ける。

「貴様は用済みだ！　化石さえあれば、獣騎兵など幾いくらでも替かえが利きく！」

「待ちなさい！　この第六部隊の監督官は私です！　勝手を──うっ！」

　割り込んだアマリネが、一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなく飛んできた攻こう撃げき魔ま法ほうに身体を打たれる。吹ふっ飛とんだ華きや奢しやな身体を、クロトが受け止めた。ぐったりと、気を失っている。

　誰が撃うったものなのかは分からなかった。狂きよう熱ねつに浮うかされた兵士達は、一いつ瞬しゆんだけ自らの行こう為いに静まりかえったものの──なおさら、勢いに身を委ゆだねた。

「……いや、丁度良い！　受け入れた貴様も同罪だ、《塞城》！　所しよ詮せんは歴史も知らん小こ娘むすめ……功績主義か何か知らんが、貴様の獣騎兵優ゆう遇ぐうじみた采さい配はいにはうんざりしていた！」

「そうだ……戦っているのは我々だ！」「これは我々の戦争だ！」

「……っ！　ち、くしょう……！」

「逃にげたぞ！　追えっ！」

　倒れたアマリネを抱え、クロトは走りだした。熱に浮かされ、暴動にすら等しい勢いの魔導師達が、追い掛けてくる。攻撃魔法がいくつもクロトを掠かすめた。それらはまるで脅きよう威いではない。だが、戦ったところで何の解決にもならない。

　もはや、真姿転身は出来ない。クロトは失敗した。
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「このっ！」

　灰色の床ゆかに、乱暴に投げ込まれる。もはや待たい遇ぐうを隠しもしない、基地の懲ちよう罰ばつ部屋だ。

　ロアを投げ込んだのは、少女と同じ顔を持つメイド達。それを左右に従えて、セルドリックは目の前の理解出来ない存在に顔を歪ゆがませる。

「おぞましい。何な故ぜだ、僕の、シェルテミットの人形が、なぜ……！」

「……なんのことか、分かりません。わたしは、お兄様の、望むままに──うっ！」

　言葉が止まる。セルドリックの手が動き、その指示の通りにメイドがロアを蹴けりつけた。この男は、自らの癇かん癪しやくすら人任せにする。完全な肉体が歪んでは困るからだ。

　虹嵐から戻ったロアは、即そく座ざにセイルノーツに発見され拘こう束そくされた。即そつ興きようの偽ぎ装そうで誤ご魔ま化かすには、中にいた時間は長すぎたし、呪じゆ詛そによる消しよう耗もうも癒いえていなかった。

　命令外の自律行動。逃げられるはずのない状じよう況きようからの逃とう亡ぼう。崩くずれた鉄てつ格ごう子し。ここまで揃そろえば、どんな馬鹿でも、ロアがただの人形ではないと分かる。

「全て吐はけっ。何を隠している！」

　メイドに髪かみを摑ませ、セルドリックが凄すごむ。

　問題はない。あと一度、出撃出来ればいい。この、人に任せなければ他者を殴なぐることも出来ない、間ま抜ぬけな男を出し抜ぬけば。それで、ロアの目的は達成できる。

「そんな……お兄様。わたしは……いつでも、シェルテミットの為に……」

　人形の表情。彼らが求める通りの表情で、ロアは淡たん々たんとその言葉を放つ。

「わたしは、見つけたのです。ジグローゼスの怪かい物ぶつを、一挙に排はい除じよする方策を。

　この戦争を終わらせる手段を。この百年戦争の終結という最大の栄えい誉よを、お兄様にお渡わたしできます……ですから、どうか、出撃を……」

「──戦争の、終結？」

　セルドリックの顔色が変わる。常に、ロアを使い己おのれの功績を求めるこの男ならば、この話にも確実に乗ってくるはずだと、そう思った。

　だが。セルドリックの表情は、全く意図したものとは別だった。

「何を言っている。そんなもの、やっていいわけがないだろう！」

「!?」

「百年だぞ！　この戦争は、とうの昔にメフィエラの経済活動に組み込まれている！　軍ぐん需じゆ、税制、反乱因子の処分に意思統一──三大財ざい閥ばつの代理競争！　誰がそんなことを吹き込んだ？　国民相手のスピーチ原げん稿こうを本気にしたのか？　いや……」

　セルドリックは、口を押さえた。よろめき、壁かべに背をつける。まるで、飼っていたペットが流りゆう暢ちように喋しやべり出したのを見たかのような、驚きよう愕がくと、生理的嫌けん悪おの反応だった。

「──僕と、取引をしようとしたな」

「…………ッ！」

　しまった。ロアは、ギリギリで無表情を維い持じする。だが、その努力はもう無意味だ。セルドリックは、もはやロアを見ることすらしなかった。

「駄だ目めだ。これはもう使えない。失敗、いや、そんな訳がない。僕は失敗などしない！　あの魔女め！　僕の人形に何を仕込んだ？　やはり確実に始末しておくべきだった……！」

　がしがしと髪を搔かきまわし、気でも狂くるったかのような独り言を続ける。

「急がなければ。──そうだ、黒こく竜りゆうが出てきていない内に……！」

「待……っ！」

　ロアの挙動は、致ち命めい的に遅おくれた。想像を超こえたメフィエラの歪みの大きさに。

　扉とびらが閉まる。空気が抜け、電でん子し錠じようが閉まる、無む慈じ悲ひな音がした。
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　薄うす暗くらがりの部屋に、灯あかりがつく。

「……三日目」

　ロアは堅かたいベッドから身を起こす。電灯は基地全体の明かりと連動しているようで、それで日時の経過は分かった。それ以外の様子は、何も分からない。窓もなく、部屋の隅すみにあるいくつもの監かん視しカメラだけがかろうじて保たれた外部との繫がりだ。

「失礼致いたします」

　しばらく経たってから、扉が開いた。世話役のセイルノーツが入ってきて、傍かたわらに食事を並べ始める。毎日、別の少女だ。扉の隙すき間まから、軍人らしき後ろ姿が微かすかに見えた。

　セルドリックも、最高傑けつ作さくであるロアを手放すのはまだ惜おしいはずだ。精密検査か、あるいは再調整をしようとするなら、どこかに連れ出される時が来るはずだ。

　──もしも、来なかったら？　この間に、セルドリックは代だい替たい手段を探しているとしたら？　制せい御ぎよできないロアを諦あきらめ、見限っているとしたら。

「……っ」ぶんぶん、と首を振ふる。「……諦めない。わたしは、わたしは……！」

「…………」

　ふと、食事を運んできたセイルノーツが、その姿勢のままロアを見下ろしていることに気付いた。ロアの両手は縛しばられており、彼女らの手でしか食事も出来ない。

　かたりと、盆ぼんが床に置かれる。少女の顔を覆おおうヴェールが、ぱらりと翻ひるがえり──伸のばされた手が、ロアの首を摑つかんだ。

「ッ!?」

　押し倒され、爪つめが喰い込む。一瞬、自分を始末しに来たのかと思った。だが、絞しめ殺そうというほど力は強くない。むしろ、その指は、自分の行動に震ふるえていた。

「どうして」

　セイルノーツが──人形のはずの少女が、問いかけた。

「どうして、あなたは、違うの」

　不必要なまでに見開かれた瞳ひとみ。ロアより少しだけくすんだ髪色と、少しだけ年とし嵩かさの声。その首の端たん子しは、厳重なカバーが掛かけられて埋うめられている。それで分かった。

　このセイルノーツは、つい先日、ロアが軟なん禁きんから逃げ出した時に倒した、あの個体だ。

「どうしてわたしは。あなたは。同じはずなのに。同じだったものの、くせに」

　問いかけが続く。少女自身、自分の行動を理解できていないようだった。

　ああ、そうだ。胸の裡うちが熱くなるのが分かった。あの呪詛の中で、理解したはずだった。ロアは作られたものではない。それなら、──この可能性だって、十分にあるのだと。

　今、自らの意志でロアの首を絞める彼女に、熱を込こめて語り掛ける。

「気になる？」

「……っ？」

「知りたいでしょう？　その、胸の中の熱が何か。それを、なんて呼ぶのか」

　僅わずかに、セイルノーツの瞳が動いた。凝こり固められた能面に、罅ひびが入った。

「ああ、素す敵てきな眼め。──それは、素敵な眼よ」

「な、何を……」

　セイルノーツが思わず身を引く。ロアは身体からだを撥はねあげ、彼女を逆に組み伏ふせた。

「何をって。決まってるわ。──戦うのよ、まだ名前もないわたし」

　ロアは、無む邪じや気きな優ゆう越えつと喜びに身を震わせ、笑えみを浮かべた。







「──姫ひめ君ぎみ……！」

　懲罰室を一歩出たロアの姿を眼にした兵は、明確に驚おどろきの表情を浮かべた。知らずに警備していたのか。薄うす々うす聞いてはいたが、改めて眼にすると信じられない、そんな表情だ。

「まさか、……セルドリック様と対立したという話は」

「そのようなことに、なっているのですね」

　アルフィニスは、天使の微笑ほほえみを浮かべて、警備兵へと距きよ離りを詰つめる。

「大きな行き違いなのです。お願いです、兵士様。どうか、出しては頂けませんか」

　小首を傾かしげ、希こいねがうように身を寄せる。警備兵は明らかに狼ろう狽ばいしたが──逡しゆん巡じゆんの時間は短かった。彼は首を振り、腰こしの銃じゆうに手を掛ける。

「申し訳ありません。セルドリック様は、何があっても罪人を出すなと──オごっ」

　ずぱん、と音がした。

　跳ね上がったロアの足が、兵士の股こ間かんを迷いなく蹴りあげた音だった。

　兵士には、何が起こったか理解出来なかっただろう。啞あ然ぜんとして、それから、嗚お咽えつと共に顔を歪ませ、そして声も出せずに床に倒たおれ伏した。

「──なんだ、効くんじゃない。やっぱりアイツが変だっただけなのね」

「…………。お見事です、アルフィニス、様」

　背後から、セイルノーツの少女が顔を出した。

「そういう反応をする必要はないのよ。もう出来るでしょう？」

　ロアに言われ、彼女は少し考えてから、僅かに眉まゆ根ねを寄せた。軽く引いているようだった。よし。まだぎこちないが、少しずつ表情も出せるようになるだろう。

「さて、向かいましょうか。まずは──」

　その直後、赤いランプが輝かがやき、警告音が鳴り響ひびいた。背後を振り向くと、伸びている兵士が、非常用スイッチを握にぎっていた。バタバタと、兵士達の足音が聞こえてくる。

「さあ、急がないと」

「大だい丈じよう夫ぶなのですか。……あの。後こう悔かいというのを、するべきでしょうか？」

「先に立たなくて良いならご自由に。だって、──これが戦いだもの！」

　少女を連れて、ロアは走りだした。







　道中で、セイルノーツの少女から、現状を聞き取った。

　セルドリックは、強ごう引いんな大規模襲しゆう撃げきを計画していた。現状抱かかえている無人機や旗き艦かん、自由に動かせるものから動かせないものまで、全すべて動員する物量作戦だ。

「セルドリック様は、あなたが使えなくなることを見み越こし、黒竜が姿を消しているこの間に、最後の戦果を得ようとしています」

「そう。じゃあ、やっぱり危あやういところだったのね」

「──罪人はどこに行ったっ！　どうして監視カメラが動かないっ！」

「な、なあ。相手はアルフィニス様というのは本当なのか？　一体どうして」

「知るか、財閥当主の命令だぞ！　出来なきゃ俺達全員、明日には怪物の餌えさだ！」

　ばたばたと走り抜けていく兵士達を物もの影かげでやり過ごす。作戦は既すでに始まっており、お陰かげで基地の人員は大きく減っている。都合はむしろ良かった。

　セイルノーツの少女が用意してくれた搭とう乗じよう服に着き替がえ、人通りの少ない通路を選び走り抜けていく。目指す場所は一カ所──彼女の愛機が仕し舞まわれた格納庫だ。

　電子錠が外れ、格納庫に繫つながる自動扉が、左右に開く。

「──そこまでだ、アルフィニス」

　キィン、と。甲かん高だかい電子音を立てて、起動した無数の銃口が向けられた。

「まさか、本当に出てくるとはな。……何な故ぜ、こんなことが。許されんぞ……」

「姫君……」「……アルフィニス様」「本当に、これは……」

　十名ほどの兵士達が、未いまだ狼狽の残る表情でロア達を見ていた。

「黙だまれ。貴様らも分かっているだろう。あの外見も、才能も、ただそう作られただけの調整体デザインドだ。壊こわれた人形を始末するだけにすぎん」

　その中心に立つセルドリックが、自らも、小型の装そう飾しよく銃をロアに向ける。

　彼の服装に映はえるよう誂あつらえられた、美び麗れいな拳けん銃じゆうだ。機能自体は銃としては最低限のものでしかないが、生体認にん証しようで彼にしか扱あつかえない特注の一品。

「お兄様……」

　ロアは、背後の少女を下がらせつつ、男に呼よび掛ける。

　少しだけ、手を迷った。兵士達の眼には迷いがある。先さき程ほどのように、人形のままのフリをすれば、対立自体が誤認だと思わせれば、時間は稼かせげるかもしれない。

「──私は」

　だが、もう御ご免めんだった。愛想よく振る舞うことすら嫌だった。

　笑みは浮うかべない。セルドリックを無視し、兵士に話しかける。

「私は、戦争を終わらせるために、戦っています」

「……！」

「皆みなさんは。このままでいいのですか。終わる未来のない戦争を。財ざい閥ばつの不興を買うか否いなかで命運が決まる状じよう況きようを。毎日、敵も味方も、謂いわれなき人が無数に死んでゆくしかない戦争を、終わらせたいと。そう思うことは、ありませんか」

　真しん摯しに語り掛ける。無視を許さない、天使の声で。兵士達は明確に迷った。先程の警備兵と同じように表情を歪ゆがめて、そして──同じように、判断は早かった。

「す……すみません、姫君。セルドリック様は、けして、あなたを鋭機に乗せるなと……」

「生活がありますので……スピーチで聞くだけでしたら……」

「味方にするのなら、我々以外の誰だれかに言って頂ければ……」

　誰もが目線を逸そらし、銃口は変わらなかった。

「はは──ハハハハッハハッハ！」

　たまらないとばかりに、セルドリックが身を反らして笑いだす。

「そうだよ！　お前なぞ、その程度だ！　我ら財閥の後ろ盾だてがなければ、お綺き麗れいで、強いだけの人形！　慕したわれていると、敬われていると、本気で思ったか！」

　ロアに銃口を向ける。安全装置に指が掛かった。

「お前は『娯ご楽らく』だ、アルフィニス！　どれだけ持て囃はやされようと、お前と共に戦う者などいない！　お前に命を懸かける者など、一人もいない！　当然だ、娯楽なんぞに命なぞ懸けられるわけがないもんなあ！　ごく当然の反応だ！　ハハハハハハッ！」

「……そう、なのでしょうね」

　ロアは歩き出した。特に、それが悪いとは思わない。自分は、彼らが背負っているものを知らない。抱えた感情を知らない。何一つ理解しないまま、自分の名声と威い光こうだけで従わせようとするのは、セルドリックと何も変わらない。

「……何だ、その眼は」

　近づいてくるロアに、セルドリックが眼を見開いた。向けられる銃口に怯ひるみもせず、ロアは真まっ直すぐに、奥の鋭機──レシュノルティアに向かってゆく。

　一歩近づくごとに。セルドリックの表情が焦しよう燥そうに染まってゆく。

　歩く。近づく。歩く。近づく。歩く、歩く、歩く──

「何だ、その態度はぁぁあああっ！」

　やがて、男は焦燥と怒いかりのままに、その引き金に指を引いた。

　──バチィッ！

「が、あっ!?」

　呻うめきと共に、セルドリックは、銃を取り落とした。床ゆかに落下し、装そう飾しよくが砕くだけた。セルドリックが驚きよう愕がくと共に、それを見下ろす。銃が、微び弱じやくな電でん撃げきと共に、音声を発する。

〈認証　不可　──ロック　の解除　ハ　──ガ、認め　られ、レ、ません〉

「は……？」

「どうしましたか、お兄様。メンテナンスが、足りていなかったのでは」

　スタンガン程度の電流とはいえ、痛み自体を久しく味わったことがなかったのだろう。脂あぶら汗あせを搔かいて座り込んだセルドリックの正面に、ロアは立つ。

「セルドリック様──え、あれっ」「な、なんだ？　引き金が……！」

　狼狽は、周囲の兵士達も同じだった。銃を構えるも、まるで作動しない。外見通りの重い鉄てつ塊かいでしかなくなったその引き金が、固まったまま動かない。

「──それはそうよ。今時、銃器なんて皆、電子ロックがついてるもの」

　天使の口調すら投げ捨てて、ロアは髪かみを搔き上げた。ぱちり、とその首元の端子に、僅かな火花が走った。異常な事象に怯んだ隙すきをつき、ロアは彼らの間を駆かけ抜ぬけた。

「な、何をしているっ！　銃が動かないなら、腕うででも足でもへし折れ！」

　セルドリックの命令に、兵士達が慌あわてて追ってくる。捕つかまればそれで終わりだ。単純暴力に対して変わらず無力だ。だが──それ以外は。

「よし、捕まえ──うわあっ！」

　兵士がロアの細ほそ腕うでを捉とらえる寸前。それを遮さえぎり、真上から、昇しよう降こう機が降りてくる。ロアはそれに飛び乗った。周囲のキャットウォークが、誰の操作も無く動き出す。

「な！　何だ、何が起きてるっ！」「制せい御ぎよ室には誰もいないぞっ！」

「何もかも、──何もかも、的外れだわ」

　息を切らせ、ロアは昇降機の上で、笑みを浮かべる。何重もの認証を通して、制御室からの同時操作が必要な格納庫のギミックが、今や全て、彼女の制御下にある。

「だって、もう居たもの。わたしの為ために、命を懸けてくれた人」

　あの呪じゆ詛その大海から学び取った、百年前の業わざ。監かん視しカメラなど何の意味もない。ロアの電子管制力は、短時間に限れば、周囲の機械のほぼ全てを制圧できる。

「そんな……まさか、この基地そのものが、ハッキングを受けて……」

「姫君……ほ、本物だ、本物だったんだ……機械の、天使……！」

「アルフィニス……待て、待てェッ、貴様ッ！」

　兵士達を置き去りに、コックピットへと上じよう昇しようする。ロアは笑った。

「どうか嘆なげかないで、お兄様」

　人形でもない。天使でもない。彼女が生まれ持つ、抗あらがいの叫さけびたる微び笑しようだった。

「ただ、あなたが非才だっただけ。少しだけ、主従が変わるだけ。

　──ねえ、セルドリック。戦争の終わりを見せてあげる」

「ひっ……！」

　名前を呼び、少し見つめただけで、セルドリックが悲鳴を上げて座り込む。鋭機の起動から避ひ難なんする他の兵士達に連れられ逃にげていく。それを見送り、操縦席に乗り込む。

「見ていて、マートレット。クゥラン。──要よう塞さいは、わたしが落とす」

　そうだ。ただ待つなど意味がない。国境を繫げる要塞を落とし、戦争終結をロアが成し遂とげたのだと知らしめる。百年前のポンコツなど、自分とレシュノルティアの敵ではない。

「──そうすれば、あなたも気づくわよね。このわたしが、誰だったのか」

　彼は、どう思うだろうか？　今まで自分がおざなりに扱ってきた相手の正体を知って、畏おそれおののけばいい。想像しただけで頰ほおが緩ゆるんだ。

　普ふ段だんはオペレータが行う最終起動調整が始まる。機体ＡＩの無機質な声が響く。

〈システムオールグリーン〉〈ＡＳ発はつ振しん、基準値プラスマイナス３％以下〉〈理論純水槽そう、循じゆん環かん開始〉〈ＡＳエネルギー、安定しています。防護フィールド構築〉

〈パイロット、脈みやく拍はく値正常。接続許可を〉

「一いつ切さい問題ないわ。わたしは万ばん全ぜんです。接続しなさい」

　首元と胸。ロアの身体からだがコックピット内部に固定され、配線が接続される。

　鋭機と繫がり、その頭部の複眼カメラが捉える三六〇度の視界が映る。壁かべが観音開きに開き、機体をつり下げているレールが零れい下かに冷やされ、周囲に霧きりが発生する。

「レシュノルティア、テイク・オフ！」

　誰にも求められることの無い、たった一人の出撃だった。構わなかった。

　星の煌きらめきのような蒼あおい噴ふん出しゆつ炎えんが、全てを置き去りにして、機体を加速させた。




　　　　３．




「クソっ！」

　がん、と握にぎった拳こぶしを壁にぶつける。希望は、今や完全に鎖とざされてしまった。

　第六基地本ほん陣じん、魔ま導どう師し兵舎のほど近くにある倉庫。だが、正規のものではない。アマリネが、獣騎兵に物資を流すための私的な倉庫。隠かくれ家には丁度良かった。

「……ごめんなさい。クロト、くん」

　支給品の毛布に身を横たえたアマリネが謝る。幸い、傷は浅いようだった。

「いや。違ちがう。俺が失敗したんだ。……アンタまで巻き込んだ……！」

　クロトの言葉には、問題はなかった。ススハラとの相談も正しかった。国境魔法。空の果ての要塞。突とつ拍ぴよう子しもない事実を、魔導師達に信じさせることは出来たのだ。

　ただ、──それ以前の、前提が間違っていただけで。

「……ありえるかよ……こんな……！」

　獣騎兵の真姿転身には、化石への魔力充じゆう塡てんが不可欠だ。複数の魔導師が、何日にもわたり込め続けなければ、真姿転身は行えない。クロトが、どころかアマリネすら否定され、基地が暴動状態の今、それが出来る可能性は極きわめて低くなってしまった。

　やがて、己おのれの傷の手当てを終えたアマリネが、身体を起こした。

「……あの、どうして、話そうと思ったんですか」

「なに？」

「秘密を、胸の裡うちに秘ひめて。次の出撃があるまで待って。転身したら、命令を無視して要塞を落としに行く。そうすれば良かったんじゃ、ないですか」

「……それは」

　アマリネの言う通りだ。積み上げた信しん頼らいを失うリスクを負って、魔導師達に話す必要はなかった。虹嵐から出てきたことだけなら、どうとだって取り繕つくろえた。

　正確に言えば、虹嵐の中でススハラと相談している時も、その案は出た。ススハラは、仕方なさそうにクロトの案の方に乗った。理由は明確だった。

　……クロトは、一言一言、確かめるように言った。

「そうやって待ってる間に、またどこかで戦せん闘とうが起きて、誰かが死ぬかもしれない」

　アマリネが、大きく目を見開いた。

「死ななくていいなら、その方が良いに決まってる。獣騎兵も、魔導師も……メフィエラも、ジグローゼスも。もう、うんざりなんだよ……！」

　全すべて口にし終えて、クロトは自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべた。ロアの理想論が伝染うつったのか。その我わが儘ままのせいで、今こうして、転身すら危あやうい状況に置かれているというのに。

「……クロト、君」

　アマリネが、小さく呟つぶやいた。ほんの一いつ瞬しゆん、その声が泣きそうに潤うるんだように聞こえて、クロトは振ふり向いた。彼女は、倉庫の奥から、大きめの箱を取り出してきていた。

「……？　何してるんだ、アンタ？　飯か？」

「違います。えっ……と、わ……」

　ずるずる、と木の箱が下ろされる。六面全てに、魔法陣じんが刻まれた箱だ。アマリネは見ていて不安になる足取りでそれを持ってくると、蓋ふたを開く。

　途と端たん、溢あふれだした魔力の輝かがやきが、倉庫を照らしだした。

　箱には、色とりどりに輝く宝石がぎっしりと詰つめ込まれていた。クロトには馴な染じみのないものだったが、それが膨ぼう大だいな魔力を保存しているということは見て分かった。

「っな……なんだ、これ？」

「へそくりです」

「へそ……は？」

　アマリネが端たん的てきに答えた。普段の彼女ではありえない、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。

「皆みなさんが戦った後に、化石に残った分を、こまごま、こまごまと。……もしもの時は、せめて君だけでも逃げられるように──」

　後半は、ほとんど聞き取れないほどに小さな声だった。クロトは聞き返そうとしたが、それを遮るように、「いえ、──とにかく」とアマリネは首を振った。

「ギリギリだとは思いますが、これで真姿転身は可能です。転身詠えい唱しようは私が行います──ただし、少し待って下さい。動くべきは、次のメフィエラからの襲しゆう撃げきがあった時です」

　指を立てる。逸はやらないように、と釘くぎを刺さされる。

「今行ったところで、祭さい壇だんは警けい戒かいされています。ですが襲撃があれば、あのお馬ば鹿かさん達はすぐに対応で一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいになるはずです。そこをつきます」

「お馬鹿さん達って……」

「こう見えても私、魔力量とデスクワークだけでここまで駆け昇のぼってきたので。あんな短たん慮りよな人達に回せるほど、獣騎兵団第六部隊は軽くはありません」

　確かに、妥だ当とうな計画に思えた。メフィエラの襲撃を待ち、魔導師達がその対応で分散したところで祭壇に侵しん入にゆうし、魔力宝石とアマリネの詠唱によって真姿転身を行う。

「いや、待て。……それ、アンタはどうなる？」

　いくら襲撃と言っても、基地の人員がゼロになる訳ではない。まして、真姿転身は大魔法だ。魔力こそ宝石で済ませても、一人でやれば、その負担は通常の比ではない。

　そうですね、とアマリネは口元に指を立て、首を傾かしげる。妙みように余よ裕ゆうがあった。

「彼らの熱ねつ狂きよう度合の次し第だいではありますけど。よくて捕ほ縛ばく。悪くて、……まあ、考えたところで仕方ないです。流石さすがに儀ぎ式しき直後では、抵てい抗こうも出来ないでしょうから」

「でしょうから、じゃねえよ！　アンタ、こんなことで命懸かける気か！」

「はい。──いつも、あなた達がやってきたことです」

　真っ直ぐにクロトの眼めを見返して、アマリネが言った。

「勝てるとも分からない戦闘を、終わるとも分からない戦争を、ずっと戦わせてきました。それに比べれば、なんてことありません」

「……監かん督とく官、そんなことで……！」

　妙に乗り気な理由が分かった。あまりに馬鹿げた話だ。そんなことに罪悪感を覚えていたのか。監督官に命を懸けさせるなど、本来あってはならないことなのに。

「もちろん、それだけではないです。相手国に辿たどりつけない、北の山脈と南の海洋。鎖された戦場……解明できなかった虹嵐。君の話には、理り屈くつが通っています」

「だとしても。もし俺が、要塞を落とせなかったら……」

　言いかけて、口を閉じた。これ以上言えば、臆おく病びようはクロトの方だ。

　失敗すれば、独断で真姿転身を行わせたアマリネは罪に問われる。転身の私的運用をしたクロトも同様、チャンスは二度と巡めぐってこない。そして、戦争はもう終わらない。

「……いいさ。やってやる。転身さえ出来れば、俺は確実に要塞を落としてやる」

「お願いします。……良かった。君が、変わっていなくて」

　自分の命が懸かっているというのに、アマリネはそう言って穏おだやかに微笑ほほえんだ。変わるも何も、そこまで長い付き合いではないはずなのだが。妙に気き恥はずかしくなる。何な故ぜか覚えのある感覚だったが、深く考える余裕はなかった。
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「もし俺が戻もどらなかったら、後のフォローを頼たのむ。ススハラが事情は知ってる」

「それは、……」

　どこか余裕があったアマリネが、その言葉にあっさりと俯うつむいた。……不安だ。自分の命が懸かることよりも、クロトが命を懸ける方にショックを受けるのか。

「構わないだろ。もし戦争が終わったら、アンタの友達だって」

「──帰って来なかったら」

　半ば被かぶせるように、アマリネが言い放った。

「帰って来なかったら、恨うらみます」

　控ひかえめな、彼女らしい言い方だった。クロトは、出来る限り真しん摯しに聞こえるよう答えた。

「了りよう解かいした。監督官」

「返事は、……あ」

「──返事は一回。そうだろ？」

　いつものやり取りをすかされて、不満げにするアマリネに、クロトは小さく笑った。







「なっ、《屍喰竜》！　どこから──ぐあっ！」

「よし！　アマリネ！　結界を！」

　警戒に残っていた兵士を倒たおし、クロトは祭壇に侵入した。想定通り、化石は回収すらされず、祭壇に残ったままだ。アマリネの結界が、兵士の追手を遮さえぎった。

　基地には、激しい鐘かねの音が鳴り響ひびいている。これまでにない規模の襲撃を知らせている。よりによって、とも思うが、結果的にここまでの侵入は容易たやすく行えた。

「《塞城》！　お前達、何を──っまさか！」

　魔力宝石をばら撒まいて、クロトは祭壇の中心で膝ひざをつく。核かく石せきの光る片手を、胸に当てる。その背後、祭壇の正面でアマリネが杖つえを掲かかげ、詠唱を始める。

「懸けまくも────」

　厳おごそかに、詠唱が始まった。既すでに幾いく度どとなく聞いた、真姿転身の制式詠唱。

「懸けまくも畏かしこき　白はく亜あなる古竜の大神に　此こ処こに願い申し奉たてまつる──」

『懸けまくも畏き──白亜なる古竜の大神に　此処に願い申し奉る』

　クロトもまた、教えられた通りに詠唱を合わせた。彼に魔法の心得はないが、アマリネ一人に完全に任せるよりは、彼女の負担が和やわらぐはずだった。

「──遥はるかな雲よ　天高く襲かさね給たまえ　贄にえの身に　遍あまねく天光を徹とおさぬように」

『頭こうべを垂れよ　儚はかなき草花よ　王の翼つばさは　浮いた花実を悉ことごとく刈かり立てる──』

　ごぉん、と祭壇が震ふるえた。クロトを中心に、全ての化石が宙に浮き上がる。

　爪つめの化石が、光となる。脚あしの化石が。翼の化石が。眼がん窩かの化石が。一様に魔力に溶とけてゆく。それらに吞のみ込まれ、クロトの姿が、外形を失う。

「さあ　大いなる贄よ　刻ときを嗤わらえ。……汝われらは、咎とが人びとなり。禍わざわいを以もつて禍を祓はらい　……っ、……穢けがれを以て、穢を鎮しずめる者……！」

　魔力を使い果たし、アマリネがくずおれた。祭壇を包む結界が解け、兵士達が動き出す。だが振り返りはしない。余裕もない。自分が為なすべきことを、忘れてはならない。

　祭壇が、極大の光の柱に包まれる。輝きの中で、クロトは最後の詠唱を唱える。

『さあ　大いなる魔よ　命を墜おとせ！　我なんじは罪人なり！

　陸ろく万まんと伍ご千せん年の彼方かなたより　今一度　現世の空を覆おおう者──！』

　魔力は、普ふ段だんより少ない。転身ギリギリだ。それでも、十分だった。

　ようやく見つけた。己おのれの理由を。戦うに値あたいする目的を。この願いを果たすまで、己が墜おちることは決してないと確信できた。

『熾おきろ、屍喰竜！　この戦場を、喰くい尽つくせッ！』

　光を破り、漆しつ黒こくの翼が開いた。




　　　　◆




　やるべきことはシンプルだ。国境魔ま法ほうの核となる、空の果ての要よう塞さいを落とす。

　だが、その前に、彼らには戦わなければならない相手がいた。要塞に向かう為ための最大の障害が。長きにわたる──因いん縁ねんの相手との、決着が。

〈うわああっ！　あの姿は！　噓うそだろ、今は居ないんじゃなかったのかよっ！〉

　天を駆かける鋭機が、解放チャンネルの通信を聞く。前線で交かわされ、共有されている映像の一つに、彼女にとっての、最大の障害が映っていた。

『クソ、おのれッ！　あの光──駄だ目めだ、あれだけは、我々では……！』

　空を征ゆく竜に、広域伝心が届く。前線で戦う獣騎兵の、魔導師達の悲鳴が聞こえてくる。その中には、通常の怪かい物ぶつでは太た刀ち打うちできない、最後の仇きゆう敵てきの名があった。

「やっぱり。消えるわけないわよね──ええ。むしろ好都合だわ」

「そりゃあ、出てくるだろうな。チッ、最後までしつこいんだよ」

　かくして、最後の戦いが始まる。

　英えい雄ゆうを目指す少女は、空を見つめ挑ちよう戦せん的に微笑んだ。

　怪物となった少年は、眼めを細めて戦場を睨にらみ据すえた。




「墜ちなさい、黒竜！　あなたを超こえて、わたしは本物の英雄になる……！」

「邪じや魔まなんだよ、銀ぎん嶺れい……！　この戦争を終わらせるのは、俺だ……！」








７話　そして二人は語り合う。銃じゆうと光と、全すべての意志で









　　　　１．




「ッ放てェ──────ッ！」

　魔導師団から放たれた、無数の電光が空を駆ける。

　機械兵の数体に直ちよく撃げきし、火花を散らして停止する。その残ざん骸がいの奥から、十数体の後続が跳とび上がる。据え付けられた銃じゆう火かが閃ひらめき、音速超ちよう過かの弾だん雨うが、魔導師達を食い破る。

　だが、弾はじけ飛んだ魔導師の口は、末まつ期ごの言葉を零こぼす。

「がっ！　き、起動せよッ」『……願いは、群青……』「獣騎兵《邪水妖ヴオジヤノーイ》！」

　魔導師の背後で、汚お濁だくしきった水すい塊かいが立ち上がり、機械兵の群れに躍おどりかかった。

　自律する巨きよ大だいな沼ぬまの如ごとき魔ま獣じゆう、撃うち込まれた弾丸ごと機械兵の一群を吞み込むと、機械兵は内部の水圧に押し潰つぶされ、やがて内部に漂ただよう汚濁の一つと化していく。

「こちら十七隊！　何とか進行は止めたぞ！　そちらは──」

　戦せん況きようを報告しようとした魔導師を、蒼あお色いろの閃せん光こうが吞み込んだ。一いつ瞬しゆん遅おくれで沸ふつ騰とうした地面が大爆ばく発はつを起こし、平野に巨大なクレーターを作った。

「ヴォオォゥズォォォォォ……」

　閃光に晒さらされ、水量の総体を大きく失った邪水妖が身み悶もだえする。

　空に浮うかぶのは、鋼鉄で出来た歪いびつなヒトガタ。蒼い障しよう壁へきを纏まとう小型鋭機は、丸ごと巨大な砲ほう口こうに置ち換かんされた両りよう腕うでを揃そろえて怪物へと向ける。

　ＡＳレーザーが火を噴ふく──寸前、その横よこ面つらを、巨大な蝙こう蝠もりの足が鷲わし摑づかみにする。

「ギィィイイッ！」

〈────！〉

　蝙蝠は口から超ちよう音おん波ぱを放ち、鋭機の装そう甲こうに罅ひびを入れる。空中で二体がもつれ合う。

　その上空から、蝙蝠を追ってきた戦せん闘とう機がミサイルを撃ちこもうとし、地上から瞬時に伸のびた邪水妖の触しよく手しゆに搦からめ捕とられて叩たたき落とされる。

　魔導王国ジグローゼスと、機械帝てい国こくメフィエラの百年戦争。

　かつてない規模の戦場は、混迷を極きわめていた。




　　　　◆




「ヴィネット・ガーデン──グラジオラス！」

　旗き艦かんに絡みついていた巨大な人食い大樹トレントを、通り過ぎざまのＡＳエネルギーブレードで切り裂さく。寸断された人食い大樹は無数の蔓つるを伸ばしてもがいた後、石炭のような残骸となって地面に転がった。また一人、誰だれかを殺した。

「…………っ」

　奥歯を嚙かみ、ロアは戦場を見み渡わたす。練度も戦力もまるで関係なく、ただ片かた端はしから動員されたとしか思えない数の鋭機と怪物が、出で鱈たら目めに入り乱れている。

　上空から高エネルギー反応。四枚の翼を持つ怪け鳥ちようが、炎ほのおに包まれ落ちてきた。胴どうには空対空ミサイルが突つき刺ささっており、戦闘機との空中戦に破れたのだろう。

　地じ響ひびきと共に墜つい落らくする。もがき、まだ息があるそれに、人食い大樹から解放されたばかりの旗艦が主しゆ砲ほうを向ける。止とどめは任せ、ロアは再び飛ひ翔しようし──

　光が、奔はしった。

「！」

　戦場を横断して、駆け抜ぬけた白い光帯ブレスが、旗艦の主砲を貫つらぬいた。

　砲ほう身しんは、その先せん端たんから瞬またたく間に泡あわ立だち──やがて旗艦まで遡さかのぼり、大爆発を起こした。何十人もの搭とう乗じよう員の命と共に、上がった蒼い火柱が天を焦こがす。

　雲間を吹ふき散らし、光帯の主あるじが、天より降臨する。

「黒こく、竜りゆう……！」

　漆黒の翼の端はしから飛行機雲ヴエイパートレイルを引き、その口には、折れ砕くだけた戦闘機を咥くわえていた。……赤い雷らい鳴めいが走り、戦闘機がひとたまりもなく塵ちりと化す。

　全身の血が湧わき立つ。ロアの胸の裡うちから流れ込むＡＳエネルギーが、その感情に反応して昂たかぶる。ブースターが炎を噴ふん出しゆつし、ブレードが強く輝かがやく。

　同時に黒竜も、その炯けい眼がんでレシュノルティアを見み据すえる。噂うわさされていたような弱体化は微み塵じんも感じられず、むしろ、これまでのいつよりも、その姿は力強く見えた。

　両陣じん営えいの最高戦力の会敵に、戦場全体が注目する。

　決着の戦いくさを開始せんと、二者は向かい合い──

　──だが。

　初撃は、そのどちらでもなかった。

「！」

　ロアの背後上空から、流星のような蒼い閃光が黒竜に向かって突っ込こんで行った。

　キュォ、と空気を切り裂く音が聞こえた瞬間。黒竜のいた座標を、蒼い光が埋うめ尽くした、まるで恒こう星せいが死するかのような、極大の爆発。

「…………な！」

　ざりざりざりざりざり、と観測機をノイズが満たす。ロアの機体ですらそうなのだ。周囲の機械兵が、旗艦が、戦闘機が、爆発に吞のまれて落ちていく。

　蒼い爆光が晴れると、黒竜は、全身から大きく煙けむりを上げながらも生きていた。

　──だが、流星は一つではなかった。ノイズ塗まみれの視界の中で、ロアはかろうじて、その正体に気付いた。蒼い爆発。小型の鋭機。すなわち。

「なんてことを……！」

〈アル……フィニスゥ！〉

　病的な音声通信が、ノイズの向こうから届いた。




　　　　◆




「お前に、功績は渡わたさない！　やれ、僕のセイルノーツ！　僕が拾ってやった命、僕の為に捨てろ！　あの化け物どもを、ここで駆く逐ちくしろォ！」

　遥はるかな後方。メフィエラ国内、オペレータ室で叫さけぶ男。

　セルドリック・セイル・シェルテミット。三大財ざい閥ばつの頂点たる男の暴ぼう虐ぎやくを、周囲は遠巻きにしつつも抑おさえることは出来ない。

　いつも連れ回すセイルノーツは、今は一人もいない。最高の鋭機を扱あつかうため創つくり上げられた調整体──アルフィニスの完成に伴ともない廃はい棄きされる予定だった彼女らを、セルドリックは引き取った。それは彼女らの見み目め麗うるわしさと、人形的な気質を気に入ったからだが──その本来の用よう途とを忘れていたわけではなかった。

「セ……セルドリック様。やはり、被ひ害がいが大きすぎます。小型ＡＳ機関を搭とう載さいした鋭機による突とつ貫かん自じ爆ばく──周囲の巻き添ぞえも、鋭機の被害額も、ぐっ！」

　周辺の被害にオペレータが苦言を呈ていするが、ステッキで殴なぐりつけられる。

「黙だまれ！　続けろ、セイルノーツ！　あの忌まわしい不良品の責任は、同型のお前達が贖あがなうべきだ！」

〈──了りよう解かい〉〈了解しました〉〈三番、出しゆつ撃げきします〉

「アルフィニスゥ！　あの化け物さえいなければ、お前はもう不要だ！　のこのこと逃にげ帰るがいい！　その時こそ、思いあがりの責任を存分に取らせてやる！」




　　　　◆




「なんてことを……！」

　爆風の中から、砕けた鱗うろこと、血の線を引いて黒竜が逃のがれる。確かに、今までにないほど、黒竜はダメージを受けている。蒼い爆発が起きるたび、山が削けずられ、川が干上がり、旗艦が狂くるい、無人機が塵になり、魔導師が消し飛び、怪物が砕け散る。

「待ちなさい！　この──このっ……！」

　これは、駄目だ。セルドリックの自や棄けと激げつ昂こう。これなら確かに黒竜は倒たおせるかもしれない。そうすれば確かに、ロアは空の要よう塞さいに集中出来る。だが、蒼そう光こうの中に消える彼女らは、ロアを助けた彼女と同じように、可能性を秘めた子達なのだ。

　どうすればいい。自爆用に調整された小型鋭機は、速度だけならばレシュノルティアと同等以上だ。黒竜の飛翔が鈍にぶる。高度が落ちる。それを目指し、流星のような無数の自爆鋭機が一直線に突っ込んでくる。極大の破は壊かいが、黒竜を押し潰す──

　──周囲を、霧きりが覆おおった。

「！」

　黒竜を囲うように、霧の壁かべが立ち塞ふさがった。いや、霧ではない。蒼い流星を見上げるそれらは、まるで現実味のない光景だ。霧に見えるほどの、何千、何万もの眼球の群れ。

　それは、この戦闘区域において、黒竜と炎えん獅じ子しに並ぶ、第三の主力怪かい物ぶつ。

「千せん眼がん……！」

　蒼い爆発が、全すべてを吞み込んだ。




　　　　◆




　うすうす、予感はしていたのだ。

『自爆特とつ攻こうかよ。いよいよ形なり振ふり構ってねえな、メフィエラのアホ共……！』

『ぐっ……ススハラ！　おい、何する気だ！』

　焦あせるクロトの伝心を、ススハラは無視する。

　この大規模襲しゆう撃げきで、真っ先に転身させられたのが彼だった。リノンとクロトが消え、最後に残った上位獣騎兵。だからこそ、真っ先に駆かけ付けられた。

　というより、その為ために、ススハラはあの交こう渉しようの際に席を外したのだ。呪じゆ詛そに、人の負の感情に長たけた彼は、交渉がうまくいかない可能性を薄うす々うす感じていた。

　もしもそうなった時に、魔ま導どう師し達に疑われないまま、自由に動けるように。ここに来るまでに、祭さい壇だんで囚とらわれかけていたアマリネも彼が助けている。

『ハハ。我ながら、惚ほれ惚ぼれするくらいの尽つくしっぷりだぜ』

　屍喰竜ニーズヘツグの上を覆い尽くす眼球の中で、ススハラは笑った。普ふ段だんの引き攣つったものではない。怪物に相応ふさわしい、捕ほ食しよく者の笑えみだ。

『やめろ！　呪詛はアレには通じないんだろ！　いや、そもそも自爆だったら……！』

『へへ。やっぱ素人しろうとは、肝かん心じんなとこを分かってねえよなあ……！』

　呪殺とは、乱暴に言ってしまえば、生命エネルギーの対つい消しよう滅めつだ。

　死者の念を攻こう撃げき者にむけて遡そ上じようさせ、エネルギーを食わせることで死なせる。十分な魔力と正確な魔法陣じんがあれば、攻撃者が世界の果てにいようと殺すことができる。

　だが、あのロアという少女との接せつ触しよくで分かった。かの輝動鋭機アインダートは、操縦者と一体となって繫つながり、エネルギーをやり取りしている。文字通り、無む尽じん蔵ぞうのエネルギーをだ。

　だから、何十人、何百人分の怨おん念ねんを以てしても、削りきれない。出力を落とせる程度で、それも、あの無限のエネルギーを前にすぐに補ほ塡てんされてしまう。

『分かるぜ。──へへ、なあ、人形ども……！』

　ぎょろりと、幾いく億おくの眼球が回転する。それが、対象の全てを見み透すかす。

　目前にまで来た鋭機が、内から蒼あおい光を放つ。その爆発には、操縦者の意志はなんら介かい在ざいしていない。中に居る搭乗者は、その行こう為いに、意志を抱いだいてはいない。

『用があるのは、アンタらじゃねー……！』

　眼球群が、蒼い爆発に焼き払はらわれる。百。二百。千。二千、一万──その全てが、消滅間ま際ぎわの視界に、鋭機の姿を灼やき付けていく。視線とは、最も原始的な呪のろいだ。

　呪詛特化型の魔ま獣じゆう。本気を出したススハラは、無人機を呪のろうことで、その生産工場の人員を殺さつ戮りくすることすら可能である。

『さあ羨うらやめよ千眼覚アルゴス！　ああ、全く、俺ちゃんってばツイてねえなァ！』

　ススハラは笑う。慣れぬ哄こう笑しようで恐きよう怖ふを抑え込み、あのときの光景のことを思う。

　──だまって、みて、なさい。

　──あなたの、ちからなんて、いらないわ。

　どこから見ても瀕ひん死しの少女が、そう呻うめいて、クロトを押し退のけた姿を見た。

　第六部隊の誰だれもが一度は思い、誰もが──リノンですら果たせなかったことだった。

　託たくすとは聞こえはいいが、ただクロトにおぶさっていただけだ。本来は自分のことだけで一いつ杯ぱいになっておかしくない生まれの少年に、一方的に責任を押しつけた。

　恐怖する。ビビる。畏おそれ慄おののく。それはススハラの生来の性格で、生存戦略だ。今いま更さら変えられるものではない。それでも、この一度だけは、彼の為に動いてみせると。

「！」

『願いは、混こん濁だく！　……見ィ、つけたァッ……！』

　そして呪いが遡る。
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「どうした！　まだ黒竜を落とせないのか！　状じよう況きようはどうなってる！」

「も、申し訳ありません！　ノイズが酷ひどく、通信の遅おくれが……」

「さっさと対応しろ！　お前の親類縁えん者じや全てを、次の旗き艦かんに載のせても良いんだぞ！」

　苛いら立だたしげに頭を搔かきながら、叫び散らすセルドリック。

　大規模作戦なこともあり、既すでに各方面から無む謀ぼうかつ味方の被害を厭いとわない戦術に対する苦情が入ってきている。三大財閥の当主とはいえ、通せる無理には限度がある。

　だが、手持ちの駒こまをほとんど犠ぎ牲せいにしてでも、今、アルフィニスに好きにさせてはならないと感じていた。その過か剰じようにも思える危機への本能が、財閥当主としての彼の力だった。

「第五陣じん！　発進しろ！」

〈了解〉〈了解しました〉〈了解です。到とう着ちやく後はどのように〉

「先に見ているだろうが！　お前達も──」

　怒いかりと焦りのままに再度の自爆を命じようとした時──足首が、何かに摑つかまれた。

「っうお！」

　慌あわてて背後に転びそうになるのを、ステッキをついて踏ふみ止まる。

「くそ、なんだ！　誰だ、この僕の足を引っ張るの、は──」

　引っ張る？　全職員が、通信の回復に必死になっている、今のオペレータ室で？

　──無数の骸がい骨こつが、セルドリックの脚あしに縋すがりついていた。

「は」

『見ィ、つけたァッ……』

　骸骨が、掠かすれ切った青年の声で囁ささやいた。

　いつの間にか、セルドリックの周囲は、とっぷりと暗くら闇やみに包まれていた。その暗幕の全てに、大小様々な瞳ひとみが開き、地面から様々な死体が生まれ始める。

「ひ、な……あ？」

　半身を失った軍人。全身を蜂はちの巣にされた魔導師。呪いに蝕むしばまれた整備士。飢うえた下層民の子供。そして、眼めや口、耳から、蒼い血を流して迫せまる少女の死し骸がい。

　摑まれた足の感覚がない。冷気が、そこから上へと昇のぼってくる。

「な……や、やめろっ！　放せェッ！　馬ば鹿かな──ありえない、そんな！」

　爆ばく弾だんを落とされて殺されれば、それを落とした戦せん闘とう機の搭乗者を呪う。

　ミサイルを撃うち込まれて殺されれば、その管制を行った基地の人員を呪う。

　ならば、自爆兵器によって殺された魔導師が呪う相手は誰か？

「セ、セルドリック様？　どうされたのですか」

「どうしましたじゃないっ！　お前達！　引き剝はがせ！　こ、殺せ！　こいつらを！　ヒッ、ヒィッ！　やめろ！　冷たい！　殺される！」

「は、な、何を……？」

「見て分からないのか！　この愚ぐ図ず！　愚図どもっ……！」

　周囲のオペレータ達には、彼の危機は視みえない。死体に群がられ、触ふれられた部分が壊え死ししていく。彼が最新の設備と資金を払って維い持じし続ける、最高品質の生身の肉体が、あっという間に使い物にならなくなっていく。

〈セルドリック様。第五陣、これより──〉

「や、やめろ！　触さわるな！　僕の、僕の身体からだを！　ああああ！　誰か！　護まもれ！　嫌いやだ！　嫌だアァァァァアアアアァァッ────」




　　　　◆




　戦場は、再び静まり返った。

「……止ま、った……？」

　激しいノイズを振ふり払い、ロアは再び機体を浮うき上がらせる。

　流星は飛んで来ない。セルドリックが従えていたセイルノーツはもっといたはずだが、誰かが止めたのか。どちらにせよ、無差別自爆は止まった。

「千眼は……」

　眼球の群れが、爆風と共に吹ふき散らされていく。消滅する寸前、そのうちの最も大きな一つが、満足げに細められたように見えた。何が起きたのか分からない。化石すらも残らない。少なくとも、戦場で最も奇き怪かいだった怪物が消えたのは確かだった。

「────ォオ」

　そして。

「ォォオオォオオ────！」

　黒き竜りゆうが、慟どう哭こくするように啼ないた。全身の損傷は大きいが、力強さには翳かげりもない。

　どころか、自爆鋭機の遺のこした蒼いエネルギーが、竜に収束し始めた。雷らい鳴めいと蒼そう光こうが混じり合い、危険極きわまりない力場を形成し、傷口から吸収し始める。

〈馬鹿な。ＡＳエネルギーを……喰くっている……！〉〈そ、そんな……まだ、あれだけの爆発の中で……〉〈ば、化け物だ。本物の、化け物……！〉

　ノイズ塗まみれの戦場の中。混線した通信が、畏い怖ふの声を呟つぶやいた。

　味方すら潰かい滅めつさせかけた自爆攻こう撃げきを一手に受けてなお崩くずれぬ怪物に、メフィエラ軍が、明らかに恐怖に震ふるえている。

　ここだ。ここしかない。ロアは、鋭機に命令コマンドした。

『……皆みなさん。どうか、諦あきらめないで』

　エネルギーを通信に傾かたむけ、一帯の通信を乗っ取った。

『わたしは、レシュノルティアの搭乗士。アルフィニスです』

〈なんだ？　ハッキングか？〉〈スピーカーから〉〈姫ひめ君ぎみ……？〉

　破壊された旗艦内部のスピーカー。空を飛ぶ戦闘機の内部。そこから届く少女の声に対し、動どう揺ようの気配が伝わってくる。

『戦うのは機械兵でも、それを操あやつるのはあなた達です。どうか挫くじけないで。怯おびえないで。誇ほこり高く、メフィエラを護るために戦う、あなたがた一人一人が、英えい雄ゆうなのだから』

　セルドリックからの妨ぼう害がいもない。黒竜が再び動き出す前に、終わらせなければ。

『わたし達の敵は、強大です。正体も分からず、由来も知れない、──そこにいる人間の尊厳を奪うばってゆく、形のない怪かい物ぶつです。誰よりも、わたしはそれを知っている。ですが、お願い。歯を食いしばって。虚きよ勢せいでもいい。前を向いて、戦って！』

　原げん稿こうのない演説など初めてだ。だが、言葉は驚おどろくほど滑なめらかに出てきた。それが目の前の竜に、魔獣に対するものなのかは分からなかったが。

『この戦争を、終わらせるために！』

〈──戦争？〉〈終わらせる？〉〈何を言ってる〉〈誰か、もっと感度上げて！〉

『はい。かの怪物国家、ジグローゼスを永と遠わの彼方かなたに追放する──その為の手段を、わたしは既に提供されています』

　通信の向こうで、兵士達がざわめくのが分かった。

『黒竜を滅ほろぼした後、わたしはその方法を実行します。皆さんは、これ以上の侵しん攻こうを止めて下さい。ノートフィールドの中心よりこちら側に、ジグローゼスを立ち入ら──』

　直後。大気を砕くだく咆ほう哮こうが、蒼い光を洗い流すように広がった。

「ォオオオォオオッォ──────！」

　黒竜が咆哮した。上空に向かって飛ひ翔しようし、更さらに高度を上げていく。

　機体ＡＩが恐おそるべき計算を告げた。今の状態の黒竜が、あの高度からブレスを吐はけば、メフィエラ軍はおろか──下手へたすれば、本国にすら届きかねない。

「…………ッ！」

　ロアはすぐさま、通信に回していたエネルギーを機体に戻もどす。

　一言だけ残せる間があった。何を言うべきか。今後の支持を得られる、英雄に相応ふさわしい台詞せりふを──そんなことを考える暇ひまはなかった。

『これが、最後の戦いです！　お願い、この戦争で死ぬ人を、これ以上増やさないで！』

　ぷつりと途と切ぎれる。自分が何を言ったのか思い返す余よ裕ゆうも無い。

　ＡＳ機関、最大出力。莫ばく大だいなエネルギーを必死に制せい御ぎよし、レシュノルティアが保有する全ての兵装に行き渡わたらせる。

「待ちなさいっ！」

　神速で空を翔かける黒竜に、ロアは必死に追い縋る。

　ＡＳエネルギーを食らった黒竜の姿は、さながら彗すい星せいだ。一いつ瞬しゆんでも追つい跡せきを緩ゆるめれば、ブレスの態勢を整え、この戦場を丸ごと穿うがちかねない。

「ッ？」

　その、追跡戦の最中だった。唐とう突とつに、計器が微び細さいな衝しよう撃げきを感知した。

　攻こう撃げきではない。機体全体が、薄うすいガラス壁へきのような何かを砕いた感かん触しよくだ。だが、この空にそんなものがあるわけが──と考えて、背筋が凍こおった。

「まさか」

　夢中で追ううちに、戦闘機ですら飛行しない高度にまで来ていた。

　星が近い。戦場は遥はるか下、スクリーンを挟はさんだかのように、ぼやけて見える。

　同じ高度にいるのは、黒竜。レシュノルティア。そして──もう一つ。

「……。塔墓パゴダ……」

　今や墓地の大半は電子化され、一部の富ふ豪ごうだけが専用のビルに納骨所を持つ現在でも、その形状の、ある種の不ふ可か侵しんさだけは変わらない。高層ビル並みの大きさの建造物が、縦横に組み合わさっている。それを構成する無数のブロックが一定の周期で回転している。

　これが、『完全なる世界の楔クリフオト』。二国を繫つなげた元げん凶きよう──

「これさえ、落とせば……！」

　黒竜も、空の果てに突とつ如じよとして顕あらわれた不ふ審しんな存在を警けい戒かいしていた。望外の幸運だ。

　ロアは展開可能な全兵装を、十字墓に向けた。匣庭ヴイネツトガーデン、火力系全開放。彼女が記き憶おくする全ての兵装の中で、最大の威い力りよくが出せるものを展開し──

　レシュノルティアの半身が消し飛んだ。

「────え」

　何が起きたのか、分からなかった。

　きらりと、十字墓の一部が輝かがやいた。見えたのはそれだけだった。たったそれだけで、レシュノルティアの、メフィエラ最高の輝動鋭機の、外がい套とう装そう甲こうの四割をつぎ込んだ総計三十六の兵装と銃じゆう口こうと凶きよう器きが、半身ごと、跡あと形かたもなく消え失うせていた。

　ＡＳエネルギーの蒼あおい光が鮮せん血けつのように噴きだす。ナノマシン群体である外套装甲は、通常の破は壊かいならば自己修復できる。それすらない。空間ごと削られた。エラーの中で機体ＡＩがその結論を導きだした時には、十字墓は、更に動いていた。

　──雲うん霞かのごとき、などという表現すら生ぬるい。

　それは、津つ波なみだった。灰と銀と蒼の、数えることすら馬鹿らしくなるミサイルの群れ。

　蒼い噴ふん射しや炎えんを持つそれら全すべてが、セルドリックの自爆鋭機と同レベルの破壊力を孕はらんでいることが、観測系の結果から、無む慈じ悲ひに告げられた。

「あ、あ」

　ロアは全ての攻撃用命令コマンドをカットした。

「うああああああ─────っ！」

　背を向けた。蒼光を輝かせ、流星の如ごとき速度で、しかし羽虫のように逃にげた。

　津波が迫る。視界の端はしで、黒竜がその大波に覆おおい隠かくされたのが見えた。だが気にする余裕などない、旋せん風ぷうの如く、流星よりも速く飛んでも、まるで足りない！

「うっ、ぐ……ううっ！」

　爆ばく発はつの度たび、観測機が極大のエラーを吐きだす。ＡＩが危険領域からの離り脱だつを提唱。だがその危険領域は、レシュノルティアの全速ですら一分以上かかる半径だった。

　──巨きよ大だいな爆弾が、突如として目の前に現れる。

「きゃああああっ！」

　ＡＳ障しよう壁へきが丸ごと消し飛び、機体が吹っ飛ばされる。膨ぼう大だいな量のエラーにロアの脳のう裏りが真っ白に塗ぬり潰つぶされる。ＡＩがその攻撃を分ぶん析せきする。空間跳ちよう躍やくによる、零ゼロ距きよ離り爆撃。

　──魔導の極きわみと、科学の極み。その二国を繫げるという、類を見ない大事業。

　その中ちゆう枢すうとなる機構に、果たして防衛能力が備わっていないことがあるだろうか。空間魔法は、今のジグローゼスから失われているとクロトは言った。あの要よう塞さいには、かつて戦争と共に失われた、全ての神秘と叡えい智ちが内在されているのではないか。

　今までに、理解出来ない敵はいた。倒たおし辛づらい敵はいた。

　だが、ロアはここに至って初めて、自らの性能を完全に上回る相手と遭そう遇ぐうした。

「うううっ……！」

　ロアは俯うつむいて眼めを閉じた。僅わずかに鈍にぶった機動に、すぐさまミサイルの津波が追い縋すがる。

　全てを塵ちりに還かえす爆発が連れん鎖さする。レシュノルティアはそれに吞のまれ──る寸前に、断たち切るような鋭えい角かく軌き道どうで爆ばく炎えんの中から抜ぬけ出した。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ！」

　ギリギリまで引き付け、爆発直前に鋭角に切り返す。零れいコンマ零秒以下でもタイミングがズレれば、跡形も無く塵となる超ちよう絶ぜつ軌道。

「怖こわい。……怖い、から……！」

　まるで、心臓が氷の塊かたまりに変わってしまったような。どれだけ加速しても、背後の深しん淵えんに引きずり込まれるような。これを、恐きよう怖ふと呼ぶのだと、かろうじて理解していた。あの呪じゆ詛その中で、無数の死者が与あたえてきたもの。

「だから……何っ！」

　この先に、未来がある。ロアが英雄になる未来が。彼女の気に入らないもの全てが存在しない、彼女の独裁国家が。誰だれも、必要のない戦争に出ずに済む。無む為いに生み出され、無為に使い潰されるだけの生命がない国が。

　マートレットの、クゥランの、人々の願いが繫がる未来が。

「ヴィネット！　──バーネット、グラジオラス」

　残った外套装甲から、失われた機体を創つくり上げる。銃じゆう器きと実体剣けんを一つずつ。出力の九割はブースターに回す。ミサイルも、空間爆ばく撃げきのデータも打ち込んだ。

　未いまだにミサイルが尽つきる気配はなく、彼ひ我がの距離はあまりに遠い。視界の遥か向こうで、再び、津波の第二陣じんが──突とつ然ぜんに、空中で爆発した。

「え」

　要塞を覆い隠していたミサイル群が、次々と虚こ空くうで誘ゆう爆ばくしていく。

　そして。その爆発に乗って、その爆破を遡って、要塞へと突とつ進しんする影かげがあった。

　──衝しよう突とつ。

　極大の炎が、要塞の側面に花開いた。

　ロアは瞠どう目もくする。あの軌き道どうには、覚えがある。戦った回数は少なかったが、あらゆる障壁を無視して爆炎を渡り歩く能力は、極めて厄やつ介かいだった。

　攻撃を受けた要塞が、初めて傾かしぐ。

「オォ、ゾゥオ…………」

　その傍そばで、怪物が唸うなった。ミサイルの津波によるものだろう。その翼つばさは、半ばほどから落ちている。全身はあちこち欠けて、血肉を零し、まさしく死に体だった。

　──欠けていた翼が、灼しやく熱ねつの炎で補われた。

　──折れかけた腕うでの半ばから、新たな猛もう禽きんの鉤かぎ爪づめが枝分かれして生えた。

　増えていく。殖ふえていく。異い形ぎようの翼が二対つい生える。肩かたから獣けものの首が生える。鉤爪が二倍に伸のび。その周囲には、雷らい鳴めいが、炎が、風が、氷が、闇やみが──混こん沌とんそのものが。

「オォゾオオォゾオオォォオゾ────！」

　それは、美しき黒こく竜りゆうのはずだった。今や、その面おも影かげはなく。

　世界の終わりのような──或あるいは始まりのような、名もなき混沌が、咆哮を上げた。
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　結局のところ。クロトは、ただ、許せなかったのだ。

　死の淵ふちでなお仲間を案じたフィル。絶望的な戦場で周りを元気づけ続けたリノン。クロトの戦いに懸かけてくれたアマリネ。怯えながらも盾たてとなったススハラ。

　国の為ために人柱にされて戦い続ける獣騎兵。或いは、それを利用し、自らも憎ぞう悪おに狂くるい、絶死の戦場に身を置き続ける魔導師達も。

　そして──禁きん忌きの相手と子をなして、何かを変えようとしていた両親。

　それら全てが、何の価値も遺のこせずに消えていくということが許せなかった。

　だから喰くった。なんてことはない、自分の我わが儘ままだった。死者を受け継つぐ力を持つ自分が、何かを為なせば、それが彼らの価値を証明することになるから。

『願いは、紅緋。……やっぱり、お前は強かったよ、リノン』

　炎を食らい空を翔けた混沌の竜の中で、クロトは呟つぶやく。

　……要塞の防衛機構。

　遺失技術の粋すい。かつて存在した、機械と魔法の融ゆう合ごうした技術の、その極きよく致ち。

　空間を跳とぶ爆ばく弾だん。自爆鋭機並みの威力を誇ほこるミサイルの大波。不可解な遠距離空間破壊兵器も備えている。恐らくは、開戦時の歴史と共に封ふう印いんされた兵器達。

　ああ。大したものだ。大したものだ。

『それが。──それが、どうしたッ！』

　クロトは吼ほえる。

『供くべろ、屍喰竜ニーズヘツグッ！　──極きよく姿し、解放ッ！』

「オォオゾオォオオォオオオアアアアアアァァァア────！」

　その言葉は、混沌の竜の咆ほう哮こうとなって外界へと吐き出される。

　全身から、別種の魔ま獣じゆうの器官が新設する。屍喰竜とは、神代の終末の日に、その翼に死者を載のせて運んだとされる神竜の名である。

『所しよ詮せんは、戦争を始めることしか出来なかった雑ざ魚こが！　この俺の翼を！　俺達全員を前に！　勝てるとでも、思ってんじゃねえぞ──！』

　──食らった死者の、身体組成および、その能力の複製。

　それは確かに、魔獣渦うず巻まく神代においても生態系の頂点に立ちうる力だったろう。

　殺せば殺すほど、喰えば喰うほど強くなる。大原則として一人につき一種の因子しか持ち得ない獣騎兵の中で──彼だけが、複数の姿と能力を顕けん現げんしうる。

『願いは翠すい緑りよく！　大颶鳥アルゲンタヴイス！』

　虹にじ嵐あらしの中でロアに見せた鷲わしの大翼が、ただの一羽は撃ばたきで竜たつ巻まきを起こす。破壊部位を修復せんと蠢うごめいていた要塞が、叩たたき込まれた横よこ殴なぐりの竜巻に再び傾ぐ。

　埒らち外がいの危険因子に、要塞がターゲットを変える。

　クロトの背面に、爆弾が転移した。戦せん闘とう機で運ぶことも、噴ふん射しやで飛ばすことすら出来ない超ちよう火力を、空間転移で対象にぶつける跳躍爆撃。

『願いは朽くち葉ば、月つき白しろ！　枯滅天使トルクアレト！　霧氷大君フリームスルス！』

　背に純白の大翼が生え、無数の羽根を球状に撒まき散らす。枯こ死しの羽根は触ふれた瞬しゆん間かんに爆弾のエネルギーを根こそぎ奪うばい、続く冷気が一瞬で芯しんまで凍りつかせる。

『願いは紫し紺こん。双頭蛇アンフイスバエナ！』

　竜の尾おが双そう頭とうの大だい蛇じやに変じ、片方が毒どく霧ぎりを吐はき、片方が爆弾の側面を咥くわえ込み叩きつける。毒霧を着火剤ざいとして、極大の火柱が巻き起こった。

「！」

　だが、炎えん上じようした部分が、その一ブロックごと切り離はなされた。

　この要塞は、小さな正方形の要塞の集合で出来ている。表面から内側まで被ひ害がいが伝でん播ぱしないように、非常時にはそれを切り離す。精せい緻ちなダメージコントロール。メフィエラの現在の兵器では見たことも無い構造。

『逃がす、かよ……ッ！』

　クロトは矢や継つぎ早ばやに、今まで食らってきた仲間の因子を発現させ続ける。機械の長所は分析と対策。対応させてはならない。このまま、完全に破壊する。

　大きく距離をとる。三つに増えた首を真上に。七つに増えた翼を、放射状に広げる。

　貫かん通つうだ。それが必要だ。魔力を搔かき集める。食らった因子の中でブレスに長たけたもの全てを顕現。メフィエラの蒼そう光こうエネルギーも合わせ、息い吹ぶきを増大──

　──ドクン。

『…………！』

　ぞるり、と。竜の半身が、削り取られた。

　右の翼と、増やした首が一つ。丸く切り取られて、落ちていく。

　要塞の、砕くだけたブロックの一つ。表面が開き、その奥に、巨大な眼球が覗のぞいていた。

　獣騎兵が開発されたのは、ごく最近だ。メフィエラの物量に対たい抗こうする必要があった。だが、遥はるか昔にも、同じ発想で兵器を創ろうとした者は皆かい無むだったのか？

「ガ、ア…………」

　──ブロックが開く。ばたり。ばたり。ばたり。それは潜ひそんでいた。巨大な眼球。

　ススハラとは違ちがう。全すべての眼球は、種類が異なっていた。神代の魔獣が持つ、見たものを殺す魔眼。抉えぐる魔眼。その瞳ひとみを再生培ばい養ようした、視界迎げい撃げき機構。

　その裡うちに内包された全ての魔法が、呪のろいが、破は滅めつが。

　百年放置された要塞の、最初にして最大の敵であるクロトに向けて放たれ──

「ヴィネット・ガーデン！」

　その攻こう撃げき器官の全てを。背後から飛び来きたった蒼あお色いろの閃せん光こうが貫つらぬいた。

　実体剣。散さん弾だん銃じゆう。レーザー。プラズマブレード。榴りゆう弾だん。狙そ撃げき。それを持っているのは、無数の小さな銀嶺だ。銀ぎん嶺れい自身が創ったコピー達は、先の自爆鋭機に勝まさる速度で空を翔かけ、全眼球をその瞠目よりも先に破は壊かいした。

　蒸発する血液と体液。要塞の奥深くまで貫通し、爆炎を吐き出す。

「疑似永久機動アイン・ソフ・エンジン──全種並列展開オウル・ウエポン」

　白銀の鋭機は、外がい套とう装そう甲こうを完全に失っていた。その中身はあまりに華きや奢しやで、女性的ですらあった。屍喰竜が振ふり仰あおぎ、その横を銀嶺が過ぎ去る。

　その頭部の複眼メインカメラが、黒竜の眼めと、一瞬だけ合った。

　互たがいの意志を伝える手段はない。それでも伝わった。──この機を逃のがすな、と。

『炎獄狼ヴアナルガンド！』

　竜の総身が、炎に覆おおわれる。火より生まれ、炎を渡わたり、焰ほのおに還る特性を持つ狼おおかみ。

『光帯ブレス、反転。魔力変へん換かん、体内収しゆう斂れん──涯はてに至れ、無明の竜……！』

　翼を広げる。その全ての先せん端たんから白き雷鳴が生まれ、そして、竜の肉体へと吸い込まれていく。屍喰竜の持つ最強の光帯それ自体に、全身が変成する。

　ヴァナルガンドの特性による誘ゆう引いん点は、内部で起きている全ての炎上。もたらすはこれまで喰らってきた全魔力による破壊。加速する。加速する。加速する。

『墜お、ち、──ろォォォォォオォッ！』

　──迸ほとばしった白い竜りゆう雷らいが、要よう塞さいを貫いた。

　光帯と化した爪つめが、尾が、翼が。一いつ片ぺんの喰い残しもなく、破壊し尽くす。

　十字墓の下か端たんから、竜が抜け出た。既すでに全身は元に戻もどっており、抉られた半身も欠けたままだ。だが、目的は果たした。クロトは竜の中で墓標を見上げる。

　時が止まったかのような、僅わずかな停止。

　そして──十字墓が、内側から白光と共に膨ふくらみ、粉々に弾はじけた。

（……やった）

　爆ばく炎えんと残ざん骸がいの雨の中で、クロトは薄うすれる意識の中、静かに銀嶺を見た。クロトに負けず劣おとらずボロボロではあったが、彼女ならやってくれるだろう。

「流石さすがに、こうなるか。仕方ねえな……」
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　壊こわれかけの全身に、再び魔力が満ちてゆく。果てのない憎悪と、攻撃衝しよう動どうが溢あふれる。

　クロトの意志とは関係無く、失われた器官が再生し始める。

「……あとは任せたぜ。ロア」




　　　　◆




「終わっ、た……？」

　要塞が、墜ちていく。

　全体から火を噴ふき、積み重ねられた構成物は溶よう解かいし、空に溶とけていく。

　熱い息を吐く。自分がまだ生きていることが信じられない。要塞の防衛機構は、想像を絶していた。……想定がいちいち甘いのは、自分の欠点かもしれない。

　周囲に目に見える変化はまだ表れない。ただ、情報の通りなら、これまででも最大の虹嵐と共に、二国が分断されるはずである。

　始まってからでは遅おそい。まずやるべきは、自軍の避ひ難なんである。そのために──

「ォ…………オォ、オオォ……」

　──これで、終わりなわけがないと。

　分かっていた。分かっていたが、本音を言うならば、

「やめてよ、もう。この状態で……」

　意識を、必死に叩き起こす。コピーを呼び戻し、装甲にして再び纏まとった。

　半身を失った竜が、ロアを視みていた。その全身は、まるで沸ふつ騰とうするように、輪りん郭かくを蠕ぜん動どうさせている。傷口から炎が、氷が、肉が、角が、牙きばが、出で鱈たら目めに浮うかんでは沈しずむ。

「ギギギギガァオオオゾゴオオアオォゴゴゴアゾゾゾアアア────！」

　腐くさり濁にごった、断だん末まつ魔まのような咆ほう哮こう。両の眼めは無数の色に点てん滅めつし、禍まが々まがしく様相を変える。

　ぐるんと、その姿勢が上下逆さまに回転した。真下へと加速する。

「なっ、この、待ちなさいっ！」

　間違いない──暴走している。

　先の猛もう攻こう。あんな真似まねが出来るのならばロアに苦戦するはずがない。彼にも大きなリスクがあったに違いない。──暴走のリスクが。

　その現象自体は、ロアもよく知っていた。敵味方の区別もつかず破壊と殺さつ戮りくを尽つくす、暴走獣騎兵。何度か倒たおしたこともあり、知能や冷静な戦闘機動こそ失われるが、異能を含ふくむ生命力が格段に上がるため、厄やつ介かいだったのを覚えている。

（……出来るの？　今、この状態のレシュノルティアで……！）

　無意識の問いに、ＡＩが絶望的な計算を返してくる。レシュノルティアの外套装甲は、今は万ばん全ぜんの三割も残っていない。まして、暴走しているのは、あの黒こく竜りゆうだ。

『お前、──も知らないのか？』

　不意に、かつて聞いた言葉を思い出した。

　途と端たんに、ざあ、と視界が広がる。眼下には、鋭機と怪かい物ぶつ。ジグローゼスとメフィエラの、見慣れた戦場にロアは戻ってきた。

　──いや、一つだけ異常がある。

　地面に、線が引かれている。ノートフィールドの端はしまで続くような、戦場を真横に横切る深い溝みぞ。その奥から、点滅する虹にじ色いろの光が漏もれている。

　あの虹嵐の中で見た地図と同じ──百年前に繫つなげられた国境。

　突とつ如じよとして現れた得体のしれない虹の光に、両者の戦闘も少し及および腰ごしになっていた。

『全員、聞きなさい！』

　武装を失い、ＡＳエネルギーは有り余っている。ガタが来ないことを祈いのりながら、再び周辺の通信を乗っ取る。

『作戦は成功しました！　間もなく、これまででもっとも大きい虹嵐が、この戦場にやってきます！　今すぐに戦闘を止めて、退たい却きやくしてください！』

〈なんだと？〉〈成功したのか？〉〈戦いは──見ろ、黒竜が！〉

　戸と惑まどいの声が聞こえる。既に、この戦場における実質の指揮権はロアが握にぎっている。

　しかし、即そく座ざに撤てつ退たいとはいかない。敵は未いまだ健在なのだ。魔導師達は還かえってきた黒竜を見て、その変わり果てた威い容ように騒さわぎ始めていた。

「ォオォオオオォ────」

　全てを睥へい睨げい出来る高度で停止した竜が、憎ぞう悪おに瞳を濁らせ、大きく息を吸い込む。

　背面に雷らい鳴めいが輝かがやき、巨きよ大だいな魔法陣じんを形作る。ジグローゼスとメフィエラの区別など、するはずもない。

「は、あああっ！」

　プラズマブレードを引き、斜ななめ上方から斬きりかかる。

　右の翼つばさを切り裂さいた感覚──と同時に、プラズマブレードがエネルギーを根こそぎ奪うばわれ、発はつ振しん部から消しよう滅めつする。何の能力なのか、もはや分ぶん析せきする暇ひまも無い。

　旋せん転てんする。再度黒竜に向きあい、ＡＳ機関からエネルギーを引きずり出す。

「ニ、屍喰竜が」「なんてことだ、暴走を」「まずい、これでは……」

『──あなた達もよ！　ジグローゼス！』

　機械兵の音おん響きよう機器をありったけ使い、叫さけびかける。通じるかなど知ったことか。戦場のどこかに、クロトやススハラのような人物が居ることを祈るしかない。

『こいつは、わたしが食い止めてあげるから！　さっさと、その線から自分の国に下がりなさい！　虹嵐に吞のまれて死にたくないでしょう！』

　黒竜が吼ほえる。斬きり落とした部分から新たな翼が生える。根元は被ひ膜まくで、生えたのは鳥の純白の翼だ。稚ち拙せつなコラージュのような悪魔的な姿。それを見て、今度こそジグローゼスの面々も、暴走を確信して距きよ離りを取り始める。

「さあ、──焦こがれなさい、レシュノルティア。これが最後の戦いよ……！」

　黒竜と正対する。狙ねらいは決まっていた。

「〝逆げき鱗りん〟……！」
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「クロト。さっき話してる間に、ついでに視たんだけどよ」

　あの、三度目の虹嵐の中でのことだ。

　情報を全て調べ終えた後、消しよう耗もうから眠ねむりこんでしまったロアを傍はた目めに、ススハラがそう切りだした。眼球の魔ま獣じゆうである彼は、いわゆる読心も行うことが出来る。

「聞いて驚おどろけよ。なんとこいつ、」

「銀嶺、だろ」

　先んじてクロトは言った。ススハラは間ま抜ぬけに口を開けた。

「……知ってたのか？」

「薄うす々うすな。……向こうの兵士の会話で、何度か聞いたことはあったんだ。最強の鋭機を駆かり、ジグローゼスの怪物と懸けん命めいに戦う、白銀の姫ひめ君ぎみ。名前までは知らなかったが」

「姫君ってタマかよ、こいつが。けど、なら話は簡単じゃんかよ。正体明かして協力すりゃあ、八や百お長ちよう試合も何も組み放題……」

「いや。こいつにはバラさない」

「はぁ？　なんで！」

　迫せまるススハラに、クロトは傍かたわらの機械を示して問い掛かける。

「ススハラ。お前、あの要塞をどう思った？」

「ああ？　んなもん決まってんだろ……」ススハラは即そく答とうした。「超ちようヤベェ。国境魔ま法ほう？　揺ゆり戻しに反応する隔かく絶ぜつ結界？　それ、ちゃんとした研究者の魔導師に言ってみろよ。鼻で笑われるぜ。あり得ない、そんなことが出来るのは神だけだ、ってな」

　そこまで言って、ススハラは眉まゆをひそめる。

「……クロト、お前まさか」

「ああ。──要塞を落とす。その為ためには、俺は極姿だって使う」

　屍喰竜の極姿解放は、使いさえすれば絶対無敵だ。今まで使わなかったのは、使ったが最後、獣けもの堕おちすることが確実だからである。

　ただでさえ骸むくろを操あやつる獣騎兵だ。限定転身の際に偽ぎ装そう目的で使う程度ならともかく、まともに行使すれば、人間の意識が多数の魔獣の怨おん念ねんに勝てるはずがない。

　そんな賭かけに出ずとも、取り込む度たびに底上げされる魔力でも十分な恩おん恵けいだった。

「その場所まで誘ゆう導どうさえ出来れば、共きよう闘とうはできる。正体は明かさなくていい。ここまで聞いた経けい緯いだけでも分かるだろ。──コイツは、馬ば鹿かだ」

　クロトの服にくるまって眠る少女の頰ほおを突つつく。「んみ」と少女が呻うめいた。

「馬鹿で、単純で、考えなし。あちこち迂う闊かつな癖くせに、自信にだけは溢れてて、可能性さえあれば突とつ撃げきして、夢見がちな理想論を容易たやすく口に出して──それを叶かなえられる奴やつだ。

　余計なことは教えずに任せれば、きっちり仕事はしてくれる」
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　──白銀の鋭機と、混こん沌とんの竜。

　それぞれが、蒼あおい光子と黒い雷鳴を引いて空を征ゆく。

　ジグローゼス軍とメフィエラ軍の戦せん闘とうは、明らかに沈ちん静せい化していた。

　ロアの勧かん告こくにより撤退を始めたからか。それともセルドリックの自じ爆ばく兵器による被ひ害がいから復帰できていないのか。そのどちらでもあるし、どちらも正確ではない──

　怪物の化石の陰かげで、魔導師が空を見上げる。

　破は壊かいされた旗き艦かんの甲かん板ぱんで、乗組員が空を見上げる。







　銀嶺の銃じゆう口こうから放たれる鋼鉄弾だんの驟しゆう雨う。

　黒竜が身を翻ひるがえし、翼が起こした衝しよう撃げき波はが弾雨を弾はじき散らす。螺ら旋せんを描えがき、上空へ。

「！」

　放たれる雷かみなりは、もはや雷というより、純じゆん粋すいな破壊エネルギーの塊かたまりだ。

　掠かすめた雷らい撃げきが銀嶺の機体側面を抉えぐる。ただでさえ崩ほう壊かい間ま際ぎわの銀嶺が、更さらに大きく削けずられる。だが銀嶺は、機体が軽くなって丁度良いと言わんばかりに、更に加速してみせる。

　食らった因子の能力を、黒竜は使わなくなっていた。超ちよう々ちよう高速の戦闘下において、他の因子能力を引きずり出すのに必要な僅わずかなラグを、銀嶺は見切り始めていた。

　──両者が音を置き去りに、残光を引いて飛ひ翔しようする。

　爆はぜる銃火。

　響ひびく咆哮。

　衝撃波。弾丸。旋せん風ぷう。機動。黒き羽は撃ばたき。蒼き噴ふん射しや。

　顕あらわれる実体剣けん、回る鉤かぎ爪づめ、掠め抉る竜りゆう鱗りん、削られる装甲、翼撃、互たがいがすれ違ちがい、離はなれ、再び交こう錯さく、衝しよう突とつ──交錯、衝突、衝突、衝突、衝突──！

　それはさながら、天空という巨大なカンバスに描かれる、無む邪じや気きな巨きよ人じんの筆のようだった。青と黒が交差し、弾かれ、互いの軌き道どうを切り裂きながら、更に高みへと。

「…………」

　誰だれもが、それを見上げていた。

　遥はるかな神代の怪物と、叡えい智ちの極点たる機兵。

　本来ならば可能性すら存在しなかった、今この瞬しゆん間かんだけの、ありえざる神話を。

　呼吸すら忘れて魅み入いっていた。







「オォォオゾオオォゾオゾゾオ───ッ！」

　自ら上げているはずの咆ほう哮こうが、ひどく遠い。クロトは、かろうじて残った僅かな意識で、それを俯ふ瞰かんしていた。

　円を描くように首を振ふり、牙きばから零こぼれたブレスの輝きが光の円を描く。

　異常な充じゆう塡てん速度と、──それと引き換かえのような、大おお雑ざつ把ぱな挙動だった。クロトが駆る間は、どれほどの高速戦闘であっても〝その位置〟を視し認にんすらさせなかった。

　銀嶺が迫るよりも速く、ブレスが吐はき出される。この短時間で既すでに百度目を超こえたブレスは、その全てを紙かみ一ひと重えで回かい避ひし続けていた銀嶺の姿を、ついに捉とらえた。

　左半身を貫つらぬかれ、銀嶺の機体が爆はぜる。蒼そう光こうを鮮せん血けつのように噴ふき出して墜おちてゆく。暴走した竜は、鬱うつ陶とうしい敵の撃げき墜ついに、歓かん喜きと嘲ちよう笑しようの咆哮を上げる。

　馬鹿な獣けものだと思った。クロトには分かっていた。これが、計算通りだと。

　──地面に刻まれた線が、強く輝く。

　間欠泉のように、その線から、虹にじ色いろの旋風が沸わき立った。歪ゆがめられ続けた世界からの反動が。世界を元通りに断絶する嵐あらしが始まった。

　その真上にいた屍喰竜は、ほんの一瞬だけ、それに吞まれた。空間そのものを搔かき回す虹嵐。未来予知にすら匹ひつ敵てきする竜の感覚器が、その瞬間、全て封ふうじられる。

「！」

　虹の壁かべを、蒼そう穹きゆうが突っ切った。

　その兵装と機体のほぼ全てを失った、満まん身しん創そう痍いの銀嶺が。

　最後に遺のこした一つ──ＡＳレーザーの砲ほう口こうを、竜の喉のど元もとに突き付けていた。

「…………」

　世界が止まる。黒竜の中で、クロトは、口の端はしを吊つり上げて笑った。

　どんな極限の戦場でも伝えてきた、届かぬ祝福ブレスを、少女に送る。

『──よくやった。ロア』

　放たれた蒼穹が、竜を撃うち貫いた。








最終話　その咆ほう哮こうに祝福を
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「──では、ジグローゼスという、あの国家自体が？」




　広いホールを、カメラのフラッシュが満たした。

　高い天てん井じよう。窓からきらきらと差し込む日の光。小さなコンサートすら可能なほどの会場は、無数の撮さつ影えい機材と集まった人々で、足の踏ふみ場もないほどだ。

　メフィエラの誰もが、今回起きた事件に対し、強い興奮と関心を覚えていた。ホールの正面、壇だん上じように立つ見み目め麗うるわしい少女が、記者の質問に頷うなずいた。

「はい。全て、間違いなく消しよう滅めつしました。──過去に創つくり上げられた人造災害。あるいは、遥か昔に製造された自律兵器。仮説はありますが、目下、調査中です」

　アルフィニス・ロア・シェルテミットは常の瀟しよう洒しやなドレスではなく、首筋の改造痕あとも痛々しい、ごくシンプルな礼服姿だった。

　会場はそのアルフィニスと、すぐ後ろに控ひかえる長身の少女を始めとした、彼女と異様によく似た顔立ちの少女の手で準備されていた。事前通告もない、普ふ段だんのパレードとは何もかも違う空気に、記者達は困こん惑わくと緊きん張ちようを余よ儀ぎなくされていた。

「……あなたはあの日、その機構を創り上げていた核かくを見つけ、破壊した。かの怪かい物ぶつ国家は、この地上から永遠に消え去った」

「そうです。……それによって、魔法とは、怪物とは何だったのか、その情報も失われてしまいました。解明される日はこないかもしれません。ですが、わたしは何より、この不毛な戦争を終わらせることを優先したかった」

　もとから、少女の声は、聞く者を無条件で魅み了りようする異様な響きがあった。

　だが、後見人であった兄を失い、自らも極限の死地を潜くぐり抜ぬけたからか。その声からは、儚はかなげで妖あやしい魅み力りよくは失われ、一方で、強い芯しんを感じさせるものとなっていた。

「わたしは、兵士として、誰より多くの人を倒たおし、また倒れる人々を間近で見てきました。

　だからこそ、わたしに願いを託たくしてくれた全ての人々の為にも。戦争を乗り越えたこの国を、良い方向に導いていきたいと思っています。ＡＳ機関の平和転用などを始めとして、もう誰も、犠ぎ牲せいになることも、搾さく取しゆされることもない国家を」

「それは、大変に素す晴ばらしいことだと……ん？」

　書き付けながら、記者が首を傾かしげる。

「多くの人を殺し、と言いましたが。あなたは怪物と戦っていたのでは？」

「あ。……ええ。それは、確かに、そうです。ですが、わたしは……」

　ほんの少し、だが明確に、彼女のトーンが下がった。

　まるで涙なみだを堪こらえるような、ここまでの応答では全くなかった反応に記者達がざわめく。何かまずいことを質問してしまったのかと、当の記者が顔を青くするほどだった。

　そして、英えい雄ゆうとなった少女は、その表情を、

「わたしは──」

　──驚おどろくほどに美しく、そして柔やわらかく緩ゆるめた。




　　　　◆




「ああ、嫌いやだ、マジで嫌だ。ツイてねえ。なあアマリネちゃん、帰って良いか？」

「良いわけがないですよね。君は、この戦いの、貴重な生き証人なんですよ」

　第六基地の入り口で、長身瘦そう軀くの青年と、美び貌ぼうの女性が言い争っていた。

　雲一つない、嵐一つない空。青年は落ち着きなく足あし踏ぶみし、女性は一見は毅き然ぜんとしているものの、その目元は、先さき程ほどまで泣いていたかのように赤く腫はれている。

「だからだよ！　せっかく生き延びたってのに、ロクなことになんねぇじゃん！　危ないとこ助けてやったっしょ！　いいじゃんよぉ、ちょっとくらい！」

「……そもそも、どうして生きているんですか、君は。確かに、ええ、助けて頂いたことは感謝しますけど……報告によれば、転身体の九割が消滅していたはずです。なんで平然と帰ってきているんですか」

「いやー大変だったのよ？　ギリ生き残れる数の眼球だけ残して呪じゆ詛そに回すの」

「……本当に、君達の世代は規格外ばかりなんですから……」

　ジグローゼス本国側の入り口で、彼らは本国の部隊を待っている。

　極大の虹にじ嵐あらしと、それを最後に消滅したメフィエラに関する情報提供のためだった。情報提供──だがそれは、匙さじ加減一つで、容易たやすく尋じん問もんに傾かたむくだろう。彼女らの帰き還かんによって今は静まっているものの、あの時の魔ま導どう師し達の暴動は、決して少数派の狂きよう乱らんではないのだ。

「はー。しっかし、アマリネちゃんが擁よう護ご派だったたぁなぁ……」

「……先に言っておきますが、それも含ふくめ、余計なことは言わないでくださいね。向こうもかなり試しに来るかと思います。いつも以上に自制をお願いします」

　繰くり返される小言に、ススハラがひらひらと手を振る。

「わぁかってるって。だけどよ、そりゃ俺ちゃんより言うべきやつがいんだろ」

「それは。……彼は当事者ですから。きっと誰よりも、このことに関しては」

「──別に、構うかよ」

　会話に割り込むと、二人がこちらを振り向むいた。

「戦争は終わったんだ。これ以上、誰かが傷つくとか、失われるとかは御ご免めんだ。加減くらいはしてやるよ。……もっとも、程度によるけどな」

　顔の刺青いれずみを確かめながら、二人に向かって歩いてゆく。準備に、思ったより時間が掛かかってしまった。ススハラが肩かたを竦すくめた。

「その、程度、が心配なんじゃねーの、最強どの」「クロ、……」

　一方で、アマリネは言葉に詰つまり、眼めを擦こすってこちらが本物か確かめていた。もう十数回は確認させているのだが、そこまで信じられないものか。

　門の前に立って、調査部隊が来るであろう方向に眼を向ける。

　やらなければならないことは、きっと山ほどあるだろう。この戦争をここまで戦いぬくために、この国が失ってきたものは数多い。

　それでも、悲観することはない。諦あきらめる必要はない。迷いも、躊躇ためらいもない。

「ハ。初しよっ端ぱなから躓つまずくつもりもねえよ。何せ──」

　そして、空を振り仰あおぐ。
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　──満足したはずだった。

　自分の役割を、ようやく見つけられたと思った。

　かつて、遥かな距きよ離りを超こえて親交を築いていた、ジグローゼスとメフィエラ。

　しかし、早すぎたのか、すれ違ちがいがあったのか、それとも別の要因か。二国は決定的に袂たもとを分かち。そして、その過去すら見失って、最悪の戦争を繰り広げることとなった。

　そんな、悪夢のような戦争の中で、──ただ一人生まれた、禁きん忌きの子。

　二国の混血たる自分が、その間違いを消し去って、元のカタチに戻もどす。

　完かん璧ぺきな答えだ。完璧すぎて怖こわくなるほどだ。求め続けていた自分の意味を、死んでいった仲間達の価値を証明するには、これ以上ない回答に思えた。

　だけど、何な故ぜだろう。満足だ。納なつ得とくいったはずだ。

　この、どうしようもない胸の空くう虚きよは、何だろうか──

（……ちょう）

　どこからか、声が聞こえた。

（そりゃそうだよ、隊長。ほら、起きて。──呼んでるよ）

　面おも白しろがるような、弾はずむ声だった。クロトは、薄うすらぼんやりとした意識でその声を聞く。億おつ劫くうだった。身体からだを動かすことも。何もかも。呼ばれてる？　だからなんだ。

（だめだって。絶対だめっ。ライバルなんでしょ？　起きなきゃだって）

　そうは言っても、手足の感覚がない。全身を獣けものに喰くわれきったような。竜の餌えさにされたような気分だった。ただ幻げん肢し痛つうのような痛みだけが、身体のカタチになって残っている。そんな状態で、起きろと言われても無理がある。

（そんなのどうだっていいでしょ。出来ないことをやれるのが隊長だよ）

　だが声は、そんなことは構いもせずに、クロトを引き上げた。

（それに、皆みんなの願いを継ついだんなら、──あたしの願いだって叶かなえてよ。ねえ、──）

「──クロトッ！」

　途と端たんに、身体全体に、途と切ぎれていた熱が巡めぐり巡った。

「っ、ゴホッ！」

　呼吸を取り戻したクロトは、大きく咳せき込んで身を起こした。

　白い大地。大理石にも似た、神しん殿でんのような、染しみ一つない、石の地面だった。見上げる空は全すべて、虹にじ色いろの虚きよ無むで覆おおわれている。

　まるで浮うき島しまのようなその空間に、クロトと、もう一人だけがいた。

「あ…………」

　銀ぎん髪ぱつの少女。黄金の瞳ひとみが、驚きに見開かれている。

　今までと違い、酷ひどい格好だった。例の戦せん闘とう服はあちこち破けて、露あらわな肌はだは斬きり傷と打だ撲ぼくだらけ。胸と首の端たん子しからは、ぱち、ぱち、と火花が弾はじけている。

　その背後には、浮島の大地の、その半分以上を占しめる巨きよ大だいな鋭機が鎮ちん座ざしている。

「……お前、」「クロ……ッ！」

　がつん。

　クロトの眼の奥に、火花が散った。クロトが目を覚ましたことに気がついた少女が、思い切り身を乗り出して、結果的に強きよう烈れつな頭ず突つきをかましてきたのだ。

「ずっぁ……！」「痛っ、たい……！　男の人の額って、こんな硬かたいの！」

「別に、そこに男女の差異はねえよ……！　お前、ほんと、考えて動け、──ロア！」

　少女の名を呼んで、そして、ようやく頭が回り始めた。

　そうだ。俺は、要よう塞さいを落として。そして──

「……どうして、生きてる？」

　逆げき鱗りんを貫つらぬかれれば、竜りゆうは即そく死しする。暴走していようが何だろうが関係無い。

　途端、引き攣つるような痛みにクロトは胸を押さえた。そこに、治ったばかりと思おぼしき新しい傷きず痕あとがあった。首ではない。蒼そう穹きゆうの砲ほう撃げきは、あろうことか急所を外していた。

　胸だけではない。あの激戦のフィードバックで全身に負っているはずの怪け我がが、全て消えている。──全身を舐なめる、白い炎ほのおによって、癒いやされている。

「変身が、解けて」

　額を押さえていたロアが、突とつ然ぜんに言った。

「ボロ雑ぞう巾きんみたいになってたあなたの身体から、物もの凄すごい量の魔ま獣じゆうの化石が抜けて、全部、外に落ちていったわ。だけど、最後に一個だけ残った赤い宝石が、燃え上がったの」

「火……」

　致ち命めい傷しようをも覆くつがえす、強力な再生の炎。最も直近で喰らった、最も強力だった因子。

（──キミと、並んで、戦いたかった）

　少女の、天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおが思い出された。

「……あの、馬ば鹿か。もっと、自分に向けて力を使えってんだ」

　周囲に、もう化石は残っていない。虹嵐の虚こ空くうの中に消えていったのか。

　残っているのは、クロトの右みぎ腕うでに埋うめ込まれた屍喰竜ニーズヘツグの核かく石せきだけ。その中に感じられる力も、もはや屍喰竜本体だけだ。ロアの言った通りなら、虹嵐の虚空に消えていった。

　あるいは、これで良かったのかもしれない。これ以上、自分に縛しばりつける必要もない。

「ねえ。感傷に浸ひたっているところ、悪いのだけれど」

　ロアが、不意に言った。

「わたしに、何か、言うことはない？」

　身を乗り出し、密着した姿勢。それを引き剝はがせるほど体力は戻っておらず、クロトは少し考えてから、目線を逸そらした。

「……六十点。獣けもの堕おちっつったって、所しよ詮せんは化け物だ、いくら出力が上がってたところで、隙すきだらけだっただろが。それを相手にどんだけ苦戦してるんだ、情けねえ」

　こんな状じよう況きようで減らず口を叩たたける自分が、いっそ誇ほこらしくすらあった。

　すぐにロアの毒舌が返ってくると思い、クロトは眼を閉じる。この距離から叫さけばれるのは流石さすがにきつい。……だが、いつまで経たっても、ロアは返事をしない。

　不ふ審しんに思って視線を戻すと。

「……っ、く…………」

　ぽろぽろと。大おお粒つぶの涙なみだが、ロアの両眼から零こぼれ落ちていた。

「お。おい、待」

「なん、……そうやってっ……！　あなた、いつもっ……うああ」

　ありていに表現してマジ泣きだった。端たん整せいな顔をくしゃりと歪ゆがめて、みっともなくしゃっくりをして、眼をこすりながら啜すすり泣く。流石に焦あせる。呪詛に吞のまれた時ですら、ここまでダメージを受けている様子はなかった。

「クロト、も、意地悪、ひどい、意地悪、ばか、ばか、もう、馬鹿ぁ……！」

「い──待てって、悪かった！　落ち着け、泣くなって、おい！」

「なんで、あんなっ、こと……！」

　ぐずぐずの声でそう問われては、素す直なおに答えるしかなかった。

「……保険だよ。百年前の要塞だ。落とせる保証なんかなかったし……実際、ああしなきゃ、俺もお前も、まとめて殺されて終わりだっただろ。……それで、もし俺が堕ちた場合、それを殺せるのは、お前しかいなかった」

「そんなことで？　そんな消去法で、わたしに……っ？」

「…………だって、お前、俺が屍喰竜だって知らなかっただろ」

「知らなかったわよ！」

　ロアが叫んだ。クロトの襟えりを摑つかんで、がくがくとゆする。

「知らなかったけど、分かったの。……分かっちゃったの！　分かるわよ！　分からないとでも、思ったの!?」

「ま、待て。言ってることが、支し離り滅めつ裂れつだぞお前……そもそも、俺達は敵同──」

　敵同士だろう、と言いかけたが、ロアの表情を見て口を噤つぐんだ。

　正しい判断だった。この期ごに及およんでそんなことを言うのならここであなたを殺して勢いでわたしも死ぬと、ロアの眼めは雄ゆう弁べんに語っていた。

「この期に及んでそんなことを言ったらあなたを殺して勢いでわたしも死ぬから」

「分かってるよ！　言うなよ！」

「……明らかに、要塞の方に誘ゆう導どうしてきたこととか。動きの癖くせだとか、見覚えのある鷲わしの翼つばさとか。──こっちを見る、眼とかっ。屈くつ辱じよくだわ。こんな、非科学的なこと」

　ロアが告げる理由は、その全てがひどく感覚的な、曖あい昧まいなもので。彼女自身、そんなものが当たってしまった自分に戸と惑まどっているようだった。

「それでもっ、確証は持てなくて、でも急所は撃うてなくて、──崩くずれ落ちる山ほどの化石の中に、あなたの身体を見つけた時のわたしの気持ち、分かる？」

「……悪かったよ」

　別に、死にたかったわけではない。ただ、妥だ当とうだとは思っていた。

　数多あまたの仲間を、自分の糧かてにする為ために喰らってきた怪かい物ぶつとして。そうして役目を果たし、戦場と共に果てるのは妥当な結末だとは思っていた。

　泣きじゃくるロアを宥なだめながら、空を見上げる。

　クロト達は今、最後の虹嵐──世界を元通りに戻す為の断絶の中にいるのだろう。虹色の空のあちこちには、窓のように孔あなが開いて、戦場の景色が現れては消える。

　その中には魔導師達の結界や、機械兵の姿も見える。あれを目指せば、元の場所に戻れることは、なんとなく察しがついた。

「……これで、最後か」

　ふっと呟つぶやく。感動だとか、感かん慨がい深いだとか、そういうものはなかった。失ったものは多く、二度と戻らないものばかりだ。やるべきことは多いが、考えるのもうんざりする。

　すると、ようやく泣きやんだロアが、鼻を啜りながら、なぜか首を傾かしげた。

「どうして？」

「……どうして、ってお前。これで、ジグローゼスとメフィエラは別れるだろ」

　胸の中の虚無を感じながら、いや違ちがうか、と言い直す。

「別れるってのも違う。戻もどるんだ。狂くるっていたものが、間違っていたものが、やっと元の姿に戻る。もう二度と、俺達が会うこともなくて、──それが正しい形だ」

「──……」

　ロアはしばらくの間、何も言わなかった。当然だろう、ロアは、クロトよりもはっきりと見たはずだ。あの呪じゆ詛その中で嘆なげく人々を。後こう悔かいを。戦争によって燃え尽つきた全てを。具体的な内容こそ曖昧でも、その感情だけは何よりはっきりと伝わってきた。

　だが。

「──来て」

　ぐい、と手を引かれた。立ち上がらされる。体力が戻っておらず、彼女に倒たおれかかりそうになってしまう。そんなクロトの様子は関係無いとばかりに、ロアは、石造りの床ゆかの、その縁へりへとクロトを引っ張っていく。

「お、おい、何だよ、引っ張るな！　まだ体力が……」

「違うわよ！　本当に、クロトは、もう、このクロト！　──ほら！」

「人の名前を罵ば倒とうに使うな！　一体、何が──」

　縁に立った。

　そして、眼下に広がる光景を見た。




「──……」




　クロト達が倒れていたのは、どこかの建物の屋上だったらしかった。

　眼下には、広場と、神殿のような建物があった。人が溢あふれていた。

　子供がいた。大人がいた。男がいた。女がいた。黒くろ髪かみがいて、銀髪がいて。魔導師がいた。技術者がいた。誰だれもが楽しそうに笑って、肩かたを組んで、喜びあっていた。

　周囲に並び立った機械兵が、空に、明らかに観賞用と分かる綺き麗れいな色の弾だん丸がんを打ち上げていた。空に敷しかれた魔法陣じんが、その弾丸を受け止めて空に広げた。青空と白い雲をカンバスに、光の花がいくつも咲さいていた。

　その中心では、恋こい人びと同士だろうか。角ばったメフィエラの服を着た黒髪の男と、純白のローブドレスで着き飾かざった金きん髪ぱつの女性が、幸せそうに手を組んで、人々に微笑ほほえんでいる。

　虹嵐の中の結界。百年前の光景。後悔でも、懐かい旧きゆうでもなかった。ただ歓かん喜きがあった。

「……ほら、見て」

　きっと、クロトが目覚める前に見ていたのだろう。最後の隔かく絶ぜつ結界──この光景を。

「これだけの人が、本気で喜んでるのよ。あの中心の二人を、祝福しに。

　あ、でも、そうじゃない人もいるの。家族に付き合わされている人。周りのお店の食事が目当ての人……ああ、機械兵を子供に悪戯いたずらされて、怒おこっている技術者もいる。色んな人がいるの。一様に、虚きよ構こうを褒ほめ称たたえるのでも、扇せん動どうされてるのでもない……」

　何か別の光景と比べているのだろう。ロアが、眩まぶしそうに微笑んでいた。

「……間違いじゃないわ」

　少女が、確信と共に言った。

「わたしが言わせない。間違いなんかじゃない。わたし達も、──あなたも」

　ロアは花咲く空を見上げて言った。その横顔を、色しよく弾だんの光が照らした。激しい戦せん闘とうの後のぼろぼろの姿で、だけれどこれまでのどんな瞬しゆん間かんよりも、綺麗だった。

「ねえ、クロト。……わたしは、もう一度」

「──もう一度。俺は、ここに来る」

　そこでようやく、クロトは言葉を発せた。

「何年掛かかっても構わない。どれだけの障害があろうと、知るか。戦争じゃない、この瞬間を取り戻す。……父さん達の行動も、選せん択たくも。誤りなんかじゃないって」

　空くう虚きよだった胸は、すっかり温かなもので満ちていて、必死に無様に歯を食いしばった。もう二度と、彼女の前で、情けなく涙を流したくはなかった。

「ええ。──また、ここで会いましょう」

　台詞せりふをクロトに奪うばわれたはずのロアが、だけれど嬉うれしそうな顔でこちらを見上げている。クロトは気づかないフリをした。







「じゃあ、わたしはもうそろそろ帰るわね」

　銀ぎん嶺れいの上から、ロアが言った。例によって、隔絶結界は崩れ始めていた。婚こん姻いん式の光景は虹にじ色いろに消えて、あちこちに外への出口が開いている。

「早く戻らないと。わたしの国がどうなっているか気になるから。……わたしは国を色々変えなきゃいけないの。その分ハンデがあるんだから、そのあたり考えてね」

「知らねえよ。何をやるつもりなんだお前は……」

　彼女の本国での立ち位置は知らないが、それでも必ず、ロクでもない計画を立てていて、周りを巻き込んで無茶をするつもりなのだと確信できる。

　そのうちに、銀嶺の調整が終わったらしい。蒼あおい光を纏まとい始める機体のコックピット部から、危なっかしい足取りでロアが降りてくる。

「本当に、一人で大だい丈じよう夫ぶ？」

「余計なお世話だ。限定転身はできる。今回は魔法陣から出るわけじゃない。お前と一いつ緒しよにその穴から出て、メフィエラ側に出たらたまったものじゃない」

「その時はわたしの権力で飼ってあげるから大丈夫なのに。──あ、そういえば、クロト」

　にやりと、ロアが嫌いやな笑い方をした。

「あなた、お母さんにどう思われていたか気にしていたでしょう」

「……お前、今それを持ち出すか……？」

　思わず顔を押さえて目線を逸そらす。今でも、あの記き憶おくは普ふ通つうに黒歴史だ。どうしてここで、急にその話を持ってくるのか。

「ねえ。クロト。あなたのお母さんは、きっと、あなたを大事に思っていたわ。わたしが保証してあげる。何なら。次に会う時までに確かめておいてあげてもいいわよ」

「はあ？　おい、待てロア！　それ、どういう意味だ──」

　思わぬ言葉に、クロトが振ふり向く。

　と同時。ぐい、とロアがクロトの袖そでを引っ張った。姿勢が崩れる。

　そして、──少年の額に、少女の柔やわらかな唇くちびるが触ふれて、すぐに離はなれた。

「な」

「ふふ、なーいしょ！　──次に会うまでに、眉み間けんの皺しわ、少しは消しておきなさい！」

　一瞬だった。クロトが何か言う前に、ロアは銀嶺のコックピットへと昇のぼっていく。

　銀嶺が起動する。蒼い光が輝かがやき、機体が浮うき上がる。クロトはロアへと叫さけびかける。

「ロア！　おま──お前な！　いっつもそうやって……！」

「ふふっ！　……それじゃあ、またね！　わたしのレシュノルティア！」

　コックピットが収納される。少女の顔が見えなくなる。そして、突とつ風ぷう。

[image: ]

　砂が巻き上がり、それが収まるころには、少女の機体は空の彼方かなたに消えていた。

「……レシュ、って、銀嶺の名前だったか。なんだよそれ。意味分からねえ……」

　クロトは赤くならざるをえなかった頰ほおを擦る。そして、額に残る、ささやかな温度を感じながら、蒼そう穹きゆうの光を纏まとう機体が空の彼方に飛んでいくのを見送った。




　　　　◆




　光差すホールで、少女が花咲くように笑う。

「──約束したんです。わたしは。負けられません」

　基地の入り口で、少年が挑ちよう戦せん的に笑った。

「約束したからな、俺は。負けて、たまるか」




　そして、二人は空を見上げる。

　兵器も竜りゆうもいない空は、何もかもに祝福された様な、突つき抜ぬけるような蒼色だった。








あとがき









　──科学と魔ま法ほうは、どちらが強いのか？




　かつて、原始のヒトが火の扱あつかい方を覚えた時から語られてきた（※要出典）この疑問について、皆みなさんはどう考えますか？

　魔法は兵器より強いか？　速度は？　威い力りよくは？　応用性は魔法が上か？　汎はん用よう性は銃じゆうが勝るのでは？　核かく兵器より強い魔法はあるか？　そもそも魔法と科学の違ちがいは？　十分に発達した科学技術は、本当に魔法と見分けがつかないのか──

　細かい話は今後の学術研究に任せるとして、ただひとつ私が言えることは、やっぱり放射熱線とか荷電粒りゆう子し砲ほうはロマンだよなあ、ということです（何の話だ）。




　初めての方には初めまして。お久しぶりの方には、いやホントに大変お待たせいたしました。ミズノアユムと申します。

　雌し伏ふくの日々の間に、すっかり社会人になってしまった今日この頃ごろです。

　ですが心までは屈くつしていません。最近、ＶＲ技術なども発展してきて、そろそろＶＲスポーツで異能バトルが出来ないかなと心待ちにする日々です。うっかり現実に侵しん蝕しよくとかしてくれると有あり難がたいのですが、まだそういうニュースはないようで。残念です。

　もしここをお読みの方で、現実と電子を逆転させ、世界をＶＲで吞のみ込まんとする予定のある黒幕の方がおられましたら、ご連れん絡らく頂けるとありがたいです。

　当方、異能バトルおよび悪の幹部には多少の心得がございます（何の役に立つのか）。




　と、個人的な話はさておき。

『名もなき竜りゆうに戦場を、穢けがれなき姫ひめに楽園を』

　二刀一対型タイトルの新作、楽しんで頂けましたでしょうか。

　あとがきから読んでいる貴方あなたも、きっと買って後こう悔かいはしませんので如何いかがでしょう。

　何せ、切きつ符ぷ先生の美び麗れいイラストだけで十分に値段分ですので。見て下さいよこれ。最オブザ高オブザ最高じゃないですか？

　怪かい物ぶつ！　人型兵器！　襤ぼ褸ろマント少年兵！　パイロットスーツ美少女！

　魔法ＶＳ科学も含ふくめ、この作品を書くまでの過程、発想元は、それはもうたくさんあって一いち概がいには言えないのですが、相も変わらず趣しゆ味みに走っています。

　そして、この作品を構成する要素のうち、どれか一つでも、読んで下さる貴方の琴きん線せんに触ふれたのなら、これほど嬉うれしいことはありません。




　今回の出版にも、多くの方に大変お世話になりました。




　ロボットに竜にと無茶ぶりに片かたっ端ぱしから応えて下さった切符さま。隙すきを見ては果てなき迷走の激流に飛び込んで行く私を、辛しん抱ぼう強づよく引き戻もどして下さった編集者さん。

　執しつ筆ぴつ中に相談に乗ってくれた友人知人、この作品を書くきっかけに、または支えになってくれたいくつかの作品とその作者さん。




　そして、手に取ってくれた読者の皆さんに、最大級の感謝を。



















名なもなき竜りゆうに戦せん場じようを、穢けがれなき姫ひめに楽らく園えんを
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